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環境緑化木の育成体系

！試験担当者

浅川実験林樹木研究室長 小林義雄

〃 樹木研究室 峠田 宏

〃 〃 大河原利江

I！試験目的
主要緑化用樹械の育成体系の疏立をはかるため,緑化木の生態的性質,繁殖法養苗標华など 

について,既往成果の集約を図る。

m試験の経過とえられた成果

1•隅査方法

緑化用樹糖お、よび緑化用に便用可態と考えられる野性樹莉について,緑化樹としての形態, 

性質,用途 繁稱法に関するデータを収集し,カード整理をおこない,約6 0 0種余りの樹種 

について検索カードを作成した。

そして,マークカードとカードセレクターを利用して,樹種名,形態,生態的性質,繁殖法 

用途 その他を指定することにより,直ちに必要とするカードが検索されるシステムを作成し 

た〇

本報告では,そのうちより代表的な3 〇〇種を選定し,主要な項目の一覧衷を作成するとと 

もに,簡易検索カードを考案して,一般に利用しやすいようにとりまとめた。

2.緑化養成木一览表(表1,表2,表3)

この一覧表は既往の成果から,主要緑化木の形質,用途,栽培地,繁殖法^どに関すること 

を集約して作我したものである。

1)収録樹種の和名および学名

璀定した3 0 0種の和名,学名,科名は另I］記の通りで,樹種毎につけられた番号は,すべ 

ての表およびカードで共通的に用いられる索引番号である。

2｝主要な形質のまとめ
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a生活形区分

常緑,落葉 半常緑,高木 中高木 大低木 低木 小低木,ほふく性,つる性の另化

b花に関する形質

色彩,香り,花期 観賞的価値のあるもの(観)。色彩は赤紅ー紫紅,燈赤を含む,橙, 

紫褐ー暗赤紫 橙紫を含む,黄ー緑黄を含む。白ー淡黄白,淡紅白,淡紫白を含む。绿ー 

白緑を含む。そして青にまとめて我現した〇

c葉に関する形質

葉の形態,紅緡香りなど。

d果実に関する形質

色彩,熟期 仓用 毒性»吞り,観賞価値のあるもの「迎」,鳥類の衅になるもの「鳥」 

また雌雄•異株のものは辭株にのみ精果するので「異」として我現した〇また果実の色衫は 

黒一黒紫,青黒を含む,褐-紫揚 黄福,緑祝を含む。紫ー淡赤紫,白紫,淡紫を含む, 

橙ー赤｛登を含む。英一緑黄,赤黄を含む,赤ー紫赤を含む,靑ー孫青を含む。白ー背白を 

含む,そして緑にWとめて表現した。

3) 用途に関するまとめ

庭木,生垣,公園,街陷 緑化に対する適性の有無

4) 栽培地に関するまとめ

a・気侯条件に対する適性

亜熱帯,暖温帯,冷溫帯,亜寒带に分け,〇印が値我適地,△印が植栽可有它x印が植 

栽不適地である。

b 立地条件に対する適性

陽地陰地»乾地,湿地,砂地に分け,〇印が適,△印が可能,x印が不適である。

C 防災機能 ・

防火防風,防砂,防音などの機能

d 病虫害に対する耐性

e保育上の性質

苗木生長の遅速 移植の難易など。

5) 育苗方法についてのまとめ

a実生繁殖法

採種調製：落果したもの,また但もぎ取って採取し,乾燥,脱粒して種子をえるものと
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陰生干しするものがある。または果肉のあるものは果肉を除去し,水洗した植子枝陰生干 

しする程債にて貯載に侍すものがある。特に乾燥をきらうものがあり注意すること。

貯號:乾此 冷暗室(〇〜2 °C) 〇適湿に供って低温(2〜4 °C) 〇 土中埋蔵など 

がある。

発芽促進:冷水浸漬。「低湿」低温湿屈処理,組合せ湿層処理などがある。

まき付:まき付の時期お、よびとりまきのよいものを分けてある。

発芽：「当春」はまき付当年の春に発芽するもの。「翌春」は年を越して翌年の春に発 

芽するもの。「翌々春」「当夏」などもあり,1〜5の数字は発芽率を示し, 

r5jは最も発芽のよいものである。

吨き付せ,仕立本数»稚苗高,種子数量:育苗計画に必要な平均的数値が示してある。

bさし木繁殖法

材料:枝,M 根の区別のほか,特に若木から枝を採取するものは「若」とした。

枝年令：「〇」は当年のたび新しい枝。「1」は年を越した前年の枝。

時期：さし木をおこなう適期を示してある。ただし,夏期はミスト潘水装置を使用した 

場合に可能なものが多い。

活尤津：1-5に分け,「5 1は蝮も活着のよいものである。昼 〇, △印は難易を示 

しており,「◎」はさし木増殖が容易で一般に利用できるもの。「〇」はさし 

木増殖法を改良すれば利用可能なもの。「△」はさし木増殖が困難なもの。

Cつぎ木繁殖法

方法:つぎ木の方法で「切」は切りつぎ,「割」は創りつぎ,「腹」灯腹つぎ,「呼」 

は呼びつぎ,「芽」は芽つぎ,「根」は根つぎを現わしている。

時期:つぎ木の適期を現わしている。

台木：台木に用いる種類で,共台とは,穂木と同じ種類の台木のことである。

3.苗木繁殖法の概要

繁殖方法は有性繁殖法と無性繁殖法に大別される。

3-1有性繁殖法

種子を插いて増やす実生法がある。多髭の苗木を生産するのに経済的な方法で,さし木苗 

などに比べて,一般に長命であり,すなおな自然の形態をもった苗木をつくることができる。 

しかし,樹形,葉の大小,花の形,色の変化などの形態や成長が不揃になることがある。反 

面このことを利用して,新品席を作出できる利点もある。
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1)実生法

a)採種

同一樹種が2本以上立っているところの病虫害がなく,健全な木を選び採種する。

樹衝こより果実の成熟期は異左るが,成熟した適期を選び,すみやかに採取する。

b) 種子の弱整および貯蔵

① 乾煥脱粒するもの

スギ,ヒノキ,マッ左ど針葉樹の多くは陽光乾燥し,脱粒し,種子の羽をとり,し 

い左粒を除き精選する。

広葉樹の種子にはカンパ類 ハンノキ類 ケヤキ,カツラ,マメ科,ツツジ捋など 

のように乾炭に耐えるものもあるカ;,乾き過ぎを嫌う終子が多く,陽光をさけ,日陰 

にて乾燥する。

② 果肉を除去し水洗乾燥するもの

針葉樹の一部と広葉樹の液聘 核果左どの多肉果は果肉を除去したのち,水洗し, 

日陰でわずかに湿気が残る程度に乾燥する。

①の場合は〇〜5 °Cに保った冷蔵庫に低温貯成し,②の場合は種子が乾煥しすぎる 

と発芽低下または不能に号"が多いから,湿気を保って,冷譲庫に低温貯蔵する 

が,または土中埋蔵する必要がある。

c) 発芽潮

種子の左かには播種するまえに発芽をよくする処理を必要とするものがある。

① 種子の生理的休眼の浅いもの

冷水浸潰して,発芽を早め,発芽時期をそろえることができる(カラマツ,アカマ

ツ,スギ,ヒノキなど)。 •

② 種子の生理的休眠が深いもの

〇～5 °Cにて致週間以上,または效ヶ月,低温湿層処理をして発芽をよくする。ま 

た,2 〇〜2 5 %に数日むき,次に〇〜5 °Cに移す。組みあわせ湿層処理,あるい 

は,1日のうち!・は2 〇〜2 5 °Cに保ち,I・を〇〜5 °Cにして,数週間以上繰返す 

ことにより発芽がよく左る場合もある(チョウセンゴヨウ,ヒメコマツ,トネリコ, 

ャチダモ,シナノキ,カエデ左ど)。

③ 種子の組織がかたく,物理的に休眠の深いもの

種皮をナイフ,、 やすり,砂れきなどで傷つけるカ、または8 0 °Cの熱湯に数秒左い 
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し数分間つけ,相i子をやわらかくして透水性をよくする。あるいは濃硫酸に数分(種 

頓により時間は異なる)浸漬して種皮の透水性をよくする(マメ科,ウルミ科の種子 

など)

d)播種

①取播

種子を訓映してすぐ插付ける方法で,果実の成熟期のちがいにより夏から秋にわた 

って行われる。湿J稀処理(保湿冷蔵,土中埋赋して種子を貯蔵する必要のあるものは» 

取播することによって自然条件である程度同じ効果をあげることができる。

の春播 ・、：

貯蔵してお、いた極子は一般には春の3〜4月に播種する。しかし,土中埋蔵したも 

のでは,土中にて早くに発根してくるものがあり,堀上げ,播種を早春にするものも 

ある。

(3)播付け法

小粒補子は一股にぱら插,大豆粒の大きさでは条播,とくに大きいものでは,粒播 

にする。

覆土の厚さは種子の径の1〜3倍が普通で,覆土したら,床面の乾煥を防ぐために, 

ワラまたは寒冷紗をかけてやり,発芽をはじめたら除去し,日慢をすく・してやる。

つつじ類のように細粒のものは,水ごけ,ピートモスなどを用いて箱喧きにする。

播付床は施肥,消毒を行・〇ておき,発芽後は濯水»病虫鳥害貯險 追吧 越冬のた 

めの保>護などの管理を十分にする。

④床替

発芽して約1年をへた苗木は,翌春の3〜4月に苗木の大きさに応じた間隔をとり, 

移植する。

発芽に2〜3年かかる種子の場合,あるいは,発芽しても成長の遅い小苗のものは, 

播種床をそのさ性にして育てる。

その後2 ～3年をへると苗木が大きく生育するので,根切りをして根を充実させる 

ように床替をして,出荷に適した大きさの苗木に仕立てあげる。

3 一 2 無性繁輿法

親木のすぐれた遺伝的形密をもった苗木をつくりたい場合,若木で種子がとれない場合に 

は,さし木 つぎ木 取り木 株分けなどの無性繁殖法で苗木を増殖するのがよい。
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斑入り,花色の変化品,八重咲をどで題木のもつ形質をそのまま伝える場合には,さし木 

づぎ木が普通に行われている。

1)さし木法

a) さし木床

さし穂をさし付けるには,露地ざしと箱ざしがあり,箱ざしは数量の少左いとき(こよ 

く,または酎寒性の弱い樹種まどでは冬期に温室に移動できる利点がある。

用土は無菌状態で,排水,保水,通気性のよいものが望ましい。雑菌の多いものはさ 

し穂を腐敗させる原因になるので使用しない。川砂,赤土,川砂と赤土の混合土,鹿沼 

±,パーライト左どが利用されている。

箱ざしの場合には深さ7〜I 0 cm,長さ4 0 ～5 0 cm,幅2 5 ～3 〇 cmの木箱 

か币販しているプラスチック製の育苗箱が用いられているが,底に排水用の穴のない木 

箱では必ず底に適当左穴をあけること。

用土の土粒は大きさ3〜5 mmが適当であるから,フルイを用い,微粉や大粒のもの 

は除去して使用する。

用土を入れるまえに,箱の底穴にはサランの防虫網をあてがい,次に底の部分(こ砂利 

または大粒の赤土を少し入れてから,用土を入れる。

露地ざしの場合には踞地にさし床をつくる。日当りよく,一定の湿度がある場所を選 

び,排水の悪いところでは,床面を少し高くし,幅9 Ocm,必要左長さを決め,深さ 

2 〇 cmほど畑土を除いて,底に大粒の赤土をいれ挡冰をよくし,その上に用土をいれ 

る。

b) さし付け時期

さし付けの時期は針葉樹,落葉広葉樹などで一般に広く行左われている3〜4月の春 

ざし,常縁広葉樹で一般に行左われている6～7月の夏ざしがあり,また一部のもので 

は9～1〇月に行なう秋ざし,床土を加温して冬期に行なう冬ざしをすることもある。

C)さし穂

さし穂の材料により,枝ざし,幹ざし,案芽ざし,根ざしなどがあり,小枝をさし穂 

に用いる枝ざしが最も普通に行をわれている。,

さし穂を取る親木は若木がよく,病虫害のない鯉全なものを遐び,春ざしの場合は充 

実した前年生枝から,長さ1〇〜15 cmめさし穂を取る。夏ざしの場合は,ことし伸 

びて組織のかた暁•・〇た当年生の新しい枝から長さ6.〜7 cm tたは,大きいものでは

—8 —

1〇〜13 cmのさし穂を取る。

さし腴の下半分の葉はきれいに切り取り,上半部の残した葉が大きい場合には,葉の 

面積を3^2切りつめてやる。•

さし別の基部切口は,よく切れるナイフで斜めに切り,さらにその裏側を少し切りか 

えし,くさび形にするのが普通であるが,特殊なものでは,切口に割れ目を入れる割ざ 

し,小枝を根元から手でかきとり,さし穂の基部にかかと状に切片をつけたまま用いる 

ヒールざしもある。

作った穂は2〜3時間水につけ,よく水をあげさせる。

d) 発根促進処理

発根をよくするために,インドール酪酸»ナフタリン醉战 ナフタリン酢酸アミドなどの発 

根倨但剤が用つられ,発很効果を上げているbしかしすべて典根困推な樹稚に効果があるとは 

かぎらない。さし付け前にさし穂を液剤の低濃度液に浸潰する法と粉剤をさし穂の基部 

につける塗抹方法とがある。

e) さしつけ方

さしつけ間隔は葉の大小,枝の太さにより異なるカ・互に葉がふれあう程度がよく, 

間隔をあけすぎると乾煥しやすくなる。一般には間隔を5 cm内外とって,さし木床に 

案内棒でさし穴をあけ,さし穂のが土の中に入るように,垂直またはやや斜めに 

さしつける。根元は指でよくおさえ,基部の切口を土とよく密善させたのち,十分に灌 

水する。

f) ミスト滩水装置の利用

さし木は床土の乾煥を防ぎ,さし穂からの水分蒸散を少なくすることが必要で,さし 

付け後 濯水,日授などの箇理が十分であれば,さし木容易なものはよく発根して活着 

・する’ものである。

しかし,夏ざしの場合は,一般の方法ではとかく管理がむずかしく,樹種も制限され 

ていたが,ミスト灌水装置を用いることによって,さし穂の葉を減らし調節しなくとも 

噴霧により,葉面の湿度が保たれるので,さし木容易な常緑樹ばかりでなく,今まで夏 

ざしが困難であった落葉広葉樹や発根がやや困難といわれていたものまで,発根,活着 

が著しくよくなり,さし木増殖の範囲が広くなってきた。

下記のさし木利用難易の区分のうち

⑴さし木増殖が容易としたものは,発根促進剤とミスト装度を使用することによって,
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よりよい発根状態が得られ,(2)さし木増殖法を改良すれば利用可能とした樹種は,発根 

•をよくするために発根促進剤とミスト装置を使用することが望咬しレ、不使用の場合, 

あるいは,さし木時期が不適当な場合には,発根が著しく低下するものがある。

2)つぎ木法

親木の特性を保存するのにさし木が困難左ときは,つぎ木が用いられる。•つぎ木苗は開 

花,結実が実生苗に比べて早い利点がある。•

つぎ木はつぎ穂の種類により,芽つぎ,枝つぎ,呼びつぎに大別される。

a) 芽つぎ

芽つぎでは,夏から初秋にかけて行左われ,芽の部分をそぎとり,これを台木の削傷 

面に合わせてつぐ方法でパラ類では丁字つぎ,サクラ,カエデ類ではそぎ芽つぎが普通 

である。

b) 枝つぎ

枝つぎは,主として春に行左われ,1〜3芽つけたつぎ穂を台木につぎ木する方法で, 

普通には切りつぎ,割りつぎが行左われるが,その他各種の方法がある。

① 切りつぎ

切りつぎは,サクラ,クリ,カキ左ど広く用いられるもので,•台木の切断面をナイ 

フで削り,次に断面の片側に,樹皮と木部を少しつけて2〜3 cm垂直に切り込む。 

つぎ穂は長さ5-6 cmに切り,基部を3 cmほど浅く削り,反対側の先端を短く切 

りかえし,先はそろえる。このつぎ穂を台木の削った面にはめ,台木とつぎ穂の形成 

層を密着させる。咬わりをピニールテープ左どでしばり,固定し,つぎ穂の頂部切口 

台木切断面の露出部にはつぎ木口ウを塗布する。

② )割りつぎ

割りつぎはマッ類でよく用いる方法で台木の切断面の中央を2〜3 cmほどの深さ 

に割り,つぎ穂の基部はくさび状に2 cmほど削り,台木の割れ目.にはめ,形成層を 

合わせる。そして,ピニールテープをどでしばって固定する。

つぎ木の時期は樹種により異をるので適期を選定するが,一般にマッ類は2月下旬 

ウメは3月上旬,サクラ,モモ類は3月上〜中旬,クリは4月中旬,カンキツ類は4 

月下旬〜5月上旬を目安にしてつぎ木が行なわれている。,

c) 呼びつぎ

呼びつぎは根のある2個体の木を用い,両方を1〜3 cm浅く削り,合わせて結束し,

—1 〇 —

活着後に切りはずす方法Cある。枝つぎの困惟な樹積によく使われる。

3) 取り木法

取り木は茎や枝を母樹につけたまま発根させたのちに切り取り,独立した個体にする方 

法で,さし木 つぎ木の・困難なものに応用できる。作業は容易で,少氣の増殖には適して 

いる。

地上の枝を曲げて,一部を地中に埋め,発根させる圧条法枝の一部を環状剝皮して, 

湿った水ごけで切口を君むい,外側をポリエチレン布で包み固定してむき,発根させる高 

取り法印樹の根元近くの畴枝に傷をつけ,その上に盛り土して発根させる盛り土法な 

ど力;ある。

4) 株分け法 • • •

キョウチクトウ,アジサイ,シモツケ類左どのように母樹の地下から出るひこばえ,夕 

ケ類左どのように根茎から生じた株などを切り離して独立の株にする方法であ臨

5) 根伏せ

太い根を堀り取り,長さ5〜15 cmに切り,頭を少し地上に出すようにさして,増殖 

する方法で,キリ,ペカン,ナンキンハゼなどで行左われている。一般には生長休止期に 

根を堀り取り,3〜4月に根伏せをする。

以上繁殖法の概要をのべたが,実行にあたっては別記参考書を参照されたい。

さし木難易一覧表

(1)さし木増殖が容易で一般に利用できるもの。

さし木の活着は樹秒により號易が認められるが,次の樹種は比較的容易なもので,轄 

に〇印を付したものは,苗木増殖に主としてさし木が用いられている。また△印を付し 

たものは根ざし,茎ざしなどが用いられているものである。

A裸子植物(針葉樹類)

△ソテツ,イチョウ,ヒマラヤン1ダー,スギ,コウヨウザン,〇 メタセコイア,ヒ 

ノキ,、サワラ,ホソイトスギ,〇ビャクシン,〇ハイピャクシン,〇ネズミサシ,二 

オイ匕パ,コノテガシワ,〇アスナロ,イヌマキ,・イチイ

B常緑広葉樹 .•い、・ ' ■ • - ■'

B】常勰低木

〇トウオガタマ,テンダイウヤク,ヒイラギナンテン,ナンテン,センリョウ, 

チャノキ,キンシパイ(半常緑),〇サンゴカマツカ,タチパナモドキ,トキワサ 

ンザシ,〇力ジイチゴ(半常緑),エゾユズリハ,ハイイヌツゲ,マサキ,〇ジン
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チョウゲ•ナワシログミ,〇アオキ,ヤツデ,〇アセビ,〇サツキ,〇ヤマツツジ

(半常緑),〇モチツツジ,(半常緑),〇シロリュウキュウ,〇キリシマツッジ, 

〇オオムラサキ,〇キシツツジ(半常緑),マンリョウ,カラタチパナ,ヤブコウ 

ジ,ナオパイポタ(半常緑),〇キョウチクトウ,クチナシ,〇ハクチョウゲ(半 

常縁),〇ハナゾノックバネウツギ。

Bg常帰高木

モクマオウ,ウパメガシ,〇ガジュマル,〇アコウ,〇オガタマノキ,•ンキミ, 

(〇)ヤブッパキ,(〇)ユキツパキ,(〇)サザンカ,サカキ,〇ハマヒサカキ,ヒサカキ, 

カナメモチ,〇セイヨウパクチノキ,〇アメリカディコ,ユズリハ,ヒメユズリハ, 

イヌツゲ,タラヨウ,ソヨゴ,ツケ,ハイノキ,ネズミモキ,トウネズミ,モチ,◎ 

ヒイラギモクセイ,ヒイラギ,サンゴジュ,ハクサンボク

C襁広葉樹

C］落葉低木

〇ネコヤナギ,〇イヌコリャナギ,〇コウヤミズキ,〇ヒュウガミズキ,マルパ 

ノキ,〇ウッギ,◎アジサイ,ノリウツギ,〇パイカウツギ,ボケ,ヤマブキ,マ 

メザクラ(低〜小高木),〇コデマリ,〇シモツケ,〇イワシモツケ,◎シジミバ 

ナ,〇ユキャナギ,イタチハギ,ハナフ・ホウ,エニシダ,ヤマハギ,ミヤギノハギ, 

サンショウ(低〜小高木),ウメモドキ,二、ンキギ,ツリパナ,マユミ,ムクゲ, 

〇ドウダンツツジ,〇チョウセンレンギョウ,〇レンギョウ,〇オウパイ,イボタ 

ノキ,ムラサキシキブ,ハマゴウ,〇ツクバネウツギ,ウグイスカグラ,ニワトコ, 

ガマズミ,ハコネウツギ,タ二ウツギ,

c2落葉高木

〇ギンドロ,cセイヨウハコヤナギ,△ヤマナラシ(根ざし),〇シダレヤナギ, 

〇アカメヤナギ,ヒメシャラ,ナッツパキ,〇モミジバスズカケノキ,モミジバフ 

ウ,カリン,ソメイヨシノ,△ニワウルシ(根ざし),アキグミ,ギョリュウ,サ 

ルスベリ,ザクロ,ハナミズキ,ハシドイ,カンボク,ヤブデマリ。

Dつる植物

常緑,ムベ,ツルマサキ,ツタ,ツルクミ,キヅタ,ティカカズラ

落葉アケビ,フジ ...

E 単子葉値物. :
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△ニオイシュロラン(茎),△アッパキミガヨラン

(2)さし木増殖法を改良すれば利用可能左もの

A裸子的询(針葉樹湖)

センペルセコイア,ラクウショウ(若木),ナギ,カヤ,コウヤマキ

B常緑広葉樹

常緑低木

トベラ,シャリンパイ,ホソパシャクナク;アズマシャクナゲ

Bつ常緑高木

ヤマモモ,マテパシイ,アラカシ,シラカシ,クスノキ,グッケイジユ,ヤマグ 

ルマ,モッコク,イスノキ,モチノキ,クロガネモチ,ホルトノキ,カクレミノ, 

シャシャン:K,オリーブ,ギンモクセイ,キンモクセイ

C落葉広葉樹

C［落葉低木

モクレン,サンザシ,サンショウパラ,ハマナス,ニワナナカマド,サラサドウ 

ダン

ツラ,マンサク,ザイフリボク,カイドウ,ズミ,ヤマザクラ,オオシマザクラ,

エドヒガン,モモ,ナナカマド,イヌエンジュ, ニセアカシア,チャンチン,トウ

カエデ,ハウチワカエデ,トネリコパノカエデ,

(3)さし木増殖が困難なもの

A裸子植物(針葉樹類)

モミ,アカトドマツ,カラマツ,ドイツトウヒ, アカエゾマッ,アカマツ,チョウ

ーブマツ,テーダマッ,クロマツ,ツガ

B常緑広葉樹

B9常緑高木

B］常緑低木

アメリカシャクナゲ

コクサギ,キササケ

C,落葉高木

ヒメヤ、ンヤブシ,アカシデ,クヌギ•エノキ,ハルニレ,丁キニレ,ケヤキ,力

ヒメコマツ,リギダマッ,ストロ

ミズキ,ヤマボウシ,サンシュユ

センゴヨウ,リュウキュウマッ,ダイオウショウ,

リョウブ,エゴノキ,ハクウンボク,トネ・リコ,
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ツブラジイ,シリブカガシ,イチイガシ,タイサンボク,タブノキ,シロダモ,

ナナメノキ(カゴノキ,ハスノハギリ,サンカクパアカシア,フサアカシア,ユー 

カリノキ,タイミンタチパナ)

C落葉広葉樹

C］蘇低木

ロウパイ,クロモジ,ミツバツツジ,レンゲツツジ,アケボノツツジ

Cつ落葉高木

オニダルミ,サワグルミ,シナサワグルミ,ヤマハンノキ,シラカパ,ブナ,ナ 

ラガシワ,ミズナラ,コナラ,ムクノキ,ユリノキ,ハクモクレン,コブシ,ホオ 

ノキ,フウ,ヒカンザクラ,サトザクラ(品種により容易左ものあり),ウメ(品 

種により容易在ものあり),オオヤマザクラ,ネムノキ,エンジュ,ナンキンハゼ, 

センダン,ハゼノキ,イタヤカエデ,イロハモミジ,ハナノキ,ウリハダカエデ, 

ベ二パナトチノキ,トチノキ,ゴンズイ,シナノキ,へラノキ,アオギリ,ムラサ 

キハシドイ(ムクロジ,ボダイジュ,イイギリ,ヤチダモ)

D単子葉類

カンチク,クロチク,クマザサ,ナリヒラダケ,オカメザサ,ピロウ,カナリーヤ 

シ,シュロ,ワシントンヤシモドキ

4.養苗樹種選定のための簡易検索カード

多種多様左形質や適性をもった樹木のなかから,•目的お、よび条件にあった樹木を選定し,あ 

るいは類似形質をもつ樹種を知るためには,縁化後成木一覧表のみで左く,全樹種を項目別に 

分けシステム化した筒易検索カート・を使用することにより,能率的に選出することができる。 

1)カート・の項目 ・ヽ・

項目ふ多ければ,それに応じて細部性で検索できるが,それだけ繁雑にも左る。そこで, 

一般に使用しやすいよう,緑化養成木一録の項目の中から必要左項目を選び7 7枚にまと 
レ・ • .• ■- ' - •' ' ' •

めむ・ ,一 .... ' 

生活形:常緑樹,•秘樹,半常緑,高木性,中高木大低木低木,小低木ほふく性,つ

る性 ,,,:

花:赤紅,竟白,紫,緑»花もの(観賞),香りよい,花期1• 2月,3月く 4月,5月 

6月,7月,8月,9月,10月,11•12月

葉：紅葉,香りあり ..

果灾:赤既黄,白,苗,紫,黒,祖,网賞用,瓣雄異快冇诲(果実・葉など),熟期 

1-2月,3月,4月,5月,6月,7月・8月,9月,10月,1】•】2月

用途:庭木»生垣,姻,街路,緑化

植栽:亜熱帯,暖温带,冷温带,亜寒帯

立地：陽地,陰地,乾地,湿地,砂地

実生:採種乾燥可,陰生干,貯藏乾煥冷暗.保温低温または土中,とりまき,発芽促進低温, 

硫酸など,実生繁殖が容易,発芽が翌年

さし木:容易左もの,可能なもの,困難

つぎ木:つぎ木するもの,

2) カードの使用法

カード内の各番号は各樹種の索引番号と同じものが用いてあり,各項目カード田は,その 

項目に,適合する樹桶のみ,その番号のところにパンチ穴が明けてある。

洌】:一覧我のをかの常緑樹のみを知りたい場合。

常緑樹カードの下(て原カードを重ね合せ,パンチ穴を通して見える番号が,常緑樹の 

樹種番号である。この番号により,樹種名表から植物名を知ることができる。

常緑樹カード以外のそれぞれの項目カードも同様亿,それぞれの項目に適 

合した樹種の一覧表として使用できる。

例2 :養苗目的や条件のうち,数項目を満足する榭種を選定したい場合

例えば,「常緑,低木 花は白,香りよく,暖温帯に植栽でき,さし木容易なもの」, 

このような樹種を求めるとすれば,前記の項目カードを重ね合せると,パンチ穴の通 

り抜けている番号2 7 3が逃出でき,それはクチナシであることがわかる。

前項目のうち「香りよく」を除いて,「果実赤,翻賞用」を加えた場合には,パン 

チ穴の通り抜けている番号は9 6,14 6, 216であって,ナンテン,トキワサン 

ザシ,ナワシロダミが跛出されてくる。

3) 簡易検索カードー式(別に添付)

5.類似樹種の取り扱い方

本報告ではとりあえず主要緑化用樹木3 0 0種類Kついてとりまとめてあるが,国有林の緑 

化樹生産にはこれ以外の樹種も多数扱われている。そこで,それらについては,3 0 0種類の 

中から類似樹種を求め,その増殖左どの項を調べ,それに準じて取り扱っていただきたい。次 

の表は環境緑化樹木販売予定表(林野庁業務課,昭和51年2月)の中から一覧表にない主な
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ものを選び,それに対応して参考にする樹種を対にしてあげた。借物の和名は傑準和名を用い 

るのがのぞましいが(一覧表には標準和名を使用してある),一般田は別名,通俗名左どがそ 

れぞれ適当に使用されているのが現状である。T印で示したものは右が,別名,通俗名.ある 

いは巒名で使用されているものに対応する標準和名である。艇印のものは右梱が一覧炎にの 

っている珈の参考樹種名である。

左の樹種は右の樹種を参照せよ
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ァオマサキ T マサキ

アカガシ アラカシ

アカメモチ ー カナメモチ

アベリア ー ハナゾノックバネウツギ

7ラジロガシ シラカシ

クロパイ ハイノキ

シャクナゲ アズマシャクナグ

ックバネガシ アラカシ

ハクサンシャクナ・ゲ アズマシャクナゲ

パリパリノキ タブノキ

ピラカンサ T トキワサンザシ

ヒラドツツジ シロリュウキュウ

ミミズバイ ハイノキ

ャブニッケイ クスノキ

アオダモ トネリコ

ァオハダ ウメモドキ

アカヤシオ アケボノツツジ

アズキナシ ズミ

アズサ シラカバ

アメリカシラカンパ シラカパ

アブラツツジ サラサドウダン

アメリカハナミズキ ー ハナミズキ

アメリカメギ メギ

イヌシデ アカシデ

左の樹村は右の樹師を参照せよ。

イロハカエデ イロハモミジ

ウダイカンパ シラカバ

ウラジロヨウラク サラサドウダン

ウワミズザクラ ヤマザクラ

エゾサンザシ サンザン

エゾムラサキツツジ レンゲツツジ

エゾヤマザクラ T オオヤマザクラ

エゾヤマツツジ ヤマツツジ

オオカナメ ノキ ガマズミ

ォノオレカンパ シラカパ

オンツツジ ミッパッツジ

カマツカ ザイフリボク

キタコブシ コブシ

コシアブラ ミズキ

コパノヤマハンノキ ヤマハンノキ

コマユミ ニシキギ・

コミネカエデ イロハモミジ

コヨウラクツツジ サラサトウダン

シウリザクラ ヤマザクラ

シダレザクラ エドヒガン

シロヤシオ アケポノツツジ

スズカケノキ モミジパスズカケノキ

タイワンフゥ T フゥ

タカネナナカマド ナナカマド

ダケカンパ シラカパ

タムシパ コブシ

ドロ ノキ ギンドロ 、

ナツハゼ シャシャンボ 、

ニオイコブシ コブシ
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左の樹種は右の樹税を参照せよ 〇

フジザクラ T マメザクラ

プラタナス T モミジパスズカケノキ

ベ二ドウダン サラサドウダン

ベニャマザクラ ー オオヤマザクラ

ポプラ T セイヨウハコヤナギ

ミズメ シラカパ

ミネカエデ イロハモミジ

ミヤマガマズミ ガマズミ

ミヤマウグイスカグラ ウグイスカグラ

ムラサキャシオ アケボノツツジ

ヤマネコヤナギ ネコヤナギ

ヤマモミジ イロハモミジ

Tズマゴヨウ -* ヒメコマツ

イトヒパ サワラ

イラモミ アカエゾマッ

ウラジロモミ モミ

エンピッピャクシン ピャクシン

オウゴンヒパ サワラ

カイズカイブキ ピャクシン

キタゴヨウマツ T ヒメコマツ

キャラボク イチイ

ダラウカトウヒ アカエゾマッ

ゴヨウマッ T ヒメコマツ

コーカサスモミ モミ

シラベ アカトドマッ

シンパク ビャクシン

タマイブキ ビャクシン

トウヒ ドイツトウヒ

トドマッ

ニッコウヒパ

ネズコ

ハイマツ

パルサムモミ

パンクシアナマツ

ヒパ

ヒムロスギ

ヨーロッパアカマツ

(オオシュウアカマツ)

アカトドマツ 

サワラ

ニオイヒノく 

チョウセンゴヨウ

アカトドマツ 

リギダマッ 

アスナロ

サワラ 

アカマツ

左の樹Mは右の樹種を参照せXo
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埴生雅章ノ

>

ン

>

庭木と緑化樹 1 會奏樹常緑高木

2 落葉高木低木類

樹木大図脱1一 m

日本植物誌

原色日本樹木図鑑

庭木(樹種とその管理)

街路樹実務ガイド

図説接木繁殖法

原色日本植物図鑑木本編I

四季の庭木

緑化樹木の特隹と取扱い方

庭園樹木図鑑I

1 9 74. 2.2 5

1 9 74.1 0.2 5

1 9 5 9.1 2.1

1 9 75. 5.2 5

19 5 9.1.2 5

1 9 73. 8.2 5

1 9 73. 3.3 1

1 9 5 3. 5.1 〇

1 9 7 1.11.1

1 9 7 3. 6.1 〇

19 75.1月号

1 9 76. 3.1

誠文堂

有明書店

至文堂

保育社

保育社

日本林業技海 
協会

朝倉書店

保育社

朝日新聞社

グリーンエージ

池田書店
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北海道立林業試験場 S. 5 2. 3

著 者 書 名 年 月 日 発行所

全国林業改良 
普及協会

竹内虎太郎 

東堂行雄 

中平幸助) 

染郷正孝J 

日本建築学会 

藤井利重 

牧野富太郎 

町田英夫 

客崎 構

森下義郎) 

大山浪雄i 
ノ

安田 勲

山中寅文

緑化技術ハンドブック

緑化用樹木の実生繁殖法

環境緑化の手引

適木の手引つぎ木•とり木の実際

建築設計資料集成5

園芸植物の栄養繁殖

新日本植物図鑑

さし木のすべて

図説苗木育成法

さし木の理揃と実際

値木園芸ハンドブック

植木の実生と育て方

最新園芸大辞典1〜7

理耕と園芸別冊(図解陋木のふやし方)

1 9 74. 2.1 5

S 5 〇• 5.2 8

1 9 7 3.1 0.1 0

1 9 7 3. 9.2 9

1 9 7 2. 6.2 〇

19 6 1.6.3 0

1 9 74. 7.1 5

1 9 5 7. 5.1 5

1 9 72. 3.2 5

1 9 73. 6.2 〇

1 9 7 5. 7.2 1

1 9 6 8～1971

1 9 74. 5.3 〇

全国林業改良 
普及協会

創文

地球社

地球社

丸善KK

誠文堂

北隆館

誠文堂

博文社

地球社

養賢堂

誠文堂

//

//

生態応用による広葉樹の育成技两に関する研究,増殖試験

山形県立林業試験場研究報告第7号 S. 51.3

緑化木目的別樹種選定

福島県林業試験場林業試験場報告

野生木のタネに関する調査No. 5 S. 4 7

緑化樹に関する試験(タネに関する調査)No.6 S . 4 8.

生態応用による広葉樹の育成技浦に関する研究No. 8 S . 5 〇.
S . 5 2.

茨城県林試,業報•緑化樹木の増殖に関する研究 S. 4 4.

栃木県林試,年報 S. 45

// ,年報 S. 4 6

群馬県林試 S. 52

—2 〇 —

林弑調査部 S. 50

林演豪林部業報 S.4 4

〃 S. 4 5

〃 S. 4 6

〃 S. 4 7

〃 S . 4 8

〃 S. 49

〃 S. 5 1

神奈川県園芸試験場相模原分場 S. 50

新瀉県研究報告18 S. 50

広葉樹のさしき跋験伊藤信治

富山県林試 S. 52

石川県林試»業報1〇 (1银)緑化樹木育成に関する試験 S. 4 7

〃 〃11(2報)叶田久雄,長谷川義法 S. 48

山梨県林報,緑化樹の挿木増殖試験 S. 47

長野県林指,業報,緑化樹の増殖試験 S. 48

愛知県林試,林報12 S. 51

// S. 5 2

三重県林技センター業報12,緑化樹育苗技術体系化就験 S. 49

(第1報)

久米を恣,高橋明

〃 !3,(第2報)久米皂恣 S. 50

滋賀県森林センター業報 7.緑化樹育苗技而の体系化に明する研究 S. 48

熊谷政弘

〃 〃 8, /Z 関西地区育苗部会 S. 49

共同試験

您林省関西林木育種場,年報12,緑化樹育苗技術の体系化に関する S. 50

研究,関西地区育苗部舗同試験室

兵庫県林試,業報,緑化用樹木の増殖試験,緑化樹の播種試験 S. 47

〃 〃 S. 49
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兵庫県林試,業報,緑化用樹木の増殖忒駿,縁化樹の播種就験 S. 51

烏取県林就 S. 52

岡山県林試»林報16f緑化樹の育苗技淸体系化に関する研究 S. 50

(U)里見蒸

熊本県林研指,業報12,樹芸林業に関する研究,柳田芳雄 S. 49

〃 1 3, //

〃 ！ 4, S. 50

鹿児島林試 S. 52

全国林試協シンポ9回緑化樹 S.51

全国林試研機関協議会 緑化樹の増殖試験 

(鹿児島林試郡山正昭,寺師健次)

表1

収栽樹種一覧 (

裸子槌物

ソテツ科

1. ソテツ [yeas r e v 〇 ] u t a T h u n b .

イチョウ科

2. イチョウ Ginkgo bi 1 o b a L.

マッ科

3. モミ Abies f i rma S i e b . e t Zucc..

4. アカトドマツ Abies sachalinensis. (Fr-Sch.) Ma s t.

5. ヒマラヤスギ Ce d r u s d e o d ar a (Roxb.)Loud.

6. カラマツ Larix kaempf er i (Lamb.) Carr.

7. ドイツトウヒ P i c e a a b i e s ( L .) Karst.”

8. アカエゾマツ P i c e a g 1 c hn i i (Fr.Schm.) Mas t.

9•アカマツ P i n u s densiflora S i e b . e t Zucc.

10. チョウセンゴヨウ P i n u s Korai ensi s S i e b . e t Zucc.

11. リュウキ・ユウマッ P i n u sluchuensis Ma y r

12. ダイオウマッ,ダイオウショウ Pi nu s Pa1u s t r i s Mill.

—2 2—

1 3.ヒメコマツ,ゴヨウマツ Pinus parvi flora Sicb.et Zucc.

1 4.リギダマツ Pinus rigida Mi 11

l 5.スト ローブマツ Pi nus strobus L.

1 6Iテーダマツ Pi nus taeda L.

1 7.クロマツ Pi nus thunbe rg i i Pa r 1 a t.

1 8.ッガ Tsuga s i ebo 1 d i i Carr.

スギ科

1 9.スギ Cryptomer i a japoni ca (L. f .) D.Don

2 〇•コウヨウザン Cunni nghami a lanceolata (Lamb.) Ho ok.

2 1.メタセコイア Me tasequoi a glyptostroboides Hu et Cheng

2 2Iコウヤマキ Sc i adop i tys vert i c i 1lata (Thunb.) Si e b. e t Zucc .

2 3.センペルセコイア・イチイモドキ,セコイアメスギ Sequoia semperv i rens (Lamb .) 

Endl.

2 4.ラクウショウ Taxod i urn di st i chum (L.) Rich.

ヒノキ科

2 5.ヒノキ Chamae cypar i s obtusa ( Si eb. e t Zucc.) Si e b. e t Zucc. ex Endl.

2 6.サワラ Chamaecypar i s pi s i f era C Si eb. e t Zucc.) Si e b. e t Zucc . ex 

Endl.

2 7.ホソイトスギ Cupressus sempe rv i rens L.

2 8•ピャクシン,イブキ Juni pe rus ch i nens i s L.

2 9•ハイビャクシン Juni perus procumbens (EhdJ .) Mi q.

3 〇・オ、ズミサシ Juniperus r i gida Si eb.e t Zucc .

3 1.ニオイヒパ Thu ja occidental i s L.

3 2.コノテガシワ Thuja or i ental i s L.' :

3 3.アスナロ Thujopsis dolabrata (1.f.) Si eb. e t Zucc. 

マキ科

3 4.イヌマキ Podocarpus mac rophyllus (Thunb.) D.Don

3 5.ナギ Podocar pu s nag i ( Thunb.) Zo]1.e t Mori t z i 

イチイ科

3 6.イチイ Taxus cusp i data Si eb. e t Zucc .
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3 7.力ヤ Tor reya nuc i f era (L.) Si eb. e t Zucc.

裸子植物

モクマオウ科

3 8.モクマオウ Casuar ina equi set i f ol i a Forst.

ヤマモモ科

3 9.ヤマモモ Myrica rubra Si eb. e t Zucc.

クルミ科

4 〇.オニグルミ Juglans cord i f 〇 rmi s Maxim, var . a i lanth i f 〇 1 i a (Carr.) Re h d.

4 1.サワグルミ Pteroc arya rho i f ol i a Si eb. e t Zucc.

4 2.シナサワグルミ Pterocarya stenoptera DC. 

ヤナギ科

4 3.ギンドロ,ウラジロハコヤナギ Poplus alba L.

4 4.ポプラ,イタリアポブラ,セイヨウヤマナラシ Popul us n i gra L. var. i taii ca 

Muench.

4 5.ヤマナラシ Populus s i ebol d i i Mi q.

4 6.シダレヤナギ Sal ix baby 1 oni ca L.

4 7•アカメヤナギ Sal ix chaenomelodes Kimura

4 8•ネコヤナギ Sal ix graci 1 istyla Miq.

4 9.イヌコリャナギ Salix integra Thunb.

カバノキ科

5 〇.ヤマノ、ンノキ Al nus h i r suta ( Spach.) Re pr. var . s i bi r i ca (Spach)

Schne i d.

5 1.ヒメヤシャブシ Al nus pendula Matsum.

5 2.シラカパ Be tu la platyphyl la Sukatchev var . japon i ca (Miq.) Hara

5 3.アカシデ Car p i nu s laxi f 1 ora (Si eb. e t Zuc c .) Blume 

ブナ科

5 4.ツブラジイ,コジイ Castano ps i s cuspidada ( Thunb.) Scho t tky

5 5.ブナ Fag us crenata Bl ume

5 6.マテパシイ Pasan i a-edul i s Mak i no ‘ " ' ■

5 7.シリブカガシ Pasania glabra (Thunb.) Oerst.

—2 4 —

5 8. クヌギ Que r cu s acn t i ss ima Carr.

5 9. ナラガシワ Qne rcn s al iena Bl ume

6 〇. カシワ Qnerciis dentata Thunb.

6 1. イチイガシ Qiiercus gi Iva Bl ume

6 2. アラカ、ン Quercus glanca Thunb .

6 3. ミズナフ Quercus mongo 1 i ca Fi scher ex Turcz. var . gr osseser rata 

(Blume) Rehd. e t Wils.

6 4. シラカシ Querciis my rs i nae folia Bl ume

6 5. ウパメガシ Que rcti s ph i 1lyraeo ides A. Gray

6 6. コナラ Quercus se r ra ta Th unh.

ニレ科

6 7. ムクノキ Aphananthe aspera (Thunb.) Planch.

6 8. エノキ Ce 1 t i s sinensis Pers., var . japon i ca Nakai

6 9. ハルニレ Ulmu s dav i d i ana Pl an ch. var. japoni ca (Rehd.) Nakai

7 〇. 7"キニレ Ulmus parvi f o 1 i a Jacq.

7 1. ケヤキ Zel kova serra ta (Thunb.) Maki no 

クワ科

7 2. カジュマル Ficus microcarpa L.f. .

7 3. アコウ Ficus wi gh t i ana №11.

モクレン科

7 4. ユリノキ Li r i odendr on tu 1 i pi f e ra L.

7 5. ハクモクレン Magno 1 ia denudata Desr.

7 6. タイサンボク Magno l.i a grand i f 1 ora L.

7 7. コブシ Magno 1 ia kobus DC.

7 8. モクレン Magnolia 1 i 1 i f lora De s r.

7 9. ホオノキ Magno 1 ia ovovata Thunb.

8 〇. オガタマノキ Mi chel i a c ompres sa (Maxim.) Sarg.

8 1. トウオガタマ Mi chel i a f u scata Blume

8 2. シキミ 111 i c i um an i satnm L.. i " • - - * ' •
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ロウバイ科

8 3• ロウバイ Chimonanthns praecox (L.) Link.

クスノキ科

8 4.カゴノキ Ac t i nodaph ne lane i f o] ia (Si eb . e t Zucc.) Meisn.

8 5.クスノキ Ci nnamomum campho ra ( L.) Si eb .

8 6.ゲッケイジユ LauTus nob i1i s L.

8 7.テンダイウヤク Lindera strychni folia (Sieb. et Zucc.) F. Vi 11.

8 8.クロモジ Lindera umbel lata Thunb.

8 9.タブノキ Mach i ] ns thnnbergi i Si eb. e t Zn c c .

9 〇・シロダモ Neoli tsea. sericea (Blume) Ko i dz .

9 1.八スノハギリ Hernandia sono ra L.

ヤマグルマ科

9 2.ヤマクルマ Trochodendron aral i 〇 i des Sieb. e t Zu cc .

カツラ科 • I _

9 3.カツラ Cere i di phy 11 urn japoni cum Sieb. e t Zucc.

メギ科 ・ ' ■'

9 4. メキ Berber i s thunberg i i DC.

9 5.ヒイラギナンテン M^honia japonica (Thunb.) DC.

9 6.ナンテン Nand i na dome st i ca Thunb. 

アケビ科

9 7.アケピ Ake b i a qu i na ta (Hou 11.) De cne.

9 8.ムべ Stauntoni a hexaphyl la (Thunb.) Decne 
センリョウ科

9 9.センリョウ Chi oranthu s gl abe r (Thunb.) Makin〇

ツバキ科

10〇.ヤブツパキ,ツパキ Came Ilia japoni ca L.

1 〇 ！•ユキツパキ Came 1]i a rus ti cana Honda

1 02.サザンカ Came Ilia sasanqua Thunb.

10 3.サカキ Cl eye ra j apon i ca Thunb.

104. ハマヒサカキ Eu rya emargi nata (Thunb.) Maki no •

105. ヒサカキ Eurya japoni ca Thunb .

—2 6 —

1 0 6.ヒメシャラ Stewart i a monadel pha Si eb. e t Zucc.

1 0 ? ナッツパキ Stewartia pseudo—came 11 ia Maxim.

10 8.モッコク Ternst roemi a gyrmanthera (Wight e t Arn.) Sprag.

I 0 9.チャ,チャノキ Thea sinensis L. <

オトギリソウ科

110•テリハボク,ヤラボ Cal 〇 phy 11 urn i nophyl1 nm L.

111. キンシパイ Hy per i cum pat ul urn Thu nb. 

スズカケノキ科

112. モミジパスズカケ Platanus acer i f 〇1 ia (Ait.) Wi 11 d. 

マンサク科

11 3.コウヤミズキ Coryl opsi s gotona Maki no

114.ヒュウガミズキ Co ryl ops i s Rauciflora Sieb. e t Zucc.

II 5.マルパノキ Disanthus cercidifolius Maxim.

11 6.イスノキ Di styl ium recemosum Si e b. e t Zucc.

11 7.マンサク Hamamel i s japoni ca Sieb. et Zucc.

118.フウ Liquidamber formosana Hance

11 9.モミジパフウ Li qu idamber s tyrac i f 1 ua L.

ユキノシタ科

1 2 〇.ウツギ Deutz i a crenata Sieb. e t Zucc.

1 21.アジサイ Hydrangea macr ophy 1la (Thunb.) Se r i nge

12 2. ノリウツギ Hydrangea paniculata Si eb.

1 2 3.パイカウツギ Phi ladel phu s lax us Sc hr ad. ex DC. 

トベラ科

12 4.トベラ Pit tosporum tob i ra (Thunb.) Ait.； 

パラ科 ..

12 5.ザイフリボク Amelanchi e r as i at i ca ( Si eb. e t Zucc.) Endl.

126.ポケ ChRnomel ns 1 ag^nar i a (Loi sei.)Koi dz .

12 7.カリン Chenomalas sinensis (Dum.Courr.) Schne id.

12 8.サンゴカマツカ Co toneast fir franc heti i Bo i s

12 9.サンザン Crataegus cune.ata Sieb. et Zucc.
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1 3〇.ヤマブキ Kerri a japoni ca (L.) DC.

131.カイドウ Mai ns hr 11 iana Koehne

1 32.ズミ Mains si ebo 1 di i (Regel) Rhed.

1 33.カナメモチ Phot i n i a glabra (Thi】nb.) Maxim.

134. ヒカンザクラ,ヒザクラ,タイワンヒザクラ Primus campanu1ata Maxim.

135. マメザクラ Primus i nc i sa Thunb.

1 36.ヤマザクラ Prunus jamasakn ra Si eb. ex Ko i dz.

1 3 7.サトザクラ Primus 1 annes i ana (Carr.) Wi Is.

138.オオシマザクラ Prunu s 1 annes i ana (Car r.) Wils, var . s pec i 〇 sa (Ko i dz .)

Maki no

1 39.セイヨウバクチノ キ Prunus 1 aurocerasus L.

1 4〇.ウメ Prunu s mu me Si eb. et Zuc c.

1 41.エドヒガン Prunu s Pendula Maxim, f 〇 rma ascendens (Maki no) Ohwi

1 42.モモ Prn nn s persica (L・)Bats ch

14 3.オオヤマザクラ Prunus sargenti i Rehd.

1 44.ソノイヨシノ Prunu s ye duens i s Mat sum.

1 4 5.タチパナモドキ Pyracantha angu st i f 〇! i a (Franch.) Sc hne i d.

1 46.トキワサンザシ Pyracantha cocc i nea Roem.

1 4 7.シャリンパイ Raphi olepi s umbel1 ata (Thunb.) Mak i n 〇

1 48.サンショウパラ Rosa h i r t u 1 a (RegeD Nakai

1 4 9.ハマナス Rosa riigosa Thunb.

1 5 〇.カジイチゴ Rubtis tri f idus Thunb.

151.ニワナナカマド Sorbar ia ki r i 1 owi i Regel

1 52.ナナカマド Sorbus commixta Hedl.

1 53.コデマリ Spiraea cantoni ens i s Lour.

154•シモツケ Spi raea japoni ca L. f. .

15 5.イワシモッケ.Spiraea ni pponica Maxim.

1 56.シジミパナ Sp i raea pr unifolia Si eb. e t Zucc.

15 7.ユキヤナギ Sp i raea thunbergi i S i eb. ex Bl ume

マメ科

—2 8 —

1 58.サンカクパアカシア Acacia cii 11 r i f ormi s Cunn.

159.フサアカシ ア Acac i a decu r rens Wi 11 d. var. deal bat a F.Muel1.

1 6 〇.ネムノキ Al b i zz i a jn 1 i br i ss i n Du razz.

1 61.イタチハギ Amor pha f ru t i cosa L.

1 62.ハナスホウ Cere i s c h i ne n s i s Bunge

1 6 3.エニシダ Cy t i sus s co par i us (L.) Li nk

1 64.アメリカディコ Ery thr i na c r i s tagal1 i L.

1 6 5.ヤマハギ Lespedeza bi co 1 or Turcz* f. acutifolia Nhtsum.

1 6 6.ミヤギノハギ Lespedeza thunbergi i (DC.) Nakai

1 6 7.イヌエンジュ Maackia amurensis Rupr. et Maxim.

1 68•ニセ7・カシア Robinia pseudoacacia L.

1 6 9.エンジュ Sophora japoni ca L.

1 7〇.フジ Wisteria f loribunda (Wi 1Id.) DC.

トウダイダサ科

1 71.ナンキンハゼ Sa pi urn sebi f erum (L.) Roxb.

1 72.ユズリハ Daphn i phyl him macr opodum Mi q.

1 7 3,エゾユズリハ Daphn i phyl1 urn macropodiim Mi q. var. humi 1 e (Maxim.) 

Rosenthal.

174.ヒメユズリハ Daphn i phyl1iim te i j smanni i Zo 11.

ミカン科

1 75.サンショウ Zanthoxy 1 nm pi peri turn (L.) DC.

ニガキ科

17 6.ニワウルシ Ai 1lan thus al ti ss ima (Mill.) Swingle

センダン科

17 7.チャンチン Cedrela sinensis Juss.

178.センダン Melia azedarach L.

ウルシ科

179•ハゼノキ Rhiis succedanea L.

カエデ科

18〇・トウカエデ Acer buerger i anum Miq.
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181.ハウナワカエデ Acer japoni cum Thunb.

18 2.イタヤカエデ Acer mono Maxim.

18 3.トネリコパノカエデ Acer negundo L.

184.イ ロハモミジ Acer palmatum Thunb.

18 5.ハナノキ Acer pycnanthum K. Koch

18 6.ウリハダカエデ Acer ruf i nerve Si eb. e t Zuc c. 

ムクロジ科

18 7.ムクロジ Sapindus mukorossi Gaertn. 

トチノキ科

188 ベ二パナトチノキ Aescu 1 us carnea Hayne

18 9.トチノキ Ae sc ul us turbi nata Blume

モチノキ科

19 〇•ナナメノキ Ilex chi nens i s Sims

191.イヌツグ Ilex crenata Thunb.

19 2.ハイイヌツゲ ! lex crenata Thunb. var. pal udo sa (Nakai )Hara

19 3.モチノキ Ilex integra Thunb.

19 4.タラヨウ Ilex latifolia Tliunb. 
/ . . .:/ ； • t . ； • if% ・ ・: -

19 5•タマミズキ Ilex mi crococca Maxim.

19 6.ソヨゴ Ilex pedunculosa Miq.

19 7•クロガネモチ Ilex rotunda Thunb.

19 8.ウメモドキ Ilex serrata Thunb. 

ニシキギ科

19 9.ニシキギ Enonymns a la tn s (Thunb.) Si eb.

20 0.ツルマサキ Euonymus f or tunei (Turcz.) Hand. -Mazz. var. radi cans

(Sieb. ex Miq.) Rehd. , .

2 01.マサキ Euonymus japonicus Thunb.

2 0 2.ツリバナ Euonynms oxyphyllus Miq.

2 0 3.マユミ Euonymus siebo I dianus Blume , ...

ミッパウツギ科

204.ゴンズイ ！si- sc?.ph i s japoni ca (Thunb.) Kan i t z.

—3 〇ー

ツゲ科

2 0 5.ツゲ Buxu s mi crophy 1la Sieb. e t Zucc. var. japoni ca (Muel1.Arg) 

Rehd. et Wils.

ブドウ科

2 06.ツタ,ナツヅタ Parthenoci ssus tr icuspi data (Sieb. et Zucc.) Planch. 

ホルトノキ科

207. ホルトノキ Elaeocarpus sylvestris (Lour.) Po i r. var. el1 i pt i cu s 

(Thunb.) Hara

シナノキ科

208. シナノキ Ti 1 ia japonica (Miq.) Simonkai

2 09.へラノキ Ti 1 ia kiusiana Makino et Shiras.

210.ポダイジュ Ti 1 ia mi quel iana Maxim. 

ァオイ科

2 11.ムクグ Hyb i s cu s syr i acu s L.

アオギリ科

2 12•アオギリ Fi rmiana simplex (L.) W.F.Wight 

ジンチ日ウゲ科

2 1 3 ジンチョウゲ Daphne odora Thunb. 

タミ科

2 14.ツルク・ミ Elaeagnus glabra Thunb.

215. アキグミ Elaeagnus umbel1 ata Thunb.

216. ナワシロ ダミ El aeagnus pungens Thunb.

イイギリ科

217. イイギリ Idesia polycarpa Maxim.

ギョリュウ科

218•ギョリュウ Tamar ix tenni ssima Nakai

ミソハギ科

219；サルスベリ Lagers troemia i nd i ca L.

フトモモ科

22〇.ユーカリ ノキ Eucalyptus globulus L^bill.
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221.

222.

22 3.

224.

22 5.

22 6.

22 7.

228.

229.

2 3 〇.

231.

2 32.

2 3 3.

234.

2 35.

236.

2 3 7.

238.

2 3 9.

24〇.

2 41.

2 4 2.

2 4 3.

244.

ザクロ科 

ザクロ Puni ca granatun L.

ミズキ科

アオキ Aucuba japonica Thunb.

ミズキ Cornus cont rove rsa Hems ].

ハナミズキ Cornus f1or i da L.

ヤマボウシ Cornus kuosa Buerg. ex Hance

サンシュユ Cornus off ic inal i s Si eb, 〇 t Zucc.

ウユギ科

カクレミノ Dendropanax tr i f i dus (Thunb.) Mak i no 

ヤツデ Fats ia japon ica (Thunb.) Decne. et Planch. 

キヅタ Hedera rhombea (Miq.) Bean 

リョウブ科

リョウブ Clethra barbinervi s Si eb. et Zucc.

ツツジ科

サラサドウダン Enki anthus campanul atus (Mi q.) Ni chol a.

ドウダンツツジ Enk ianthus perul atus (Mi q.) Schneid.

アメリカシャクナゲ Kalmi alat i f olia L.

アセピ Pieris japonica (Thunb.) D.Don

ミツパッツジ Rhododendron di latatun Mi q.

サツキ Rhododendron indi cum (L.) Swe e t

レンゲツツジ Rhododendron japoni cum (A.Gra少 Suri ngar 

ヤマツツジ Rhododendron kaempferi Planch.

モチッツジ Rhododendron macrosepal um Maxim.

ホソパシャクナケ Rhododendron makinoi Tagg

アズマシャクナグ Rhododendron metternichii Si eb. e t Zucc . var . 

pentamerum Maxim.

シロ リュウキュウ Rhododendron muc ro natum ( Bl ume) G. Don 

キリシマツツジ Rhododendron obtusum (Li ndl.)Pl anch.

アケボノ ツツジ Rhododendron pentaphyl1 um Maxim.

—3 2 —

2 4 5.オオムラサキ Rhododendron ptilchrim Sweet

2 4 6.キシツツジ Rhododendron repens Mak i no

247. •ンヤシャンボ Vacc i n i um bract eat um Thunb.

ヤブコウジ科

2 4 8.マンリ日ウ Ardisia crenata Sims

249•カラタチパナ Ardisia cr i spa (Thunb.) DC.

2 5 〇・ヤブコウジ Ardisia japonica (Thunb.) Bl ume

2 51.タイミンタチパナ Myrs ine seguini i Lev.

エゴノキ科

2 52.エゴノキ Styrax j apon i ca Si eb. e t Zucc.

2 5 3.ハ・クウンボク Styrax obass i a Si eb . e t Zucc.

ハイノキ科

2 54.ハイ ノキ Sympl ocos myr taceus Si eb. et Zucc.

モクセイ科

2 5 5.チョウセンレンギ日ウ Forsythia koreana Nakai

2 56.レンギョウ Forsyth i a suspensa (Thunb.) Vahl.

25 7.トネリコ Fraxi nus. japonica Blume ex K.Koch

258.ヤチダモ Fraxi nus mandshur i ca Rupr. var. japoni ca Maxim.

259•オウパイ Jasmi num nudi f lorum Li ndl.

26〇•ネズミモチ Ligustrum japoni cum Thunb.

2 61.トウネズミモチ しigustrum 1 uc idum Ai t. f .

2 62.イボタノキ Li gustrum obtus i f ol i um Si eb. et Zucc .

2 6 3.オオパイポタ Ligustrum oval i fol i um Hassk.

2 6 4.オリーブ Olea europaea L.

2 6 5.ヒイラギモクセイ•Osmanthus f or tune i Carr.

266.ギンモクセイ Osmanthus fragrans Lour

2 6 7.キンモクセイ Osmanthus fragrans Lour. var. aurantiacus Makiho

2 6 8.ヒイラギ 05manthus hetcrophyl1 us (G. Don) P. S.Green

269.ハシドイ Syringa ret i culata (B1 ume) Hara

27〇•ムラサキハシドイ Syr i ng a vulgaris L.
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キョウチクトヴ科

271.キョウチクトウ Nerium i ndi cum Mill.

2 72•ティカカズラ Trachel ospermum as i at i cum (Si eb . et Zuc c .) Nakai. 

アカネ科

273.クチナシ Gardenia jasmi noides Ellis

2 74.ハクチョウゲ Ser i s sa japo ni ca (Thunb.) Thunb. 

クマツヅラ科

2 75•ムラサキシキブ Cal1 i carpa japonica Thunb.

2 76.クサギ Cl erodendron tr i cho tomum Thunb .

2 77.ハマゴウ Vi tex rotundi folia L. f.

ノウゼンカズラ科

2 78.キササグ Catal pa ovata G.Don

スイカズラ科

2 79.ハナゾノックパネウツギ,ハナックバネウツギ,アベリア Abeli a grandi flora 

(Rovelli ex Andr.) Rehd.

2 8 〇.ツクノくネウツギ Abel ia spath ul ata Si eb. et Zucc.

281.ウグイフ.カグラ Lonicera grac i 1 i pes Mi q. var. glabra Miq.

2 82.二ワトコ Sambucus racemosa L. subsp. s iebo 1 diana (Miq.) Hara

2 8 3.サンゴジュ Viburnum awabuki K.Koch

2 84.ガマズミ Vi burnum di 1 atatum Thunb.

2 85.ハクサンボク Vi burnum japoni cum (Thunb.) Spreng.

2 86•カンボク Vi burnum 〇 pul us L. var. cal vcscens (Rehd.) Hara

287.ヤブデマリ Viburnum pl i catum Thunb. forma tomentosum ( Thunb.) Rehd.

2 8 8.ハコネウツギ Wei gel a coraeensi s Thunb. 、

2 89.タ二ウツギ Ufeigela hortensi s (Si eb. et Zucc.) K.Koch 

ユリ科

2 9〇•ニオイシュロ ラン Cordyl ine austral is Hook, f.

291.アッパキミガヨラン Yucca gloriosa L.

イネ科

2 92.カンチク Ch imonobambusa marmo rea (Mi tf or d) Maki no

—3 4 —

2 9 3.クロチク Phyl1 os tachys n i gra (Lodd.) Munro

294•クマザサ Sasa vaitchii (Carr.) Rehd.

29 5 ナリヒラダケ Semi arund i nar i a f as tuosa (Mi tf or d ) Maki no

2 96.オカメザサ Sh i bataea kumasaca (Zo 11.)Maki no

ヤシ科

29 7.ピロウ Livistonia c h i n e n s i s R. Br. var. subglobosa Becc.

298. カナリーヤシ,フェニックス Rhoenix canari ens i s Chaub.

299. シュロ Trachycarpus f or tune i H. Wfendl.

30〇•ワシントンヤシモドキ ゝ览shingtonia robusta X^bndl.

—3 5—



表ー 2縁化木侍性一堂

番 
号

樹種名 生活形
花色 
用途

花期
1
葉の特質 果色・用途 熟 期

1 ソテツ 朧•雉一(联 7 羽状大葉 赤•枷(異) 1 〇

2 イチョウ 礫・酬 4 紅葉(黄) 黄・食用(〃) 1 〇

3 モミ 时林 4 I 針葉 褐 1 〇

4 アカトドマッ 〃 // 5— 6 ； 〃 紫褐 1 〇

5 ヒマラヤシーダー // // 10-11! // 褐 1 〇

6 カラマツ 落棄•高木 4— 5 . 〃 〃 1 〇

7 ドイツトウヒ 常樣〃 5 // 〃 1 〇 -11

8 アカエゾマッ 〃 // 5 〃 紫褐 1 〇

9 アカマツ 〃 // 4— 5 〃 褐 1 〇

10 チョウセンゴヨウ 〃 7/ 5 〃 77 1 〇

11 リュウキュウマッ /Z 〃 4 〃 〃 1 〇

12 ダイオウマッ 〃 // 5 〃 77 1 〇

13 ヒメコマツ // // 5 7/ 77 9

14 リギダマッ 〃 // 4 一 5 〃 〃 1 〇

15 ストロ ーブマッ 〃 // 5 7/ 1 〇

16 テーダマッ 〃 // 5 77 1 〇

17 クロマツ 〃 〃 4 一 5 77 77 1 〇

18 ツガ 〃 // 4 /7 7/ 1 〇

19 スギ /Z 〃 3 〃 1 〇 -11

20 コウヨウザン // // 4 〃 〃 1 〇

21 メタセコイア 辫•高木 3 77 〃 1 〇

22 コウヤマキ 常緑・高木 4 — 5 〃 〃 ! 〇

23 センペHzセコイア // // 2 〃 r ' 1 〇

24 ラクウショウ 若讃•高木 4 /7 7/ 11

25 ヒノキ 常緑・高木 3 鱗片葉 7/ 1 〇

26 サワラ // // 3 /7 〃 1 〇

27 ホソイトスギ // // 4 77 77 1 〇

28 ビャクシン // 7/ 4 お乘 黑紫(異) 1 〇

—3 6-

主左用途 ®栽 也域 立地条件
防携檢能

番

庭木 生® 蝕幡 緑化砌 的 亜寒 玛地 興 iK地硼 裝 移植 号

〇 〇 • 〇 △ X X 〇 X 〇 X 〇 少 遅 易 1

〇 〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 〇 X 〇 △ 火・風 少 中 易 2

〇 〇 X 〇 △ X 〇 △ 〇 X 風・砂 病多 遅 難 3

〇 〇 X △ 〇 〇 〇 △ 中 77 〃 4

〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 △ 〇 ・・ 〇 音・風 77 速 易 5

〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 〇 X 〇 X △ 風 77 離 6

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X △ • X 〇 音•風•砂 病多 遅 可 7

〇 〇 X △ 〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 中 77 n 8

〇 〇 〇 X 〇 〇 X 〇 X 〇 X 〇 ©. 虫多 速 77 9

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X △ X △ 中 〃 難 10

〇 〇 〇 △ X X 〇 X 〇 X △ 77 // 可 11

〇 〇 △ 〇 X X 〇 X △ △ △ 砂 77 中 難 12

〇 〇 X 〇 〇 〇 〇 X △ X 〃 遅 可 13

〇 〇 X △ 〇 △ 〇 X △ X 〇 77 速 /7 14

〇 〇 〇 X △ 〇 〇 〇 X △ △ 風 〃 15

〇 〇 △ 〇 X X 〇 X 〇 X 〇 中 〃 難 16

〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 X 〇 X 〇 X 〇 風・沙 中 /Z 可 17

〇 〇 〇 X 〇 〇 X 〇 X △ X 〃 7/ 中 中 77 18

〇 C 〇 〇 X 〇 〇 X 〇 X X △ 音・虱 少 速 〃 19

〇 〇 〇 〇 〇 △ X 〇 X X △ 火・氣 〃 77 77 20

〇 〇 〇 △ 〇 △ X 〇 X △ 砂 77 77 〃 21

〇 〇 X 〇 〇 X 〇 X △ X △ 火•・風•砂 /Z・ 遅 77 22

〇 〇 〇 X X 〇 X X X /7 速 〃 23

〇 〇 △ 〇 △ X 〇 X X 〇 • // 〃 77 24

〇 〇 〇 〇 X 〇 〇 X 〇 X △ X 音,風 〃 中 易 25

〇 〇 〇 X 〇 〇 X 〇 X X △ 火・音・岚 // 速 7/ 26

〇 ヽ, 〇 〇 〇 X X 〇 X △ X 中 中 〇 27

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X ° X 〇 X 〇 少 遅 可 28
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番 

号
樹種名 生 活形

花色 
用途

花期 葉の特質 果色・用途 期

29 ハイピャクシン
常緑・ 低木〜 

ほふく形
4 針葉 黒紫(異) 1 〇

30 ネズミサシ 常緑・ 中高木 4 —5 〃(刺) 〃・烏 1 〇

31 ニオイヒバ 常緑・ 髙木 3 解片葉•芳香 褐 1 〇

32 コノテガシワ 〃 〃 3 // // 1 〇

33 アスナロ // 〃 3—4 〃 // 1 〇

34 イヌマキ 〃 // 6 淮 赤紫(異) 1 〇

35 ナキ 〃 // 6 広葉 青黒(〃) 1 0—11

36 イチイ 〃 〃 3 — 4 斜襲 赤・囲・毒•‘版羚 9-1 〇

37 カヤ // 〃 4 — 5 〃 紫根•食・烏(異 1 〇

38 モクマオウ 〃 〃 4—5 細鱗片 褐 1 〇

39 ヤマモモ 〃 〃 3-4 赤・做・食・鳥(奥 6- 7

40 オニダルミ 凝・ 高木 5 大型複葉 褐・食 1 〇

1 41
1 サワグルミ 〃 5 〃 〃 9

42 ジナザワグルミ // // 5 /, // 1 〇

43 ギンドロ 〃 // 4 發面銀白色 〃 (外 6

44 ポブラ // // 3-4 紅葉(黄) 〃 (//) 6

45 ヤマナラシ // 〃 3-4 〃(U) 〃 (//) 6

46 シダレヤナギ /7 〃 3 — 4 狭葉 〃 (〃) 5

47 アカメヤナギ 〃 // 3-4 〃 (〃) 5- 6

48 ネコヤナギ 低木 3 〃 (〃) 5- 6

49 イヌコリャナギ // /7 3-4 〃 (〃) 5 — 6

50 ヤマノ、ンノキ 落葉・ 高木 3-4 // 1 〇

51 ヒメヤシャブシ
中高
〜大低木

3 — 4 • ■ 〃 1 〇

52 シラカパ 〃・ 高木 4-5 // 9

53 アカシデ // 〃 4-5 /7 1 〇

54 ツブラジイ 常緑• 〃 5 — 6 // 食 1 〇

55 ブナ 瞬• 〃 5 // 1 〇

56 マチバシイ 常緑・ 〃 6 大型照葉 〃 食 ]0
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主な用途 植栽地域 立地条件
防災機能

番

号・
酥物颂 緑(匕 靱网潮 畔 陽Mil 颂 繩 爛也應 ・抛 拜 移植

〇 〇 〇 〇 〇 砂 遅 可 29

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 X 〇 〃 少 II 難 30

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X △ X 少 速 可 31

〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 X △ X 〇 砂 H 遅 Z7 32

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 △ X △ 火・音・風・砂 虫多 〃 可 33

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ X 〇 〇 風 少 II 〃 34

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ X △ 〇 〃 II 35

〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 〇 △ △ 火・砂 中 〃 36

〇 〇 〇 〇 X 〇 △ X 〇 △ △ X 風 少 II II 37

〇 〇 〇 〇 △ X X 〇 X 〇 X 〇 中 速 難 38

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ 〇 X 〇 火・風 少 中 中 39

〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 X X 〇 速 燈 40

〇 〇 〇 X 〇 〇 △ 〇 △ X 〇 〃 II 41

〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 〇 X △ 〇 砂・ 中 1/ 中 42

〇 〇 〇 〇 X △ 〇 〇 〇 X 〇 虫多 II 1/ 43

〇 〇 〇 X △ 〇 〇 〇 X 〇 n 〃 易 44

〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 〇 X △ X 〇 II 中 45

〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 X X 〇 〇 火 虫中 II 易 46

〇 〇 X 〇 〇 X 〇 X X ・〇 n II 可 47

〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 〇 X X 〇 砂 // 〃 易 48

〇 X 〇 〇 △ 〇 X X 〇 △ 〃 II II 49

〇 X 〇 〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 砂・ n 可 50

〇 X 〇 〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 /Z・ 少 II II 51

〇 〇 〇 〇 X △ 〇 〇 〇 X 〇 △ 多 a 〃 52

〇 〇 X 〇 〇 〇 〇 X △ X 少 // 1/ 53

〇 〇 〇 〇 △ 〇 X X 〇 △ X 火・風 少 〃 易 54

〇 〇 X △ 〇 △ 〇 △ △ X 虫中 中 可 55

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ 少 速 易 56



番

号
樹種名 生 活形

花色 
用途

花期 葉の特質 果色・用途 熟期

57 シリブカガシ 常縁 高木 10 褐色・鳥 1 〇

58 クヌギ 磴 高木 4 一5 〃・赤 1 〇

59 ナラガシワ 〃 // 4 —5 II • 1 〇

60 カシワ ff 〃 4 — 5 大葉 〃・烏 1 〇

61 イチィガシ 常緑 高木 5 〃・食 1 〇

62 アラカシ 7/ // 5 II • 1 〇

63 ミズナラ 被 高木 5 II ・鳥 1 〇

64 シラカシ 常緑 高木 5 II • II 1 〇

65 ウパメガシ 〃 中高木 4 — 5 II ・食 1 〇

66 コナラ 落葉 高木 4 —5 〃•鳥 1 〇

67 ムクノキ 〃 II 4 — 5 •紫黒•食・烏 1 〇

68 エノキ 〃 // 4-5 赤检・ 〃・〃 1 〇

69 ハルニレ // II 3-4 紅葉(黄) ■7 6

70 アキニレ 〃 II 9 // (〃) II 1 〇

71 ケヤキ // II 1 4—5 〃(II) II 1 〇

72 ： ガジュマル 常縁 高木 3 紫褐 1-2

73 アコウ ・半常 ・髙木 4 —5 大晰葉 白紫 1 〇

74 ユリノキ 湖 高木
淡緑黄, 
観

5—6 大葉 褐 1 〇

75 ハクモクレン 〃 〃 白・観・否 3 — 4 赤・鳥 1 〇

76 タイサンボク 常縁 高木 n n n 5-6 大型照英 褐 1 〇

77 コブシ 落葉 高木 a a a 3-4 赤 1 〇

78 モクレン 落葉 大低木
暗赤紫 
觀

4—5 赤 1 〇

79 ホオノキ 様 高木 白・観・香 5 大^ 赤 1 〇

80 オガタマノキ 常緑 高木
淡黄白 
観・香

3 — 4 赤 1 0.-11

81 トウオガタマ 常緑 大低木 II 5—6 赤 1 〇

82 シキミ 常緑 中高木 淡黄白 3-4 照葉•芳香 褐 1 〇

83 ロウパイ 組 低木
淡黄・ 
観・香

1-2 褐 ! 〇

84 カゴノキ 常緑 高木 淡黄 7-8 赤・鳥(異) 7- 8

—4 〇 — -4 1—

主な用途 植栽地域 立地条件
防災械能

番

号庭木 朝 頌 蹄 緑化球 冷温 亜寒 陽地陰地 ¢2地 ^5 生長 移植

〇 〇 〇 〇 X X 〇 X △ 少 中 可 57

〇 〇 〇 △ 〇 〇 X 〇 X △ 虫中 速 fit 58

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X △ X II 可 59

〇 •〇 〇 X 〇 〇 〇 〇 X △ 遅 II 60

〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ △ X 少 II II 61

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ △ X 〃 适 If 62

〇 〇 X △ 〇 △ 〇 X △ X 風・砂 II II 63

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ 火・音• 
風・砂 少 〃 64

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 X 〇 X 〇 // 遅 fl 65

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 X 火・風•眇 速 II 66

〇 〇 △ 〇 △ X 〇 X △ X 風・砂 II 〃 67

〇 〇 〇 X 〇 〇 X 〇 X △ △ If II II 易 68

〇 〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 〇 X 〇 砂 〃 可 69

〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 X 〇 △ △ 〇 // 易 70

〇 〇 〇 △ 〇 〇 △ 〇 X X △ 風・砂 II 71

〇 〇 〇 X X X 〇 X 風 II 可 72

〇 〇 〇 〇 X X X 〇 X X △ 風 速 可 73

〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 X 〇 X X △ 砂 // 難 74

〇 〇 △ 〇 〇 X 〇 X X 〃 II 75

〇 〇 〇 △ 〇 X X 〇 X X 眇 // II 76

〇 〇 〇 — 〇 〇 〇 〇 X X fl 可 77

〇 〇 △ 〇 〇 X 〇' X — II 難 78

〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 〇 X X II II 79

〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ X 遅 II 80

〇 〇 △ 〇 X X 〇 X II 易 81

〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ 速 可 82

〇 〇 △ 〇 〇 X 〇 X 少 II II 83

〇 〇 〇 X X
1

〇 風 〃 84



番 

号
樹種名 生活形

花色 

用途
花期 歴の特質 果色・用途 熟期

85 クスノキ 常緑•高木 淡黄緑 5— 6 照葉・香 紫黑,烏 1 0-11

86 ケッケイジュ /z ・ z/ 淡黄 4 // • // 〃(異) 9-1 〇

87 テンダイウヤク 〃・低木 淡黄 3- 4 // 〃(〃) 11

88' クロモジ 落葉・低木 淡黄 4 香 黒 (〃) 1 〇

89 タブノキ 常緑•高木 // 5— 6 照葉 // 7- 8

90 シ日ダモ 〃・中高木 淡黄 10 赤・烏•智〔異) 1 0-11

91 ハスノハギリ 〃。高木 // 8 — 9 大型照葉 ・ 白 11

92 ヤマグルマ 〃・/7 〃 5— 6 照葉 褐 ] 〇

93 カツラ 礙・高木 赤 4— 5 新即紅葉(黄) 褐 (夠 1 〇

94 メギ 〃•低木 黄 4— 5 紅葉(紅) 赤・観 1 〇

95 ヒイラギナンテン 常緑•低木 黄・観 3- 4 蹴,礦•紅葉 紫黒 7- 8

96 ナンテン // • // 白 6 複葉・ 赤・観 10 — 11

97 アケピ 落葉・つる性 淡紫 4 一 5 淡紫・食 ! 〇

98 ムべ 常緑・つる性 白 4— 5 淡赫・食 1 〇

99 センリョウ 松・’小低木 緑黄 7- 8 赤・観 10—11

100 ャブッパキ "•高木 赫：•鶴 2 — 4 照葉 褐 1 〇

101 ユキツバキ
1

〃・中高木 施・観 3— 4 // 〃 1 〇

102 サザンカ // ・ 〃 白・観 10-12 // 〃 9-1 〇

103 サカキ 〃•高木 白 6 — 7 〃 黒 11

104 ン、マヒサカキ 常緑・
矢低〜低木 淡黄白 3- 4 ' j 小菜 嚇•鳥(異) 11

105 ヒサカキ // • 〃 白,悪臭 3- 4 〃 // (〃) 11

106 ヒメシャラ 高木 白,観 6- 7
1

褐 1 〇

107 ナッツバキ 〃・〃 // // 〃 • , • 〃 11

108 モッコク 常緑・〃 淡黄白 7 . « 赤・鳥 1 0-11

109 チャノキ 〃•低木 白 1 0-11 1 .く ：":-, 褐 1 〇

110 ャラボ 〃・高木 白 7—11 // 11-12

111 キンシパイ 半浴f緑・低木 黄・觀 6— 7 〃 1 〇

112 モミジパスズカケ 落葉・•高木 !淡緑黄 4- 5 大葉 , 黄褐 1 〇

—4 2 — -4 3-

主左用途 推裁 地域 立地条 件
防災機能

番

号庭木 姻 緑(匕 砌 潮 輙恥 陰地 碘 咬 W

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ △ △ 速 可 85

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 X 砂 〃 86

〇 〇 〇 〇 X X 〇 1/ 〃 87

〇 〇 △ 〇 易 88

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ 〇 風・砂 〃 離 89

〇 〇 〇 〇 〇 △ X 〇 △ 砂 n 〃 90

〇 〇 X X X 〇 △ X 〇 風 〃 91

〇 〇 〇 △ 〇 △ X 〇 〇 X △ 遅 可 92

〇 〇 〇 X △ 〇 〇 〇 X X 〇 少 速 /7 93

〇 〇 〇 X 〇 〇 X 〇 〇 砂 〃 〃 94

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ △ 砂 // 95

〇 〇 〇 △ 〇 △ X 〇 △ △ 砂 少 中 易 96

〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 △ △ 砂(、地核) 速 可 97

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 少 〃 // 98

〇 〇 〇 〇 X X △ 〇 X 〇 〃 99

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 火音風砂 遅 易 100

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X △ 〇 X 〃〃zZ 〃 〃 // 101

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ X △ 〇 △ △ 〇 火,音,砂 〃 102

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 △ △ 砂 速 可 103

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 X 〇 X 〇 砂 遅 易 104

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 △ 〇 火・音•沙 !/ // 105

〇 〇 〇 〇 〇 X 中 〃 106

〇 〇 〇 〇 〇 〇 砂・ 中 // 107

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ 火,音,砂 少 遅 可 108

〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 X 砂 〃 難 109

〇 〇 〇 X X X 〇 〇. : 〇 風・砂 〃 110

〇 〇 〇 △ 〇 少 速 111

〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 // 易 112
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番

号

樹種名 生活形
花色 

用途
花期 葉の特質 果色・用途 熟期

113

114

115

コウヤミズキ 

ヒュウガミズキ 

マルバノキ

務・低木

// ・〃

// • //

淡黄・鶴

/z 。77

施

3— 4

〃

10-12 紅葉(紅)

褐

〃

//

1 〇

//

//

116

117

118

119

120

イスノキ

マンサク

フウ

モミジパフウ

ウツギ

常緑•高木

落葉•中高木〜 
大低木

// •高木

〃・ //

〃・低木

//

黄・観

白・初

4

3- 4

4

〃

5— 6

紅葉(黄)

// (紅)

// //

//

〃

//

//

〃・烏

//

//

//

//

121

122

123

124

125

アジサイ 

ノリウツギ 

パイカウツギ

トベラ

ザイフリボク

// • //

〃・ //

// • //

常緑•大低木〜 
低木

落葉•中高木

宵•観 

白•観

白・恩

黄白•観

白・観

6— 7

7- 8

5— 6

//

4一 5

褐・鳥

褐

黄(赤)•,臥绡

紫黒・烏

1 〇

//

11-12

1 〇

126

127

128

129

130

ボケ

カリン

サンゴカマツカ

サンザシ

ヤマブキ

〃•低木

// •高木

常縁•低木

澎・〃

/Z・ 〃

A-通:• 
観

・観

嫉

白・観

黄•観

3- 4

4— 5

6

5

4- 5 紅葉(黄)

淡黄•烏・香 

黄•ル観・香

赤・観•烏

赤・鳥•鶴

褐・鳥

8

1 〇

1 0 —1 2

1 〇

9

131

132

133

134

135

カイドウ

ズミ

カナメモチ

ヒカンザクラ

マメザクラ

// •大低木

〃・中高木

常緑・〃

〃

// ・大低木

髄?観 

激!i白

白・観

©ML

、演
淡紅白

・観

//

//

5— 6

3

3- 4

暗赤

赤(黄)•烏
・観

赤•烏

紫黒

//

] 〇

9

1 0 —1 2

5 — 6

5— 6

136

137

138

139

140

ヤマザクラ 

サトザクラ 

オオシマサクラ 

セイヨウバクチノキ 

ウメ

〃・高木

/z ・ Z/

〃.〃

常緑•大低木

落葉•高木

〃

白・紅・観

白・観

白

白•紅・
香・翎

4

〃

3- 4

4

1-4

紅葉(紅)

：〃

〃

大葉

〃 鳥

//

紫黒・鳥

紫黒

淡黄•食・鳥

5 — 6

6

5 — 6

6

6

—4 5 —

主な用途 慎栽地域 立地条件
防災機能

岳

号庭木« 姻 消匕 賊 個 亜宋 陽地興泌 河地 砂地 强磨 裝 移植

〇 〇 〇 〇 〇 △ 中 易 113

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 速 可 114

〇 〇 〇 〇 〇 △ n 易 115

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 〇 〇 网 多 遅 II 116

〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 速 II 117

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 砂 難 118

〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 △ // 〃 可 119

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ // 少 If 易 120

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 〃 H II 121

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〃 ff II 122

〇 〇 〇 〇 〇 △ // ff n 123

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 X 〇 〇 // 可 124

〇 〇 X △ 〇 X 〇 △ ff 易 125

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〃 可 126

〇 〇 〇 〇 〇 ff 易 127

〇 〇 〇 △ X 〇 中 II 128

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X ff II 129

〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 △ △ 砂 少 速 II 130

〇 〇 〇 〇 X 〇 fl II 131

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ II 可 132

〇 〇 〇 ヽ△ 〇 X X 〇 △ 速 II 133

〇 〇 ・〇 〇 X X 〇 △ 少 中 II 134

〇 〇 〇 〇 △ 〇 △ 少 中 II 135

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 中 速 易 136

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 多 II 可 137

〇 〇 〇 〇 .△ 〇 〇 〇 △ 砂 中 II 易 138

〇 〇 〇 〇 〇 △ 中 II 139

〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 多 速 II 140
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番

号

樹種名 生活形
花色 

用途
花期 奈の特質 果色.用途 熟期

141 エドヒガン 落菜•高木 淡紆•白・ 
観

3-4 紫照・鳥 5 — 6

142 モモ 〃・中高木
淡赤紅•

ペ
// 淡黄.友.鳥 6—7

143 オオヤマザクラ 〃,高木 /z 〃 4 — 5 紫黒.鳥 5-6

144 ソメイヨシノ // • /7
淡紅白.

御
4 // // 〃

145 タチパナモドキ 常緑•低木 白・鎮 5 — 6 密・観・鳥 10—12

1 146 トキワサンザシ 〃・〃 〃・〃 /7 赤•観.烏 〃

i 147 シャリンバイ 〃・〃 白.〃 4-5 紫黒.鳥 //

148 サンショウィパラ 落葉.〃
観

5 — 6 複葉 黄褐,烏 9-j 〇

149 ハマナス 〃• ff 極.観 6-8 // 赤・鳥 8-9

150 カジイチゴ 半為緑・低木 白 4-5 大葉 赤橙•食 6

151 ニワナナカマド 落葉•低木 白・観 8-9 大葉複葉 褐 10

152 ナナカマド 〃・高木 〃<〃 5-7 //球(紅) 赤.観 9 — 10

153 コデマリ 〃・低木 // • // 4—5 小葉 褐・鳥 10

154 シモツケ 〃・低木
観

5 — 6 〃 〃 〃

155 イワシモッケ 〃・〃 白・観 5 小葉 褐 〃

156 シジミパナ 〃•〃 // • // 4-5 //

167 ユキヤナギ // • // 〃•〃 3 — 4 〃 褐 10

158 サンカクパアカシア 常緑・大低木 黄.観 〃 複葉 // 7-8

159 フサアカシア 〃•高木 黄・観 1-3 複葉 〃 //

160 ネムノキ 凝・〃 極…観 7-8 大莱複葉 褐・烏 10

161 イ,チハギ 〃 低木 橙紫.観 6 復葉 ! // • // 〃

162 ハナスホウ 〃 〃 赤紅.観 4 複乘 // ・〃 9-10

163 エニシダ 〃 /7 黄・鶴 4-5 小葉 黒,鳥 7-8

164 アメリカディコ 〃 大低木 赤紅観 6—9 城 褐 10

165 千マハギ 〃 低木 赤紅.観 7-9 小奈複葉 // 〃

166 ミヤギノハギ 〃 // 〃・〃 6-9 ,// u .鳥 /7

167 イヌエンジュ 〃•高木 黄白• ・簡 7-9 大葉複葉 褐・ 〃

168 ニセアカシア 〃・ // 白・•観 5 — 6 〃 〃 10-12

-4 7 —

主左用途 純裁 地域 立地条 件
防災機能

番

麟 生® 頌 湖 闢 尚 恥 薦地 陰地,此 豌 球 裝 移植 号

〇 〇 △ 〇 △ 〇 △ 中 速 可 141

〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 砂 多 n 易 142

〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 △ 中 可 143

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 多 // 144

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ 少 n 難 145

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ 少 // 可 146

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ 〇 遅 〃 147

〇 〇 〇 〇 〇 △ 中 n 148

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 ・砂 速 £ 149

〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ △ 少 〃 可 150

〇 〇 〇 〇 〇 〇 /7 // 易 151

〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 △ 遅 可 152

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 少 速 易 153

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ ff 154

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〃 155

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ ・・ ‘' 〃 〃 156

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ X 〇 砂 少 〃 〃 157

〇 〇 〇 △ X X 〇 △ 〃 難 158

〇 〇 〇 〇 △ X X 〇 〇 n 159

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 △ 〇 眇 160

〇・ 〇 〇 〇 I〇 〇 〇 〇 〇 // 〃 易 161

〇 〇 〇 〇 〇 少 // 〃 162

〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 // // // 難 163

〇 〇 〇 △ X X 〇 // 〃 — 164

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〃 易 165

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ・砂 〃 〃 166

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ ・〃 中 可・ 167

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 // 速 易 168
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番

号

樹種名 生 活形
花色

用途
花期 葉の特質 果色•用途 熟期

169 エンジュ 蘇 高木 淡紅白.
観

7～8 大葉複葉 緑黄 1 〇

170 フジ 〃 つ湘氐木 淡紫・観 4 —5 紅葉(黄)複葉 褐・鳥 〃

171 ナンキンハゼ // 髙木 黄・ 6-7 〃(紅) 〃 //

172 ュズリハ 常縁 // 緑黄 5 大葉 青黑•鳥(異) 〃

173 エゾユズリハ // 低木 〃 5 —6 青黒•烏(異) 〃

174 ヒメユズリハ 〃 高木 // 5 宵黒(異) 〃

175 サンショウ 厩 低木 // 4 —5 香・複葉 赤・套・鳥(夠 //

176 ニワウルシ // 高木 白緑 6-8 大葉複葉 褐 (異)

177 チャチン // 〃 白・映 6-7 〃 福 〃

1 178 センダン // 〃 淡紫 5-6 // 淡褐・烏 〃

179 ハゼノキ 〃 〃 緑黄 // 1 大葉祓葉
紅葉かぶれ

褐・烏 1 〇

180 トウカエア 〃 〃 淡黄 4 —5 紅葉(紅黄) 褐・ 9 — 10

181 ハウチワカエデ 〃 // 濃赤紅 〃 〃(紅) "烏 〃

.182 イタヤカエデ 〃 〃 淡賛 // // (黄) // // //

183 トネリコバノカエテ // 〃 4 // (黄)複葉 褐(異)： //

484 イロノ任ミジ /7 // 濃赤紅 4-5 〃就(紅) //鳥 //

185 ハナノキ 〃 〃 髄!•鶴 3-4 紅葉(紅) // // (異) //

186 ウリハダカエデ 〃 // 淡黄 4 —5 // (紅) // // //

187 ムクロジ // 〃 淡緑黄 6 — 7 大葉複
紅葉(前

黄褐 1 〇

188 ベ二パナトチノキ // // 赤任観 5 大斐緩葉 褐 〃

189 トチノキ 〃 〃 白・観 5-6 //球黄) 複・食；・鳥; //

190 ナナメノキ 常緑 〃 淡紫 6 赤・観(異) 1 0-1 2

191 イヌツグ 〃 中高木〜 
为氐木.

白 // 小葉 青黒・烏(異 1 〇

192 ハイイヌツゲ 〃 低木 白 6-7 小葉 // // (〃) //

193 モチノキ 〃 中高木 緑黄 4 赤・鳥(異) 〃

194 タラヨウ // 高木 緑黄 5 大葉 //•〃(〃) 〃

195 タマミズキ 瞬 〃 緑白 // 赤•観・鳥(跄 //

196 ソヨゴ 常緑 〃 白 6 赤・鳥・観(玲 〃

—4 9-

主な片 途 植栽地域 立地イM件
防災機能

番

号朝姻 街路 砌噸 亜寒 陽地 鼬 酬 病虫害球 移植

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 火・砂 少 速 易 169

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 砂 // n 170

〇 • 〇 〇 〇 〇 △ X 〇 △ 〃 ft 171

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ X 〇 火・砂 遅 可 172

〇 〇 〇 X △ 〇 〇 〇 △ /Z ・ // n ft 173

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ △ 〇 ft 174

〇 〇 〇 〇 △ 〇 砂 速 難 175

〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 △ 〇 △ n H 可 176

〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 ft ft 177

〇 〇 〇 〇 〇 △ X 〇 △ △ 〃 難 178

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ 砂 ft 可 179

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〃 易 180

〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 181

〇 〇 〇 〇 A 〇 〇 〇 〇 砂・ f/ // 182

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 風 少 〃 U 183

〇 〇 〇 △ 〇 〇 △ 〇 〇 〃 易 184

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〃 可 185

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〃 易 186

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 〃 〃 187

〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 砂 〃 可 188

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 〃 〃 // 189

〇 〇 〇 X X 〇 遅 // 190

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 △ 〇 〇 火・砂 少 // 易 191

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 砂 〃 〃 192

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 X 〇 火・音・砂 多 〃 // 193

〇 〇 〇 〇 〇 △ /\ 火・砂 〃 、〃 194

〇 〇 〇 X X 〇 速 195

〇 〇 〇 X X 〇 △ 遅 可 196
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番

号
性が名.. 生 活形

花色 

用途
花期 葉の特質 果色•用途 熟 期

19 7 クロガネモチ 常緑・ 高木 淡紫白 5 — 6 赤・覩•烏・(夠 10

198 ウメモドキ 様・趙E% // 6 小票 //•//•,/.( //) n

199 ニシキギ 〃・ 〃 〜〃 淡療黄 5 — 6 〃・紅葉(紅) //•//. // //

200 ツルマサキ 常縁• 低木・ 
つる性 緑白 6—7 〃 ・ 赤黄・烏 /7

201 マサキ // • 大低木 〃 〃 赤黄•鈕・烏 10—12

202 ツリパナ 落葉・ 大低木〜 
低木

淡紫白 4-5 撕•鳥・鼓 10

203 マユミ // • 中高木〜〃 淡白緑 5 —6 紅葉(紅) 赤・槌•烏•(異) //

204 ゴンズイ // • 中高木 淡緑黄 // 大葉 //•//• 7/ 7/

205 ツゲ 常緑・ "7林 淡黄 3-4 ノ皿 褐 8

206 之タ 麟 つる性低木 緑黄 6 — 7 紅葉(紅) 紫黒・鳥 10

207 ホルトノキ W・ 高木 白 7-8 緑青黒・鳥 11一 1 2

208 シナノキ 诲・ 〃 淡黄・香 6 — 7 紅葉(黄) 淡褐 10

209 へラノキ // • // // // 〃 // 〃

210 ボダイジュ 〃・ 〃 1 /X 〃 6 — 7 // 〃

211 ムクグ // • 低木 紫直.• 
白・観

8—9 〃 77

212 アオギリ 〃・ 高木 淡黄 6-7 大葉 黄褐•奂・鳥 77

213 ジンチョウグ 常緑・ 低木 ・
観 

紅

・
 

紫
香 3 — 4 赤 (異) 7

214 ツルクミ
常緑・ 低木 

つる性
淡黄白 10 — 12 赤・烏 5 — 6

215 アキグミ 大低木 // 5 H ・ 〃・観 10 —11

216 ナワシログミ 常緑・ 低木 // 10-12 赤・食・鳥・観 5 — 6

217 ’イイギリ 高木 緑黄 4—5 大葉 赤・観・鳥(夠 10

218 ギョリュウ 〃・ 中高木
淡赤紅 
観

7—8 小葉

219 サルスベリ // • 高木 〃 7—9 :褐i 10

220 ユーカリノキ 常緑・ 高木 緑白 6 — 7 香 褐 / 7/

221 ザクロ 落葉・ 〃 朝観 〃 赤・食・観 〃

222 アオキ 常緑・ 低木 ：紫 3 — 4 大葉 赤•烏•観(異 1— 2

223 ミズキ 落葉・ 高木 白・観 5 — 6 靑黒・鳥’ 9 —1 〇

224 ハナミズキ 〃• 〃 白•観 4-5 紅葉(紅) 赤・’鳥・観 10

— 5 1 —

主方 用 途 植栽地域 立地 条 件
昉澎齒能

番

犊 2®-mt 度温 個 匝寒 陽地 飙 的S地 雜 裝融 号

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 遅 易 197

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 少 速 〃 198

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ ff 77 199

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 砂 n 可 200

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 〇 火•音風・砂 n 易 201

〇 〇 〇 〇 〇 n n 202

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 砂、. 〃 ff 203

〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ n 204

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 火・砂 中 遅 易 205

〇 〇 ・〇 〇 〇 〇 砂 速 If 206

〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ △ 中 ff 20 7

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 火・砂 速 ff 208

〇 〇 〇 〇 77 ff 209

〇 〇 〇 〇 〇 △ 〃 ff 210

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 〇 X 火・砂 少 ff 211

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 砂. f/ 〃 212

〇 〇 〇 〇 △ X 〇 △ 〃 遅 難 213

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ 〇 〇 速 可 214

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 砂 〃、 ff 215

〇 〇 〇 〇 〇 △ X 〇 〇 〇 〃 速 ff 216

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 △ 7/ 〃 ff 217

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 77 77 〃 218

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 △ /7 ff 219

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ △ 少 n 難 220

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 △ X 砂 If 易 221

〇 〇 〇 〇 〇 ・〇 〇 〇 〇 △ 火・音・砂 77 ff 222

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 火•砂 77 可 223

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 少 77 易 224
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番

号

樹種名 生活形
花色 

用途
花期 葉の特質 果色・用途 熟期

225 ヤマボウシ 蒲・高木 白・卸 6 — 7 紅葉(紅) 赤•食・鳥・ 襯 1 〇

226 サンシュユ 〃・〃 黄・観 3 — 4 〃•〃・〃・ ¢0 /7

22 7 カクレミノ 常録•中高木 淡緑黄 7-8 大葉 黒 1 0-1 2

228 ヤツデ 〃・低木 白 11—12 // 〃・烏 5

229 キヅタ 〃・つる性低木 緑黄 10 — 12 〃・〃 4 —5

230 リョウブ 葉・中高木 白・観 7-8 褐 1 〇

231 サラサドウン // • //〜低木
観まだら

5 小葉・紅莱(紅) 〃 〃

232 ドウダンツツジ 〃・低木 白• ® 4 /X ・〃 // //

233 アメリカシャクナケ 球中咛鳏 淡白・観 5 〃・有毒 〃

234 アセビ 〃•低木 白・観 3-4 // • // 〃

235 ミッパッツジ 落葉・〃 紫紅・観 4 •褐 //

236 サツキ 常緑•〃 赤・〃 6 小葉 〃 〃

237 レンゲツツジ 诲・〃 橙赤•観 4—6 紅葉(紅) 〃•有毒 〃

238 ヤマツツジ 半常緑,低木 赤紅・観 4—5 褐 //

239 モチツツジ 〃 ・ X/ 赫・鶴 5 〃 //

240 ホソバシャクナ・ゲ 常緑・〃
淡赤紅
・観

〃 // //

241 アズマシャクナゲ // • 〃 // // 5 — 6 大葉 // //

242 シロリュウキュウ 〃 ・ 〃 白・観 4 — 5 // //

243 キリyツツジ 〃 ・ // 赤(B) 
・観

// 小葉 〃 //

244 アirボノツツジ 落葉・ // 淡紅・観 〃 〃 〃

245 オオムラサキ 常緑•〃 . 掘紫・観 〃 〃 〃

246 キシッツジ /X ・ 〃 淡紅紫•・観 〃 // //

247 シャシャンポ 〃・中高:柱低木 白 6-7 紫黒・食・鳥 〃

248 マンリョウ 〃•小’氐木 〃 •7 赤・鳥・観 11 — 12

249 カラタチバナ // - // 淡紅白 〃 〃・/7 •〃 //

250 ヤブコウジ 〃・ 〃 白 8 //•//•// 1 0 —1 2

251 タイミンタチパナ 〃 ・中高木 淡紫白 4 — 5 紫黒(異) 〃

252 エゴノキ 落葉・〃 白,？困 5-6 福•鳥.有毒 1 〇
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主な用 途 植栽 地域 立 地条件
防災機能

番

号庭木 絨匕 球噸 、涵 亜寒 腸地興 故 移植

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 砂 速 易 225

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ n 226

〇 〇 〇 〇 X X 〇 〇 遅 難 227

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X △ 〇 〇 火• W ・〃 易 228

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 △ △ △ 〇 少 速 229

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 砂・ n 230

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 遅 可 231

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 /Z 爵 232

〇 〇 〇 △ X 〇 X 〃 可 233

〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 △ △ 眇 〃 易 234

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 中 可 235

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 △ △ 遅 易 236

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 速 可 237

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 砂 中 易 238

〇 〇 〇 〇 X 〇 〇 X // // 239

〇 .〇 〇 〇 X 〇 遅 難 240

〇 〇 〇 〇 X △ △ ・〃 241

〇 〇 〇 〇 X 〇 △ 中 易 242

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 X 砂 遅 〃 .243

〇 〇 〇 〇 △ △ 可 244

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 △ 砂 速 易 245

〇 〇 〇 〇 X 〇 △ △ 中 tf 246

〇 〇 〇 X X 〇 〇 .// 可 .247

〇 〇 〇 〇 X X △ △ △ 遅 易 248

〇 〇 〇 〇 X X △ △ △ 〃・ // 249

〇 〇 〇 X △ △ 〇 可 250

〇 〇 〇 〇 X X ..〇 △ // // 251

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 速 易 252



-54 —

番

号

樹種名 生活形
花色

用途
花期 葉の特質 果色・用途 熟期

253 ハクウンボク 落葉•高木 白・« 5 — 6 大葉 褐・鳥 1 〇

254 ハイノキ 常緑•中高木 白・観 // 紫黒 1 〇

255 チョウセンレンギョウ 落葉・低木 黄・観 4 褐 II

256 レンギョウ II. • 1/ 〃・ II 3 — 4 1/ II

257 トネリコ 〃・高木 淡縁黄 4 大葉複葉 視・鳥・(異) II

258 ャチダモ 〃• // 淡緑黄 5 〃 〃・〃•(〃) II

259 オウパイ 〃・小低木 黄・観 3— 4 小葉祓葉 ・ 黒 If

260 ネズミモチ 常緑•中高木 白 6 紫黒・馬 10-12

261
!

トウネズミモチ 〃・ 〃 白 7 〃 ・〃 II

I 262 イボタノキ 殮・低木 白 6 // «〃 1 〇

263 オオパイ余タ 落葉・〃 白 // // • // II

264 オリーブ 常縁•高木 白・香 5 一6 紫黒・食 11—1 2

265*. ヒイラギモクセイ 〃•中高木 白・香 10 刺葉 (異)

266 ギンモクセイ II ・ 〃 H •〃 // (異)

267 キンモクセイ
•

// ・ 〃
购・ 
香・観

9—10 (異)

268 ヒイラギ・ // • // 白・香・ 10-12 刺葉 糠・鳥(異)• 5

269 ハシドイ 落葉•〃 // • II •観 6 — 7 褐 ! 〇

270 ムラサキバシト.イ
»•中高木

〜低未 紫・香•鶴 4—5 . a

•

II II *

271 キョウチクトウ 常緑•大低木 紅赤・想 7—9 II •有毒・ 11

272 ティカカズラ
常縁•ほふく 

つる性
淡白,観 5-6 褐 10—12

273 クチナシ // •低木 白•香•観 6-7 • , . 橙・鳥・観 II

274 ハクチョウグ 半常緑・ // 白 // . //

2 75 ムラサキシキブ 诲・// 淡紫・翻 // 紫・鳥・観 1 〇

276 クサギ
落棄•中高木

〜低未 白・香・観 7 — 9 大菜・悪臭 青・鳥 II

277 ハマゴウ 〃・魅• ふく 紫 〃 ! 福・鳥•香 1 0-1 2

278 キササグ 〃 ・高木
淡黄白
観 ,

6-7 大葉 褐・鳥 1 〇

279 ハナゾノックパネ 
ウツギ

常緑•低木 白,観 7 — 10 小葉

280 ツクパオ、ウツギ 诲・低木
淡黄白

・鶴
5 // 褐 

____ _________
1 〇 

___ —____
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主左片1青 植裁地域 立地条 件
防災槻律

番

稣 帳姻 街路緑化 亜熟(暖温冷温亜寒 陽地興應 &地 生長移植 号

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 砂 速易 253

〇 〇 〇 X X 〇 △ 〃 可 254

〇 〇 〇 OOOO 〇 △ 少〃易 255

〇 〇 〇 OOOO 〇 △ 少〃〃 256

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 if n 257

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 砂・ n 可 258

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ II 中易 259

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ X 〇 〇 △ △ 〇 火•音・風0 少速〃 260

〇 〇〇 〇 〇 〇 △ X 〇 △ 〇 火 n u 261

〇 〇〇 〇 〇 〇 △ 〇 △ 〇 砂 少〃〃 262

〇 〇 〇 〇 △ 〇 II 〃 263

〇 〇 〇 〇 X x 〇 〇 〇 /Z 可 264

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 〇 音 少遅易 265

〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 〇 、火、 〃〃可 266

〇 〇〇 〇 〇 X X 〇 ・ 〇 II II II 易 267

〇 〇 〇 〇. 〇 〇 〇 X 〇 △ △ 火・音・眇 II 〃 II 268

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 速可 269

〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 砂 II II 270

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X X 〇 〇 △ 〇 少〃易 271

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 砂 n n 2 72

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 II 中 // 273

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 少速// 274

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X II II 275

〇 〇 〇 〇 〇 〇 X △ 砂 〃 可 276

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 II // 易 277

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 /z 可 278

〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 △ 〃易 279

〇 〇 〇 〇 ° ° 〇 △ II H 280



番

号
樹種名 生活形

花色 

用途
花期 葉の特匣 果色・用途 熟期

281 ウグイスカグラ 落葉•低木 淡赤紅 4 — 5 ノ」薬 赤•鳥 6

282 ニワトコ 〃•大低木
淡黄白

・観
// 大葉・緩葉 赤・鳥 6- 7

283 サンゴジュ 常縁・中髙木 白・鶴 6-7 大葉 赤(當・烏•観 9-1 2

284 ガマズミ 液・低木 〃・ // 4-5 紅英(紅) 赤・鳥•観 1 〇

285 ハクサンボク
常緑•中高木 

大低木 白•觀 3 — 4 照葉 〃・〃ー〃 〃

286 カンボク 藻大低木〜低木 白・観 5 — 6 〃・〃ー〃 〃

287 ヤブデマリ 〃 // /z・〃 4 — 5 赤(黑)•烏・鶴 9 —1 〇

288 ハコネウツギ 〃•低木
淡紅白

・観
5-6 褐 1 〇

289 タニウツギ 〃 ・ // 灘!:•観 〃 // 〃

290 ニオイシュロラン 常緑・高木 白•香 // 大葉 育白 〃

291 アツノ汗ミガヨラン 〃•低木 黄白観
6 • 
9-10 〃・刺葉

292 カンチク 〃.ザザ)

293 クロチク
常緑•中高木 

(竹)

294 クマザサ 〃・イ联(ザ

295 オリヒラダケ 〃・中高木(灼

296 オカメザサ 〃・低木(竹)

297 ビロウ 〃・高木 黄白 6 大葉 紫黒 1 0 —1 2

298 カナリーヤシ 〃•〃 淡黄 〃 // 黄 (異) 〃

299 シュロ 〃・〃 淡黄・ 
淡緑黄

5 — 6 〃 青黒•烏(異) //

300 ワシント小ズトキ 〃• // 白 6 〃 黒 1 〇
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主を用途 植栽地域 立地条件
防災機能

番

号跡 生® 頌 街路 掇化 亜熱曲谕 亜寒 隔地 鼬硬 ia地 gm 生K

〇 

〇 

〇 

〇 

〇

〇

〇 

〇 

〇 

〇

〇

〇 〇

〇

〇 

〇 

〇 

〇

〇

〇

〇

X

〇

X

〇

X

〇

X

〇 

〇 

〇 

〇 

〇

△

△

△

△

△

△

〇 〇

砂

〃

火・音・風•砂

砂

少

速

〃

II

H

中

易

易 

n

if

II

281

282

283

284

285

〇 

〇 

〇 

〇 

〇

〇

〇 

〇 

〇 

〇

〇 〇

〇

〇

〇 

〇 

〇 

〇

〇

〇

〇

〇

〇

X

〇

〇

〇

X

〇 

〇 

〇 

〇

〇

△

△

△

△

〇

〇

△

△

〇

砂

速

II

II

II

遅

n

ii

ii

it

可

286

287

288

289

290

〇 

〇 

〇 

〇 

〇

〇 

〇 

〇 

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 

〇 

〇 

〇

〇

X

△

△

〇

〇

X

X

X

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

砂,■

速

II

II

II

H

易

II

II

II

n

291

292

293

294

295

〇

〇

〇

〇 〇 

〇 

〇 

〇 

〇

〇

〇

〇

〇 
!

〇

〇

〇

〇

〇

〇

・〇

〇

△

△

〇

△

△

X

X

X

X

X

X

X

X

X

〇 

〇 

〇 

〇

〇

〇

△

〇

△

〇

〇

△

〇

〇

△

砂

風

火・砂

II

//

II

遅

II

ii

ii

ii

ii

可

296

297

298

299

300
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表ー3緑化楸成法一覧

番

号

樹 名
実 生 繁 殖 法

採種調整 貯蔵 発芽促進 まき付月 発芽
まき何 
お;加必 麴

Wffi 
(平均)

1 ソテツ 乾燥
股 冷水 3〜4 当春・ 5 2j600g 150¢ 1 cm

2 イチョウ
果肉除•水洗, 
陰生干

土単 

魏
とりまき

3〜4 当春• 5 600 300 12

3 モミ もぎ・磁螂 冷暗
低温

3 〇日以上
3〜4 3 ***** 4 40 500 4

4 アカトドマッ /Z 乾燥
餾 〃 3〜4 2 **** 3 14 800 3

5 ヒマラヤスギ 〃 冷暗 冷水1〜2日 3〜4 3 4 55 300 12

6 カラマツ 〃
乾煤 
麒 

11
〃 3〜4 当 春

3〜4 7 600 12

7 ドイットウヒ 〃 〃 3〜4 当春• 3 15 800 7

8 アカエゾマッ 〃
鏡

// 3～4 当春• 3 7 1.000 3

9 アカマツ 〃
乾燥
冷暗 // 3〜4 当春・ 5 7 300 12

10 チョウセンゴヨウ //
湿低 
.±.$_

〃 翌卷• 3 250 200 5

11 リュウキュウマッ 〃 冷暗 休1〜2日 cm 
11〜1 当• 5 7 300 12

12 ダイオウマッ 〃 〃 〃 当 春 (ポットまき)

13 ヒメコマツ 〃
湿低
春里

"岸砸 3〜4 学 春
»〜4 70 300 5

14 リギダマッ //
早乙衆
冷膺

林1〜2 〃 当春,4 12 77 12

15 ストローブ7ッ // 〃 // 77 7z ・5 17 500 5

16 テーダマッ // 〃 // /7 7/ 8 300 12

17 クロマツ 〃 // 〃 〃 7/ 7 〃 〃

18 ツガ // 〃 〃 〃 当春• 3 5 500 2

19 スギ 〃 〃 7/ 〃 // 12 600 12

20 コウヨウザン 〃 〃 7/ // 当 春
2 ～ 3

21 メタセコイア // 〃 〃 〃 〃 300 10

22 コウヤマキ 〃 //

乾燥 
冷暗

〃 〃 翌・著々春 40 600 12

23 セン・ペルセコイア もぎ・龄焼 ［赫1〜2日 3〜4 2 3

24 ラクウショウ もぎ・窗：•脱粒 // 低湿50SW上 〃 1 3 250 400 15

25 ヒノキ もぎ«脱粒 〃 統1〜2日 〃 2 3 5 G00 10

26 サワラ 〃/ 〃 〃 〃 当春・ 2 4 77 8

27 ホソイトスギ 〃 〃 〃 〃 〃

28 ビャクシン もぎ•果肉除 
水洗生

倡湿60叫上 〃 气翌春
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種 子数 lit さ し 木 っ き 木 番

7/¢ 個/阮 個/g 材料 時期侷) 活着率 方法 時期伽 台 木 号

560—660 66～ 67 38～ 44 不定芽 〇 (2)〜4 5 ◎ 1

62Z80 46〇〜610 〇 〇～4 10 枝 〇〜1 ・应注 4〜5 ◎ 切 3上〜中 共台 2

28〇〜350 2T6万 72〜钎 枝(若 〇 〃 1〜2 △ 割 2中〜3上 77 3

360～420 ］〇〜12万 •17.6万 〃 〃 II n △ II q哩 II 4

300—400 1〜13万 32〜4千 枝 〃 II 3〜4 ◎ 5

320—340 22〜31方 72〜11万 枝(若) 〃 647 1～2 △ 割 2中〜3中 共台 6

430-540 ]〇～12 万 4272 万 枝 II 344中 
6*7 1〜3左 77 II ff 7

400^530 33〜4 2万 ］7〜18万 7/ 7/ II 〃△ n (扣働, 
4中〜5上

麟ドイツ 8

490ヘ5 70 ］〇〜13万 4.9〜7 5万 枝(為 77 8下70上 1〜2 △ n 2中 クロマツ 9

55〇～69〇 1J5—2.1万 ［〜 13千 △ ii 3中 II 10

510—520 1〇〜I02万 4.8〜5.2万 △ ii 2中 n 11

1万 △ 12

50〇〜600 7〜 1.1千 4.3へる.4千 枝(若) 〇 8下〜10上 1△ 割 2中〜3上 クロマツ 13

530 12万 65万 △ 77 3中 n 14

46〇〜550 5〜5 .防 2.3〜2.8万 枝(若) 〇 8下～10上 1△ 15

4万 △ 16

470—600 67.6 万 3～ 5万 枝(若) 〇 8下710上 1△ 割., 2中 共台 17

2 5〇〜350 25〜4 0万 8_8〜13万 枝 〃 ,3 
647 1〜2 △ 18

330--480 227 6万 8〜 14万 77 〇 ～1 3中・-4中 
6-9J~10]- 1〜5 ◎ 割 2中〜3上 共台 19

150へ加〇 12〜 19万 2.8〜35万 77 77 3ヰ〜4中 4〜5 ◎ 20

77 77 3中^下
〃◎ 21

2 4 〇〜300 387.7万 ］〜1.3万 枝(若) 〇〜1 鑫旃 2〜3 〇 22

150 2 7万 5.1万 枝 〇 6か7上 
9〜10上

3～4 〇 23

225 6〜10千 1.并 枝(若) 〃 7 〃 〇 24

25〇～3〇〇 3 6〜5 5万 9〜16万 枝 〇～1
3中4中 
6虹7上 

-9.q3^i.nm
4〜5© 割 3下〜4上 共台 25

125 へ200 9〜13万 ］"〇万 77 II
3芦E
£*8卑 5 ◎ 77 .'77 77 26

4 3〇" 15～2 7万 .62万 77 〃 6¢—7Cp,9 4〜5 ◎ 27

400720 62〜6.7万 2.7〜3.3万 77 1/
3ヰト4 b
6〜う中

1 9
3〜4 ◎ 28
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—6 〇 —

番
樹 名

実 生 繁 殖 法

号 採種调製 貯蔵 発芽促進 まき付月 発芽
まき付

歓/B
稚苗高

29 ハイピャクシン
もぎ・果跡
燧・

乾燥
冷暗 低湿 3 •～ 4

当〜翌春
2

30 ネズミサシ 〃 // 〃 〃 〃

31 ニオイヒパ
もぎ•乾燥• 
脱粒

// 林1〜2日 〃 当春• 3 5 350 1〇

32 コノテガシワ // 〃 〃 〃 〃 20 〃 15

33 アスナロ 〃 // 〃 〃 〃 600 3

34 イヌマキ
もぎ•仮種皮除 
水洗・陰生干

湿冷 
土中

とりまき
〃

当舂
4〜5 380 350 12

35 ナギ 〃 // 〃 // 350 300 6

36 イチイ 〃 // 〃 翌春 40 600 5

37 カヤ 〃 〃 〃 4〜5 190 150 10

38 モクマオウ
もぎ・乾燥・ 
脱粒

乾燥
冷暗

〃 2〜3 3 500 15

39 ヤマモモ
もぎ・果肉除 
水洗・陰干

湿冷 低湿 9〜1〇 当春・ 3 110 300 10

40 オニクルミ 〃
湿冷
十中

とり哇き
3〜4

当春
4〜5 900 100 20

41 サワグルミ もぎ・陰生干 湿冷 //
当春
2 ～ 3 22 150 30

42 シナサヮクんミ 〃 // 〃 //

43 ギンドロ
もぎ•脱粒・ 
陰生干

〃 とりまき 当以• 3

44 セイヨウ^ 5ナギ 
(ポブラ)

〃 // // /7

45 ヤマナラシ 〃 // // /7

46 シタWナキ 〃 // 〃 〃

47 アカメヤナキ 〃 〃 r -// 〃

48 ネコヤナギ // // 1 〃 〃 >

49 イヌコリャナギ // 〃 // //

50 ヤマハンノキ // 〃 低湿30H 3～4 当春
1〜3 1 350 30

51 ヒメヤシャフ・シ 〃 // 〃 // 〃 〃 400 25

52 シラカパ 〃 乾冷 〃
当春
1〜2 〃 300 30

53 アカシデ // 踏 //go BJikE とりまき 〃 3 200 25

54 ツブラジイ
落果•冷水浸 
陰生干

湿令 
土中

とり・まき 
2〜3

当春
4 ～ 5

300 ； 300 8

55 ブナ 〃 // 低湿3 0日 〃 当春
1〜2 200 200 〃

56 マテパシイ 、〃 // 〃
当春
4〜5 600 150 12

—6 1—

種 子数 也 さ し 代 つぎ 杞 番

個パ9 個/g 材 科 時期何 活洽宰 方法 時期(回 台木 号

枝 〇～1
b

6〜7中
9

5 ◎ 29

480 6.7〜6.8万 33万 11 11 〃◎ 30

138 35万 4.9万 // 11 4 ◎ 31

49〇〜620 33〜7万 Z.9万 // 11
34 4中

〃◎ 32

23〇〜410 2 〇〜80万 65〜2万 n
3下〜4下

〃◎
ぐ・

33

900 3.6千 33千 /7 〇
(37^47)
547 4〜5 ◎ 34

42〇〜570 85〇〜1570 500-820 〃
3 F~4 
伸〜7中 3〜4 〇 35

51〇〜600 2へ2.9万 1〜1.6万 // 〇〜1
3〜4下
6中5市 4〜5 ◎ 36

37〇〜510 3907280 20〇〜520 // 〇
3〜4
6下^7 3〜4 〇 37

22〇〜240 83～145 万 16〜35万 U 〇〜1 3下>-4中
7, 9上

4〜5 ◎ 38

460へ580 5〜73千 2 2〜3.3千 11 〇
4下〜5上 1〜3 〇 割・切 4亠下 共合 39

400—520 100～ 170 50T0 // 11 6下^7 〇〜△ 切•腹 〃 オニグルミ
40

做凱
85〜

9.6〜10千 1.3 7.6 千 〃 11 11 〃△ 41

// n 11 1～2 △ 42

〃 根 a
3〜4上 
641"-7 上 9

棍ぎ◎ 43

// a 11 5 ◎ 44

100700万 // 根 a 〃 鷲◎ 45

// a 3上〜中
9

5 ◎ 46

// a fl 〃◎ 47

〃 a 11 〃◎ 48

// 〃 11 '// ◎ 49

20〇〜2 30 123〜16衍 U a 3, 6下 6〜△ •-
50

17〇〜230 118〜18防 22T9 万 〃 〇〜1 6下 3 〇 '51

4 〇〜 100 23〇〜57防 2〇〜24万 // // 6下〜7中 〇〜△
艾.

52

230^430 19〜3肪 8.9〜12万 〃 a 11 4〜5 〇
■ '

53

500^750 1.1〜1.6千 8〇〇～9〇〇 1/ 〇 11 〇〜1△ 54

450～550 4.5〜73千 2.174 千 〃 0(若) 11 1〜2 △ 55

550—670 28〇〜530 卜80«9 0 〃 〇〜1 2〜3 〇 56



番
樹 名

実 生 繁 殖 法

号 採種豳整 貯就 発芽促進 まき付月 発芽
まき付 做本 

数/が
稚苗高

57 シリブカガシ
落果•冷水浸 
陰生干

湿冷 
土中

とり喧き
2 ～ 3

当春 
4 ～ 5

58 クヌキ /7 〃 〃 /Z 430裕 80本 30cm

59 ナラガシワ // /Z 〃 〃 550 100 22

6〇 カシワ // 〃 U // 330 〃 18

61 イチィガシ // 〃
• ■

1 〃 当春・ < 470 200 12

62 アラカシ 〃 〃 /7 /7 270 〃 15

63 ミズナラ 〃 〃 〃 〃 130 50 50

64 シラカシ 〃 〃 〃 // 350 200 15

65 ウバメカシ // 〃 〃 // 480 〃 //

66 コナラ 〃 〃 〃 〃 220 150 25

67 ムクノキ
もぎ・果肉除 
水洗・陰干

滅 
低温

とりまき 
3〜4 // 25 100 50

68 エノキ // 〃 〃 // 12 // 65

69 ハルニレ もぎ・陰干 〃 水浸3日 とりまき 当岌
1 ～2 4 150 60

70 アキニレ n • // 〃 // とり喧き
3 ～ 4

当春
1〜2 5 200 50

71 ケヤキ
小枝切•脱粒 
異物除・陰干

水険3日, 

曜
2下〜3 当春

2 ～ 4 18 300 30

72 ガジュマル もぎ•果肉除 
水あ陰干

土中
とりまき 
(3 〜6)

当夏秋 
2

73 アコウ 〃 〃 // //

74 ユリノキ
もぎ•脱粒• 
陰干・

湿低 
土中

低湿10 0 0 とりまき 
3〜4 当春•1 80 70 25

75 ハクモクレン もぎ•脱粒・仮 
陰干

〃 低湿6 0日 〃 当春
4〜5 50 100 20

76 タイサンボク 〃 〃 〃 〃 当春
2〜4 60 50 25

77 コブシ 〃 〃 // 〃 /7 〃 100 20

78 モクレン 〃 〃 〃 当春・ 2 〃 Z7

79 ホオノキ 〃 〃 〃 当ペ翌春 
3 50 50 25

80 オガタマノキ 〃 〃 〃 〃 当春・
3 ～ 4 '// 100 //

81 トウォ波マ 〃 〃 〃 n 当春• 3 〃 // 20

82 シキミ
もぎ・乾燥 
脱粒

-
〃 3 ～ 4 当春・ 4 20 300 7

83 ロウパイ もぎ•脱粒 
陰干

〃 // 当春 
3～ 4

84 カゴノキ
もぎ・果肉除 
水洗・陰生干

〃 とりまき 
3〜4 当春・ 3 70 300 5
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fifi 子数 無 さ し 木 つぎ 木 番

了/% 個/阿 個/。 材料 枝年令時期の活着率 方法時期但 台木 号

600 140 85 枝 〇 7 中^T 〇 △ 57

55〇〜710 14〇〜280 100^00 // 〃 6下,7中 4 〇 58

// 〇 ～15中〜7下 〇 △ 59

500^740 270—550 200-280 // 〇 7皓8上 z/ △ 60

700-^730 50〇〜670 440—490 〇 ～1 〃 〃△ 61

65〇-->720 92Z210 660～810 〃 〇〜】 7 3〜4 〇 62

680-^750 33〇〜630 250-460 〃 〇〜】緯・ 〇 △ 63

52 卜?60 76〇〜1200 540—810 // 〇〜】7_}~T' 2 〜3 〇 64

54〇〜700 340右710 30 ZOO 〇〜1 7C|>-T 3 〜4© 65

56W50 600へ960 35〇・<-620 〃 〃 7_t〜t" 〇〜1△ 66

59 〇〜650 5.8778 千 39〜5.1千 // 〃 6 下 〇 A 67

590^680 1.3〜22万 84〜1l千 // 〃 7下 2〜3 〇 68

320 20万 〃 16『7中抵〇 69

60^4 00 14〜8万 1〜 1.5万 〃 〃 〃3乙〇 70

39〇〜560 5.9〜83万 2A3.8万 〃 〃 72・た;〇 71

40ヘ60万 〃 〇 ～1 6 中一7 上 4 ◎ 72

〃 〃 ZZ 〃 ◎ 73

5〇～ 80 2.1〜3万 1.4—1.6=F // ° 6〜7 〇〜1△ 74

〃 〃,双。△
呼・根 3中〜下 、コプシ 75

=7シg
5 6〇〜630 23ヘ4.6千 2.8千 〃 〃 6〜7 〇〜】△切・根 4上〜下 丼冷 76

480E40 43 ヘ!1* 2.Z.7千 〃 〃疇 〃△ 77

〃
〇〜1出上2〜3 〇 78

49〇〜650 33〜7.4千 1.5- 4千 〃 〇 7中'〇〜2ハ 79

490^500 8.9 〜 132F 43—6.6^- 〃 〃 3 〜4©6中〜7中 2 80

530 7:7千 4.1千 〃 〃 /z 〃 ◎ 81

〃 〃 647 上 4 〜5© 82

625 3.6千 // 〃 XT± ° △
呼・根 3中〜下 共台 83

84
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番
樹 名

実 生 繁 殖 法

号 採種調製 貯蔵 発芽促進 まき付月 発芽 !き付
め/m

稽詞

85 クスノキ
もぎ・果肉除 
水洗・陰生F

低
中 

湿
土

とりまき 
3 ～ 4

当春
3 •4 20夕 1507 30cn

86 ダック・イジュ 〃(イ少) // // 当春.3 330 200 12

87 テンダイウヤク 〃 〃 〃 〃

88 クロモジ 〃 // 〃 当春
2〜4

89 タプノキ 〃 〃 とりまき
9~F~ioT

当夏〜秋
4 ～ 5 130 200 10

90 シロダモ 〃 // とりまさ 
3〜4

当春
4 ～ 5 150 250 7

91 ハスノハギリ
もぎ・脱粒・ 
陰野・

土中
とりまき 
(1 〇〜12) 当春.3 400 100

92 ヤマダルマ もぎ.乾槊 
瞬.

乾燥
冷暗

とりまき 
3〜4 当春• 2 2 300 1

93 カツラ 〃 // // // 1 250 30

94 メギ
もぎ.果肉除・ 
瘫・陛干

湿低 〃 当春• 3 6 300 20

95 ヒイラギナンテン 〃 // とりまき
当以〜秋
4 20 II 3

96 ナンテン 〃 低
中 

湿
土

とりまき 
4〜5

当夏〜秋
4 ～ 5 30 600 2

97 アケピ // 〃 とりまき 
3〜4

当春
3～ 4 10 100 40

98 ムベ 〃 // 〃 // 30 II 6

99 センリョウ 〃 // // . 当春
2〜4 ' 70 600 5

100 ヤブツパキ
もぎ.漑 
條,

〃 // 当春・ 5 220 150 8

101 ユキツバキ // 〃 // 〃 II II II

102 サザンカ // 〃 〃 〃・.' 90 II 6

103 サカキ
もぎ・果肉除 
水洗・陰干

// 〃
当春
3〜4
当春
2〜3

10 250 4

104 ハマヒサカキ 〃 〃 // 5 II 6

105 ヒサカキ // 〃 〃 II 4 II II

106 ヒメシャラ
もぎ・阱・ • 
脱粒

湿低 // II 10 300 10

107 ナッツパキ 〃 〃 II 15 II II

108 モッコク もぎ・果肉除 
燧・陰干

〃 〃 当春
4七5 12 200 8

109 チャノキ
もぎ・乾操 
験.陰干

〃 〃

とり哇き
(11〜12)

当春.5 100 150 10

110 テリハボク もぎ•陰干 土中 当春• 4

111 キンシパイ
もぎ・乾燥 乾煤 

冷暗 .'•・匚
3 ～ 4 当春• 3

112 モミジ^ススカケ
もぎ・陰干 湿低 // 当春

2〜3 •1
；5 300 50

1
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fjfi 子数 さ し 木 つぎ 木 番

$ / Q, 個/K? 個/1 材科 件令 時期ゆ 活着宰 方法 時期何 台 木 号

42〇〜620 78〜 12千 4T5.7 千 枝 OGQ 6中〜7中 1〜3 〇 85

700 1.772 千 12千 II 〇
4
6 〜7 2〜3 〇 86

II II
3 〜4
6中〜7 3〜4 ◎ 87

44〇〜590 7.9〜I1序 6.9千 〃 II 6 〜7 ［〜2 △ 88

61〇〜700 1.4 79 千 93〇〜 1,8)0 n II 7中〜下 〇 △ 89

56〇〜600 22 75 千 L37.1千 〇 △ 90

.590 91

51〇〜540 143M8 防 31万 枝 〇〜1 4下〜5上
7中〜下

2〜3
3〜4 〇 92

9〇〜130 124へ20防 115万 II 〇 7中〜下 4 〇 93

260 9千 // 〇〜1 3 〜4
6 〜7. 9 4〜5 ◎ 94

// // II fl ◎ 95

50〇〜530 1.87 9 万 8_syo.&F 〃 // II ◎ 切 3中〜下 共 台 96

660 3〜5万 2.5万 II // 3 〜4
6 〜7上 II ◎ 97

II II // // ◎ 98

480

51 〇〜600

4.4万

66〇〜1,100

1.1ヘ2.1万

280—630

II

II

//

〇

3中〜5上 
6申〜7中 
3市〜4中 

6中〜8

4

4〜5

◎

◎
切•呼 
緑枝

3下〜4上
6中〜7中 共 台

99

100

II 〃 II // ◎ 〃 // //
ャ双汗 101

45〇〜500 1.6〜3.4千 1.3〜1.5千 II 〃 // // ◎ II II II
チャ

102

50〇〜600 25^27 万 15〜15.2万 II II 6中〜7上
9 4 ◎ 103

58〇〜670 7〇〜10汤 41万 II II 3中〜4中
6中〜7 II ◎ 104

50〇〜700 10〇〜13汤 68〜71万 II II 3中〜4
6下〜7中 3〜5 ◎ 105

20〇〜2 60 6.7〜14万 1.7〜3万 II II II 3〜4 ◎ 106

3 7〇〜430 7.！〜10万 2.8〜8う万 II II 〃 〃 ◎ 切 3中〜下 共 台 107

43〇〜550 2.4〜3.7万 1.4〜1.6万 II II 4下
6下〜7中 4 〇 108

33〇〜400 1.3〜 1.7千 490—660 II II
3中〜卞

6中～ 7中 II ◎ 109

:ゝ 396 114 45 110

•'':
1 1 1

枝

II

〇

//

下
中
上

与
3
 6
 3

4〜5

II

◎

◎

111

112
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番

号
樹 名

実 生 繁 殖 法

採種調斃 貯蔵 発芽促進 まき付月 発芽 tbit
1& 仙苗高

113 コウヤミズキ
もぎ・乾燥 
脱粒・陰干

湿低 
(询

低湿6 〇日
とりまき
2〜4

翌春
2～3 10F 20師 20 cm

114 ヒュウガミズキ // // // 〃 〃 n // ff

115 マルバノキ 〃 // // 〃
翌春
3〜4

116 イスノキ // // 〃 〃
当春
3〜4 15 250 18

117 マンサク 〃 // 〃 // 翌春 〃 200 20

フゥ
もぎ・乾燥 密封 当春
脱粒•陰干 冷暗 2〜3

119 モミフウ 〃 〃 〃 〃 20 〃 //

120 ウツギ 〃 〃 3〜4 当春

121 アジサイ

122 ノリウツギ
もぎ・乾燥 
脱粒・陰干

密封
冷暗

3〜4 当春
2〜3

123 パイ方ウッギ // 〃 // 当春

124 トベラ H兄瓶Z・ 陽
區汐土 
中湿低

とりまき
2 ～ 3

当春
4〜5 30 200 18

125 ザイフリボク
もぎ•果肉除 湿低 〃 当春

3〜4 20 〃 25

126 ポケ 〃 〃 3〜4 〃 15 50 45

127 カリン 〃 〃 とり咬き 当春 6 // 50
,r 3〜4 4〜5

128 ・ザンゴカマツカ 〃 〃 〃
当春
3〜4

129 サンザシ 〃 湿低 
土中

〃 翌春 15 200 10

130 ヤマブキ
もぎ・脱粒 
陰王

密封 
冷晤

3〜4 当春3

131 カイドウ
もぎ•果肉除 
水洗・陰干

湿低
とりまき
2 ～ 3

当春
2 ～ 3 100 100 25

132 ズミ 〃 // //

133 カナメモチ // 〃 〃 当春4 30 200 20

134 ヒカンザ^ラ
〇^・果験 
水洗・陰干

〃 低湿6 〇 B 9～1〇
当春
3 -～4

135 マ,ザクラ 〃 〃 〃 〃 〃 25 300 20

136 ヤマザクラ 〃 〃
V

〃 // 20 150 50

137 サトザクラ
(一重の鞘よ 

結実する)
ff 〃 〃 〃 30 n 45

138 オオシ7ザクラ
落果採,果験 
水洗•陰干

〃 〃 〃 〃 n 〃

139 セイヨウバクチノキ 〃 〃 // 〃 〃

140 ウメ 〃 // 〃 〃 〃 2v〇 50 50

—6 6一 —6 7 —

0( 子数 償 X し 木 つ ぎ 木 番

7/1 個/阮 個/1 材料 時期阿 活紗 方法 時期何 台木’ 号

枝 〇
3中〜下 
6中一7±? 4～5© 113

560 8万 II 〃 n n ◎ 114

5万 II II 6中J7中 5 © 115

60〇〜6 70 35万 2.1万 II 〃 3〜4
6中—7中 3〜4 〇 116

57〇〜610 18〜2.6万 1.1〜1.3万 II II
344申

6~F~7 中
_ 3 〇
3〜4 117

220 5 4万 12万 II H 6下〜7中 〇 △ 118

260 2 3〜3 3万

195万

5.9万

10 7万

II

II

II

II

//

3中〜T
6中〜卞
9 ～10 卜

4 ◎

5 ◎

119

120

— — — II

//

II

〃

3上5上 
6中-,7中• 9 

下

6中〜7中

n ◎ 

a ◎

121

122

II 〃 II 4~5© 123

61〇〜700 2.3〜3万 1.5 へ-2.1万 II II 3中一4
6卞〜7中 3〜4 〇 124

750 12.3 万 92万 II n 3中〜4上 〃 〇 125

54〇〜690 2.1 ～2.8 万 1.2〜2.0万

II

II

II

〇〜1

〇

II

| 6
 3 

6 
39

62
 

7 7
 7 一 

3 
7 4

 7 
08

3
Vr

rb
r 1 4 ◎

II ◎

・〃 @

切

II

3上-中

34下

編 

蹟シ 

マルメ ロ

126

127

128

1.9万 II

II

II

II

3
6下〜7中 
3中〜4上 
Grt卜•？ 1-

3 ～4 〇

5 ◎

129

130

620

58〇〜630

•13万

19〜3 3万

3万

11M 1万

II

〃

〃

〃

3中一下 
6下7 7击 

3〜4 
6下-7中

3〜4 〇

1〜2〇
3〜4

切・芽 34下 
9上-中

共台ズミ 
マル^ロ 131

132

17〜18万 8.7万 II II II 4〜5 ◎ 133

51 〇〜520 ■42万 22万

II

II

〃

/I

6ー〜中

7中W上

〇 △

4〜5 ◎

切・芽

切

2中〜3中 
9上〜中

3上-中

クラ 134

135

46〇〜640 8.1〜18肝 4.8〜41千 II

〃

//

II

II

II

II

//

II

3〜4 〇

〇 ～4 △

2〜3 〇

切・芽

7/

〃

3上〜中
9上～中

〃

〃

歹

マザクラ 
共台 
マ归ラ

136

137

138

II II
4
64 7下 4〜5 ◎

共台 
モモ

139

〃 〇〜1 3 
647下 〇〜3 △ 切 3上'-中 140
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番

号
樹 名

実 生 繁 殖 法

採種㈱怒 貯蔵 発芽促逕 ！き付月 発芽
まき付 
册％

仕立本 
数/冲

稚苗高

141 エドヒガシ
落果採・果肉除 
水洗・陰干 湿低 6 0S 9〜1〇

当春 
3〜4 20 7 150本 50cm

142 モモ // 〃 // 〃 //

143 オオヤマザクラ 〃 // 〃 〃 〃 25 150 40

144 ソメイづシノ 〃 〃 // // // 30 // 50

145 タ雲サモドキ
もぎ•果肉除 
水洗・陰干

低
中 

湿
土

3〜4 当春・ 4 60 200 35

146 トキワサンザン // 〃 // 〃

147 シャリ"<イ 〃 〃 当春・ 5 95 250 6

148 サンハウィパラ 〃 湿低 // 当春 
2〜3

149 ハマナス 〃 〃 低湿6 〇日 〃 当春• 2 7 120 15

150 カジイチゴ 〃 〃 // 〃

151 ニワナカ/77ド
もぎ・脱粒 密封 

冷暗
日本では結 
実がわるい

// 当春• 3

152 ナナカマド
もぎ・果肉除 
水洗・陰干

湿冷 低湿100日 とりまき
3 ～ 4

当春
2 ～ 3 6 400 8

153 コデマリ
もぎ・脱粒 密封 

冷暗
〃 //

154 シモツケ 〃 〃 〃 // 2 300 40

155 イワシモッケ 〃 〃 -. . 〃 //

156 シジミパナ 結実し左い

157 ュ打ナ^
もき’•脱粒 
陰干

密封 
冷暗

• とりまき 
3〜4

当春
2〜3

158 gンクノ"*7
もぎ・乾燥 
脱粒•陰干

//
熱湯

暖地9 当秋
4〜5 10 500 3

159 フサアカシア 〃 〃 // // 〃 // // 〃

160 ネムノキ
早もぎ,脱粒 
陰干

// // とりまき 
3 ～ 4

当春
3 ～ 4 5 50 50

161 イタチハギ
もぎ•脱粒 // // 〃 10 150 40

162 ハナスホウ
£ぎ・乾燥 

脱粒・陰干
闡又 
は瀏氐

•ヽ・ 
•- 〃 当春• 4 15 200 25

163 エニシダ 〃 密封 
低湿

3〜4 // 4 10 150 40

164 アメリカ鬥コ

165 ヤマハギ もぎ•乾燥 
脱粒

乾.燥 
冷暗

冷水 3〜4 当春
3 ～ 4 10 150 50

166 ミザノハギ 〃 〃 // 〃 〃 〃 〃 〃

167 イヌエンジュ // •冷暗・ 硫酸・ ：〃 当春• 3 50 200 30

168 ニセアカシア // — 〃 
熱湯

// 当春・ 4 4 100 60

—6 9 —

種 子 数 命 さ し 木 つ ざ木 番

0 / G 個/阮 個/0 材料 時期阿 活着率 方法 時期使 台木 号

枝 〇〜1 7L48 上 3 〇 切・ 3中 共台ヒガ 
ンmグ 141

3 〇～ c 緑枝 647中 共台
6中～7下 3〜4 ° 芽 8下-9巾

// 〃 7中〜8上 2 △ 切•芽
3中 

91¢ 143

〃 〇 
1 〃 5 ◎ 〃 〃 144

〇〜1 3中〜4中
6卜8上 145

460 43万 20万 〃 〃 〃 ff ◎ 146

63〇〜700 22〜28千 1.6〜2.1千 〃 〇
344上 
6卜7 3〜4 〇 147

// // 6中^7 〃〇 148

30〇〜340 10へ-17万 3.3万 // //
3
6〜7 〃 〇 149

// // 3 ～4上
6〜7 4 ◎ 150

// 〇 ～2 6中～7上 3 〇 151

34〇〜600 13へ～2 9万 4.2〜13万 // 〇
3中—4 
647

ぽ〇 152

// // 3申～4中
6 中一7.9 5 ◎ 153

// // 〃 〃◎ 154

// 〃 〃 〃◎ 155

// // 〃 〃◎ 156

// 〃 U 〃◎ 157

158

780 10 88万 6.4万 159

58〇〜780 2.3～3.7 万 1.7～3.3 万 枝 〇 6中一7 〇〜△ 160

326～400 8.8〜11万 2.9〜3.6万 // // 3中〜4上
6ヰト,7 5 ◎ 161

750～830 3・〇〜39万 2.3〜3.0万 // //
3
6中^7

4^5© 162

69〇〜770 1〇〜11万 7.1〜8.5万 // //
3～^4
6 〜7.9 4 ◎ 163

枝・根
枝3下〜4ヰ 

R
密〜4の 
惻〜5© 164

790 16万 13万 枝 〇 6中〜7中 4〜5© 165

〃 // // // // 〃◎ 166

780～820 15〜2.8万 1.6万 // 1 4
6下〜•7中 3 〇 167

74〇〜800 4.6〜6万 3〜3.7万 枚低温用 
蔵)5 °C 〇〜1 344上 

9ヰ〜下
3～4〇 (癖・し 

容易
168



番
樹 名

i 夹 生 芸 殖 法

号 採褪誚整 貯液 発芽促進 まき付月 発芽
まき付 仕い 

徴/R 稚苗高

169 エンジュ もき’•水づナ 
果・野

土中 冷水1 日 3〜4 当春・ 3 so y 180站 50cm

1170 フジ
もぎ・ 
脱粒•陰干

密封 
冷暗

/7 当春・ 5 15 30

171 ナンキンハゼ もぎ・ 
脱粒•陰干

とりまき 
3〜4

当・春
4〜5 50 150

172 ュズリハ
もぎ•果肉余 
水洗・陰干

低
中 

湿
土

低湿4 〇日 7/ 当春• 4 80 200 20

173 エゾユズリハ 〃 〃 // 77
当春
3〜4 70 〃 n

174 ヒメユズリハ // 〃 〃 U II 77 〃 25

175 サンショウ
もぎ・陰干 
邮

〃 2〜3 77 4 150 50

176 ニワウルシ な骸切"脱果 冷暗 低湿 7日 3〜4 当春• 2 20 25 〃

177 チャチン 〃 // 〃 77 /7

178 センダン
果枝切,果肉除 中

低 
土
湿

〃 30日 とりまき 
3〜4

当春
4 ～ 5 70 100 50

179 ハゼノキ
果肉切•タ戚除

±中 /7 当〜翌春 
3 60 400 30

180 トウカエデ 早もぎ・陰干・
湿低 
土中

低湿3 〇日 1/ 当春
2〜3 10 150 70

181 ノ'ウチワカエデ 〃 〃 〃 6 〇日 〃 77 50 250 10

182 イカヤカエデ 〃
〃 〃 77 7/ 40 200 30

183 トネリコパノ 
カエデ

〃
〃

〃 7/ 当舂
4〜5 20 150 50

184 イ:ロハモミジ 〃 〃30日 /7 77 12 400 25

185 ハナノキ //
〃

とりまき
当夏〜秋
4

186 ゥWカエデ //
■■ •〃 ・■" とりまき 

3〜4
当春
2 ～ 3 150 250 30

187 ムクジ□ もぎ・果肉除 
水洗,陰干

〃
77

当舂
4〜5 . 230 100 

f.
40

188 ベ二^ナトチノキ 結実少左い 湿低

189 トチノキ
もぎ・験 
乾させぬ

とり咬き 
3〜4

当春
4〜5 340 25 25

190 ナナメ ノキ
もぎ・果肉除 
水洗・陰干

土中
湿イ任

とり畦き
2 ～ 3

翌春
2〜3 10 250 77

191 イヌツゲ 〃 〃 〃 当春• 4 8 300. 8

192 ノ、イイヌツグ // 〃
とりまき
3 ～ 4 // 7/ 〃: 7

193 モチノキ 〃 //

f«
とりまき
2〜3

翌春
2 ～ 3 20 250 10

194 タラヨウ ,7 //
とり・き 77 15 300 4

195 タマミズキ 〃
とりまき
2 ～ 3 当春• 3,

196 ソ‘ヨゴ

—

とり性き
：?.〜4 翌春,2 70 300 6

〃
J-

模 子数 さ し つ ぎ 木 番

7/ P 個/“ 個/ Z 材料 枝铃 時期但) 活若率 方法 時期阿 台 木 号

620^830 5.4〜78千 1.3へ62千 枝 〇
3

6 〜7 1△ ’眨・し
［鴻)

169

61〇〜700 257.3 千 2～2.1千 77 L II 2下〜3中 4〜5© 切 3 共 台 170

45〇〜5 60 8～1.3 万 52へ05千 〃 II 6中〜?上 1〜3へ 171

36〇〜530 4T3千 1.9〜29千 77 〇〜】
4

6中〜7中 4〜5© 172

435 〜5 70 6.776 千 32〜38千 77 If 77 〃◎ 173

52〇〜550 6.879 千 3.6〜33千 77 II 〃 〃◎ 174

600～620 4.27.8 万 2.679 万 II 〇
3中
6中〜7中 4 ◎ 175

根 3 4〜5 ◎ 176
枝 
根

〇
3 〜4

3 3〜4 〇 177

59〇〜600 2.77.6 千 1.6〜1.8千 枝 〇 △ 178

38〇〜 99〜15千 3.77.6 千 77 〃△ 切・腹 4中〜下 共 台 179

185〜220 67.3 万 1.1〜1.7万 II 〇 6上〜下 3〜4 〇 180

15〇〜220 1.5〜2.6万 22千 6上〜7上 〃 〇 寄・芽
3中'^ 4下 編眛 共台・ 

イザ・ジ
181

19〇〜210 12～2.5 万 2.57.6 千 枝 〇 ・1 77 〇〜 、、,•: 182

13〇〜190 2-2-4 万 2.77.5 千 77 〇 〃 3 ～4〇 183

135 7 60 6.6〜9.ん万 6.7〜 15千 77 〇 .1 6上〜7上 2 △ 寄,芽・
3柱4下

共 台 184

77 〇 77 〃△ 185

160～165 9明2 7千 〃 77 77 〃△. 186

1000 500 500 187

枝 〇 △
切・

緑技
3上〜中
6〜7 トチノキ 188

60〇〜685 65~3G 4 5へも5 II 〇〜1 7上 〃△ 〃・ 7/ 共 台 189

39〇〜500 6.5〜78万 2.7〜3.3万 77 〇 /7 〃△ 190

430〜52C 6.3*^8.5 万 3.3〜!.4万 II 77 3 〜4中
6 上・9 4〜5© 191

530 6.5万 3.5‘万 II II 7/ 〃◎ 192

40〇〜49C 32〜5.8方 2.3万 II II 6中〜7上 3 〇 193

II II
3 ～4
6 ～7 4〜5© 194

195

520～58( 8.375 万 枝 〇〜1 3‘中〜4中 
6中～7 3〜5© 196

—7 1-



番

号
樹 名

実 生 緊 法

採種調製 貯蔵 発芽促進 ！き付月 発芽 1まさ付 不 
ジ泪 稚苗高

197 クロか｛、モチ
もぎ・果肉除 
水冼•陰干

湿低 
土中

とりまき 
2〜3

翌春
2〜3 10 9- 250本 20 cm

198 ウメモドキ 〃 〃 とりまき 翌春 2 // 12

199 ニシキギ
细涵水浸・ 
果肉除•陰生干

湿冷 
土中

低温6 0日 〃 翌春
2 •～ 3 20 300 10

200 ツルマサキ 〃 〃 // 〃 翌春
1〜2 50 400 15

201 マサキ 〃 〃 // とりまき 
2〜3

当春
3〜4 60 300 n

202 ツリパナ 〃 〃 〃 とりまき 
3〜4 翌春• 3 20 250 5

203 マユミ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 18

204 ゴンズイ もぎ,果肉除 
陰生干

〃 〃 翌春
3 ***** 4 50 300 15

205 ッグ
もぎ・脱粒 
陰干

冷暗 3〜4 当春 
3〜4

206 ツタ
もぎ•果肉除 
水洗・陰生干

湿冷 
土中

とりまき 
3〜4 当春• 3

207 ホルトノキ // 〃
とりまき 当初夏 

4 60 100 30

208 シナノキ もぎ・陰生干 〃 低湿4か月
とりまき 
3〜4

当〜翌春 
2 20 200 〃

209 へラノキ /7 // 〃 〃 〃 10 250 〃

210 ボグイジュ 〃 // ; 〃 〃 壑翌々春
2

50 2 00 20

211 ムクグ
もぎ•脱粒 
陰生干

融蛛 // 当舂• 4 6 130 45

212 アオギリ 〃
湿冷 
土中

冷水 // 当春• 5 20 100 25

213 ジンチョウグ

214 ツルタミ もぎ•果肉除 
水洗・陰生干

蛔冷 
暗•土中 とりまき 当夏・ 4 20 200 15

215 アキグミ // 密封冷 
暗土中

とりまき
3 ～ 4 当春• 4 8 /7 30

216 イワシログミ // 〃 とりまき 当夏：• 4 20 // 15

217 イイギリ
もぎ•
果肉除•陰生干

湿冷 低湿100日
とりまき
2 ～ 3 当春• 4 5 150 25

218 ギョリュウ もぎ・陰生干
密封 
冷暗

とりまき 
3〜4 当春・ 2

219 サルスベリ もぎ•脱粒 
陰干

// 3〜4 当春” 3 3 100 45

220 ユーカリノキ もぎ・！»•験
乾燥 
冷暗

4 ～ 5 〃 1 80 00

221 ザクロ 螂・寿?W 
水洗・陰干

闕暗 とりーまき 
3〜4

当春
2 ～ 3 40 300 15

222 アオキ
もぎ•果肉除 
水洗・陰生干

//
2 3
とり・まき

当春• 5 22 0 200 10

223 ミズキ /7 土中
湿冷

とりまき
2 3 当春• 3 40 150 50

22 4 ハナミズキ 〃
土中 
阁冷

〃
当春
3 ～ 4 75 // 30

—7 2 —

逐 子数 短 さ し 木 つぎ 番

F / 1 個/阮 個/1 材料 時期何 活着率 方法 時期使 台 木 号

42 〇〜5 〇〇 2 〇〜2 7万 741 3 万 枝 〇 6上～7上 (3～4)〇 ♦ * . 197

420～600 21〜26万 11～1 3 万 〃 n 344上
6〜7上 3〜5 ◎ 切・根 34中 共 台 198

48〇〜640 33〜• 5万 22〜32万 n

〃

77

77

34下 
6 〜7,9 
34下 
6下—7ホ

4〜5

4

◎

◎

199

200

580 2.6万 15万 〃 ff
3中〜下

〜7中9 5 ◎ 201

51〇〜670 1.3〜2.2万 5.7〜9.3千 // 77 3中〜卜
7 中 4 ◎ 202

44〇〜670 18〜3.8万 1.6～1.7 万 // 〃 77 4〜5 ◎ 203

4 2 〇〜5 80 1.4〜2.5万 8～1 5 千 77 77 6下7 7中 1〜2 △ 204

50〇〜590 68〜8.3万 3.4〜4.9万 77 77 3中〜4上
6〜1〇

4 ◎ 205

65〇〜770 2.3～3.1万 1£～2.1万 77 7/ 3ヰ〜下 
6中〜7上 n ◎ 206

48〇〜560 1.9〜22千 12〜1.6千 77 〃 7中 3 〇 207

19〇〜220 4.3〜5.8万 4.1千 7/ 〃 7上〜中 2 △ 208

250 3.4万 8.6千 77 /7 77 77 △ 209

480 4.6千 2_2千 7/ △ 210

170～220 4.8〜73万 8.3〜16千 /7 /7 3
6〜8・9 5 ◎ 211

44〇〜500 4.9〜5.8千 2.1～2.8 千 77 // 3 2〜3 △ 212

— — — 7/

77

〇〜1

〇

3 A〜4上 
6中-7 
8T-9 
3〜4上 
6〜7

5

〃

◎

◎

213

214

42〇〜580 3.6〜6B万 1.8〜2.9万 77 77 3中〜下
6〜7・9

77 ◎ 215

〃 77 3〜4上
6 ～7 〃 ◎ 216

5 0 〇〜62 〇 5 7〜7 4万 2 9〜3 6万 217

222 50万 11万

枝

7/

〇〜1 3〜4上 
6 ～7-9 
3中〜4上
6〜8上

4 ◎

4〜5 ◎

218

219

600 43万 2 6 万 22 0

344 3.7万 2万 枝 〇
3中〜4上 4 ◎ 221

5 10～570 82〇〜1640 42〇〜9 30 77 〃 3〜4上
6〜7・9 5 ◎ 222

52〇～65〇 ].6～2.8 万 ！万 /7 /7 3〜4上 
6中〜7 3～4 〇 223

66〇〜680 1.1万 5.7〜79千 〃 77 3〜4上
6〜7 4〜5 ◎ 224

—7 3 —



番
樹 名

1 吳 生 気 灌 法

号 拣は闵空 貯蔵 発芽位逸 まき・付月 発芽
!き付 彳±3^ 

め為、 稚苗高

225 ヤマボウシ
もぎ・果究全 
水洗•陰生干

土中 
密封

とりまき 
2〜3

当春
3〜4 35 7 15外 40 err

226 サンシュユ 〃 II 低湿6 0日 3〜4 翌春 100 II 30

227 カクレミノ // II
とり性き 当春 20 400 153 ～ 4 3〜5

228 ヤツデ // II 3〜5に 
とりまき

当夏• 5 2 150 4

229 キヅタ 〃 II II 1/

230 リョウブ
もぎ•陰干 
脱粒

3 ～ 4 当春・ 2 10 150 10

231 サラ歹卜•ウダン // 乾燥 
冷暗

及温3週間 2〜3 当春• 3 6 600 4

232 ドウタンツツジ 裂開前•もぎ 
陰干・脱粒

II II 当春• 2 2 1,600 3

233 アメリカシャクリ /7 1/ II II 3 4.500 2

234 アセピ 〃 II 〃 〃 4 1.C00 〃

235 ミgツツジ // II II 〃
.<

3 3,000 3

236 サツキ 〃 II II II II II 〃

237 レンゲツツジ 〃 II 〃 〃 II 2500 4

238 ヤマツツジ 〃 II II II II 3,000 3

239 モチツツジ 〃 II II II 〃 II II

240 ホル^ク切 〃 II II II 1/ •以00 2

241 ァむシ小グ // II II II II II II

2 42 シロリュウキュウ 〃 II II II

243 キリシマツツジ I〃 // II II 3 3,000 3

244 一竹讨ッノジ 〃 II II II 10 4500 25

245 オオムラサキ

246 キシツツジ II II . II II 3 3,000 3

247 シャシャンホ: もぎ•果肉除 
水洗・陰生干

とりまき
当春
1〜2 7 500 4

243 マンリョウ II II
' • • t

1〜3に 
とりはき

当夏・ 5 宗ット 
暁き

5

249 カラタテバナ H • II II II II 1/

250 ャブコウジ II 〃 II 当夏• 4 II II

251 タイミンタチ^ナ H 麟暗 
土中 
湿冷 
土山

3〜4 登春• 2 100 500 //

2 52 エゴノキ
もぎ•脱粒 

だきらう
とりWき
3〜4 1 当春・厂 60 150 40

4 —

種 子敬 量 さ し 木 つ ぎ 木 番

7/ P 個/阮 個/ Q, 材料 枝徐 時期ゆ 活電率 方法 時期0D 台木 •肆

54〇〜74 〇 18F.3 万 77 2千 枝 〇
3
6

〜4上
〜7 3〜4〇 225

62〇〜630 4.6〜5千 2.9〜3.1千 II U 3〜4上
6142 7中 2～3〇 226

400～500 4.6～11万 2.3〜1.3万 〃 // 6 〜7 3 〇 227

II 〃
3
6

～4上
〜7・9 4～5© 228

1/ // 〃 5 ◎ 229

16万 〃 // 3
6

〜4上
〜7 3〜4 0 230

15〇〜182 162〜53防 29〜80万 n // 3中〜4上
6中〜7中 〃 〇 231

II II 3
6

〜4 
～7 5 ◎ 232

if II 3 〜4 〇〜△ 233

15〇〜1 90 491〜86昉 9 3〜15 9万 II II
3
6 〜7・9 5 ◎ 234

II II 6 〇〜 235

II II 6 〜7 4～5@ 236

220 175〜3 8防 8 3万 II II 6 〇～2Z\ 237

II 〃 6 〜7 4～5 ◎ 238

/I II II 〃◎ 239

310 25防 7昉 II II II 3 〇 240

30〇〜400 417〜53防 125〜15万 II II II 〃 〇 241

II II II 4～5© 242

II II II 〃◎ 243

500 9庆 4 6万 II II 4 
6 〜7 〇 △ 244

II II 6 〜7 4～5© 245

II 〃 II // ◎ 246

700 17防 119万 II II 3中〜4上
6〜7 3 〇 247

630 12万 73万 II. II II 4 ◎ 248

/I II 6 〜7 〃◎ 寄・ 3上 マンリョウ 249

〃 ' II
3 中"-5
6 ～7 4～5© 250

430 1.防 7.讦 II II 251

57〇〜690
L

42〜5肝 2〜歼 枝 〇
I

344上
6〜7

/〇
3〜4 252

—7 5 —
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番
樹 名

実 生 緊 殖 法

号 採後調製 貯蔵 発芽促進 まき付月 発芽
・ま^

数/が
稚苗高

253 ハクウンボク
もぎ•脱粒 
乾きらう

湿冷 
土中

とりまき 
3〜4 当春・ 4 909 1502 30 cm

254 ハイノキ
もぎ•果皮除 
水冼•陰生干 土中

// 当春• 3

チョウセン もぎ・脱粒・ 密封
当春• 4ZuQ

レンギョウ 乾燥 冷暗

256 レンギョウ 〃 〃 H //

257 トネリコ
8下早どり 
陰干

土中
組合せ 
湿層処理

とりまき
3 ～ 4

当春
2〜3 15 150 12

258 ヤチダモ 〃 〃
組合せ 
湿層処理

〃 // 30 〃 15

259 オウパイ

260 ネズミモチ
もぎ,果肉除 
水洗・陰生干

湿冷 
土中

とりまき 
3〜4

当春 
4〜5 20 250 20

261 トウネズミモチ 〃 // // 〃 12 200 25

262 イ疔ノキ 〃 〃 〃 〃 15 250 30

263 疔 // 〃 〃 // 20 // 35

264 オリーブ もぎ•聚gま 湿低 果肉除きまく 3〜4 当初夏 130 450 30

265 ヒイラギモクセイ 結実しない

266 ギンモクセイ は艘 
しない

267 キンモクセイ
〃(ウス牲クセイ 

憐諛する)

268 ヒイラギ
もぎ•果肉除 
水洗・陰生干

湿冷 9 当春
4 ～ 5 50 250 8

269 ハシドイ もぎ•瞬め乾
密封 
冷暗

3〜4 当春• 4

270 ムラサキハシトイ 〃 // // //

271 キョウチクトウ 裂開前もぎ 
陰干•脱粒

とりまき 
3〜4 当春

2 72 ティカカズラ 〃 // // //

273 クチナシ
もぎ・果肉除 
水洗・陰生干

酬暗 
士中

// 当春・ 4 4 300 10

2 74 ハクチョウゲ
般には密 

し左い

275 ムラサキシキフ・
もぎ・果肉除 
水洗・陰生干

湿低
とり性き 
3〜4

当春〜初3
4 3 350 30

276 クサギ 〃 〃 //
当春
4〜5

277 ノ、マゴウ もぎ•果皮除 
陰干

// // 当春・ 3

2 78 キササグ
もぎ・乾燥 
脱粒

〃 当春• 4 3 300 30

279 ノ、ナゾノツクノ詞、 
ウツギ

結実しない

280 ックパネウツギ もぎ・瞼・乾
密封 
冷暗

とりまき 
3～4

・’’-'*

-77-

秘 子数 虽 さ し 木 つ ぎ 木 番

個/阮 個/。 材科 枝％ 時期但) 活着率 方法 時期冋 台木 号

49Z20 22-2.8 千 1.6千 枝 〇 6〜7 3 ～ 4 〇 253

// // 6r|>~7 5 ◎ 254

〃 //
3
6〜7 n ◎ 255

// 〃 /7 N ◎ 256

160 6~6S 万 3.7千 〃 3〜4上
6〜7 3〜4〇 257

15W00 12〜1.6万 2.3ヘ2.5千 258

枝 〇
2中'3
6中^冲・ 9 4 〜5 ◎ 259

55 ベ 80 15へ2.5万 5.4〜15千 〃 //
344上 
6中〜7上 4 ◎ 260

540-610 1.971万 1〜1.3万 〃 // // 〃◎ 261

520へ640 7.4千 // // 344上 
国2上«

9 4 ～5 ◎ 262

// // // // ◎ 263

660 2276 千 1.5〜1.7千 枝(為 //
3中〜4上
6- 8 中～9 3 〇 切 3±～4> 昭 264

— 一 — 1 // 〃
6〜7
9 4〜5 ◎ 265

— — — // // 6〜7中 3 ～ 4 〇 切•根 3下
特 266

— — — // // // 〃 〇 n // /7 267

35千 // 〃
6〜7
9 4〜5 ◎ 268

210F90 13ヘ2 4万 3.7万 〃 // 647 〃◎ 2 69

〃 // // 2 △ 切 3上〜中
ィ破•杖 
滴ハ 270

// 〇～1 3中-,4中
6〜7・9 5 ◎ 271

// // // 〃◎ 272

540780 2 4〜2 8万 12～13 万 // 〇
3中〜4上
6〜7・9 // ◎ 273

— — — // // // 〃◎ 274

230-310 8 4～125 万 29〜56万 // 〃 // 4〜5 ◎ 275

49Z10 1.370 万 9.7千 // //
344上 
6〜7 3〜40 276

2.6万 4.5万 // 〃 3中-,4上
6 〜7.9 5 ◎ 277

50～ 52 2 8〜3 3万 1.7万 〃 // 344上
6 〜7 3 〇 278

— — —

//

〇〜1

〃

3中一4上
6 〜7.9
3中～4上
6 ～7

5 ◎

4〜5 ◎

2 79

280



1者 
崙
•樹 名

実 生 繁 殖 法

号 採種調整 貯祓 発芽促進 まき付月 発芽 まき付
めm 椎苗高

281 ウグイスカグラ
もぎ•果肉除 

水洗,陰生F 湿冷 とりまき 当夏 9- 本 cm

282 ニワトコ // 土中 3 ～ 4 当春・ 2 4 200 20

283 サンゴジュ
//

湿冷 
土中

とり性き
3 ～ 4

当春
4〜5 30

284 ガマズミ 〃 〃 〃 翌春
4〜5 20 200 10

285 ハクサンポ・ク 〃 土中 〃 当舂• 4 8 150 30

286 カンボク 〃
湿冷 
士中

// 翌春
4〜5

287 ヤブデマリ 〃
〃 〃 翌春• 4

288 ノ、コネウツギ もぎ•脱位・乾
密封
冷暗

3 ～4 当春• 2 1 300 15

289 タニウツギ // 〃 /7 // 1 〃 fl

290 もぎ•果肉除 
水冼・陰野

渝暗 とりまき 当春• 4 40 400 2

291 アッ洋ミ加ラン
YK結実し
ない

292 カンチク
竹馅伞・渤 

がまれで必)

293 クロチク

294 クマザサ

295 ナリヒラタ・ケ

296 オカメザサ

297 ビロウ もぎ,果実の 
性咬陰干

亂い 
ところ

とりーまき
4〜5 当春• 4

298 カナリーヤシ 〃 〃 〃 〃 350

299 シュロ //
土中

とりまき 
3〜4

•当春
4〜5 250 400 1

300 ワ・卜トキ ,〃 涼しい 
ところ

4〜5 翌春
2〜4 40

-7 8 —

種 子裁 量 さ し 木 つ ぎ 木 番

$ /1 個/Kg 個/纟 材料 枝碎 時期冋 活着率 方法 時期但) 台木 号

350

48〇〜490

48〇〜520

〃

26万

427.9 万

3.6〜!.1万

2.5万

9万

2〜2.8万

1.6〜1.7万

1.3万

枝

//

//

〃

n

〇〜1

〇

〃

//

〃

3中〜4上
6 〜7
2下〜3中 
6〜7
2下〜4中
6〜7・9
3〜4上 
6〜7 
3中～4中
6中

4～5©

〃◎

5 ◎

4〜5 ◎

4 ◎

281

282

283

284

285

42〇〜490

2 8 〇〜3 4 0

2.7〜3.1万

344770 万

6.9〜14千

100万

〃

//

〃

//

茎(菜の 
かZ溜份")

//

//

〃

//

3〜4上
6〜7

〃

3〜4上
6〜7・9

//

5中〜下
7〜8

4〜5 ◎

5 ◎

4〜5 ◎

〃◎

5 ◎

286

287

288

289

290

I! 〃 3下一5下 〃◎

△

△

△

△

291

292

293

294

295

650

226

1.1千

2.1千

9.4千

1・4千

△

△

△

△

△

296

297

298

299

300
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造林の初期管理における省力技術の最適化

！試験担当者

主 査:九州支埸育林部長 吉本 衛(51年度)久田喜二(5 2年度)

育苗技每:九州支場造林第1研究室 大山浪雄 上中久子

下刈り技術:同 造林第2研究室 尾方信夫 上中作次郎

苗畑の土壊病害と生育障害:同 樹病研究室 橋本平一

H試験の背景と目的

労働力不足対策と生産性向上のため,造林の初期における管理,とくに下刈りの省力が望まれ 

ている。熊本営林局では,林地肥培,大苗植栽,薬剤利用等の個別技術を組合せた省力化の現地 

試験の結果,優良苗木生産技術お、よび造林木の成長と形質に及ぼす雑草木の影奪などについて検 

・討が必要とされた。

そこで,さらに造林の初期管理にお、ける省力技術の最適化のための育苗と下刈り技術の指針を 

与える資料を得る。

皿育苗技術

1•試験目的

植栽当年の成長が遅いスギさし木苗の養成を対象ド,1)秋ざしのさしつけ密度による苗木 

の形質と山出し当年の成母,2)さし木苗畑に封ける秋末の施肥効果について,それぞれ熊本 

営林局の苗畑事業の中で同局との共同試験として実施した。

なお,この育苗試験に若いては,熊本営林局における各極実地試験から,山出し当年の樹高 

が］饥以上に逹すれば,造林の初期管理にむける下刈りの省力が大巾にはかれるとの見通しの 

もとに,苗木の大きさ？ Ocm!站上 山出し当年の樹高成長員3 ° an以上を示すものの苗木を邊 

成することを目標とした〇

2.試験の経過と得られた成果

A スギ秋ざしのさしつけ密度による苗木の形質と山出し当年の成長

1.試験の方法

—1 2 1—



1)さしつけ埸所およぴ土壊

•長崎営林署多比良秘苗事業所,黒色火山灰土

2) さしつけ時期

昭和5 0年1〇月16日

3) さしつけ密度

九州地方におけるスギさしつけ密度の慣行は1をあたり8 0～10 〇本であるので, 

本試験では1をあたり8 0本ざしを標準として,それより少左い5 0本ざし,3 0本ざ 

しの効果を比較した。

4) 使用クローン

スギ精英樹クローンの杵島1号,福岡署］号,浮羽8号。

5) 試駿区およぴ面積

各クローンとも,1区面積1况とし,さしつけ密度3区X発根促進処理2区X2ブロ 

ック=12区を設定した。

6) さし穂の大きさ

採穂園より2年生枝をとり,さし穂の長さ約3 5 c部穂作りし,さしつけ深さ12cm 

程度にさしつけた〇

7) 発根促進処理

インドール酪酸(商品名オキシベロン)1%粉剤を基部切口にまぷしてさしつける方 

法と,メネデール1〇 〇倍液に6玮間浸澄してさしつける方法の2種。

8) さし床

スギのさし木苗養成事業では,普通,さし床には余り施肥してい左いめ、 施肥してい 

左いことが苗木の栄養不良を招いていると考えられるので,本試験ではこれを反省し, 

思い切って,さしつけ1か月前に十分左基肥を施した。’1〇 aあたりの施肥量は次の通 

りで,すべて表土 3 0cmにすき込んだ。

バーク堆肥 5,。 0 0 命

鶏 糞 2 0 0Kダ

溶 燐 3 0K,

塩化カリ 15附

骨 粉 5 0K§»

炭酸苦土石灰 5 OK?

—1 2 2—

9)さしつけ方法

整地後のさしつけ前に床全面に十分に散水し,ローラで床固めした後,除草紙(クラ 

フト紙)を張り,案内棒でさしつけた。

さしつけの翌日,黒色寒冷しや(遮光¢5 〇% )を高さ50cメて張り,その後,活着 

を見はからって12月上旬に取り除いた〇

10) かん水

さしつけ後十分にかん水し,また,その後2週間は雨天を除き2日に1回かん水を行 

左った。その後はかん水を行わず自然に任せた〇

11) 追肥と徒長抑制

翌年の8月末,苗木の養分含有濃度を高めるため,尿素,•溶性燐肥,塩化カりを,N, 

P2 °57 思〇 でそれぞれ1我あたり109になるよう苗床全面にばら、まいた。続いて 

9月上句に成長抑制剤B- 903,。 〇 〇 ppmを1〇日間隔で2回葉面散布した。

12) 山出し苗木の植栽場所

長崎垠南高来郡瑞穂町西郷,西郷温泉国有林12 .4へ林小班,標高3 7 〇が,安山岩 

を基岩としたBd型土壊の肥沃地であふ。

前生樹は,スギ4 5年生人工林で蓄積1如あたり4 5 9ボの生育良好な林分であった。 

気象条件は,年平均気温l5 °C,年降雨量2,3 2 4叫!地帯である。

13) 山出し苗木の植栽時期

さしつけ密度別苗木を,昭和51年10月2日,11月29日,52年3月30日に, 

それぞれ5 〇本ずつ植栽した。なお、,3月3 0日には対照として8 〇本/をの春ざし苗 

を同様に植栽した。

14) 山出し苗木の植栽方法

比較的,地力の均一な山腹斜面を選定し,1如あたり3,。 0 0本植えとし,2 mX1.7m 

の間隔に植え付けた。

2•試験結果

2 -1)苗木の形質

秋ざし翌年のJ1月末に各区の苗木を無作為に2 0本ずつ掘り取り,苗木1本あたり 

の苗長,根元直径,重最 枝張直径,枝数,下枝直径を調査した〇その結果は表ー1に 

示す。なお,秋ざしの対照として,同苗畑で従来から事業的に行われている春ざしの1 

況あたり8 〇本ざしのものを同様に掘り取り調査した。

—1 2 3 —



備考:关冷 米はそれぞれさしつけ密度8 0本区との間に危険率5 %, ] %水準の有意差 

があることを示す〇

表ー1 さしつけ密度別さし木苗の形質睥査結果

クローン
さしつけ密度 苗 長

cm

根元直径

砌 9

枝張直径

cm

枝 &.

本

下枝直径

cm

浮つ,8号 . 30 6 9.3 9%* 2 1 2XX 3 0XX 2 4.1 3.8

50 6 8.1 9.3XX 147 2 5XK 21.7 3.9

80 5 8.7 7.6 1 34 21 21.2 '3.7

春ざし 80 4 6.0X 6.8 XX 1 0 0* 20 2 0.6 2.5X

福岡署]号 30 7 2.8 9.0 17 4攻 2 8天・ 2 5.1 3.2

50 7 9.7 9.2X 1 71XX 2 6・云 2 5.7 3.7

80 7 5.9 8.3 J 7 1 20 2 5.3 4.1

春ざし 80 4 3" 6.4炉 91a 23乂 19.1X 2.4決

杵島1号 30 7 5.7 1 0.7** 2 2 3X* 39XX 2 7.3 3.7

50 7 5.2 9.2 1 85X* 2 8E 2 7.0 3.5

80 7 0.5 8.5 15 6- 23 2 6.2 3.4

春ざし 80 5 4.3X 7.0XX 1 04XX 29米ズ 2 3.7 2.5X

ずた,さしつけ密度別にインドール酪酸処理区の苗木3本ずつをひとまとめにして栄 

養分析を行い,養分含有率を調べた。その結果は図ー'Iに示す。

n生重昼

3クローンとも,さしつけ密度が疎に左るにしたがって,重量は増加している。

2) 枝張り

3クロ ーンとも,さしつけ密度が疎に左るにしたがって,枝張りは広く左っている。

3) 根元直径

3クローンとも,さしつけ密度が疎に左るにしたがって,根元直径は太く左ってい

る〇

4) 苗髭枝数,下枝直径

3クローンとも,平均苗長は5 8〜7 Ocm以上と左り,さしつけ密度による差異は 

、小さく,有意差は認められ左かった。また,枝数,下枝直径については個体差が大き

—1 2.4 —

<,明らかな差異は認められ左かった〇

5)春ざし,秋ざしの比較

従来のさしつけ密度8 0本で,春ざしと秋ざしの苗木を比較してみると,3クロー 

ンとも,価量と根元直径では明らかに秋ざしが大きく,著しい有意差が認められた〇

ざた,根部の発逹では,春ざしは太根が少なく,未充実の根が大部分を占めるが, 

秋ざしは太根で木質化したものが多い。枝張りでは,春ざしの活着宰が低かったため 

に苗木が疎開されたことによるのか,杵島1号と福岡署1号では春ざしの方が枝張り 

が大きかった〇

6)山行苗得苗率

琅終的を山行苗に使用凯盘、前苗牢村Z表ー 2のと君りで,各さしつけ密度区とも

8 0%以上の得苗率を示し,さし木成績としては良好であった。さしつけ密度による 

得苗率の違いは有意差はないが,全体的には8 0本ざしより3 〇本ざしの疎ざしの方 

が得苗率が上廻っている。

発根促進処理のインドール酪酸とメネデールの効果は,発根率の高い杵島1号と福 

岡署1号では有意差は左いが,発根率の劣る浮羽8号ではインドール駱酸処理の方が 

得苗率が高くなっている。

表ー2 さし木得苗率(各区2就)

さしつけ密度 得 苗 率 (％)

本/を インドール酷酸区 メネデール匹

3 〇 1 〇 〇 .10 0

杵岛1号 5 〇 9 6 9 6

8 〇 9 3 9 9

3 〇 9 7 9 3

福岡署1号 5 〇 9 8 9 8

8 〇 8 1 8 〇

3 〇 9 7 8 7

浮羽 8 号 5 〇 9 8 8 4

8 〇 9 2 8 3

—1 2 5—



7)養分含有率

さしつけ密度による苗木のN, P, K含有率の違いは図ー1に示したとおりで,N 

はさしつけ密度が疎でも成長髭の増大に伴なう含有濃度の稀釈現象によって含有率は 

高まらないが,Pはさしつけ密度が疎ほど根の発達がよいので含有率が顕著に高まつ 

ている。KもPほどでは左いが,さしつけ密度が疎ほど含有宰が高まっている。

また,さしつけ密度8 0本の春ざしと秋ざしの比較では,さしつけ密度の影響と同 

様に,充実した秋ざし苗の方が,N含有率は高まら左いが,P, K含有率は明らかに 

高まっている〇

2-2)山出し当年の成長 ・,：

植栽後 1成長期を終えた昭和5 2年11月18日に,各区植裁苗5 0本のうち中央 

部の2 0本を調査した。その結果は図ー2およぴ図ー 3に示す。なお、,さしつけ密度 

8 0本の春ざし苗は,実験の手違いと苗木不足もあって,3クローン混合植栽の結果と 

左ったので,3クローンのうち当年成長Rが尽も小さかった浮羽8.号の図の中に示し, 

比較に供した。

植栽当年の成長景は,10月2日,11月2 9日,3月3 0日の植栽時期を通じて, 

福岡署」号>杵島1号>浮羽8号の傾位を示している。そのうち植栽時期では,3クロ 

ーンを通じて,一1〇月2日植栽が最も成長量が大きく,各さしつけ密度とも当年の樹高 

が、mを越えている。これに次ぐ11月2 9日植栽と3月3 0日植栽でははっきりした 

差異が左く,また,当年の樹高がJmに逹し左いものもある。

このように,植栽時期お、よぴクローンの間では樹高成長量に有意差があったが,さし 

つけ密度の影簪には有意差がをく,秋ざしの8 〇本ざしでも山出し当年の成長虽は悪く 

左いことが認められた〇

根元直径の成長皇は,全体的に,さしつけ密度が疎であったものほど根元直径が大き 

かったために山出し当年の直径成長も大きい。しかし,3 0本ざしと5 0本ざしの間で 

は差が小さいが,5 0本ざしと8 0本ざしの間では8 0本ざしの成長躬:が劣り,密ざし 

の影響が見られる。

3.考 察

試験結果から,山出し当年の苗木が下層植生に被圧されないよう樹高を1m以上に成長 

させるには,春ざし苗は地上部や地下部の発達が遅く苗長も小さいために無理であるが, 

秋ざし苗ではそれが達成できるか,あるいはそれに近づくことができた。

-1 2 6—

図ー1 さしつけ密度と苗長およぴ養分含有率の関係
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浮羽8号

図ー 2さしつけ密度と山出し当年の樹高成長との関係
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杵島1号

51.11.29 植51.10. 2 植•

80春ざし本/#

52. 3. 30 植

浮羽8号

図ー 3 •さしつけ密度と山出し当年の根元直径成長との関係

—1 29 —



ただ・さしつけ密度の彩響は,苗木の形態やPお、よびK含有率に有意差があるにもかか 

わらず,山出し当年の成長危にそれほど大差がをかったのは,秋ざしであれば8 〇本/を 

ざしでか左リ充実した苗木カ:得られていることを示している。

しかし.それでは8 0本ざしで十分であるかというと必ずしもそうとはいえ左い。樹高 

成長量をみると,秋ざし苗を1〇月2日に秋植五したものでは年内に新根の発達が見られ, 

3クローンのうち2クローンでは,むしろ3 〇本ざしより8 〇本ざしの方が樹高が大きく 

なっているが,11月2 9日の秋末や翌年3月3 0日の枷スでは,8 0本ざしは5 0本 

ざしより樹高成長量が小さい。性た,根元直径成長景は3クローンともほぼ3植栽時期を 

通じて8 〇本ざしが劣っているので,これが第2年目の樹高成長句:に影響を及ほす可能性 

がある。

また,本試験における植栽場所は林地としては肥沃地に属しているので.これより地力 

が落ちる場所では,やはり苗木の養分含有率が高かった5 0本ざし,あるいは3 0本ざし 

の苗木が成長覚が増加しやすいのでは左いかと考大られる。

ただ,8 0本ざしより5 0本ざしの苗木が充実度が高く,建た,山出し当年の成長がよ 

いことも間違いないであろうが,5 〇本ざしと3。本ざしでは3 〇本ざしが大苗であるわ 

りには山出し当年の樹高成長智：が大きく左い。これは,大きい苗木は植え傷みが生じやす 

いこともあるので,ある限度以上の大苗は不利と左る。また,山出し当年の樹高成長量に 

大差が左ければ,苗木生産事業としては3 〇本ざしより5 〇本ざしの方が単位面積当りの 

生産危が多く有利と左るので,本試験の結果からは1m2あたり3 〇本ざしにする必要は左 

く,5 0本ざしでよいものと考えられる。

B スギさし木苗畑に君ける秋末の施肥効果

1試験の方法

1) 苗畑の場所氐よび土壊

長崎営林署多比良種苗事業所,菊池営林署菊池種苗事業所,都城営林署都城種苗事業 

所,土壌はいずれも黒色火山灰土r

2) 施肥蛍と施肥時期

一般造林事業用に養成された春ざし山行苗に対し,多比良と菊池苗畑では11月15 

日と12月1日に表一 3に示す肥料を苗床全面にばらまいた〇都城苗畑では11月15 

日の1回の施肥に止めた〇

—1 3 〇—

植付密度:8 〇本/况

表- 3 施肥時期と施肥量(1を当たり)

施肥時期 施肥量伊) 成分量(9)

19 7 5年11月15日 尿 素一 2 〇 N -1 〇

溶性燐肥ー 5 Q P.O.-l 〇C 〇.

塩化カリー15 K2O - 9

〃 12月1日 尿 素一 2 0 N 一 1 0

3)苗木の栄養分析と植栽場所

施肥後約3か月目の2月下句,,施肥区と無施肥区の苗木を掘り取り.苗木全体のN. 

P, K含有率を分析するとともに,菊池種苗事業所苗畑に集植し,植栽当年の成長豈：を 

比較した。苗木の栄養分析は各3本ずつひと准とめにして行った〇苗木の植栽は各20 

本ずつで•植えつけ当時の苗木の大きさは表ー 4のとおりである。

表一 4 植栽当時の苗木の大きさ

苗 畑
無施肥区 施 肥 区

苗 長 根元直径 苗 長 根元直径

多比良

菊 池

都 城

cm

5 6.4

6 3.6

6 0.4

mm

9.3

9.6

8.9

cm

5 3.8

5 8.1

6 7.8

1 0.3

1 0.1

1 0.0

2.試験結果と考察

施肥区およぴ無施肥区の苗木のN, P, K含有率と植栽当年の樹高成長量を調査した結 

果は図ー 4のと時りである。

苗木の養分含有率は,N含有率は3苗畑のものが.また.PとK含有率は多比良と菊池 

苗畑のものがそれぞれ高まっている。

植栽当年の樹高成長率は,植栽当年の樹高成長景：を植栽当時の苗長比率で示したもので 

あるが.多比良と菊池のものは養分含有率の高まりとともに樹高成長率も高まり,施肥効 

果が認められる。老隊のものは施肥が1回であったためか養分含有率の高まりが小さく樹

—1 3 1—
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高成長率も高咤っていない〇 .

以上のとち、り,苗木の成長終了後の秋末に十分な施肥式より整分含有率を高めれば,山 

出し当年の成長量を増大させることができた。しかし,その効果は,都城苗畑のもののよ 

うに,施肥なが十分で左かったり•もともと養分含有率が高い苗木では当然ながら生長増 

大効果があらわれにくいものと考大られる。

M下刈技術 '

1.試験目的

造林の初期管理は除,間伐段階ヰでを含めた保育体系の位置づけのもとに,その最適化に関 

する評価をすることが最終的な課題と左る。さて.下刈り対象植生として.ススキについては 

既に尾方ら］)2) 3)によって植生の辱的発逹過程,量的表示法i植生最が造林木の生長に 

及ぼす影常等を明らかにしている。ここでは高i奇試験地で広葉樹を主とした植生の張的表示法 

の検・时と,下刈方式による植生母のちがいと造林木の生育阻害程度の関係を明らかにし,また 

菊池試墳地でススキを主とした植生の造林地で,草虽を草高にむきかえた下刈り方法に関する 

試験で植栽後11年目における幹曲りを主とした形饅調査を治こ左い,抑尊的な下刈体系の基 

礎的爭項を明らかにする。

2.試験地の概況と調査方法

1)高岡試験地

高崎営林署管内6 4林班ろ小班で,地質は中世暦の砂岩,頁岩からなり,霧岛山系から南 

方へ伸ぴる火山性台地で;全般に起伏・任は小さく,東西に走る棱線の北斜面に位置し,乾燥 

土壊の多い地帯に属し,土壊型はBd (d)で,イス・タブ,カシ類を主体とした常緑広葉 

樹と,ヤマハゼ,イヌビワ等の落菜広葉樹で構成された薪炭共用部分林で,毎年約1&2づっ 

伐採して萌芽更新されており,昭和49年4月に,A試験地(伐後2年)B試験地(伐後 

4’年) C試験地(伐後6年)のそれぞれに.•植生がスギ,ヒノキ造林木の生長を阻害する 

程度を明らかにするために.筋刈幅5水準(筋幅 2.01.51.0 m,放置,全刈),下 

刈高5水準(造林木の樹高(H )に対して•0. 7 5 H, 0.5 0 H, 0.2 5 H’放置,全刈) 

の2試験区を配置し,毎年,所定の下刈管理をおこ左うこととして各処理区ごとにスギ‘ヒ 

ノキ12本宛を植栽し,造林木の生長最調査は4生長期を経過した昭和5 3年3月に,樹高, 

枝下高,枝張り,根元直径の測定をお、こなった。なお昭和4 9年10月に3試験地の放確さ 

れた区域で1〇 〇”Pの調査区を設け,低木類を主とした植生発達の量的表示法を検討するた
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め,6 Ocmごとの層別刈取り法による現存Mと婆面積指故の推定をおこ左い.あわせて実用 

面と関係づけるための非破壊的推定法として,ポイントサンプリンダによる接乘敦(仮称〇 

ポールに接した築致を階厨ごとに測定,各調査区5 〇点をランダムにとる)の測定をお、こな

つ

2)菊池試験地

菊池営林署41林班そ小班で,阿蘇外輸の一画にあたり,基岩は安山岩で,早壮年期の急 

斜地の多い地带で,土壌型はBCDである。菊池営林署の一般施業地で.植栽後t5生長期 

を経過したアヤスギ造林地で,ススキの核度は10 0%に近く,その草丈が1.6〜1.8mに 

左る地位中等地で,同一山腹斜面の地形的位置により,アヤスギ平均樹高が,1.5 m, 

2 mの3試験地で,ススキの草高を造林木樹高(H )に対して,放置区,H区,久 H区, 

切H区,全刈区の5区を没け,各区の面積は造林木9本が生立する大きさとし,2反覆の 

配置で,計3 0ブロワトを昭和4 0年に設定し,毎月の草高刈揃えにより2生育期管理し, 

その後は年1回の,かりそろえをおこない,4生育期を経過した時点で試験を終了し,その 

後放借した。生長阻害率の調査は植我後7年目と9年目に実施し,形質調査を11年目に実 

施した〇

3•調査結果と考察

1)低木類を主とした植生のな的表示

(1)地上部階層別現存危左ど

表ー5に100をあたりの現存量の測定値を常緑,落葉広葉樹,草本類をコミにして示 

した。平均植生高はA試験地で2.4 m, B試験地で3.3 m, C試験地で3. 6 地上部現

存量合計の階層別の分布はA試験地では1,2層に9 5.1%, B試験地では1,2, 3層 

に8 1.5%, C試験地では1,2, 3層に91.9%が集中してスる。造林木の生長を阻害 

する要因の】っとして光条件があげられ,それは葉面積指数と関連が強く,試験地1〇〇 

をあたりの菜面積指数はA試験地で8 7. 3を,B試験地で1]3.2 C試験地で！8 2.22

机2である。これらの階層別の分布はA試験地では1,2層に8 9.1%, B試験地では2, 

3, 4層に83.9%, C試験地では2, 3層に8 5. 2 %が集中している。一般的に十分に 

成熟した常緑広葉樹林の葉面積指数は5. 5〜9.0え とされているのに対して,A試験地

■ 0.8 7 3を"B試験地1,13 2%ばC試験地1,8 2 2够爲で,’経年的な葉面積指数の 

•・ 発達が意外に早いことが理解される。
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注)階層区分は6 0cmごと。

(2)葉面積指数の非破壊的推定法について

表ー 5 試験地別地上部乾物現存量と葉面積と平均接葉数

階 崗
1 2 3 4 5 6 計

A•試験地除 枝垂 阳
Z1 0 0 ,イ

11.0 4.3 0.6 0.01 1 5.91

(伐後2年)葉 页 n 5.0 3.7 0.6 0.01 9.31

計 n 1 6.0 8.0 12 0.02 2 5.2 2

葉 面積
哄。 0を 4 0.0 3 7.8 9.4 0.1 87.3

平均接葉敎 枚 4.6 4.7 1.5 〇 10.8

B・試験地幹, 枝重 Z1 0 0n? 7.1 6.5 4.4 2.3 0.8 0.1 21.2

(伐後4年)葉 重 〃 0.6 2.7 2.5 1.5 0.6 0.1 8.0

計 〃 7.7 92 6.9 3.8 1.4 0.2 2 92

葉 面積
% 〇 〇就 5.9 3 0.1 3 7.6 27.3 1 0.6 1.7 11 3.2

平均接莱数 枚 1.7 2.4 2.3 2.0 0.5 〇 8.9

C ・試験地幹, 枝重
K歩
Z1 0 0n? 14.7 1 4.8 1.6 2.1 0.2 0.0 2 3 3.4 2

(伐後6年)葉 重 // 1.2 5.8 1 2.0 1.9 0.2 0.0 2 21.12

計 〃 1 5.9 2 0.6 13.6 4.0 0.4 0.0 4 5 4.5 4

葉 面積
"Zoo n? 11.。 2 4 9.5 1 〇 5.7 14.5 1.4 〇.] 1 8 22 2

平均接葉数 枚 -1.9 3.8 4.3 1.4 0.3 〇 11.7

群落構成の祓雑な広葉樹低木類の危的表示法の1つとして,葉面積指数の階層別分布の 

測定を.前述の層別刈取り調査と併行してお、こ左った。すなわち1〇 〇就の調査区で層別 

刈取り調査をするまえに,5 0点にたてたボールに接する葉数を階層ごとに測定した〇試 

験地ごとの平均接葉数と相対誤差率は表ー 6のとおりで,2 〇%以内の推定精度になさま
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る平均接葉数は極めて少ない。これは低木類の生立しないポイントを含んでおり,すた生 

立していても,個体の樹高のバラツキがかなりあるために,変動係数が大きくなることに 

よるもので,推定精度を1〇%^内に妙さめるために必要左測点故は約5 0 0点となる。 

调査の労力,所要時間を主とした実用面を考慮して,推定精度3 〇%以内にわさめるため 

に必要な側点数を求めると表ー 7のとおりで,ほぼ5 0点の測定でよいことに左る。特に 

階層区分をせずに全層の接菜敎推定の測点数は2 〇点以下となる。

表ー6 平均接葉故と相対誤差率

(側点数•各50)

階層・
1 2 3 4 5 6 全層

A ・試験地 平均接葉数 4.6 4.7 1.5 〇 一 — 11.1

相対設差率 〇.] 65 0.2 8 5 0.393 〇 0J 83

B ,試験地 平：均接菜迎 L7 2.4 2.3 2.0 0.5 〇 8.7

相対誤差宰 0.2 8 5. 0.2J 2 ,02 8 5 0.3 0 8 0.7 9 9 0.1 2 2

C ・試験地 乎均接葉我 1.9 3.8* ,4.3 1.4 0.3 〇 11.6

相対誤差率 0.2 4 0 0.1 6 2 .0.2 〇 6 0.4 3 3 1.4 2 4 0.12 2

表一 ? 相対誤差率3 〇%以内になさめるために必要左測点数

、、階屑 

試験地、、
2 3 4 •, 5 6 全層

A 試験地 1 5 45 86 1 9

B 試験地 45 25 4 5 53 355 8

C 試験地
1

32 15
•

24
I 1

1 04 1126 |
•/ 1

8
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左お、葉面積指数(L AI )と平均逾故(LN )の関係を,表ー5に示した測定値を用 

いて,3試験地と各階層をコミにして求めると図ー 5のとお、リで

L N = 0.0 8 3 LAI 十 0.2 6 6 ..............................(1)

が待られ,相関係故は0.8 9 4となった。

2)下刈方式による植生量のちがいと造林木の生育阻害程度の関係

(1)樹高生長

前述した植生适の3試験地で,すじ刈りの幅をちがえた処理区と.草張を草高に片きか 

えて造林木樹高との相対的醐係で草高を管理した処理区を配置し,4生長期を経過した時 

点での植生変化の特長は,かりそろえ区でススキの被度が8 〇〜9 〇%に逹しているのに

図「5 乘面積指数(LAI )と平均接葉数(LN )

—1 3 7 —



対して,すじ刈り区ではススキの被度は1〇%以下と左っていることである。

各処理区の平均樹高は表ー8のとお、りで,3試験地の全メ慰についてみると,スギ(

1 4 2-1 7 7cm) くヒノキ(21〇〜2 3Im)で,土壌型カ!BD(d)であることと, 

あわせてこの試験地はヒノキの適地であることが明らかである。

表ー 8 各処理区ごとの平均樹高(cm 4生長期経過)

弋］、ゝー試険地 

ー搭'、’処理区名 -—一一ー A B

■ ■■ '* ■ "

C

ス

ギ

すじ刈り

放置

1 m

1.5 771

2. 0 771

全 刈

12 9

1 6 2

16 2

1 8 7

1 7 5

! 〇 1

1 3 8

1 3 9

1 3 1

1 7 〇

9 8

］〇 9

11 8

1 2 5

1 4 2

かりそろえ

放置

0.7 5 H

0.5 H

0.2 5 H

全 刈

15 0

1 6 7

1 8 4

1 6 1

1 6 5

11 2

1 3 9

1 5 9

1 6 8

1 7 7

8 2

1 3 6

1 4 1

1 5 9

15 0

ヒ

ノ

キ

すじ刈り

放置

1 m

1.5 771

2. 0 771

全 刈

2 18

2 3 3

2 5 5

2 5 2

2 2 2

1 3 9

19 3

2 。 3

1 9 1

2 3 1

1 2 3

1 7 2

17 5

16 9

2 17

かりそろえ

•・放置置

0.7 5 H

0.5 H

0.2 5 H

全 刈

2 0 3

2 4 6

2 4 4

2 4 1

2 17

13 4

17 6

2 1 8

19 5

2 2 8

12 9

1 7 5

19 7

19 6

2 10

—1 3 8—

各処理ごとの生育阻害率(％)を

阻害率=10 0-(処理区/全刈区)X100................. (2)

にXって求めると表ー9のとおりで,マイナス符号がついている処理区は全刈区より生 

長が上まわっているもので,A試験地に多くみられ,意味のある促進効果とはいえない

表ー 9 樹高生長阻害率(％)

注1) 阻害率(％)=1〇 〇 ー(処理区/全刈区)X100

注2) マイナス符号のついているものは全刈区よ’り生長がすぐれている。

試験地
A B C

処理区名

放 盧 2 6.3 4 0.6 31.0

1 m 7.4 1 8.8 2 3.2

すじ刈り 1.5 m 7.4 1 8.2 1 6.9
ス

2. 〇 m. 一 6.9 2 2.9 1 2.0

全・刈 〇 〇 〇

放 置 9.1 3 6.7 4 5.3

0. 7 5 H -L2 11.5 9.3
ギ

かりそろえ 〇. 5 H -11.5 1 0.2 6.0

0. 2 5 H 2.4 5.1 一 6.0

全 刈 〇 〇 〇

披 置 1.8 3 9.8 4 3.3

1・ m -5.0 1 6.5 2 0.7

すじ刈り 1.5 m -14.9 12.1 1 9.4
ヒ

2. 〇 m -1 3.5 1 7.3 2 2.1

全 刈 〇 〇 〇

版 置 6.5 41.2 3 8.6

0. 7 5 H -1 3.4 2 2.8 16.7
キ

かりそろえ 〇. 5 H -1 2.4 4.4 6.2
•

0. 2 5 H -11.1 1 4.5 6.7

全 刈 〇 〇 〇

3 9-



が.植裁時にむける前生樹皆伐後年数が2年で,植生量もB, C試険地より少左く,処理 

後の植生繁茂量がB, C試験地より少左かったことによるものと考えられ,放置区の阻害 

率が,B, C試験地よりも小さいことが,そのうらづけとなる。B, C試験地の放置区は 

スギ,ヒノキ合せて阻害率は31〜4 5. 3%,放置区と全刈区以外の処理区の阻告率は, 

すじ刈り区>かりそろえ区で,これは庇圧の影參によることが明らかである。

以上,イス,クブ,カシ類を主とした薪炭共用部分林皆伐後,2, 4, 6年経過して, 

萌芽更新による低木類を主とした植生か:の経年的左ちがいのある試験性にち、ける4生長期 

を経過した時点での樹高生長の植生(=下刈方式)による阻害率は.A試験地(伐後2年) 

では阻害を無視してもよい程度であり,B. C試験地(伐後4, 6年)にお・ける阻害率は, 

すじ刈り区>かりそろえ区 で,かりそろ夂区の左かで阻害率!〇%前後にち、さまるのは, 

スギ,ヒノキともに0.25H区である。なお,すじ刈り区は,庇圧の影響により,すじ幅、 

1.5, 2.0m区ともに阻害率2 〇%程度で,今後,庇圧による阻害率の増大が予想される 

ので,刈り残し列を皆伐するか,あるいは針,広混交林へ誘導するための除伐を実施する 

時期に到達しているが,阻害率2 〇%程度におさまっているのは意外左結果であり,薪炭 

林の林種転かんの習力的左下刈り方式として利用可能と思われる。

(2)根元直径生長

表ー10に各処理区ごとの根元直径を示した。3試験地の全刈区についてみると,スギ 

(2.4〜3. Ocm ) くヒノキ(2. 9〜3. 5伽)で,樹高生長と同じ傾向がみられる。

表ー:11に各処理区ごとの阻害率を示した〇表一 9と対比すると樹高生長阻害率く根元 

直径生長阻害率で.植生による生育阻害は肥大生長に顕著左影響がみらわ.これは植生の・ 

側圧に:よって造?^木の枝葉拡張が抑制されたことによるものと考夂られる。表ー11にお、 

ける試験地間のちがいはAくB = Cである。B, C試験地の放置区は,スギ,ヒノキ合せ 

て阻害率は5 0～6 6.7%で極めて大きい。放置区と全刈区以外の処理区の阻害率は,す 

じ刈り区と,かりそろえ区の間に有意な差はみられず,両区あわせて,咬たスギ,ヒノキ 

あわせて,检とんどの処理区の阻害率は2 0 %以上と左っている。

以上 植生による生育阻害は樹高生長よりも肥大生長に顕著にみられ,阻害率10%前 

後におさまるのは,A試験地の各処理区とみてよさそうだ。左お、下刈省力に関し根元直径 

生長阻害率を2 〇%以内とした場合,A試験地と類似の植生量の造林地では,この試験に 

もちいた下刈り方式で,ほぼ目的を逹することができそうだ。

—1 4 〇—

表ー1〇 各処理区ごとの根元直径(cm)

$7ゝ^試験区 京、処理区名
A B C

ス

ギ

•すじ刈り

放置

1 m

1.5 m

2. 0 ?n

全 刈

1.6

2.4

2.3

2.6

2.6

1.2

1.8

2.0

1.8

2.7

1.1

1.3

1.6

1.7

2.4

かりそろえ

放置

0. 7 5 H

〇. 5 H

0. 2 5 H

全 刈

2.0

2.0

2.9

2.5

3.0

1.2

1.7

1.9

2.5

2.4

1.0

1.6

1.9

2.4

3.0

ヒ

<*•

ノ

キ

'すじ刈り

放置

1 m

1.5 m

2. 0 nt

全 刈

2.3

2.8

2.9

3.4

3.2

1.1

2.0

2.3

2.4

3.2

1.1

1.8

1.9

1.8

3.1

•かりそろえ

放置

0. 7 5 H

〇. 5 H

0. 2 5 H

全 刈

1.8

3.1

3.4

3.6

3.2

1.3

1.7

2.7

2.5

2.9

1.3

1.9

2.6

2.6

3.5
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表ー11 根元直径生長阻害率(%)

試験地 

小、処理区名
A B C

ろ

ギ

すじ刈り

放 置

1 m

1.5 m,

2. 〇 vi

全 刈

3 8.5

7.7

11.5 

〇 

〇

5 5.6

3 3.3

2 5.9

3 3.3

〇

5 4.2

4 5.8

3 3.3

2 9.2

〇

かりそろえ

放 置

0. 7 5 H

〇・ 5 H

0. 2 5 H

全 刈

3 3.3

3 3.3

3.3

6.7 

〇

5 0.0

2 9.2

2 0.8

一 4.2

〇

6 6.7

4 6.7

3 6.7

2 0.0

〇

ヒ

ノ

キ

r

すじ刈り

放 置

1 m

1.5 m

2. 〇 m

全 刈

2 8.1

1 2.5

9.3

—6.3 

〇

6 5.6

3 7.5

2 8.1

2 5.0

〇

6 4.5

4 1.9

3 8.7

4 1.9

〇

かりそろえ

放 芯:

0. 7 5 H

〇. 5 H

0. 2 5 H

全 刈

4 3.7

3.1

< -6.3

-1 2.5

〇

5 5.2

4 1.4

6.9

1 3.8

6 2.9

4 5.7

2 5.7

2 5.7

〇

—1 4 2—

3)ススキ草说を草高に若きかえた下刈り方法に関する試験地で,植栽後11禁目における幹 

曲りを主とした形質綢査

(1)ススキ草处による生育阻害率と下刈終了時期

ススキ草高が1.6 ~1.8 mに達しているアヤスギ5年生造林地で•同一斜面の地形的位 

置により,平均樹高Imの林地を第1試験地•1.5mを第,2試験地 2mを第3試験地と 

して設定し•草為かりそろえを5水準として•2生長期と4生長期を経過した時点での生 

育阻害率を求めた。ここでは樹高生長阻害率を図ー6に示した。2生長期に公ける阻害率 

をみると第1試験地では13-2 3%»第2試験地では〇～2%,第3試験地では一 5〜 

一12%で.第1試験地だけが阻害を受けており,そのうち. 杨H区の阻害率は14%.

図ー 6 ススキ草高によるスギ樹高生長阻害率

阻害率=100
ー処理区平均樹高 
全刈区平均樹高、
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区の阻害率は13%で,HE»放置区よりも阻害の程度が小さい。4生長期にむけ 

る阻害率をみると第1試験地では2 4〜4 〇%で,2生長期よりも阻害率が大きく左って 

おり,第2試験地ではJO〜2 0%で,2生長期よりも阻害度が大きく左っているが,第 

1就駿地ほどでは左い。第3試験地ではー」〜5%で,阻害度は極めて小さい。

これらの結果あら,ススキ草高と造林木樹高の相対的左関係,換言すると,主としてス 

スキ群落内部での相対照度の垂直変化と,造林木菊葉量の垂直分布との関係で,生長阻害 

度のちがいが認められ,尊高が1.6〜L8mのススキ群落にかこせれ七造林木でも,樹高 

がL 5mに逹していれば,生長阻害は4生長期で10%程度におさまり,それはススキ群 

落内部の相対照度が急激に低下すえ地上1.0-1.2 mの層から,造林木の樹高の % が抜 

き出ていることに左リ,かりに1〇%程度の阻害を可とする左らは下刈りは終了してもよ 

いことになる。

(2)植栽後11年目に設ける幹曲りを主とした形質調査

ススキ草量による生育阻害経歴のちがった前述の試験地で,試験終了 2年後rす左わち 

植栽〕1年後における形質について,各処理区ごと(2反扱あわせた)の,幹曲り程度の 

頻度調査を,幹曲り部分の上方の通直部分から樹皮にそった垂直線をたてて得られる地面 

との接点から,その造林木の根元の樹皮部までの水平距離を求め,その水平距離が根元直 

径より大のものを「曲り」,それより小のものを「やや曲りJとし.「通直」とあわせて 

3段階の頻度％を求めた結果を表ー12に示した。試験地間,処理区間で意味のあるちが 

いは認められず•3試験地をあわせて,「曲り」は8.1%, 「やや曲り」は9.7%» 「通 

直」は8 2.2%であった〇す左わち閉鎖初期に達した時点において,ススキ地帯における 

下刈省力の程度が,造林木の形質に及ぼす影響は比較的小さいものと考えられる。しかし・ 

つる植物の影響は別左検討が必要である。

4.まとめ

造林の初期管理にむける個別技術は,除•間伐段階性でを含めた保育体系の位置づけのもと 

に.その最適化に関する評価をすることが最終的左課題と左る。

下刈技術に関し,ススキを対象とした技術体系は,すでに確立されているので,ここでは高 

崎試験地で,広葉樹を主とした植生の員的表示法の検討と,下刈方式による植生母:のちがいと 

造林木の生育阻害程度の関係を明らかにし,また菊池試験地で,ススキを主とした植生の造林 

地で,草損:を草高にち、きかえた下刈り方法に関する試験をおこない,植栽後11年目における 

幹曲りを主とした形質調査結果を検討して,抑草的な下刈り体系の基礎的事項を明らかにする

—1 4 4 —

表ー12 植栽後11年目における幹曲りの切度

項 目 幹 曲 り (%)
本 技 平均圈高 —

成 itZ/ (w) 曲 り やや曲り 通 直 計

放 置 ]8 4.8 11.1 11.1 7 7.8 1 0 0.

H 1 6 4.6 6.3 1 2.5 8 1.3 ]0 0.1

第1試験地 % H J 5 4.9 1 3.3 6.7 8 0.0 1 0 0.

切 H ]8 5.0 11.1 8 8.9 ]0 0.

全 刈 1 8 5.4 5.6 2 2.2 7 2.2 1 0 0.

放 置 J 6 5.] 6.3 1 8.8 7 5. 0 ]00.1

H 1 8 5.4 11.1 ]6.7 7 2.2 1 0 0.

第2試験地 H h 1 7 5.2 11.8 5.9 8 2.4 100.]

Z H 1 8 5.5 11.1 8 8.9 1 0 0.

全 刈 1 8 6.0 11.1 5.6 8 3.3 10 0.

放 置 1 7 6.6 5.9 11.8 8 2.4 10 0.]

H ]8 6.4 11.1 J 1.1 7 7.8 1 0 0.

第3試験地 / H J 8 6.7 5.6 9 4.4 ]0 0.

Z H 1 6 6.5 6.3 6.3 8 7.5 ]00.1

全 刈 1 8 6.7 5.6 5.6 8 8.9 ]00.1

全 体 259 8.1 9.7 8 2.2 10 0.

こととした。

広葉樹を主とした植生の髭的表示法について,薪炭共用部分林の皆伐後,2, 4, 6年の3 

試験地で,6 Qcmごとの層別刈り取り調査をおこない.10 0沈あたりの薬面積指数の推定値 

は.A試験地で8 7. 3〃己B試験地で113.2况,C試験地で18 2.2 2をが得られ,これは 

十分に成熟した常緑広葉樹林における5 5 0-9 0 〇就に対して.経年的な葉面積指数の発逹 

が意外に早いことが理解される。

一方,同じ試験地で葉面積指数の非破壊的な推定法として,ボイイトサンブリングによる接 

葉数調査を•おこない.推定梢度3 0%以内におさめるために必攀な測点数は,階層別の推定で 

は約5 〇点,全層の推定では約2 〇点でよい結果が得られた。
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葉面積指数(L A I )と平均接葉敎(LN )の関係を,3試験地と各階層をコミにした試料

から求めると,

LN=0.083LAl十 0.266 相関係技 0.8 9 4 •

が得られた。

下刈方式による植生检のちがいと,スギ,ヒノキ造林木の生育阻害度の関係を•4生長期経 

過の時点で求めると,樹高生長阻害率は,A試験地では阻害を無祝してもよい程度であり,B, 

c試験地では,すじ刈り区>かりそろえ区 で,かりそろえ区の左かで,阻害率1〇%前後(て 

若さずるのは,スギ,ヒノキともに0.5H区,0.2 5H区である。左片,すじ刈区は庇圧の影 

響により,すじ幅 1,1.5, 2.0 m区ともに阻害率2 0 %程度で,薪炭林の林純転かんの告 

力的左下刈方式として利用されよう。根元直径生長阻害率で試験地間のちがいはA く B = Cで, 

B, C試験地の放置区は,スギ,ヒノキあわせて5 〇〜6 6.7%で極めて大きく,すじ刈り区, 

かりそろ夂区では2 〇%以上と左っている。

以上植生による生育阻害は,樹高生長よりも肥大生長に顕諮で,阻害率1〇%前後にお、さま 

るのは,A試験地の各処理区とみてよい。なお下刈省力に関し根元直径生長阻害率を2 0%以 

内とした場合,A試験地と類似の植生虽の造林地では,この試験にもちいた下刈方式で,ほぼ 

目的を逹することが可能といえる。

菊池試験地で,下刈終了時期について,草高が1.6〜1.8 mのススキ群落にかこ•れたアヤ 

スギ5年生木の樹高が,1.5mに達すれば,樹高生長阻害率は4生長期で1〇%程度におさ畦 

り,それはススキ群落内部の相対照度が急激に低下する地上1.〇〜1.2 mの層から’造林木の 

樹高の14が抜き出ていることに左り,かりに1〇%程度の阻害を可とする左らば,下刈りは 

終了してもよいという結果が得られた。また試験設計の草高のちがいによる生長阻害度のちが 

った経歴をもつ各処理区の,幹曲りを主とした形質調査を,試験開始6年後(植栽後11年) 

に実施した結果,ススキ地帯における下刈高のちがいが,造林木の形質に及ぼす影響は比較的 

小さいことが明らかとなった。

引 用 文 献

1) 尾方信夫,長友安男;林地にむけるススキ群落の生態的特性と抑草目標について;雑草研究, 

12(10),1971

2) 尾方信夫,長友安男;2, 3の除草剤によるススキ群落の抑草効果について;雑草研究,13
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3) 長友安男,尾方信夫;草:Sによる造林木の成長阻害について;九州支場年報,13,19 7 0

V苗畑の土壊病害と生育障害

!試験の背景と目的

近年九州に0いてはヒノキの造林面積が拡大される傾向にあり,優良なヒノキ苗の供給が望 

まれている。熊本営林同では造林の初期管理に若ける省力技術の開発試験に時いて,山出し苗 

の充実した大苗を生産することにより造林後の下刈り回数を省力化できるという結果が得られ 

ており,ヒノキの生産にあたって,この目的にかなった苗木生産を可能にする技術開発が必要 

とされている。

最近の苗畑経営の現状を見ると,B H C,有機水銀剤等の使用禁止に伴い,ネキリムシ被害 

や根腐れ病等の被害も見受けられ,堆肥の供給が少ないために.土壊の理化学性の欠陥も多い 

といわれている〇ヒノキの2年生苗の生産を目標とする場合には•とくに,稚苗の良否が大き 

く影髀することは経験的に知られている。

そこで,今回は播種床を対象に根部障害と土壤病害の関係.ち、よび・その対策として•堆肥 

を施用した場合の効果について調査と若干の試験を行った。

2 試験の経過と得られた成果

A被害実態調査

調査方法

51年度に熊本営林局管内の苗畑事業所の内,菊池,多比良.都城の現地調査と•鹿屋, 

小林 出水からは試料送付を受けて,苗木の障害と土壌病原菌または線虫の調査を行った。 

さらに被害の目立った多比良苗畑は5 2年も引きつづき調査を行った。

51年度は】〇～11月に播種床を対象にヒノキ稚苗を土壊と共にビニール袋に取り持 

ち帰った。送付を受けた試料も同じ方法によった。

苗木は水洗して実体顕微鏡で根系の腐敗を観察した。立枯病歯の分離は常法によりP D 

A培地,寄生性線虫は根系および土壌から分離し,種類を確かめた。

調査結果

現地調査を行った菊地,多比良,都城,各苗畑では全てE DBによる線虫防除が連年行 

われている。これらの苗畑は土壌条件が異なり生育もかなり違いがあるカふ,イ艮も生育が良 

かった者隊でも部分的に生育障害が認められる。多比良苗畑では根系の障害が多く認めら 

れた。また,各苗畑ともにネキリムシの被害が目立った〇

生育の極端に劣った苗は抜き取るとほとんど根が短小でタコ足状を呈しており,正常苗 

と比べると明らかに根系の異常が認められる。この被害は発芽間もない時期から被害を受
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けたもので,その真の原因を明らかにする必要があろう。これらの根系から分雎される植 

物寄生性線虫と立枯病菌を示すと表ー13のとお、リと左る。立枯病菌としてはRh i zo - 

c t 〇 n i a s o i a n i 9 Fusarium S 席• Py t h i um S P. Cy! indrocla — 

d i um S P. , Cyl indrocarpon SP. Ph oma -S P. ( ?)が検出された〇

この調査地以外の苗畑からはスギにCorticium ro I f s i i ,ヒノキにRose —

11inia (分類学的には未検討)が検出された。植物寄生性線虫は全ての苗畑からユミ 

ハリセンチュウ(Trichodorus SP ),多比良からはミナミネグサレセンチュウ 

(Pr a ty I enchus coffee ) が検出された〇しかし,調査時点の密囲は僅かであ 

っな。

Rosel1 inia (未同定)

〇検出された苗畑

表ー：! 3 ヒノキ稚苗から検出される植物寄生性線虫と立枯病函

病 原 体
苗 畑 事 業 所

多比良 菊地 都城 小林 出水 鹿屋 その他

性

線

虫 

植
物
寄
生

ネク・サレセンチュウ 

Pratylenchus
〇

ユミハリセンチュウ

Trichodorus
〇 〇 〇 〇 〇 〇

•

土

壊

病

原

菌(

立

枯

病

菌)

Fu s a r i um 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Rhizoctonia 〇 〇 〇

Py t h i um 〇

Cy 1 i n d r o c1 a d i um

Cy 1 indrocarpon 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ph oma 〇

Cort i c i nm ro1f s i i 〇 
スギ

Rosel1 inia 〇
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考 察

播和i床における針葉樹の生育障害の原因は稚苗立枯病函に基づく場合がある。立枯病の 

発生は克由タイブに上り地中腐敗型,倒伏型,根腐型の3タイプ修大別される。この内根 

腐型立枯病は稚苗の生育辎害と関連する。またこの根腐型の症状は寄生性線虫の加害にょ 

る場合もあり,両者の複合による場合もある。したがって充分な診断が必要と左る。

九州に4ける針葉掛の立枯病は発芽して間もなく地中腐敗がおこり,倒伏型の被害が発 

生する。この被害が過ぎると一応立枯病は終息したかに見ぽる。本葉が出そろって梅雨明 

頃になると床面に正常な発育をした場所と,生育カ!劣り幾分莱色がわるい場所が目につく 

ようになる。この苗を抜き取ると必ず根が腐敗している。これが根腐型の被害である。

発芽間もをい倒伏型の被害は九州の場合は大部分がRh i zoc t on i a solan iにょ 

るものと考えられる。その他の苗は根腐型被害と何らかの関連がありそうであるが,最も 

不偏的に検出されるのはFnsar i um飽である。これらの菌についての発病機構は停とん 

ど手懸けられておらず今後の课題といえる。この他,特殊左苗畑では前作との関係による 

ためか白絹病(Corticum r 〇!f s i i )白絞羽病(Ro^ellinia)も認められる。

このように土壊病原函は土壊中に生息して前年栽した樹種や雑草の残值に寄生してい 

るものが多いようで.精に,多犯性の病原菌は広い範囲の植物を犯すために•土壊中の苗 

の密度を低下させるには茶剤にたよる以外に手軽な方法は見出し難い。

我国の林業苗畑の線虫(てついては約1〇年前まではほとんど実態が明らかでは左かった 

が,国有,民有の苗畑について大がかり左実態調査を林業試験場が担当して進められた結 

果,7福の植物寄生性線虫が検出された。この内分布が広範域にわたり,土壌中の密度が 

高いネグサレセンチュウは,スギ・ヒノキ苗で最もよく繁殖することが判明し,苗畑の重 

耍な線虫と考えられている。その他 九州ではイシュクセンチュウ•ユミハリセンチュウ, 

ラセンセンチュウがこれに次ぎ検出頻度が高い傾向がみられた。今回の調査ではユミハリ 

センチュウと一部の苗畑でネグサレセンチュウが検出され•!〇年前より線虫相は単純で, 

•生息密度が低い傾向が伺われた。この原因はE DBの施用による防除効果のためと考えら 

れ,ー咅B, EDBに耐性のあるユミハリセンチュウが残ったものと考えられる。

このユミハリセンチュウは白根の根冠部伝寄生しているのが認められる。特に春期の幼 

根に寄生が高いようであるが,我国では本;各的な研究はなされていない。北米などのマッ 

では本線虫の加害性が確カ、められており,だらく,根系の異常と関連があるものと思われ 

る0
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B対策試験

J)苗畑の根系残渣と苗木の生育障害

この試験は,被害苗畑に残る苗木の根系残渣が病原该生物の伝染源としてどの程度根部 

障害と関連するかを確かめるためと,さらに,フィールト•にお、いて本病の再現が図れるかど 

うかを検肘するために実施した。

試験方法

ヒノキ苗床で生育障害が発生している場所の苗木を掘り取り,この根系を切りきざみ, 

残隨として供試した。先ず,1プロット(5 Qcrri平方,深さ6 〇彻)の木枠内に未耕作 

の深土を入れ,これに採取した根系を2 5 9/ブロット,混入して処理区とした。対照 

区には高圧殺菌した同じ根系を同張混入した。試験の繰返しは処理・対照区共3回とし 

な。基肥として化学肥料を等但ずつ施用し,ヒノキ種子2 5 マを1プロットに播きつけ 

な。

調査は12月9日に苗木を掘り取り.ブロットの中央部1辺2 5cmの正方形内の苗木 

の成立本数と苗高,根系等について全苗を調査した。さらに,根系から植物寄生性線虫お 

よび立枯病菌の分離を行い,苗木の障害と病原微生物の関連を調べた。

試験結果

根系残渣区と対照区の成立本玫および苗木の生育を比較すると表一14に示すとおり 

と左る。根系残渣区では対照区に比べ苗木の成立本数治よび生育が共に劣っている。苗 

木の成立本数が少左いのは立枯病による消失と考えられる。苗木の生育は苗高•根系共 

にかをりの差違が認められた。これらの被害根からはネクサレセンチュウや立枯病菌が 

多数検出されたが,対照区ではネグサレセンチュウは全く検出されず,立枯病菌のフザ

泰5 %水準で有意 什,十:立枯病菌分離敖の多少

表一14 被害苗木の根系残渣と根部障害の発生との関係

処理区

苗木の 

成立本数 

(本)

苗 高

(平均)

最大根長

(平均)

根 の

乾燥重宣

(9 )

病原菌 

分離程度

ネクサレ 

センチュウ敬 

(根1ヲ)

根系の残渣区 發340 浓 4.9 cm 海 7.5 cm 楽 4.1 卅 100

対照区 486 8.2 12.0 7.1 十 〇
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ソウムの一種が分離されるのみで,その検出頻変はかなり少左い傾向を示した。このよ 

うな試験結果から,根系残渣に潜伏していた病原质生物の影響により根系が被害を受け, 

植物の生長が阻害されたと解される。

2)イネ薬堆肥施用によるヒノキ稚苗の根部障害の防止

これまで•悔腐病や線虫病について,いろいろと対策が試みられてきた。特に,薬剤処 

理による防除試験には数多くの報告がある。更に,生態的防除として休閑・輪作等も試み 

られているが,多犯性の土霎病原菌に対してはあまり効果が期待され左い。又»苗畑と水 

田を交互に切りかえる畑地沛漑施設の整っている民間苗畑の例を見ると.!年間湛水する 

とある程度の効果は期待できるようで,経験的に実施されている。

今回は堆肥を施用することにより.地力の回復はもとより.どの程度根部障害が棱和さ 

れるかを確かめるために試験を行った。

試験方法

長さ16 mの播種床を2 m間隔に区切り処理区と対照区を交互に配隨し,4回の繰返 

しとした〇処理区はイネ薬堆肥1OK。/,,7を施し,対照区は無施用とした。化学肥料は 

基肥として审業に準じて施用しな。

左お、,ネキリ厶シの被害が多いために試・験地は寒冷紗をアーチ状にはりめぐらした〇 

更に根系に障害をきたさ左いように除草剤や殺菌飢 殺虫剤の使用をさけた。橘種床は 

各区ごとに一定量均一に播き付けた。

調査は6月9日と11月2 4日の2回苗木を掘り取り,根系調査ふよび土壊病原菌, 

植物寄生性線虫の検索により生育障害の関連をみた。更に根圈での微生物数の変化を把 

握するため総線虫数と糸状菌数を調べ有機質施用による土壌中の生物的活性を予想した。 

土壤病原菌は常法によりP D A培地により病患部から菌を分燈した。土壊線虫は根辺も 

含む根圏土壌5 〇 9を試料としてベールマン氏法により分離した後,抽出調査により植 

物寄生種と自由生活種に分類・計数した。根系の糸状菌敏は根圏土壌を希釈平盤法にょ 

り,マーチンの培地を用いて,そのコロニーを計数した。(尙今回は細菌,放糸菌は調 

査対貌から除いた。)

調査結果

6月9日発芽した稚苗に本葉が形成された時期に.無処理区ではすでに主根となるべ 

き根が腐敗または根冠がふくれて伸長が停止しているものが目立った。このような苗を 

異常苗とした。
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表ー15は堆肥区,無処理区に於ける異常苗故(％ )を比較したものである。堆肥区 

では異常左根系を示した苗が18%以下で;全体としては根の伸長もよく白根がよく発 

逹している。無処理区では6 5〜8 5 %の範囲で異常左根系が現れた。

11月2 4日の莅終調査では堆肥区は3〜］〇%,無処理区で5 6～6 5 %の枳系の 

異常苗がみられた。1】月晴点での異常苗汲が滅少しているカ,,これは側根や不'日艮の 

発達により根系の奇型が目立た左くなったためと考えられる。苗木の生長は堆肥区で平 

均r 5cm無処理区で5.5 cmと大きな生長の差違が認められる。(写真告略)

根系異常:主根の生長が止まり,または根腐により側根が伸びてタコ足状の

表ー〕5 有様質施用,無施用区にわける根系異常の比較

処 理 反復
6月9日

»■* • •
11月2 4日

,根系異常苗例) 根系異常苗枷

1 4
ノく i »•

3

有機質施用区 2 1 〇 5
(イナワラ堆肥)

！〇あ/7か
3 J 3 8

4 ]8 ! 〇

1 6 5 5 9

2 8 5 6 5
無施用区

3 7 8 5 〇

4 6 9 5 8

苗木を示す。

植物寄生性線虫(ユミハリセンテユウ),立枯病菌,土壊中の微生物的活性を知るた 

めに総線虫数なよび糸状歯数を計数した結果を図ー7に示した。ただし,立枯病菌の分 

烧ではTr i chode rma菌の繁殖により充分左計数ができ左かったので図示し左かっ 

な〇

ュ・ミハリセンチュウや立枯病菌左ど病原微生物 ’の密度は堆肥,対照区間に両時期共に 

あまり差違は認められないようである。

根圏微生物(総線虫数•糸状菌数)の密度は6月では堆肥区,対照区間に差違がみら 

れをかったが,11月には堆肥区で密度の上昇がみられ・堆肥施用による微生物活動の 

増加がみられた。
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図-■ 7 有機質施用が苗木および微生物におよぼす影響
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このような結果から,堆肥施用により,土壊の理化学性の改善と微生物活動の増進を促 

すことが苗木の活力の増進となり,代剛が旺盛左ために土壊病害に対しても耐性を増す結 

果と左ったものと推察される。

考 察

苗畑に残る苗木の根系残あは.植物寄生性線虫の内,特に内住性(根の組織内に寄生す 

る)のネクサレセンチュウや,立枯病歯の生息の場として翌年の伝染源と左りうる。従っ 

て稚苗床の地ならしにはこれらの残根を集め除去するように心がける必要があろう。

又,土壌病害対策試験等では,被害苗の根を土壊に切り込むことにより被害を再現でき 

ることが判った。つまり,現実の苗畑では根腐れ病として現れる被害は単独の菌によるも 

のより線虫と菌などの複合病害の例が多いように感じられるので.自然条件でこの種の病 

害の試験を行うになこの方法が有望と思われる。

堆肥の施用は土壌の理化学性を改良し養分の保持・持続など化学性に与える影響も大き 

い。この他,土壊微生物の活動が旺盛に左り土壌の無機化現象が阻止され地力を増強する 

ことは一般に知られているが,この試験の結果からも,明らかに堆肥施用による地力の増 

強がみられる。一方・根腐れ病についてみると,発芽後本葉が出る頃に無処理区では白根 

の先端が腐敗した苗が多いが,堆肥施用によりこの被害がか左り少なくなるのは,明らか 

に理化学性の改善により,苗の生育がよく,代謝が旺盛に左り,土壤病原歯類の感染を受 

けても再生力が強く,実害が比較的軽微となるのであろう。

国有林苗畑では薬剤防除試験も過去に多くの報告がみられ,育苗管理として薬剤施用は 

実用化している傾向がみらカる。したがって被害が激しい苗畑では薬剤防除は必要な手段 

と考えられるが,被害が軽い苗畑ではこれら堆肥施用による地力の増強が得策と考夂られ 

るQ
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ヤナセスギ丸太を喰害する害虫の防除法

林業試験場保護部昆虫第2研究室 •野淵輝〇 遠田楊男

林業試験場四国支場保護研究室 越智鬼志夫〇 五十嵐«

全国的にも有数のスギの美林とされている魚梁瀬のスギ天然林から生産される丸太は,ヤナセ 

スギとしてその材質は髙く評価さわている。近年天然生スギが商品として希少価値が高くをり, 

かつ材の集約的利用等もあり,辺材の価値が高くなるとともに丸太の穿孔虫被害が問題となって 

いる。この研究は,これらの丸太を加害するオオゾウムシ,キクイ厶シ類等の生態を解明し・適 

切な防除方法を実施することによって,希少価値の高い天然生スギの商品的価値の向上をはかる 

ことを目的とする。

4)試験の経過と得られた成果

(1)5 〇年度甘でに得られた調査成果

高知営林局の要請により,5 0年5月,8月,11月の3回の現地調査の結果,問題にな 

る害虫はオオゾウムシと,キクイムシ科のトドマツオオキクイ厶シとハンノキキクイムシで 

あることが判明した。

ア)オオゾウムシの生態と被害

成虫は14〜2 5砌の大形のゾウムシで,全体が灰褐色ないし灰黒色,口吻は長くやや 

下方に湾曲し,基部は灰褐色,前半は黒色で光沢がある。前胸背には多数の小疣状突起を 

有する。翅鞘には9条の粗大左点刻列をそなえる。

老熟幼虫は体長2 7砌!に逹し,乳白色でイモムシ様に肥満し,頭部のみ黄褐色〇胴部の 

環節は明瞭で横皺がある。胴部は第8環節までしだいに太さを増すが,第9節以下は急に 

太さを減ずる。胴部末端節の背面には3対の明瞭左肉眞帆状突起をそなえる。
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オオゾウムシは日本全土,朝鮮,支那大陸,その他東洋区に分布する。幼虫は日本では, 

広菜樹,針葉樹の材部を穿入し,直径約Imの大孔を辺材部に穿っため工芸的には左はだ 

有害でゆる。生立木を加害することはないが,林地では伐根や極度に衰弱した立木に寄生 

する。この虫の経済的被害は主として伐倒後,土場積あるいは貯木場では夂ずみにされた 

生丸太で,内側にあるものに著しい。気乾材あるいは剝皮材には産卵穿孔することはない。

この成虫は年中生息しているが,産卵の最盛期は梅雨期で丸太の粗皮下に産卵する。高 

知営林局消水営林署管内でのオオゾウ厶シの産卵時期は4〜6月と報告されているが〔搆 

知林友3 3号6頁19 6 3冬),魚梁瀬ではこれより若干遅れ,5〜8月の間にあると想 

定される。フ化幼虫は材の中心部に向って穿孔し,心材部に近づくと年輪沿って迂回する。 

この孔道中を出入りしながら孑L道を拡げ,木屑を排出する。幼虫態で越冬し,翌年5〜6 

月頃から材表面近くの孔道内に木屑をつめて中で蛹化し,その後羽化して外界に脱出する。 

新成虫はその年は越冬し,翌春再び出現して産卵する。本種は成虫態で越冬するものと, 

幼虫態で越冬するものとがある。成虫は殼斗科植物から漏出する樹液を吸収しに集まる性 

質がある。

イ)キクイ厶シ類の生態と被害.

(7)トドマツオオキクイムシ

雌成虫は円筒形で,体長は3. 6〜4.0砌黒色で光沢が強く,剛毛を疎生する。前胸 

背はほとんど正方形で中央が隆起し,前方に瓦状片をそなえ,後半は平滑で光沢強く細 

点刻を粗布する。翅鞘の点列部は浅い点刻をそなえ,間室には顆粒列と剛毛列をそなえ 

る。斜面部の傾斜は強く,点列部は溝状を左し,顆粒は大きく左る。

日本全土,朝鮮,支那(台湾,大陸)に分布し,各種の広葉樹,針葉樹を加害する。

生立木を加害することは左いが,衰勇木の根際,新鮮な伐根,伐採直後の生丸太左どに 

成虫が穿入し,1.8砌内外の虫孔(ピンホール)を形成する。この虫の被害は虫孔にょ 

る材質の工芸的左直接的被害の侄か,胥変函の侵入促進をうながし材の腐朽を早める。 

この虫はアンブロシア•ビイトウルに属し,材部に孔道を作り,これを巣とし,壁面に 

アンプロシア菌を繁殖させ,子虫はこの菌を食って生活し,亜社会生活を営む。

四国地方では,成虫は年2回発生するらしく,5月中・下旬に羽化して巣から脱出し, 

新たな繁殖木を求めて飛翔し,適当左丸太を発見すると樹幹部の樹皮より材の中心に向 

い繊維方向に直角に穿孔し,2〜4本の分枝孔を作る。この虫の排出する木屑は白色の 

細かい繊維状のものである。成虫の口腔内にあるアンブロシア菌胞子貯蔵器官から胞子 
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を出し,分枝孔の中に菌を繁殖させてから産卵する。幼虫は7〜8月頃には成虫となる 

が,この間・親虫は子虫の排泄物の処理・巣内の換気•外敵侵入防止’雑菌繁殖の防止 

をどのため巣の中に止って管理を行う。’北海道では大部分のものが自己の生れた旧孔内 

で越冬するといわれている。雄虫が孔内で交尾.した後,親虫の作った穿入孑〇 

ら膜出し,新しい寄主を求めて飛翔する。

(イ)ハンノキキクイムシ

雄成虫の体長は約2.3ゆ 体は短円筒形で光沢ある黑色〇前胸背は中央力犠起し,前 

方に細かい瓦状片をそ左父,後方は平滑で細点刻をそなえる。翅鞘は点刻列をそなえ, 

その列間部には剛毛の生じた細点刻列をそ左充る。斜面部はやや急でやや大き左点刻か 

らなる点列部をそ左える。前肢基節こうは互に離れる。

日本全土に分布するが,戦前,ヨーロッパ,北アメリカに侵入し定着している。各種 

の広葉樹,針葉樹に寄生する。稀に気象害を受けた緑色葉の莉生した生立木に穿入する 

こともあるが,一般には伐採丸太に穿入するアンブロシア・ヒ‘イトウルで,找性と•被害 

は前者とほぼ同じ卜ある。

成虫は年2回の発生,新成虫は自己の生れた旧孔内で越冬し,4月中〜下旬に新しい 

寄生木を求めて外界に飛翔する。最初成虫は樹皮より材の中心に向い0.5〜2.0g入 

し1〜2cmの不正形のやや厚みのある共同孔を作り,この中に前胸中胸の間にある胞 

子貯蔵器官から胞子を出しアンブロシア菌、を繁殖させ塊状に産卵する。この虫の排出す 

る木屑は白粉の固った長円筒形のものである。幼虫は夏期に新成虫となる。アンブロシ 

ァ•ビイトウルの被害は成虫の第1回目の発生期が激しく.伐採直後の丸太では側面よ 

"り先に木口面からの穿入が認められる。

これらの害虫の穿入状態を現地で調べた結果,渋抜きの有無,事業所別•丸太の放置 

場所別(尾根筋.中腹,谷筋)に関係なく被害が発生していた。

ウ)予防法

これらの穿孔虫に対しての予防法として次のよ5な8点が考えられる。これらについて 

営林署と検討した結果•ものによっては若干問題があることが判明した。

(ア)早期搬出利用

害虫産卵穿入期5月中旬〜8月の間に,山土場,貯木場に丸太が置かれ左いように搬 

出利用する。

(イ)貯木場の環境改善
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オオゾウムシは湿った所を好み,特にはえずみの内部の陰湿左所に被害が多く,通風 

を良くすることによって材の乾燥を早め被害を軽波させることができる。魚梁瀬貯木場 

は三方が山に囲まれ南面がダムに面し,通風が極度に悪く,湿度が高く蒸れたようにな 

り,オオゾウムシの活動,産卵に最適左環境にあるように見受けられた。

(ウ)貯木場の変更

(エ)にも関連して,害虫の生息密度の高い山地にある貯木場での貯木を避け,山から雌 

れた通風のよい貯木場に貯木する。

(才)水中貯木

害虫の産卵阻止だけで左く,3週間以上の水中浸活は内部の幼虫も殺すことができる。

以上の予防法について検肘した結果施行実行上問題点が多かった。

(力)丸太の剝皮

キクイムシ類の様に成虫が材中に穿入し,産卵する害虫では効果はオいが,オオゾウ 

ムシのように粗皮に産卵する害虫では剝皮することによって被害を完全に防ぐことがで 

きる。丸太の剝皮を実際に行い検討した結果,日割れが多く,虫害材と同様に辺材の使 

用不能と左ることが判明した。

(キ)伐採時期の調整

人工造林のスギ丸太では•2月以前に伐採された材は害虫の発生期までに乾燥し,被 

害を受けないと云われている。もし,このような現象が見られるとすれば伐那時期の調 

整あるいは被害を蒙る伐採時期の丸太に対してのみ薬剤処理などの方法を講ずることに 

よって経済的な防虫効果が得られる。多湿下にある大径木の天然生スギ丸太でこのよう 

な結果がえられるものか実態調査を行う必要がある。

(ク)薬剤散布

別研究、ヽ 新規薬剤の合理的使用法〃のブナ丸太のアンブロシア•ビイトウルの防虫薬 

剤処理では,MEP 2%, MEP1%十EDB1%, MPP 2 %乳剤をそれぞれ 

2〇〇 cc/nf散布することによって約2ヶ月間の予防効果を得ているが,スギ材のオオ 

ゾウムシでは産卵習性の違いから薬剤の濃度,散布量について検討する必要がある。

このような背景にあって,今後進めて行くべき研究課題は伐採時期と被害の関係,薬 

剤散布試験である。

(2)被害実態調査

ア)調査方法

—16 0 一

19 7 6年7, 8,10月•1 9 7 7年1月に,魚梁瀬営林署管内の天然生スギ丸太を 

生産貯木している山土母»魚梁瀬貯木場で陸時期の判明している主として長さ4 mの丸 

太を,原則として中央部を慵5 0cmのリンク状に剝皮し,穿入密度を種類別に諷査した。

イ)結果と考察

(ア)加害種

今回の調査で,天然生スギ丸太を加害していた種類は次のものであった。

D樹皮下に穿孔していた程類

マスタ・クロホシタマムシ Oval i s i a v i v a t a Lewi s

スギカミキリ Semano t us j a p o n i c u s Lacordaire

ヒメスギカミキリ Palaeocal1 i d um rufipenne Mo t s c h u 1 s k y

クロコブゾウムシ N i p h a d e s variegatus Ro e1o f s

キクイゾウ厶シ類 Co s s o n i n a e

ヒバノキクイムシ Phloeosinus p e r 1 a t n s Ch a p u i s

ヒノキノキクイムシ Phloeosinus r u d i s Blandford

ii)材部に穿孔していた種類

オオゾウムシ Hy p o s i p a 1 u s g i g a s Fa b r i c i u s

ハンノキキクイムシ Xy losandrus ge rmanus (Bl andford)

アカクビキクイムシ Xyleborus r u b r i c 〇 1 1 is E i c h h o f f

サクセスキクイムシ Xy 1 e b o r u s s a x e s e n i (Ra tzeburg)

トドマツオオキクイムシ Xy1e b o r u s v a 1 i d u s E i c h h o f f

シラベザイノキクイムシ Try pod end ron 1 i n e a t um 01 i v i e r

ミカドキクイ厶シ Scolytoplatypus mikado Blandford

キバチ類 S i r i c i d a e

この中で.丸太の材質に影響を与戈る種類は材部に穿孔する種類で,個体数と加害量 

からみてオオゾウムシ’トドマツオオキクイムシおよびハンノキキクイムシが問題とな 

る〇

(イ)伐採月別丸太と被害

1 9 7 6年7月20日,1 9 7 6年8月2 3日•1 9 7 6年10月26日調査の各丸 

太の単位面積あたり穿入孔数は表ー1,2, 3に示した。月別被害率は19 7 6年夏期 

の調査結果が表一 4に,穿入産卵の終了した19 7 6年秋期»19 7 7年冬期の調査結
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表ー1 丸太への穿入孔数 (1 976. 7. 2 0綢査)

伐採 月 丸太番号
1勿当り穿入孔数

オオゾウムシ キクイ厶シ

1975. 9〜10 左1- 2 7.3 1.3

1 〇 左し 1.2 4 5.]

11 6 8 6 0 〇 〇

〃 6 7 8 9 〇 4.3

〃 6 8 6 4 〇 1.0

1 9 7 6. ] 6 8 4 0 〇 8.4

// 6 8 7 0 1.3 6.4

〃 6 8 8 3 0 1.1

2 6 9 9 8 1 6.8 5. 6

〃 7 0 6 4 1 3.5 2.4

4 6 9 19 〇 〇

// 7 0 3 8 〇 1.3

// 7 0 3 9 〇 〇

5 7 0 4 6 〇 〇

7 0 4 8 〇 n

// 7 0 4 9 〇 〇

〃 なし 〇 〇

〃 なし 〇 1.4

// 左し 〇 〇

6 なし: 〇 〇

/7 をし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

〃 左し 〇 〇

〃 6 0 8 8 〇 〇

// 7 0 6 5 〇 9 0.6

〃 7 0 6 7 〇 5 4.0

〃 7 0 7 2 〇 9.3
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表・*2 丸太への穿入孑頂 (1976. 8. 2 3•調査)

伐 採 月 如太番号 -
1d当り穿入孔数

オオゾウムシ キクイムシ

1 9 7 5. 11. 6 8 6 0 〇 11.]
tf 6 7 8 9 1.7 3.4
n 6 8 6 4 〇 1.9

1 9 7 6. 1 6 8 4 0 〇 6.0
// 6 8 7 0 〇 6 4
n 6 8 8 3 〇 7.5
2 6 9 8 8 〇 3 5. 5
〃 7 0 6 4 1 2.2 4 2.8

4 9 15 6 〇 〇

〃 9 13 8 〇 〇

n 9 2 2 9 11.0 5 0.6

〃 9 15 5 〇 4.3

〃 6 9 19 〇 2 4.2
// 7 0 3 8 〇 2 1.6
// 7 0 3 9 〇 〇

5 9 0 4 4 〇 5.1
〃 9 0 3 8 〇 4.8
// 9 0 2 9 〇 2 9.7
〃 8 9 6 0 〇 2.3

// 9 0 0 3 1 6 4.4 3 1.9

〃 9 2 0 6 〇 1 7.8
n 7 0 4 6 〇 1 2.2

7 0 4 8 〇 〇

〃 7 0 4 9 〇 1 2.9

6 9 0 6 3 〇 11.1
// 9 0 5 8 〇 2.1
// 9 0 6 6 〇 1.0
〃 9 17 0 3.8 3 8.2
// 7 0 8 8 〇 〇

// 7 0 6 5 1.2 1 6 0.4
// 7 0 6 7 〇 1 2 1.3
// 7 0 7 2 〇 4 5.2
7 7 14 7 〇 5 0.7
// 7 14 6 〇 111.5
〃 9 12 9 〇 ]3.0

9 12 8 〇 1.2
// 9 10 3 〇 4.3
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表ー3 丸太への穿入孔数 (1976.1 〇• 2 6.况査)

伐採 月 丸太番号

1を当り’穿入孔数

オオゾウムシ キクイムシ

1 9 7 5. 5. 4 3 4 5 4 6.7 9.5
6. 4 3 3 6 2 5. 9 〇

8. 4 3 3 3 1.3 7.6
〃 4 3 3 4 6.4 6.4

1 9 7 6. 5. 4 4 8 7 〇 〇

6. 4 3 2 8 〇 〇

〃 4 3 5 0 〇 〇

/Z 4 4 7 1 〇 〇

4 3 8 0 〇 〇

〃 4 4 8 2 〇 〇

〃 4 4 8 3 〇 〇

〃 4 4 8 9 〇 〇 「

〃 4 4 9 2 〇 〇

7. 4 3 2 0 〇 n
〃 4 3 5 1 〇 °
〃 4 4 8 1 〇 〇

〃 4 3 9 0 〇 〇

〃 井し 〇 〇 !

〃 なし 〇 〇

// なし 〇
〇 ,

をし 〇 2.5
〃 左し 〇 〇

〃 左し 〇 2 9.1
〃 なし 〇 〇

〃 左し 〇 〇

〃 なし 〇 〇

左し 〇
〇 (

〃 なし 〇 〇 ！

〃 左し 〇 〇

〃 をし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

// なし 〇 〇

// をし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

/7 左し 〇 〇
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表ー 4 丸太への穿入孔数 (1 977.1.24.調査)

伐 採月 丸太 番号
1就当り 穿入孔数 

!

オオゾウムシ キクイ ムシ

1 9 7 6. 6 2 2 1 9 〇 2 9.9

U 2 2 2 4 1 5. 4 1 9 0.0

〃 1 9 4 6 3.5 6 1.4

// 1 5 7 5 〇 〇

n 2 〇 2 8 〇 〇

〃 1 9 6 〇 〇 〇

7 1 8 5 8 〇 2.4

// 1 8 6 2 〇 3.0

〃 2 3 9 2 〇 〇

8 1 9 〇 8 〇 〇

ft 2 3 6 〇 〇 〇

tt 2 3 6 5 〇 〇

〃 1 8 8 1 〇 6. 6

〃 1 7 8 3 〇 〇

ft 1 5 4 4 〇 〇

ft 2 3 2 2 〇 1 8.7

u 2 3 1 6 〇 2 9.2

〃 1 9 7 6 5 2.5 4 4.7

1 〇 1 5 2 〇 〇 〇

// 1 4 9 8 〇 〇

〃 1 5 2 9 〇 〇

11 1 9 1 2 〇 〇

// 1 9 1 9 〇 〇

It 2 2 3 〇 〇 〇
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果は表ー5に示した。J 9 7 6年夏の調査での被害率はオオゾウムシ］5.2%,キクイ 

厶シ7 2.7%, 1 9 7 6年秋から19 7 7年冬の調査ではオオゾウ厶シ10. 9 %,キク 

ィ厶シ21.9%であった。オオゾウムシの被害ははえずみ内部の湿った所に被害が多く, 

調査丸太が露地に置かれたものが多かったため,実際の被害はこれより上廻るものと考 

える。1 976年7月の調査では搬出の遅れた前年の9～！〇月伐採の材でも本年の害 

虫の発生時期に穿孔虫が穿入し,少左くとも8ヶ月経過した材でも穿入可能左ことが判 

明した。また,19 7 6年10月调査の被害木は7月の2例を除き全部前年の伐採木で 

あった。造林木では2月以前に伐採した材は虫の発生期までに材が乾燥して産卵・穿入 

の対象と左らをいといわれているカ,2月以前に伐採した材にも産卵・穿入した理由と 

して調査期間中のこの地方の年降水句:が6,。 0 0几疝くもあり,また,大径の天然生ス 

ギ丸太であるため樹皮が厚く,伐採してから日数を経据した丸太でも乾きが遅く,皮下 

の大部分が生の状態が続き,害虫の穿入をう左がしているためと考えられる。キクイム 

シ類の当地方での材への穿入開始は1975年5月22〜カ3日,J 977年5月17 

—18日に調査した時が穿入の初期であったので.年によって若干の違いがあっても, 

5月中,下旬ごろから穿入が開始されると考え,る。オオゾウムシについては直接観察は 

していないが.キクイムシと同様と考えられる。19 7 7年1月の調査では,9月伐採 

の材は観察してい左いが,少あくとも1〇月伐採の丸太より当生の被害は無くなるカ;, 

19 7 5年の予備調査では9月伐採の材には穿入してい左かった。魚梁瀬地方でのオオ 

ゾウムシの産卵時期は片桐の調査報告・した清水営林署の4〜6月より若干遅れ5～8月 

である。
. -' * 4 «

このよう左結果から,前年9月以後伐採され害虫発生期の5月までに搬出される丸太 

’は被害を受けをいが,前年9月に伐採された丸太でも害虫の発生時期まで置かわると被 

’害を蒙ることとなる。したがって,伐期調整による被害の軽滅は困難で,4月中までに 

伐採丸太を搬出し,：害虫発生期に貯木場,山にある丸太は次の薬剤による防除を必要と 

:U : ' I !
する。 ‘/

(3)薬剤による産卵,穿入防止試験 ：•(

ア)試験,調査方法 ：

薬剤による穿孔虫の穿入防止効果を調べる目的で魚梁瀬貯木場において生産地と伐採し 

た月が明らかにされている長さ2, 4 mの天然生スギ丸太を供試木とし,魚梁瀬貯木で 

MEPならびにMP Pの各乳剤を1.5 %, 1.0%, 0.5%の濃度とし,19 7 6年には就

—1 6 6 —

表ー 5 月另U被害率 (1976年7月•8月飒査)

伐採月 調査本敎
本数当り穿入率 (％)

オオゾウムシ キクイ厶シ

1 975. 9～1 〇

1 〇

11

1 9 7 6. 1

2

4

5

6

7

1

1

6

6

4

] 〇

1 5

1 6

7

10 0

I 〇 〇

• 〇

1 6.7

7 5. 0

1 0.0

6.6

1 2.5 

〇

10 0

1 0 0 «

8 3.3

10 0

l 〇 〇

5 0.0

6 0.0

3 7.5

10 0

St 6 6 J 5. 2 7 2.7

表一 6 月另II被害率 (1976年］〇月,1 977年1月調査)

’伐採月 調査本数
本数当り穿入率 (％)

オオゾウムシ キクイムシ

1 9 7 5. 5

6

8

1 9 7 6. 5

6

7

8

1 〇

11

1

1

2

1

1 4

2 9

1 〇

3

3

10 0

1 〇 〇

1 〇 〇

〇

1 4.2

< 〇

!1 0.0

〇

〇

, 10 0

〇

1 〇 〇

〇

2 1.4

6.9

4 0.0

〇

■ ’ 〇如・

計 6 4 1 0.9 2 1.9
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当り4 0 〇〜5 〇 Occを全面に散布した〇19 7 7年には散布むらを少左くするため丸 

太の表面がぬれ滴る程度(約6 〇 〇 cc/nf )を供試木に!m福で散布した〇両年とも供試 

木は1濃度3本とし,無処理木(対照木)を3本設置した〇散布時期は両年とも穿孔虫発生 

生直前のう月18日とした〇

調査は19 7 6年には散布約1ヶ月後(6月14〜15日)に図ー1のAの部分を5 〇 

c源にリンク状に剝皮し,穿入孔を調べ,約2ヶ月後(7月2 0日)にはBの部分を同様 

に調査し芯 !9 7 7年には2ヶ月後(7月18〜19日)に散布した所(処理部位,図 

一:!のA )と散布し左かった所(無処理部位,図ー1のB )を5 0¢赫にりンダ状に剝皮 

し,穿入孔数を調べた〇

図ー:1 調査ヶ所(幅5 0cm)

イ)結果と考察

19 7 6年の試験結果は表ー 7,表ー 8に示した。供試木の伐採時期»樹皮の状態が不 

均ー均ことが原因してか,穿孔虫の穿入にバラツキがあ・り,対照区にも虫があまり穿入し 

左かったが,MP P乳剤よりME P乳剤の方が全体に効果があるよう左傾向がみられ, 

ME P乳剤の散布2ヶ月後では濃度の高いものほど効果が認められた。しかし,MP P乳 

剤では逆の傾向に左った。

19 7 7年の試験結果は表ー 9に示した。前年度の試験と同様に供試木によ’って穿孔虫 

の穿入にバラツキがみられる。7～8月む伐採木はME Pの高濃度処理木でも効果が悪か 

ったが現実にこのような伐採後1〇ヶ月も経迪した古い丸太が穿孔虫の発生期まで林地f 

貯木場に放置されることはまれであり,これを除外して考えると,ME P乳剤では1.5%, 

1.0%, 0.5%, MP P乳剤では1.5%処理が無処理部位より,処理部位の方が穿入孔数 

が少なく効果があると認められよう。
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表ー 7 薬剤試編結果 (19 7 6足第1回目圈査)

薬剤名 濃 度 供試木の伐課月 1w当り穿入孔数

ME P

散布木

1.5

8

8

9

2.1

〇

1.0

1.0

4

9

8

〇

〇

1.0

0.5

3

8

1 2

7.0
〇

〇

MP P

散布木

1.5

3

9

8

〇

9.4

1.8

1.0

4

1

8

3 1.9

1.5

3.6

0.5

1

8

1 〇

〇

2.0

〇

艇処理木 〇

4

9

8

8.0

〇

〇
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表ー 8 薬剤試駿結果 (1976年第2回目調査)

薬剤名 澀 度 供試木の伐採月 1a当り穿入孔数

ME P

散布木

1 5

8

8

9

〇

〇

〇

1.0

4

9

8

1.2

〇

〇

0.5

3

8

1 2

2.7

〇

3.4

MP P

散布木

1.5

3

9

8

2.0

6.2

0.7

1.0

4

1

8

7.3

〇

〇

0.5

1

8

1 〇

〇

〇

1.2

’無処理木 〇

4

9

8

1.2

〇

1.1

-17 0 —

表ー 9 薬剤試験結果 (1977年)

藁剤名 濃 度 供試木の月
1w当り穿入孔数

処理部位 無処理部位

1.5

7〜8

10 ～ 1 2

10 〜1 2

1 3.9

〇

〇

1 4.9

1.1

5.3

M E P

散布木

1.0

7〜 8

10 〜1 2

11

2 4.8

〇

〇

3 1.8

〇

9.6

0.5

7〜 8

10 〜12

1

4.8

〇

〇

7.6

3.0

2.3

1.5

7〜 8

1 0 ～ 1 2

! 〇 〜12

6.1

〇

〇

2 0.5

4.9

6.1

MP P

散布木

1.0

7 ～ 8

10 〜12

11

〇

〇

1.2

〇

〇

〇

0.5

7〜 8

10 〜12

1

〇

〇

3.8

〇

〇

2 5. 7

無処理木 〇

7 ～ 8

7 ～ 8

10 ～ 1 2

ヽ

8.3

1.1

3.5
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以上2年間の試験結果とプナ丸太の防虫試験結果を併せ考察すると,薬剤による産卵,

穿入防止にはMEPの1.5%乳剤の6 〇 〇 cc刀徳布が適当で左いかと考父る。

(3)まとめ

以上,ヤナセスギ丸太を喰害する害虫について,伐採した月と被害との関係,薬剤による 

産卵,穿入防止について考察してきたが,オオゾウムシとキクイ厶シ類の被害を防ぐには・ 

穿孔虫の発生期に貯木場を含めた林内に丸太を放置しないように,早期に股出するか,この 

期間の伐採作業を極力滅らすか,やむをえず放置する場合にはME P1.5%乳剤を6 〇 〇 

cc/n？でむら左く散布する必要カ:ある。

おわりに調査に当って種々ご便宜をたまわった高知営林局作業鴉 魚梁瀬営林署の関係職 

員に国くむ礼申し上げる。
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国有林野土壌図の多面的利用法
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ODC 11 4. 4 ： 9 11

国有林野土壌図の多面的利用法

I試験担当者

土じょう第1研究室長 久 保 哲 茂

〃 室員 河 室 公 康

土じょう調査科長 真 下 育 久

H試験目的

国有林林野土壌調査事業は開始以来3 〇年を経過し,今や全国有林野をカバーしょうとして 

いる。調査成果は土壌図と説明書にまとめられ,適地判定,更新保育などの計画と実行に貢献 

している。

一方,近年 森林の公益的機能問題がクローズアッブされ,それを考恵した適正な森林施業 

をとらねばならない情勢となった。このため,従来の木材生産面から見た林地の評価,分級だ 

けでなく,各種の公益的機能面からの林地の評価,分級の必要が生じた。

この新しい情勢において,林野土壌図の内蔵する諸情報を抽出し,これを使って,森林の公 

益的機能面から見た林地の評価,分級に科学的根拠を提供する方法を確立することは重要であ 

る。

亚試験の経過と得られた成果

L試験の経過

この試験は前記目的のための方法論的研究であって,昭和5 0年に開始し,5 2年に終了 

した。研究業務は林野土壊図を中心に,他の各種主題図を使用しての林地の性格の解析と綜 

合など室内作業が主要部分を占め,現地調査は,室内作業成果を実地検証する程度にとどめ 

た。モデル地区として,利根川流域,木曽三川流域,鬼怒川上流部の山地を使用した。

2.林野土壊図の性格と内蔵する情報

林野土壌図は現地調査結果を縮尺2万分の1の事業図に図化したものである。時に5万分 

の1あるいは2. 5万分の1の地形図を基図にしたものもあるが,極めて稀なケースである。 

基図の事業図は,旧御:斜林を除き,かつては林小班区画のみのものであったが,最近はほと
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んど等高線図が使われている。もちろん等高線図を基図とした土壌図の方が,図化精度も高 

<.利用にも便利である。

図示単位は土壌型で,稀に2以上の土壌型のカテナまたはモザイクで図示されていること 

もある。その他の土壊図要素として,堆積様式,基岩の岩種と地質系統,風衝地が付加記号 

で示されており,また霧岩,湖沼,河川など非土壌の部分が図示されている。このような土 

壌図要素から直接読みとれる情報を一次情報と呼ぷこととする。

これに対し,土層の理さ,土性,土壊酸度など,説明書を読むことによって得られる土地 

の諸属性を二次情報と呼ぶこととする。さらにこれらの諸情報,また他の主題図からの情報 

との組み合わせによって,三次,四次の情報を得ることができる。

民有林適地適木調査事業の成果品である土壌図は,基図に5万分の1地形図を使用してい 

る点が国有林土壌図と異なるだけで,土壌図要素,そこから得られる各種情報はほとんど同 

じである。国土調査の土地分類基本調査も5万分の1地形図を基図にしているカ:,図示単位 

には土壊統を使用している。しかし説明書を読むことにより,土壌統を林野土壌型に読みか 

えることができるので,林野土壊図と同等の情報を得ることができる。

以上3つの土壌図は,縮尺,図示単位に若干の違いはあるが,ともに大縮尺図であり,内 

蔵する情報の種類,精度は同じと見てよい。

3•小縮尺土壊図の性格と内蔵する情報

大縮尺,小縮尺の区別の境界は明確に示せるものでないカ;,林野の土壌被の構成状態を土 

壌型でほぼ支障なく図示できるものを大縮尺図と呼ぷこととする。すなわち,縮尺5万分の 

1以上のものである。廂尺が1〇万分の1とも左れば,土壌型ですべての土壌個体をありの 

ま理図示できなくなる。このため,省略 誇張,総描が行われ,凌た土壊複合区,土壌連合 

区などの図示単位を使用せざるを得左くなる。このようにして作られたものを小縮尺土壊図 

と呼ぶ。既存の大縮尺土壌図を編集して作られることが多い。これには国土調査の5 0万分 

の1全国土壌図と2 〇万分の1都道府県別土壌図とがある。

大縮尺土壌図が,事業区,市町村など比較的小地域の詳しい施業計画に利用されるのに対 

し,小縮尺図は,営林局管内,大河川流域,都道府県などかなり広い地域の基本計画に利用 

されている。

小縮尺土壌図の持つ情報は大縮尺図に比し,かなりおおまかである。しかし広域をカパー 

しているため,広い地域の概括的な評価に適している。
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4・評価する単位の土地の選択

土地を何らかの目的で評価する場合,評価し区分すべき土地の区切りをいかにすべきかが 

問題となる。これには次の3つが考えられる。

(1) 自然的土地単位

自然条件の異同によって区画された土地であり,たとえば土壌図に図示された各土壌個 

体や地形分顎図に区画された各種地形面がこれに当る。自然条件にもとづいているため, 

その条件に関して同質なひろがりを持ち,評価は正確に容易にできる。しかしこれは個々の 

.±地の面積と平面形がまちまちであるため,単位面積当りの比較や,統計がわずらはしい。

これにも区分レベルの高低がある。すなわち,大龍尺図においては土壌個体であるが,小 

廂尺図においては土壌連合区などとなる。

(2) 人文的土地単位

施業上の必要から区画・された林小班や事業区,地鶏でいう市町村字などがこれに当る。

森林調査酒,その他の各種統計を使い易いという利点はあるが,1つの区画内の自然条件 

は均一で左いことが多い。たとえば小さな!小班であっても2つ以上の土壊個体からなっ 

ていることが普通である。この場合,小班を評価の単位とすれば,2つ以上の土壤個体の 

評価をなんらかの処理によって綜合化し,1つのクラスで示さなくては左らない。この処 

理には小班を構成する各和土壌の分布面積比を使用すればよい力ら わずらはしい。

(3) 機械的土地単位
経緯線に沿って機械的に区画された方眼内の土地であり,いわゆるメッシュ図法によっ 

て得られる単位の土地である。これは人文的土地単位と同様に,方眼内の自然条件が均一 

でないことが多く,方眼を評価の単位とした場合,同後の処理を必要とする。方眼を細か 

くすれば,均一な自然条件からなる方眼の数は増加するが,不均一な方眼はなくならない。 

しかも評価作業覺：は幾何学的に増大する。しかし,幾枚もの他の主題図と併用する時,評 

価する単位の土地の画定が正確なため,各種主題図の間に単位の土地のズレはなくなる。

波た1定面積であるため,単位面積当りの評価,比較が容易となり,数量化に適している。 

更に各種衛星情報の導入,コンピューターによる情報貯蔵と利用にも適している。

以上の3法を局地的に試行,検討した結果,本研究ではメッシュ法をとることとした。

5. メッシュの大きさの選択

メッシュの粗密は前述のよ・うに,細かくすればするほど作業拍：は増加する力％評価精度は 

向上する。可能な限り小さ・くしたメッシュでの評価結果は,もとの土壌図で直接評価した結
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果と同じ分級図が得られよう。作業量は評価,分級の対象地域の広さとも関係しているのは 

当然である。

いくつかの土壌図に大小のメッシュをかけて検討した結果,1つのメッシュを評価する際, 

メッシュ内に分布する2以上の土壌個体の占有面積比を目測で容易に判定できる程度まで小 

さくする必要があり,メッシュ内に現われる土壌型の種類を多くとも3種ぐらいにとど暁る 

よう左大きさにするのが望ましいことが判った。

市町村,事業区など比較的狭い地域については,2万分の1土壌図では図上2瑚の方眼 

(実長4 OOTO»実面積16Q), 5万分の1では図上1瑚の方眼(実長5 OOW,実面積 

2 5")をとれば,大部分の方眼は,3種類以下の土壊を含むことと左り,その地域全体の 

面積が仮に10.0 0 〇かあっても,方眼の総数は7 〇 〇を越さない。

地域施業計画区,都道府県,大河川流域など,かなり広い地域を対象とし,概括的な評価, 

分級をする場合は,2 0万分の1土壌図を使い,図上】伽方眼(実長2Kn実面^(4 0 Ola) 

を評価する単位の土地とする。この単位は,5万分の1あるいは2万分の1の土壌図に図上 

4颌あるいは1OCTIO方眼をかけても求められるが,大縮尺図であるため1方眼内の土壌が 

多種多様となり,1方眼の綜合評価が困難となる。また,このような広い地域が2万分の1 
とか5万分の1の大福尺土壊図でカバーされているタースは極めて少ない。従って,大地域 

については,情報精度こそ大縮尺図に劣るが,小璐尺図を使用した概括的評価が有利である。

利根丿I冰系に』」ける群馬,栃木両県の山林面積は約う2万初あるが,とれを2km方眼で区 

分した場台1,5 6 0方眼となった〇実際には,純鹿！〇外相当の経績を1〇等分し,経度5 

分相当の緯線を1〇等分して得られた方眼,つまり5万分の1地形図を縦横1〇等分して得 

られる方眼を使用した。この方法で得られた方眼面積は,緯度により異なるという難点はあ 

るが,1つの地域施業計画区とか,府柴内では使用にたえる。

6.林地の評価法

森林の代表的な機能を図ー1に示す。これらの他に,防風,防潮,防音,国防などいろい 

ろな機能があると言われているが,森林地帯,特に山地帯におけるものとしては,図に示し 

た5機能で代表されよう。

これらのうち,森林の木材生産機能から見た林地の評価は,土壌図本来の活用分野である 

ため本研究ではとり上げなかった。また森林のレクリエーション機能から見た林地の評価は, 

評価因子を土壌条件(土壌図)に求めることが困難左ので,これも省略した。残りの3機能 

には地文条件が最も強く関与している。図ー1によれば,これら3機能のうち,評価因子に
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土壌条件を採用しているのは,森林の水源かん養機能についてのみである。しかし,洪水防 

止機能お、よび国土保全機能に土壌条件が無関係であると考えた訳ではない。

洪水は豪雨時の雨水が渓流に直接,流出することによって生じる。直接流出泣に関与する 

地文条件として最も大きいのは,海抜高,傾斜,谷密度左どの地形条件であるが,雨水の地 

中への滲透,地中での貯沼などの面で,土壊,地質も無関係ではない。ただ残念左ことに, 

豪雨時の直接流出一依に及ぼす土壊,地質条件が,洪水防止機能の評価因子として使用し得る 

ほど大きいものであるかどうかが明らかにされていない。従って現段階では土壊および地頁 

を評価因子から除外し,地修条件のみを評価に使用することとした。このため土壌図の多面 

的利用という本研究の対象からはずしたカw 土壌条件と直接流出量との関係が明らかになれ 

ば,洪水防止機能から見た林地の評価に土壌図が活用されることとなろう。

国土保全については,森林地帯で発生する山地災每に限定し,それも崩壊に主点を置いて 

検討を進めた。山地崩壊に関与する地文条件としては,傾斜,谷密度左どの地形条件と,土 

壊層をも含めた風化物層の状態が挙げられる。しかし,ここでは土壊条件を独立した評価因 

子とはしないで,図ー1に示したように,風化物の母岩(地質)を評価因子にした。土壊図 

には,基岩が岩種と地質系統で図示されており,喧た火山拋出物層のように基岩と異なった 

表層物質も示されているため,ー綴:の地質図よりも,風化物層に関する情報は多い。さらに 

説明書から風化物層の"さを知ることもできる。

評価の方法は,本研究とほぼ同時に進められてきた「森林造成維持費用分担関係設定調査」 

と同じ方法を採用した。従って方法の詳細については,同調査報告書の利根川流域篇(水利 

科学研究所!9 7 5),木曽三川流域篇(同19 7 6)および筑後川流域篇( 同

19 7 7)に,またこれら調査報告書の基本となった「森林の公益的機能計蛍化調査報告書」 

(同 19 7 3)にゆずることとし,以下,概要を述べる。

(1)水源かん養に関する林地の重要度の評価法

水源かん養機能とは,降水が除々に河川に流出するように,降水を一時,地中に貯溜す 

る機能を指す。この機能の高い林地を水源かん養に関して重要度が高いと考えた。この機 

能に関与する因子として,土壌,地質,地形が挙げられる。

1)評価因子の強度区分と仮評点

土壌 土壌は降水を吸い込み,1時的にせよ水を貯える。土層の貯水能から見た土壌 

の類別は表ー1のとおりである。
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地質 岩層の状態は地下水の貯溜と移動に大きく影礬する。影響の大小(貢献度)か 

ら見た地質の類別は表一 2のとおりである。

表ー 2 水源かん養機能から見た地質の類別

表ー1 水源かん養板能から見た土壌の類別

貯水能 土 壌 の 種 類 仮評点

高
適潤性および弱湿性の闹色森林土• 

適潤性およぴ弱湿性の黒色土
3

中
弱乾性の祠色森林土• 

弱乾性の黒色土
2

低

未熟土•受触土•赤色土•ダライ・

湿性ポドゾル・乾性ポドゾル• 

乾性福色森林土

1

貢献度 地 質 の 種 類 仮評点

大 火山拋出物・第四紀安山岩・ホルンフェルス・圧砕岩質岩石 3

中 第三紀安山岩・花崗岩•流紋岩 2

小 非固結堆積物•古生代堆積岩•結晶片岩 1

地形 傾斜と海抜高を評価因子とした。山腹傾斜は降水の地表流去,滲透水曲に関係 

し,また高海抜地(源流部)ほど貢献度が大きいと考えた。両因子の強度区分は表ー 3 
および4によって算出し,求める。

表ー 3 水源かん養機能から見た傾斜区分

^Tnacc :地域の最大平均傾斜. N/z:地域の最小平均傾斜

貢献度 傾 斜 (N ) の 区 分 仮評点

大
緩.(N点：..2婀) 

〇
3

中
./ 2 N max + N 血、や、 N max + 2 N 响、 
中( q 目N目 )

〇 〇
2

小
急(め也岑ゴ匝) 1
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切:地域の最高平均海抜高 Hか!:地域の最:低平均海抜高

2)自然条件が不均一なメッシュの評価

表ー 4 水源かん養機能から見た海抜高区分

貢献度 海抜高(H)の区分 仮評点

大
Wmax + 2H血、

咼(H M - 3一_.....ノ 2

小
低 (H< + 2_H响)

«3 1

評価因子のうち,土壌と地質については,1つの方眼の中に,異左る仮評点を持つ2 
種類以上の土壌あるいは岩石が混在することが多い。この場合はそれぞれの占める面積 

比で調整し,Iつの仮評点にまとめる。その計算例を次に示すが,なれると目測だけで 

納得できる仮評点を得ることができる。

〔計算例〕火山拋出物(仮評点3)が分布面舞比で8 0弓,結晶片岩(仮評点1) 

が2 0弓からなる方眼では,下記の要領で仮評点3に芝とめる。

3 X 0. 8 = 2. 4
} 2.6 (四捨五入)—3

1 X 0. 2 = 0. 2

3種類以上でも同様に処理する。

3)重要度の分級と補正

方眼ごとに前記4因子の仮評点を合計し,表ー 5に示した分級基準に照らして重要度 

を求める。カ、くして,すべての方眼が重要度「高」,「中」,「低」のいずれかに格付 

けされることとなる。

表ー5 水源かん養に関する林地の重要度の分級基準

重要度 高 中 低

合計仮評点 11•1 0 • 9 8 • 7 6-5-4

得られた分級図を,更に複数の専門家左らびに現地に明るい実務家の意見により補正 

する。試行例によれば,補正を要した方强数は対象地域全方眼数の1〇朋未満であった。

(2)国土保全に関する林地の重要度の評価法

国土保全については,山地崩壊に主点を催いたこと,性た評価因子に頑斜,谷密度,地 

質を取り上げたことは既に述べた。崩壊の危険性の大きい林地を,国土保全に関して重要 

—1 8 2 —

度が高いと考えて検討を進める。

1)評価因子の強度区分と仮評点

地質 土壊屬 風化砕屑物惱,風化岩屈を含め,それらのもろさにもとづく危険度か 

ら見た母岩の類別は表ー6のとおりである。

表ー 6 崩圾の危険性から見た風化物層の類別

危険度 母岩(地質)の種類 仮評点

大 深届風化花崗岩•火山岩屑 3

中
花崗岩•流紋岩•変成岩•変朽安山岩•破砕または変成 

を受けた中,古生代堆積岩•非固結堆積物
2

小 古期堆積岩•その他 1

地形山腹傾斜と谷密度を評価因子とした。傾斜は風化物層の安定度に関係し,また 
-- -

谷密度は大きいほど朋壊の危険度が高いと考えた。両因子の危険度区分は表ー7および

8のとおりである。

表一 ? 崩壊の危険性から見た傾斜区分

表ー 8 崩壊の危険性から見た谷密度区分

危険度 傾斜 (N ) の区分 仮評点

大 急(N>30° ) 3

中 中(20°冬Nさ30° ) 2

小 緩(N<20°) 1

危険度 谷密度(D )の区分 仮評点

大
大(P目些%+ R) 2

小 小(D<四专し也一) 1

D max :地域の最大谷密度 Dmin：地域の最小谷密度

2)重要度の分級と補正

!方眼内に異なる仮評点を持つ母岩が混在する場合の処理,各仮評点の合計による重 

要度の分級,および分級結果の補正などの各要領は,前記「水源かん養」の場合と同じ
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である。分級基準は表一 9のとおりである。

表ー9 国土保全に関する林地のホ要度の分級基準

at姿度 高 中 低

合計仮肝点 8 • 7 6 • 5 4 • 3

7.評価の実施例

(I)小地域の詳密分級の例

モデル溜麦した致ケ再村のうち,長野県三岳村の例を述ペる。三mm御岳山の東側山 

妝から山題緩斜面に広がっている。林地面積約丨0, 5 0 0£aのうち2 4 イが圃有林であり, 

その大部分は海抜!.2 0 0 m以上にある。

5万分の1地形図K1CJRX1CWのメブシュ(実長500771X500"J実面(W 2 5 4a ) 

をかけて得られた方眼を単位とし,土壌図,地質図その他を使用し,前述の方法で哭招し 

た・

〇水源かん養に関する三岳村林地の重要度

3i曇度の分級結果は図ー2忙示すとおりで,「高」4 7%, 「中」47乱 「低」6 

俗となり,村全体に垂麼度が髙い。特に御岳山山体に「髙」が集中しており,この地区 

には水源かん養保安林の設暖が条ましい。(現忙広く指定されている。)部抜高が髙い 

こと,第网紀の成曆火山であって,火山拗出物を母材とする漸閔性の热色土,褐色麻林 

土か広く分布することが幸いしているためである。

2) 国土保全忙関する三岳村林地の匝妾度

分級結果を図ー 3に示す。7S怨!度「贏」6务,「中」4 8苗,「低」4 〇 ?Sとなり, 

崩!®の危険度の高い林地は少ない。危険度の高い林地は,高海抜地の開析谷臨にあり, 

この部分の蘇林の取扱いは供垂を我する。

3) 三岳村の適正な森林配僧と徳菜

前852つの蜜:耍度に,洪水防止,林木生産,レクリエーシ"ンの3種の重要度を加え,

綜合舒価し,5つの類地崔区分した。後の3つの策妥度の分級法については,前抱の報 

告書を参照されたい。類地の区分基準を表ー1〇に,また三岳村の類地区分結果を図ー 

4 1¢示す。
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表ー1〇 類地区分基準

類 地
重 要 度

施 業
木材生産機能 他の4機能

生 

産 

林 

地

I類地 高 低または中
土地生産性を十分発抽できるよ 

うな積極的施業
1I類地 中 中 または低

公

益

林

地

I類地 高
国土保全が高 

または 
レクリエーシ3ンが高

小面積皆伐

H類地 中 高かIつ以上 小面積皆伐または択伐

m類地 低 高 または中 禁伐または弱度の択伐

三岳村では,生産林地I類地が4 5功,同!!類地が16名,公益林地I類地が7弓,同 

I!類地が1〇%,同D！類地が2 2 %と評定された。生産林地が広く,さらに人工林拡大の 

要がある〇

⑵大地域の概括的分級の例

木曽三川(木曽川・長良川・揖斐川)流域林地について実施した試行例を述べる。2 〇 

万分の1地勢図を縦横4 〇等分して得られた方眼(実長約2KmX 2Km実面積約4 0 0,1a) 
を評価の単位の土地とし,2 〇万分の1土地分類図を中心に,5万分の1民有林土壊図, 

2万分の1国有林土壌図を補助的に使用して評価した。

水源かん養に関する木曽三川流域林地の重要度の区分結果を図ー5に,また国土保全に 

関する重要度区分結果を図ー6に示す。両重要度の「高」は,北部の県境山地に運ら左っ 

ている。御岳山は水源かん養に関しては「高」,国土保全に関しては「中」〜「低」であ 

るのに対し,駒ヶ岳を包む木曽山地は水源かん養が「低」,国土保全が「高」と極めて対 

照的である。

図ー 7に流域の自然地域区分を示し,地区ごとの各種重要度別の面積と面積比率を表ー 

11と12に示す。この結果から,流域全体から見た各地区の重要性の位置づけ,次た地 

区ごとの適正な森林の配度および適正な施業が概括的に読みとれ,流域の土地利用計画, 

開発計画の有力な基礎資料となる。
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森林の取扱いと品等別収穫量 
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森林の取扱いと品等別収楼量の予想法

！試験担当者 ・

経営部井経営第2科測定研究室長 栗 屋 仁 志

主任研究官 樋 渡 ミ ヨ子

疝 神 戸 喜 久

北海道支場経営部経営研究室長. 真 辺 昭

主任研究官 篠 原 久 夫

室員 猪 瀬 光 雄

〃 n 小 木 和 彦

東北支場経営部経営第1研究室長 加 藤 宏 明

主任研究官 小’ 坂 淳 一

期 金 理太郎

•関西支場育林部経営研究室・ 上 野 賢 爾
主任研究官

室員 長谷川 敬

四国支場経営研究室長 都 築 和 夫

主任研究官 佐 竹 和 夫

吉 田 実

さ州支場育林部経営研究室長 柳 次 郎

熟 本 田 健二郎

〃〃 森 田 栄 一

木曾・分場造林研究室長 原 寿 男

, 室員 原 光 好

n 試験目的

林木あるいは林分を構成する諸因子の成長過程およびその相互関係を解明するため,主要造 

林樹種について固定試験地を設けて長期間にわたって調査を継続してきている。しかし量的な 

測定値による解析結果のみでは今日の林業経営にとって允分な資料とはいえなくなってきも
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したがって質的な因子を含めた解析方法の一っとして品等別収桃址の推定方法を確立し,森林の 

取り扱い方法との関係を明らかにして!itより質に重点を置いた施業指針を探究する目的でこの研 

究に着手した〇

しかし立木状態で品等別材積を測定するには測樹学的に解決しなけれはならない多くの問題点 

があったので,ここでは品等別材植の測定万法を主体として検討を行なった〇

その一つの方法は,単木から採取された品等別丸太の資料を用いて平均品等曲線を作成し,こ 

れにより各試談地の品等別収梗庄を求めようとするものであり,いまーつのは,立木の品等区分 

に坂;も関係があると思われる一番丸太の曲りや死節による品等と材種あるいは幹級と関連づけて 

品等別収襖量を求めようとする方法である。そのほか,調査資料を電算穢を用いて保存,解析す 

るため,幹級と品等を組合せたコード化の方法や単木の競争密度の指標としての断面秋成長量と 

曲りとの関係などの解析も試みた。

この研究では品等別材積を求める方法の開発に予想以上の時間がかかり,統一的方法の決定が 

でき左かったため施業方法との関係を充分に解明することができなかったが,通常測定される林 

分構成因子と品等別材秋との関係が今少し明らかになれば固定試験地の既往の調査結果からより 

明確左施業指針が待られるであろう。

この報告は各支分場でとりまとめた談験結采のうち代表的なものを収録したものである〇

試験の経過と得られた成果

CI〕森林の取扱いによる品等別収裡!itの予測

1.はじめに

施業の目標が使用価値の高い材をできるだけ多量：につくり出すことにあるとすると,天然生 

林の択伐,人工林の間伐における原則は,望ましくない木を早期に除去して,形質のすぐれた 

残存木の成育空間を拡げ,生長促進と同時に蓄積の質的構成を高めることでなければならない。 

こうした施業の成果を正しく評価するためには幹材秋生長量のみでは十分といえず,質的な内 

容を明らかにしうる利用可能性の尺度が必要と考えられる。しかし,十分を時間カ丐えられる 

揚合でも,1本の木から生産される丸太の品等別の材・積を立木の宜ま査定することは非常に雉 

しい。それは幹の上部の直径測定や欠点の識別が困维なことのほかに,伐倒した場合でも腐朽 

や曲り,節の現れ方にしたがって,追いあげ,中ぬきなどの操作や,採材長の調整がおこ左わ 

れるために,採材方法の巧拙によって結果が異なるからである。

このよう左理由で,利用可能な材積によって施業方法の優劣を論じた例はほとんどない。そ
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の数少左いものの1つはBowmon tのNo rwa y spruceの間伐試験地の3 0年間の成

1)
績を分析したWhyte の報告である。

英連邦諸国では固定試験地の調査項目の中に,木登りまたはデンドロ メータによる上部直径 

の測定力；含まれている。Whyteはこのデータ加ら4種の間伐度について年齢と断面積を変 

数とする樹卧の細り式を導びき,これから材種別材横,さらに金員収褸を求めて処理間の比較 

をおこなっている。

この方法は確実さの点では最も望ましいものであるが,時間と労力を考えると特殊左場合の 

ほかは実行できない。 .
2), 3)

Grosenbaugh はデンドロ メータによる直接測定で,林分の利用可能材積と価格を

効率的に推定する方法として3 pサンブリングを提唱したが,これも使用する器材が高価で測 

定および結果の取性とめも麟だから,わが国では普及が難しいと思われる。

これらの直接法に対して,適当を資料から作成した標準表を個別林分にあてはめて,間接的 

に利用材積歩よび価搭を推定する方法が考えられる。国有林で用いられている立木価格の評定 

方法がそれで,まず多数の伐倒木の採材調査のデータから,直径»樹高階別に利用率とその内 

択として長級,径級,品等別の丸太材植の生産比率を定める。この生産比率に,対応する銘柄 

別の価格に差(価格指数)をかけて価格係数を算出すると,1本の木から生産される単位材積 

あたりの平均価裕がこの価格係数の合計値と基準材の市砌皿格の積としてえられる。林分の価 

格評定に使用される立木販売基準価格表はこの平均価格を直径と樹高(または品質)に関連さ 

せて表示したものである。

ここで施業効果の判定,品等別の収穫予測のため啾度としては,価格よりも利用材積と価 

格係数の積がむしろ適切であろう。それは材の使用価値を表示するには価格係数で十分であり, 

材仙変動を考えると銘柄間の価格々差を用いる方がより安定的だと考えられるからである。

標準表による間接評1曲では討算カ溝しく単純化されるが,一方では次のような問題がある。

1)標準表を作成するには大觉のデータが必要にをるので,涸々の林分の質的特性を明らかに 

できるような地域性をとり入れた表は作りにくい。

2 )標準表は定尺採材を前提として作られる場合が多いので,採材基準が変更になると表を全 

面的につくりかえ東ければならない。

3 )同じ理由池・現実の採材作業が丸太の総価格を最大化するように進められるという事実が 

無視ざれる。'•
4)

角谷 は国有林の評定業務の機诚化を容易にし,評定仙格に市場価格の動向を迅速に反映さ
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せるという観点から仙格評定方法の改善の必要性を述べ,細り曲線式を利用する最適採折の方 

法と価格計算の方法を提案している。ここで最適採材というのは,1本の木から生産される丸 

太1畛の総計を坡大にするような採材方法であって,動的計画法による最通化計算で利用材積 

と伽格の同時決定が考えられている。しかし丸太の径級およぴ長級による価格差は考慮される 

が,品等間の格差はこみ価格で処理されるという不徹屋さがある〇

ここでは比較的少数のデータカ、ら,任意の採材方法に対する丸太材積をその品等別構成を推 

定して標準表を作成する方法を述べ,トドマツについての適用例を示すことにする。この方法 

は,地域的な品質特性を表現するため,立木状態で容易に判定できる第1丸太 材長(3.6 57H) 
の品等を追加変数として用いる。

2•幹曲線式

幹上の任意の位置で採材される丸太の材積を推定するには,断面高ごとの上都巨径を知る必 

要がめる。最も単純な方法は,松尾ら のように幹の形が梢端と胸高直径を結ぷ円錐だと仮定 

することである。しかしこれは明らかに過少な推定である。より現実的な近似としては, 

KunzeやBehreの式がよく知られており,直交多項式左ども用いられている。また高 

速度の宣子計鰻が利用できるように左って,砌断面高の高次の巾を変数とする多項式も用 

いられるようになった。Bruceら の幹曲線式は相対断面高の1.5乗,3乗,3 2乗, 

4 °乗の項が独立変数として含まれ,推定される値は胸高直径に対する上部直径の比の二乗 

(すなわち胸高断面と上部断面の断面積比)である。

これと同じ相対断面高の巾乗の項を含む多項式によって,札幌トドマツ立木幹材積表 の 

調製資料1,3 3 8本から導いた幹曲線式は

d2/^2=x1^i-b1 (x1-5-x3)+b2(xL5-x3)D+b3(x1-5-x3) (H/D)

-fcb4 ( x15-x3 2)+b 5 (x15-x3 2)D2+b 6 ( xL5-x4 0 ) D ••••••(i)

b ]= 0. 4 0 3 7 4 9 b/ —0.2 7 0 3 1 8 X 1 0~2

b 3= °・65°416 b4= —0-2 49690 X10~2
b 5=—0.5 9 5 7 0 1 X 1 0-4 b 6= 0.1 2 16 1 4 X ! 〇"3 

である。

ここで,Dは胸高直径,Hは樹高,Xは胸高から梢頭までの長さ(H -し3 )に対する任意 

断面高h (梢頭を原点とする)の比,すなわち(H-h )/( H—1.3 )で,dはXの位催に 

おける直径である。 •>

—20 〇—

第2項からあとに,相対断面高の巾乗の差が因子に左っているのは,胸高の位置でd'/D' 

が1になるように強制するためであり,定数項が欠けているのは,梢頭を原点に一致させるた 

めである〇

b ~bcの値は次のようにして逐次的に決定する。

1)幹曲線が胸高直径,樹高および相対断面高の関数として次のように表わせると仮定する。 

d2ZD2=xL5+f 1(U H) (xt5-x3)+f 2 (D, H)(xL5-x32)

+ f (Q H) (xL5-x40) ••••・<2)

2 ) f ,, f°, f oの関数型を決定するため,伐倒木の区分求積データを胸高直径と樹高にょ 

っていくつかのグループに区分する。

3) 各グループのデータに

Y=A(x -x )+B(x -x )+C( x -x )

の形の回帰式をあてはめ,係数A, B, Cを計算する。ここでYは相対断面高xに対する 

(d 2ZD2 一x 、ラ)の値である。

4) ダループごとのAを対応する胸高直径と樹高の平均値DとHに関連させて回帰式

A = f ] ( D, H)

を求める。

5 )この希課を使って,f】(D, H ) ( x -°-x )の寄与を除いた残差

Y-f](D, H ) ( x15-x3 )をあらためてYと封き,グループごとに回帰

Y=BZ (xL5-x32)+C, (xL5-x40)

をあてはめ,係数B' , . Cを計算する。

6 ) .4 )と同様にして,グルーブの平均直径と平均樹高とB’を対応させて,関数

.B,= f ° ( D, H) . .

を決定する。 • ・ ヽ

7)最後に残差Y _f.(D, H) (x.L5-x32)と(X15-X40)の回帰をグループ別に計

算して係数C.〃 を求め,.これ苗、らグループの平均直径と平均樹高に対する関係

• c 〃 =f 3 (D, H )

を導びく。 • ！•

8 ) f , , f 〇, f „ をもとの⑵式に代入し,全デー達をこみにして通常の回帰分析をむこな 

う。これによってf[, f „, f „の中で有意になら左い項を削除して最終的なfiの形を

きめる。

—2 0 1 —



9 ) fiを(3)に代入し,原点を通る形の回帰を計算すると⑴式がえられる。

トドマツについて,この方法で求めたf iの形はBruceらのものと違っている〇したがっ 

て断面高xの巾乗の項カ啊じ場合でも,樹極,地域が変るごとにデータに対する適合が股も良 

く左るよう左f iの型を選択し左ければ左ら左いと思われる。

蓉曲線式で上部直径dが推定できると,直径D,長さH-1.3mの比較円柱に対する形数F 

は,Z=li/(H-1.3)とわいて ! .

F=/g(dZD)2dx '

で与えられる〇しかしトドマツのテータには幹足部の測定値が少なかったので,屛材積は胸高 

の上側と下側で別々に計算して合計して求めた。すなわち,胸高から上の幹材禎は形数

F' =*(d/D)2dx

=0.4 5 1 3 3 1-0.040 54 8(D)(1 〇-2 )+〇・〇9 7 5 62 ("D)
-0.2 20 2 29 ( D2 )(1 〇-4 )+〇・〇 4 5 67 9 ( D)(1 〇-3 ) ••…<3)

から直ちに計算される。胸高以下の材彼は,弾曲線で推定した地上3所の位置の断面積と胸高 

断面積を直線で外挿して為基部の断面秋を求め,これにスマリアン式を適用して計算した。こ 

れによる幹材積表を表一1に示す。岐材禎のデータに対する適合度は表ー 2,図一 Iのとお、 

リである。

表-1 幹曲線式によるトドマツの立木材•積表 (単位が)

—2 0 2 —

直云y 3 4 5 6 7 8 9 10

6 • 008 .009 • 010 .011 .013 .015 .017 .019
8 • 0 1 3 .015 .017 .020 .022 .025 .029 .032

1 〇 .023 .027 .030 .034 .039 .043 • 048
1 2 .038 .043 .049 .055 .061 .068
1 4 .058 .。 6 6, .074 .082 • 091
1 6 .075 .085 .095 .10 6 .117
1 8 •119 .13 2 .14 6
2 〇 .14 6 .16 2 .17 8
2 2 .19 4 .213
2 4 1 .251
2 6 .292

__
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図一1 幹曲線式による材積表の適合度
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現行材積式と為曲線式による推定材彼の初度の比餃表ー 2

平均 平均 データ 現行材積式による推定材積 幹曲線式による推定材積

直径範囲 直径 樹高 廿

cm cm. m 本数 浅差の平均値 残差標準偏差 残差の平均値 残差標準偏差

5.0 ～ 6.9 6.3 4.8 7 -0.0 0 02 0.0 0 0 7 0.0 0 0 5 0.0 〇-〇 7
7.0 〜8.9 8.0 7.0 22 -0.0 〇 〇 ! 0-0 0 19 0.0 0 1 9 0-0 0 2 8
9.0 〜1 0.9 9.9 9.0 3 7 0.0 0 0 0 〇•〇 0 3 1 0.0 0 3 1 0-0 0 4 4

11.0 —1 2.9 12.1 1 0.8 65 0.0 0 0 3 0.0 0 7 3 0.00 3 5 0.0 0 8 2
1 3.〇〜1 4.9 13.9 12.0 59 0.0 0 0 6 0.0 0 9 1 0.0 0 4 1 0.0 0 9 9
1 5.〇〜1 6.9 1 6.0 1 3.0 5 4 -0.0 0 0 2 0.0 1 0 5 0.0 0 3 4 0.0 11 3
1 7.0 〜18.9 1 7.9 1 4.2 53 -0.0 0 19 0-0 16 0 0.0 0 1 4 0.0 1 5 8
1 9.0 ～ 2 0.9 1 9.8 1 5.3 4 6 0.0 0 11 0-0 1 7 6 0.00 3 5 0-0 1 7 7
2 1.〇〜2 2.9 2 2.0 1 5.8 4 4 -0.0 〇 3 1 0.0 26 0 -0.00 4 1 0.02 6 4
2 3.0 ～ 2 4.9 2 3.9 1 7.1 3 7 0.0 0 6 3 0.0 3 0 8 0.0 0 38 0.0 3 0 4
2 5.0 〜2 6.9 2 5.9 1 7.8 4 4 0.0 0 1 7 0.0 3 7 2 —0.0 0 2 9 0-0 3 7 4
2 7.0 〜28.9 2 7.9 18.2 4 1 0.。 0 8 5 0.0 4 2 8 0.0 0 2 1 0.0 4 1 9
2 9.0 〜3 0.9 3 0.0 1 9.3 4 4 — 0.0 0 9 9 0.0 4 7 2 -0.0 18 4 0.0 4 9 8
3 1.0 〜32.9 3 2.0 2 1.0 57 — 0.0 0 0 9 0.0 5 9 4 -0.0 123 0-0 6 0 6
3 3.0 〜3 4.9 3 4.0 2 1.1 82 0.0 0 1 0 0-0 6 12 -0.0 1 〇 8 0.。 6 1 9
3 5.。 〜3 6.9 3 6.0 2 1.6 88 -0.0 1 〇 〇 0-0 6 64 一 0.。 2 2 1 0.0 6 9 3
3 7.0 〜3 8.9 3 8.0 2 2.6 8 9 0.0 11 5 0-08 3 7 -o.c 〇 〇 ! 0.08 2 7
3 9.0 〜4 0.9 3 9.9 2 3.1 9 1 一 0.。 13 2 0-0 9 7 7 — 0.0 2 2 1 0-0 9 9 6
4 1.0 〜4 2.9 41.9 2 4.0 7 1 一 0.0 2 2 3 0-0 9 4 2 — 0.0 2 7 7 0.0 9 5 7
4 3.0 〜44.9 4 4.0 2 3.9 5 9 0.0 4 25 0.1 2 5 8 0.04 3 2 0.1 25 8
4 5.0 〜4 6.9 4 6.0 2 4.7 6 2 0.0 3 9 1 0.1 4 2 7 〇•〇 4 8 9 0.1 4 5 5
4 7.〇〜4 8.9 4 7.9 2 5.0 4 9 — 0.0 3 56 0.11 7 9 -0.0 1 4 8 0.111 3
4 9.〇〜5 0.9 4 9.8 2 5.5 34 -0.0 22 7 0.1 5 8 2 0.1 2 6 7 0.1 5 6 0
5 1.0 〜5 2.9 5 2.0 2 6.3 2 6 -0.0 4 13 0-2 0 2 4 0.0 5 7 0 0.20 9 3
5 3.0 〜5 4.9 5 3.9 2 7.1 2 7 一 0.。 0 6 6 0.1 3 2 8 0.0 9 4 2 01 6 2 2
5 5.〇〜56.9 5 6.2 2 6.6 I 7 0.0 6 9 1 0.1 8 8 3 0.1 7 8 3 0.2 4 8 6
5 7.0 〜5 8.9 5 8.1 2 7.9 1 4 0.0 37 8 0.2 7 7 2 0.1 5 3 7 0-3 17 4
5 9.〇〜60.9 5 9.8 2 8.5 6 -0.0 6 9 4 0.1 7 9 6 0.0 5 6 5 0.1 7 0 1
6L〇〜6 2.9 6 2.1 2 7.8 6 0.0 9 6 1 0.3 37 6 0.2 4 4 6 0.4 0 5 6
6 3.0 ～ 7 0.9 6 6.7 2 9.5 7 — 0.0 6 0 3 0.4 U 9 0 0.1 4 4 9 0.4 2 0 5
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表ー 2には和说営林局の現行材積式の適合度も示してあるが,両者を比駛すると幹曲線式の 

場合の精度が僅かに劣るようである。しかしここではフーパー式の求積誤差を含んだ値を真材 

積として適合度をみていること,現行の材積表は直径极^の4つの式をつないで作成されてい 

るので,接合部分では平滑化の菠差のため真の誤差はこれより低下することなどを考えると, 

この比較は現行材横式に有利になっている。したがって,図ー1からもわかるように幹曲線式 

による材積表は十分実用にたえると考えられる。

胸高直径と樹高力汚えられたとき,任意の末口直径に対する断面高は.⑴をXについて解い 

て

h=H-x ( H -1.3 )

として求められる。

薛曲線式によって任意の断面高の直径が推定できるから,材長がきまると】本‘の木から探材 

できる丸太の材積が作図または計算で求められることになる。

ここでいくつかの因子を考慮し左ければ左ら左い。たとえば,伐採高,延寸,樹皮の厚さ, 

断面の平均直径と最小径などであゐ。最適採材を考えるときには,さらに丸太の品等の出現状 

態についても情報が必要である。それは品等の現れ方によって採材長の組合わせが変り,利用 

材積が変化するからである。

伐採高は地形や木の大きさによって変動する。札幌トドマツ幹材積表の調製データでは,次 

の関係がえられた。

HbT=°° 5 + ジ60 0 +D2/6 0 0 0 ..... ⑸

ここでHbtは伐採高,Dは胸高直径である。

延寸については正確左資料に乏しいが,勝。 3 〇年代におこなわれた札幌営林局の採材調査 

のデータに記録されている実際の材長と,これをJ A S規格にしたがって括約したときの材長 

の差を延寸とみて整理すると次表のようになる。

これによると,利用材積に算入されない部分の長さは8〜10 cmの場合が多いが,最近の集 

約な採材ではこの値はもっと低く左っていると考えられる。しかし採材のロスが全くないとは 

考えられないので,ここでは一率に5伽と仮定することにする。

丸太材積の討算には樹皮を除いた末口の最小径を使用するので,幹曲線式から計算される皮

延寸階血 〇 2 4 6 8 1 〇 1 2 1 4 1 6 1 8 2 〇

丸太数 5 8 4 〇 5 1 6 7 8 7 2 4 1 〇 一・ 1 2
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っきの直径を補正し左ければ左ら左い。この補正については,松井ら8)めが野幌産を主と 

するトドマツのデータから

(2 X樹皮厚)=0.4 0 7 7 4-0.0 2 9 4 9D-0.0 8 1(レ1 00 ) 2..... ⑹

最/J径=亠 〇• 3 3 8 4- 0. 9 7 7 9 Dm .... <7)

の関係をえている。ここでdは皮つきの直径,Dmは皮なしの直径である。

3•平均品等

丸太の品等の現れ方は単木間の変動が大きく,また同じ木についても採材方法の違いによつ 

て差の生ずる取扱いの雄しい特性である〇

通常は,很材調査の大払観察のテータから,品質,直径または樹高の区分ごとに,生産され 

た丸太材積の品等別構成を求め,それに品等間価格々差率をかけて,こみ仙潞係数の形で処理 

される。この方法による価格係数はデータを収集した地域の平均であって,そのままで個々の 

林分の質的構成を表わしうるものでは左い。以下においては,比較的少数のデータから,単木 

およぴ林分から生産される丸太の品等別出現率を効率よく推定する方法を考察する。

1本の木から採材・される丸太の品等を断面高に対してブロットすると,図ー 2のように階段 

状のグラフに左る。図のあ2 41は1番丸太から順に1,4, 3 , 4等材がえられた場合であ 

・り,た3 4Zは2,1,3, 2, 4等材の格付けがされた場合である。このようなデータはそ 

のまま平均しても有用左結論を導びくことができない。このため平均品等の概念を導入してデ 

ータを取扱いやすい形に変瑛する〇

説明を簡単にするため,幹の形が胸高直径と梢端を結ぷ直線で与えられる場合を考えよう。 

前節の幹曲線式による場合にも同じ考え方が適用できる。

断面高と丸太の長さは樹高に対する100分率で示すことにする。図一 3は,土也上3 %の伐 

採点から上で長さ2 0%づつの4玉の丸太がとられ品等が2,1,3, 4等と格づけされた 

場合の例である。

潞を円錐体として討算した各丸太の幹材積は,1番丸太から順に全材微の4 5. 6 %, 2 7.1% 
13.5%, 4. 6%であり,根株部と梢端部の材程(は8.7%と0.5%である。

ここで,第1丸太の末口断面(相対高2 3%)の平均品等を

QoU° 4- QiS

Uo + U；

と定義する。QoとQ1は根株部分と第1丸太の品等で,UoとU1は幹曲線から計算さ
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図3. 平均品等の計算

-2 I 〇ー

れるそれぞれの齡材積である。

根株部分の品等は第1丸太の品等に等しく,梢頭部の品等は知終の丸太の品等に同じだと考 

えることにすると,上式は

2X8. 7+2X4 5. 6
---------------------------- =2. 0

8. 7 + 4 5. 6

となる。また第2丸太の末口断面(相対高4 3%の点)では

QoL + Qi。】+。2ら

u()+ L + u2
2X 8. 7 + 2X4 5. 6 + 1X2 7.1

=---------------------------------------=1.6 6 7
8. 7 + 4 5. 6 + 2 7.1

となる。

すなわち,特定の高さにおける平均样等は,それより下で採材される丸太の品等の,幹材積 

を重みとした荷重平均値である。

品等は丸太の全体について与えられる特性値であるが,1つの丸太の中はどの部分をとって 

も品等は!司じだと考えると,任意の高さにおける平均品等が同じ方法で定義できる。例えば, 

図ー3で地表からの幹材'積が全体の9 〇 %になる点(第3丸太のほぼ中央部にあたる)をとる 

と,平均品等は

2X 8. 7 + 2X 4 5. 6 + 1X2 7.1 + 3 X 8. 6
-----------------------------------------------------=1.7 9 4

8. 7 + 4 5. 6 + 2 7.1 + 8. 6

のように計算される。

図ー 2の黒と白ぬきの点は,この方法で求めた平均品等を地上5 %の高さから9 5 %まで10 
%きざみに示したもので,もとの階段状のグラフに比べて,はるかに滑らかな統計的処理の容 

易な形になっている。

断面高に対する平均品等の傾向線が,品質または第1丸太の品等,胸高直径,樹高などの関 

数として推定できると,幹の任意の位置で採材される丸太の品等が次のようにして計算できる。

すなわち,元口と末口の相対断面高がs, hで与えられる丸太の品等は

Qh•Uh - Qsus
& ー瓦

である。ここで6h , Qsはh, sの位置の平均品等,またUh , Usは地表からh, sの高 

さまでの幹材積で幹明線式から計算することができる。これに幹曲線式で求められる末口直径

—2 11—



を組合わせると,どのよう左採材方法についても単木の品等別丸太材•積が推定でき,したがつ 

て長級,径級別の価格々差率または111!胳表をあてはめて価格係数あるいは立木の市場血格を決 

定することができる。

4.直交多項式による平均品等の表現

さきに引用した札幌営林局の418本の採材•調査のデータには,1番丸太から傾に,丸太の 

長さと品等が記載されている〇これに前節の方法をあてはめて,地上高5%から9 5%の相対 

高区で10 %きざみの位燃で]本ごとに平均品等を計算した〇このデータは胸高直径が12伽 

～5 〇伽,樹高は8加～2 5れの範囲にわたっている〇

JAS規格によると,丸太の品等は次のように区分される。

小の素材(8〜14颌未満) 1,2等

中の素材(14CTI~3 〇瑚未満) し2, 3等

大の素材(3 0CT/L以上) し2 , 3 , 4等

これ以外の格づけ,たとえばデ・・クには8 未満の材のほかにも,品等が'' こみ〃と表かさ 

れている場合があったが,これらは4等として処理した〇また中と大の素材で腐朽による3等 

は取引上は低質材として扱われるので,これらは判別しうる限り4等に含めた〇

平均品等の傾向線の形は,計算方法から明らかなように蓉材積のウェイトの大きい根元部分 

の品等の彩督を強くうける。 "’

さらに高さを基準化して樹高の1〇 %区分の点で平均品等を計算しているため,材長と樹高 

の比も曲線の形に影容する〇この比は材長が一定なら樹高に応じて変化する。こうした点を考 

慮して,418本の伐倒調査木の各々について,相対断面高Xごとの平均品等の値を,第1丸 

太の品等Q1,胸高直径Dおよび樹高Hの関数として羨わすことにした〇

まず,各調査木の平均品等の傾向線に直交多項式をあてはめて,適合度を調べた〇その結果 

これらの傾向線は5次の直交多項式でほほ完全に表わせることがわかった〇しかし5次の項の 

係我が1%水準で有意となったのは,全体の8.6%, 3 6本にすぎなかったので,最終的には 

4次の直交多項式を採用し,その5つの係数B。, Bj , ..... , B4で平均品等の’傾向線を代

表させることにした。ここでBjは直交多項式のi次の項の係数である。

これによって,各調査木の断面高ごとの平均品等は418組のBj ( i = 〇 »1,•••, 4)でお 

きかえられたことになる。• ,r," '

次にこれらのBjをデータとして,変数選択型回滞推定の方法でQ1,D, Hとの関係を求め

一 2 1 2—

ると次の結果がえられた。

B0=0.220258 + l. 106915 Qj-0.124019(Q1H)(10~l)

+0.8 2 54 4 5 (DH)(10一3) 一0.4 7 9 4 9 9(Q[D)(1〇・2)

(R=0.9 38 3) ............. <8)
B i=0.0 4 7 6 1 0-0.1 50 118 ( Q】H)(1 〇一2 ) + 0.1 44 7 28 (Qj2H)(1〇～3)

+0.7729 2 1 (DH)(10 一 4)_0.48 2 79 8(QiD)(10-3) ..

(R=0.8 10 2) .............. (9)

B2=0 0522 1 〇-〇.40 4 273 (H)(1〇～2)-〇.1 970 2 3 (Qj )(1 〇-】)

4-0.1 9 54 53 (QjH)(10-2 )-0.2 0 9 94 5 (Q]D)(10-3)

(R=0.5 87 7) .............. (〇)

B3=i 0.0022054-0.2 4 5 2 8 9 (H)(! 〇-3 ) + 〇.7 8 29 4 8 (Qi )(1 0~3 )

-0-3 5 6 1 9 4 (H/D)(! 〇-2 )-0.3 90 0 1 9 (DH)(10一5)

(R=0.5 4 0 0)........... (11)
B4=-0.0 0 20 7 + 0.1 3 6 2 8 0 (D)(1〇～3 ) + 〇.6 5 11 6 0 ( Q〔)(1 0 -3)

-0.3 80 0 0 3(QjH)(10-4) _0.26 8 3 9 4 (Qi H)(10-4)

(R= 0.5,9 20).......... .(1 2)
ここで定数項Boは品等曲線の全体的な水準をきめ,B!は曲線の立ちあがりの緩急を決定 

する〇曲線の形はこの2つの係数でほぼきまり,2次以上の項は曲纏上の微妙な変動を説明す 

る補助因子として働らく。これらの高次の項の係数は(1〇)〜(12 )式の重相関保数Rの値 

にみられるように,次数が高くなるほどQ], D, H左ど林木の全体的如将徵を表わす変数と 

の関連が薄札曲線の局部的な凹凸が偶然的な要素に支配されることを示している〇

以上の結果から,胸高直径。,樹高H,および第1丸太の品等Q1が与えられたとき,⑻〜 

(12)式によってBo, Bi,…,B、を計算して4次の直交多項式の形を決定すると,任意 

の断面高xにおける平均品等Qxが計算できることになる。

シミュレーションによる利用率と価格の推定

前節の方法は⑻～ (12)式で与えられるBiを係数とする4次の直交多項式によって,任 

意の高さで採材" される任意の長さの丸太品等を,Q], D, Hの組合わせごとに一義的に決定 

しようとするものであった。しかし,第1丸太の品等,直径,樹高の等しい木の間でも品等曲 

線はこれらの式の与える平均的傾向のまわりでかなりの麥動を示すから,林分の品等別丸太生
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産itを正しく求めるには,この変動を考慮に入れた推定方法を考えなければ左ら左い。

平均品等の傾向が直交多項式でおきかえられたのであるから,単木間の丸太品等の出現状態 

の変動も,418組のBo,B1,…,卜4の値のバラツキの上に反映;されているはずである〇 

このBiの単木間変動を利用すると,Qi,D, Hの組合わせごとの品等曲線の変動状態を再 

現するシミュレーションモデルを組立てることができる〇 Qi,〇, Hごとに1本の品等曲線 

を固定する代りに,パラッキをもった多数の品等曲線を考え,利用材積と伽格。それらの採材 

結果の平均値として決定するのである。j番目の木の平均品等を与える直交多項式のi次の項 

の係数Bj jが,(8) ～(12)式のBiの之わりでランダムに分布すると考え

Bi j = Bj + Ej j ( i=0 ,1,•••, 4 )

と仮定する。ここで6ijは次数iと樹木番号jによってき守る誤差変動である。

£i jの平均値は〇と仮定してよいカ;,トドマツの採材調査データでは,表一 3に示すよう

に次教の違った項の吳差の間に髙い衍関が認められる。すなわち,1次と2次の項の誤差変動 

の大部分は〇次の項(定数項)の甘・によってきすり,4次の項の誤差では変動の4 4%

表ー 3 次数の異なる項の係数の誤差間の関係

第1丸太

の品等Qi
* §3 へ

1
-0.0 〇 16 +0.0 8 6 3£〇 0.0014-〇.0646£〇 " -0.0001-0.0 203 J 0.。 001— 0.0 733 6 2

X r=0.9 3 r—0.8 2 r=-o.4 2 「=—0.8 6

〇
0.0016+0.0981 e 〇 —0.0007 —0.0516 5 〇 0.0001-0.0 280 £ 1 -0.0001-0.0316 £ 2

乙 r=0.9 5 r=—0.7 7 r=—0.6 1 r=—0.9 2

Q 0.0004+0.0937 6 〇 -0.0007-0.0495 E 〇 0.0001-0.0341 £ 1 — 0.000〇-〇. 0031 £2
〇 r=0.9 〇 r=0.7 8 r=-0.6 2 'r=一 0.6 6

4
— 0.0011+0.0713 6 〇 0.0022-0.0702 6 〇 —0.0002 — 0.0319 £ 2 0.0001-0.0518 £2

r=0.9 〇 r= —0.9 1 r=-0.5 3 ' r=-0.6 7

(Ql=3 Gっとき)から35%(Qi = 2のとき)までが2次の項の誤差に閔係している。これ 

に比べると3次の須の係ほの誤差は比穀的独立性か商いがそれでも1次の須(Q] = 4のとき 

は2次の項)の浪差との相関が有意にたっている〇このことは,平均品等の傾向線の平均水準 

に対応して,曲線の形状が倒・一定になることを憲味している。 O

表一 4 〇次の項の誤差の標準偏差と1次以上の項の眺差に対する 

表ー 2の回帰からの残差の標準偏差

第1丸太の 

品等Qi 〇 次 1次 2 次 3次 4次

1 0.2 6 0 0.0 0 8 9 0.0 11 8 0.0 0 11 0.00 0 9

2 0.2 3 8 0.0 07 8 0.0 10 3 0.00 〇 9 0.0 0 0 6

3 0.2 3 3 0.0 1 07 0.0 0 93 0.0 0 11 0.0 0 11

4 0.3 2 4 0.0 11 6 0.0 1 0 2 0.00 1 2 0.0 0 1 4

表ー 4は,〇次の項の誤差の標準偏差と,表ー 2にあげた回帰とは独立な各次数の項に固有 

左残差の標準偏差を示したものである。

シミュレーシ3«ンでは,表ー 4の第1欄の標準偏差をもとにして作り出した正規乱数をその 

£〇 jとする。ただし第1丸太が4等のときには,誤差の分布が直角三角形に近い形に

なるので,〇〜1の範囲の一様乱数Xから変換

Y=(4. 24 26 - 2. 8 2 8 4 )

によって対応する乱数Yを作り出しr表ー3の標準偏差をかけて£。 jとした〇

1～4次の項の誤差は,表一 4の該当する欄の標準偏差をもとにして発生させた正規乱数に 

表ー 3の回帰推定値を加えてS j jとする。

ただし,回帰式の定数項は表ー 4の残差標準偏差に比べていずれも小さいので,この計算では 

無視することにした。これらの値を(8)〜(12)で計算されるBjに加えると,シミュレーシ 

託ンの1回の試行に用いる平均品等の直交多項式がえられる。

採材:シミュレーションを実行するには,このほかに第1丸太の品等釦をデータとして与え 

なければならない〇ここでは,さきにあげた418本の採材調査データの第1丸太の品等別出 

現率を利用して試行ごとにQ1を指定する。

このデータの第1丸太の品等別本敬比を樹高階別に計算すると図ー 4のようになる。図の曲 

線はデータの示す折れ線の傾向をフリーハンドで平滑化したもので,阪字の記入されている帯 

状部分が各品等の占める本数刮合である。したがって,樹高1〇混以下の木では,丸太の大部 

分が小の素材となるため,1,2等および4等(品等こみ)で占められ,また1号材の比率は 

街高が大きくなるにしたがって増加することがわかる。
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上反：莉用材積•下段:相対画格=市場価格/基準材価格

表一 5 立木の利用材・祐と相対倒格

樹高 3 4 5 6 * 7 8 9 ・ 1 〇
直径

.0 0 3 .004 .0 04 • 0 0 5 .006 ■ 0 0 6 ' . 0 0 6 • ■ 0 06
6

・ 0.0 1 .001 4 .0016 ■ 00 19 .。 0 2 2 • 00 2 2* .00 五 2, ■ 0 02 2

.003 .004 .005 • 0 0 6 .011 0 12 ■ .017 ' • 〇 ! 8
8

.001 .001 7 .。 0 20 ■ 0 0 2 2 . 0 04 0 ■ 0 0 4 5 .00 64* • 0 0 68
.005 • • 1.00 6 • 0 0 9 .015 • 〇 2 1■ .0 2 !3 • 029

1 〇

.001 9 .002 2 • 0 0 3 4 .。 0 5 8 • 0 08 1 .00 8 6" • 0 10 9

• 00 9* • 〇 ! 9 .026 0 27 . 0 3 5 ' • 0 38
1 2

. 00 34 • 0 0 7 3 . 0 0 9 9 • 0 10 4 .0132" • 〇 1 45
• 0 25 .033 • 0 41 . 0 4 2 • • 058

1 4
• 0 0 9 4 .0124 • 02 0 5 . 02 20 ■ 02 9 7
■ 〇 3 1 .040 • 0 4 9 .061 ■ 0 7 1

1 6
■ 0 118 .0164 • 0 25 9 .0319 ■ 0 386

0 6 6 ' .。 7 0 ' • 0 9 0
1 8

• 0 3 14 . 0 3 5 1 • 0 5 5.8
• 07 6 .084 • 096

2 〇
• 0 45 4 . 0 5 20 ■ 0 57 9

1 • !・ .105 124
2 2

. 0 6 4 8 • 0 7 7 6

• 1 5 5
2 4 •. z・ -•ヽ

■ 10 11
• •. .• • • •.

■ 18 3
2 6 , ヽ •

: •••-
• 1 38 7

t • . • • ・・
! •. . %. ・
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、樹高化
1

直径C沁、 11 1 2 1 3 1 4 15 1 1 6 1 7 1 8 !
1

.00 6 • 01 4 .0 15 .015 1
1

6
.00 2 8 • 0 0 5 3 • 00 56 . 0 0 5 6

.019. • 019. .025 . .。 2 6, ■ 0 3 6. .0 3 6 .036 -
8

. 0 071 . 0 07 1 • 009 4 .0100 .0136 .0138 .0138 1

.。 34. • 03 9. .04 0. .。 4 6. .。 46, .052 .053 .064
1 〇

.0 127 .0148 .0153 .0175 .0176 .0197 .。 2 0 2 .0243 |

• 0 4 5. • 0 5 7. .。 5 9, .。 6 5. .。 7 0. .08 2 . .087 .089
1 2

.0168 • 0290 ..0 3 1.0 .0310 .0 3 4.3 . 0 3 9 4 . 0 3 85 . 0 4 0 5

t .0 64 • 07 1. .07 8 .。 8 2, .10 3 .110 .116 .12 4
1 4

• 0 3 4.4 .0 35.9 .：。 3 7 5 .0 4 0 .0 .0614 . 0 6 0 1 . 0 6 23 .。 6 9 5

.08 7, • 0 9 5. .10 3. •111. •1 25 .132 .15 7 .16 1
1 6

.04 9.3 • 0 4 9.9 .。 5 69 .0617 . 0 7 0 3 .。 7 3 6 . 0 9 5 5 . 09 9 6

.103. •11 2. .12 3 .13 7 .14 9 .16 5 .17 3 .19 2
1 8

.0 53.4 .0 7 7.0 . 0 866 .08 9 5 . 0 9 6 4 .10 5 1 .1135 .13 3 1

•1 32 .14 1 .15 3 .17 3 .180 .2 04 .215 .2 22
2 〇

00 8 6.7 .0 .9 5 2 .10 18 .10 7 8 .117 7 .14 9 5 .15 75 .15 3 1

.14 0, ,.149 .19 0 .213 .220 • 229 .27 0 .281
2 2

. 087,9 • 0 9 3 1 • 12 7 6 .15 5 6 .15 6 1 .17 0 6 .19 8 9 .20 18

.17 3 .183 • 2 00 .24 0 .276 .285 • 30 1 .342
2 4

♦1094 •12 18 .14 38 .19 4 7 .2 3 3 4 • 2 25 5 .23 20 .2 67 7
.209 • 2 20 • 23 2 .268 • 28 4 • 34 8 .3 65 .387

2 6
.1536 .1744 .18 60 .2189 . 2 25 1 . 2 7 7 7 .2 82 1 . 32 28
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Qiを指定するには,〇〜1の範囲の一様乱敖Ruをひいて,図ー 4でX座標が樹高Hに等 

しく,y座標がHuに等しく左る点の品等をよみとれはよい。

収裡調査の調査項目の中に第】丸太の品等査定を追加して,林分の実際のQiの分布を知る 

ことができれば,評価は一層地域の実態に即したものになる。

この方法で,3. 6 5 Wの定尺採材を仮定し,昭和5 2年1月現在の銘柄間格差を使って計算 

したトドマツの也径,樹高階別の利用材積と基準材伽格に対する比で表わした立木1血格= 

〔1血格磁X利用材積〕の値は表ー 5のようになる。さきに述べたように,この後者の位は取 

引上からみた立木の使用価値の表示であって,その中には材の髭と貿の両面からの評価が含ま 

れている。立木の市場1血格はこの値に基準材の価格を乗じて求められる。

計算手順は図ー5のフローチャー卜のように左る〇

ステッブ！

材長L,延寸AL,末口径の利用限界Dminおよびシミュレーション回数Neをデー 

クで指定する〇ここではDmin = 4 cm, Ne= 5 0回とした。

ステップ2

対象木の胸高直径D,樹高Hをデータとして与える。ここでデータ力士終っていれば計算 

は完了である。

ステワブ3

1回のシミュレーシ・ンでえられる利用材積と丸太価格を累計するための変数»Vuと 

NPをクリアし,シミュレーション回数のカウンター NをIにセットする。

ステップ4

回数カウンターnの値がNeに等しいか,または小さければステンブ5に進む。NがNe 

より大きければ»与えられたD, Hに対するシミュレーションが終ったことに左るので, 

'e回の計算結果を平均して利用材積" ,価溶Fを求め,ステップ2にもどる。

ステッブ5

一様乱数Ruを発生させ,データとして与えられた品等出現率表(図ー 4を数値化して 

入力する)を参照して,第1丸太の品等Q1を決定する。次にQi,D, Hから,単木 

間のバラツキを考慮に入れた平均品等曲線の係数％ Blt b2, B4を求める。

ステッブ6

丸太の材積と価格を計算するための初期値をきめる。すなわち,末口断面高hは,伐採 

高Hbt , hにおける平均品等QsはQ］に,またhまでの幹材積Vsは根株材積VBTに 

—2 24 —

等しいとおく。さらにこの回の計算に使用する丸太材積と仍格の累計用変数VuとPをク 

リアする。

ステケブ7

新しい丸太の末口断面高hを計算し,その位置にむける皮なしの末口径Dhを求める。

もしDhが指定されたDmin以上ならステップ8に進む。Dh く Dminのときはこの回 

の計算を打切り,丸太材積と皿格の累滸値を>V.u,2Pに加算する。そうして,計算回・ 

教カウンター Nを1だけ進めて次のシミュレーシ!1ンに移る(ステップ4 )〇

ステッブ8

末口二乗法で丸太材技ULを珥•算する。末口断面高hにおける平均品等と,h以下 

の幹材積Vhを誚宰し,これから丸太の品等Qを求める。Qは4捨5スによって整数値と 

する。

ステップ9 .

データとして与えられた径級另U,長級別,品等別勲格表を参照して,丸太倾格Plを 

双める。

ステッブ1〇

丸太材•積をVu,価格をPに加算する〇次の討算のためにQsおよびVsを更新してか 

らステッブ7にもどる。
I »• ■ 1 •-

6•林分の利用材積と価格の評知

ここで林分の評価例を示しておこう。表一 6は収極試験地の間伐木,また表ー 7はトドマッ
10)

の林分密度管理図の作成に用いたデータの中から代表的な林分を選んで,直径t樹高階別 

本数分布に表ー1,表ー 5および基準林価格をあてはめた結果である〇表には,林分内の胸高 

直径2 〇伽•以下の木の本数,幹材積および利用材積の比率と3 2血以上の木の幹材積の比率も 

示してある。

どの結果から林分特性と利用材積および市場価格の間の関係を求めることができる〇

利用材積のEあたり市場価格は間伐木,全林分とも• •:

1 0时=0.3 0 5 7 +1.0 7 1 4 1 ogD - 0.。 7 7 2<1T- 0,1 9 95 ( "HQ

(R = 0. 9 8 3 8 )

で表わせる。ここでPは利用材積の廿あたり市場価格,D, Hは林分の平均直径と平均樹高,

哇た版は樹高の上位のものからな当り2 5 〇本の上層木をとったときの平均樹高(丄Jg高)
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表ー6 林分の利用率と市場価格 (間伐木の場合)

標準地 上層高 平均直径 平均樹高 ■U当り本数 •U当り荷積

m cm. • m m3

北落合2 1 9. 〇 ！ 〇. 9 1 3.1 6 7 0 5 1.5

クトネベy 3 1 7. 2 1 7.7 1 5. 3 6 9 5 1 5 4. 8

志美宇丹2 1 3. 7 9. 3 7. 7 15 5 6. 5

賢 權5 3 2 1.9 2 1.6 1 8. 0 2 5 0 9 9. 6

北落合 3 1 9. 6 1 4. 4 1 6. 3 7 4 0 1 2 5. 3

クトネベ/ 2 1 5. 7 1 3. 6 1 2. 8 6 8 0 8 2.1

上富良野 2 1 4. 2 9. 8 9. 5 4 6 0 2 2. 6

神居古潭2 1 3. 8 ！ 〇. 5 1 0. 5 10 0 0 5 9. 7

野 挽52 2 2. 6 2 0. 2 1 9. 7 2 3 0 > 8 5. 0

野 说53 1 9. 9 1 6. 8 1 6. 4 2 6 0 5 7. 9

野 晚41 1 8. 6 1 2. 6 1 2. 6 4 5 0 4 7. 8

野 说35 1 8. 6 1 6. 9 1 6. 7 2 l 〇 4 9. 3

野 幌3 5 2 0. 5 1 2. 7 1 4.1 3 6 0 4 5. 5

弟子屈3 1 7. 5 11.7 11.1 4 6 0 4 3. 5

仁々志別3
. 1 t •

1 9. 9 1 4. 2 1 4. 8 3 0 0 4 7.1

利根別 2 ! 〇•1 ！ 〇.1 8. 3 4 9 5 2 2. 5

利根別4 1 5. 3 1 6. 5 1 3. 〇 5 5 0 9 3. 2

常 盤 2 2 0. 2 1 4. 9 1 5. 3 4 6 5," 8 5.1

雄信内2 1 3.1 1 0. 0 (« •: •9. 8
• i 1 :!
18 6 0 9 8. 5

雄信内 3 1 4.2 1 3. 2 11.7 3 2 0 3 2. 6

緋牛内 2 1 8. 4 ！ 〇• 7 11.1 8 3 7 :, 6 ?. 6
■

—2 2 6 — —2 2 7 —

2 OCT!以下の 2 〇颌以下の 3 2 0T以上の 2 0 CM以下の木 利用材稍己あ

木の本数比率 木の材積比率 木の材積比率
利用率

の^用材積比率 たり市場価格

% % % % % 千円

1 0 0. 0 1 0 0. 0 〇. 〇 6 6. 2 1 0 0. 0 9. 7 4 8

8 9. 2 8 1.0 〇. 〇 7 0. 8 ・ 8 0. 4 1 3. 5 5 7

1 0 0. 0 1 0 0. 0 〇. 〇 5 5. 8 1 0 0. 0 9, 8 8 9

4 8. 〇 2 8. 0 1 9. 8 7 4. 5 2 6. 9 1 6, 0 4 9

9 7. 3 9 2. 4 〇. 〇 7 3. 3 9 2. 4 11,8 4 9

9 6. 3 9 0. 0 〇. 〇 6 7. 3 8 9.1 11,7 2 1

1 0 0. 0 I 0 0. 0 〇・ 〇 5 9. 2 1 0 0. 0 9. I 〇 4

1 0 0. 0 1 0 0. 0 〇. 〇 6 2. 0 1 0 0. 0 9, 3 3 0

5 6. 5 4 2. 0 〇. 〇 7 4. 5 4 1.6 1 4.8 4 2

8 4. 6 7 3. 0 〇. 〇 7 2. 0 7 2. 6 1 3. 2 6 1

9 7. 8 9 2. 5 〇. 〇 6 7. 6 9 1.6 11,3 0 7

9 0. 5 7 3. 9 〇. 〇 7 3. 4 7 2. 8 1 3. 6 8 2

9 7. 2 8 9. 3 〇・ 〇 7 〇•1 8 8. 6 11,8 1 2

9 5. 6 8 3.1 〇. 〇 6 6. 7 8 2. 3 11,9 6 2

9 5. 0 8 7.0 〇. 〇 7 1.2 8 6. 3 1 2, 3 1 3

1 0 0. 0 1 0 0. 0 〇. 〇 5 5.1 1 0 0. 0 9. 3 7 9

9 2. 7 8 5.1 〇. 〇 6 7. 7 8 4. 6 1 3,1 2 7

9 3. 6 8 2. 6 〇. 〇 7 2. 〇 8 2. 0 1 2, 9 0 9

1 0 0. 0 1 0 0. 0 〇. 〇 6 0. 9 1 0 0. 0 9, 2 8 0

1 0 0. 0 1 0 0. 0 〇・ 〇 6 5. 5 1 0 0. 0 11,。 7 5

1 0 0. 0 1 〇 0. 0 〇. 〇 6 5. 3
I

1 0 0. 0
1

1 0, 7 6 0



標準地 上ほ高 平均直径 平均樹高 七当り本数 必当り材積

m C7JI m n?

ョビクラシ 3 1 3. 2 9. 8 9 2 3 6 0 1 9. 2

ベケレ 2 1 3.0 9. 6 8. 9 4 8 5 2 2. 5 *

ベケレ 3 1 S. 2 11,5 ！ 〇•1 5 l 〇 4 1.6

紅棄山3 1 7. 4 1 5. 9 1 3. 5 4 2 5 7 9.1 i

森 野2 19・9 1 4. 3 1 4. 7 5 8 5 8 9. 0

森,野3. 2 1.8 1 7. 5 1 7. 4 2 6 0 6 7. 3

馬 追3 1 7. 〇 1 4.1“ :1 3. 6 17 0 2 2. 0

馬 追2 1 4.1 ！ 〇. 2 9. 7 10 4 0 6 0. 5

当 削3 1 8. 5 1 6. 3 1 5. 3 3 3 5 6 6. 2

新 冠3. 1 2. 7 1 2. 5 9. 7 4 8 0 4 0. 3

古,梅2 1 9. 6 1 3. 5 .1 4. 2. 1111* 1 6 1.3

七 飯3 1 5. 5 '1 2. 4 , 11.9 8 9 5 8 2. 7

壮 瞥3 1 8. 8 1 2. 6 1 4. 9 9 8 5； 1 2 6. 4

鴉 3 2 1.5 1 9. 0 ：I 8. 2 5 6 0 1 7 7. 2

乙,部パ 2 0.1 1 9. 7 1 6. 8 5 4 5 :1 7 3.1

—2 28 —

2 〇 cm以下の 

木の本数比率 

%

2 〇血以下の 

木の材積比率 

%

3 2血以上の 

木のけ積比率 

%

利用率

%

2 0 81以下の木 

の利用材稍比率 

%

利用材積eあ 

たり市場価格 

千円

9 8. 6 9 2. 4 〇. 〇 6 1. 5 9 1.0 1 0, 4 7 5

1 0 0. 0 I 0 0. 0 〇. 〇 5 8. 7 1 0 0. 0 9, 4 2 4

9 7.1 8 6. 5 〇. 〇 6 3. 9 8 5. 4 11,8 1 5

7 8. 8 5 2. 7 〇・ 〇 6 9. 9 5 1.0 1 4.1 6 5

9 5. 7 8 9. 9 〇・ 〇 7 〇. 7 8 9. 7 11,9 8 4

8 2. 7 6 8. 2 〇. 〇 7 3. 6 6 7. 6 1 3, 6 7 5

1'0 0. 0 1 0 0. 0 〇・ 〇 6 8. 〇 1 0 0. 0 11,3 2 7

1 0 0. 0 1 0 0. 0 〇. 〇 6 1. 5 1 0 0. 0 1 0. 2 0 2

9 1.0 7 9. 9 7. I 7 1. 1 7 9. 7 1 3.11 0

1 0 0. 0 1 0 0. 0 〇. 〇 6 2. 8 1 0 0. 0 11,4 5 5

9 4. 8 8 4. 5 〇. 〇 7 〇. 4 8 3. 8 1 2. 4 2 9

1 0 0. 0 1 0 0. 0 〇. 〇 6 5. 6 1 0 0. 0 1 0, 4 9 4

9 9. 0 9 6.1 〇. 〇 7 1. 3 9 5. 8 11,3 1 8

7 3. 2 5 5. 5 〇. 〇 7 5. 〇 5 4.2 1 4, 6 7 4

6 3. 3 4 〇, 〇 3. 2 7 3. 6 3 8. 3 1 5, 2 7 3
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表ー 7 林分の利用率と市場価格(全林分の場合)

標準地 上層高

m

平均直径

cm

平均樹高

m

立木度 

(RV)

妃当り本数 七当り材積 

廿

滝 川 6 1 4.1 1 6.2 1 2.6 1.2 4 1 1623 2 6 2.8

為、’川101 14.9 18.5 1 3.2 1.0 7 6 113 0 2 3 9.2

滝 川 4 1 6.4 2 1.1 1 4.5 1.0 7 7 10 5 0 3 1-1.4

堆 武27 11.5 14.1 9.7 1.20 7 2 144 2 0 0.8

堆 武 3 1 4.0 1 7.8 1 2.1 1.2 8 8 169 1 3 1 5.8

雄武11 14.5 2 2.2 1 3.2 1.3 6 8 104 8 3 〇 ?.6

堆’武22 1 5.0 1 7.0 1 2.4 1.0 〇 9 15 2 6 2 7 9.7
雄武23 1 5.5 19.3 1 3.7 1.3 4 1 1690 4 1 8.5—C
雄・武 8 1 6.5 2 1.7 1 5.2 1.3 3 7 13 8 8 4 5 0.1

璀 武1 18.0 2 4.8 1 6.7 0.9 55 6 8 4 3 1 0.2

雄武I 7 202 2 4.7 1 8.1 0.9 2 4 9 3 7 4 6 5.7

幾・寅6 1 9.2 1 6.5 1 5.8 0.9 5 3 2 1 2 5 4 8 5.3

幾・寅16 > 15.2 13.9 11.8 0.7 2 3 16 4-1 2 1 6.6

繼 寅13 1 6.9 14.8 1 3.6 0.9 7 6 2 3 28 3 9 4.0

幾 寅2 3 1 8.1 19.1 1 5.8 0.9 63 14 2 1 3 9 8.7

幾’寅3 0 1 7.6 19.6 15.8 1.2 2 4 17 5 1 5 0 2.1

枝 幸I 4 14.6 2 0.7 1 3.4 1.11 5 7 l 〇 1 9 1.5

枝 ・幸 2 3 1 6.0 1 9.9 1 3.8 1.0 2 7 10 3 5 28 1.8

枝 幸24 16.1 19.2 1 3.5 1.0 5 0 13 15 3 2 1.5
枝 幸2 5 2 2.5 30.9 2 0.9 1.0 5 4 6 6 5 5 8 4.5

北 見32 1 4.4 11.2 11.2 0.7 9 9 3 183 2 3 9.4

北 見29 1 4.3 12.2 11.1 0.9 9 1 3 18 3 2 9 6.7

北 見3 4 15.2 1 3.2 1 2.5 0.9 9 9 3 0 5 2 3 3 4.6

北 見19 1 6.2 13.0 1 2.8 0.7 2 〇 2 119 2 0 0.8
北 見 3 16.0 1 3.6 1 2.9 1.0 7 〇 3 18 3 3 9 9.8
北 見23 L7.1 12.5 1 2.8 0.8 1 9 3 15 7 3 5 5.7

—2 3 〇 — —23 1—

2 〇 m以下の 

木の本数比率 

7〇

2 ocm以下の 

木の材積比率 

%

3 2 cm以上の 

木の材積比率 

%

利用率

%

2 OCH以下の木 

の利用材積比率 

%

利用材積廿あ 

たり市場価恪 

千円

8 7.0 7 3.1 0.0 6 7.0 7 2.4 1 3.2 3 0
6 9.6 5 3.5 0-0 6 5.9 5 4.0 1 4.2 1 2
5 1.5 3 5.1 0.0 7 0.2 3 4.4 1 5.5 7 2

1 〇 0.0 10 0.0 0.0 6 0.8 1 0 0.0 11.4 6 2
8 5.3 7 6.8 0.0 6 7.2 7 5.5 1 3.9 9 6

3 5.1 2 1.9 0.0 6 8.3 2 1.4 1 5.8 5 2
7 9.3 5 9.2 0.0 6 8.2 5 7.5 1 4.0 9 1
5 8.1 4 0.2 0.0 6 9.2 3 9.5 1 4.8 8 1
3 4.7 2 1.9 0.0 7 0.6 2 1.4 1 5.6 2 8
2 6.9 1 5.4 0.0 7 3.4 1 4.6 1 6.8 7 7
2 3.9 1 3.5 1 2.9 7 5.0 1 2.7 1 6.9 0 9
8 2.7 6 1.3 0.0 7?.3 5 9.2 1 4.1 0 6
9 0.0 7 2.6 0.0 6 7.2 7 1.2 1 2,9 9 7
9 0.9 7 9.3 0.0 6 9.9 7 8.1 1 3,3 3 0
7 0.7 4 9.5 0.0 7 2.2 4 8.5 1 4.9 9 6
6 1.9 4 4.3 0.0 7 1.8 4 3.4 1 4.9 0 4
5 1.9 3 1.3 0.0 6 8.L 3 0.5 1 5,5 4 8
5 3.5 3 2.2 0.0 7 0.7 3 0.7 1 5.5 1 7
6 0.0 3 8.0 0.0 7 0.0 3 6.6 1 5.0 6 0

8.5 2.4 5 5.3 7 8.7 2.3 1 8,7 4 3
1 0 0.0 1 〇 0.0 0.0 6 4.9 1 0 0.0 1 0,2 1 4
1 〇 0.0 1 〇 0.0 0.0 6 4.4 10 0.0 1 L5 5 8
1 〇 0.0 10 0.0 〇〇 G 7.0 1 〇 0.0 11,2 3 8

9 6.1 8 2.9 0.0 6 8.4 . 8 1.6 12,2 7 5
1 0 0.0 1 〇 0.0 0.0 6 8.2 10 0.0 11,7 7 8

9 3.3 7 8.1 0.0 5 3.3 7 7.2 11,8 7 5



標準地 上層高

m

平均直径

C7JI

平均樹高

m

立木度 

(RV)

れ当り本数 如当り材積

rtf

北 見24 1 8.3 1 4.4 1 4.8 1.。 3 2 2 94 6 5 0 5.1

北 見38 18.0 2 2.6 1 7.4 1.2 1 6 1170 4 7 3.7

北 見12 2 0.1 1 5.1 1 6.4 0.9 4 4 2 84 1 5 6 1.9

ョビタラシ64 7.0 7.9 5.5 0.7 1 2 1660 3 2.9

羽 幌69 5,7 6.4 4.8 0.7 2 8 197 5 2 2.0

利根別61 8.9 11.6 7.6 1.3 3 3 2 2 5 0 11 8.7

志実宇丹63 11.3 15.2 9.0 0.9 〇 3 8 3 0 9 8.0

ョピタラシ6 9 9,8 1 0.3 7.5 0.7 9 8 19 9 5 8 9.5

ペケレ65 1 0.3 1 0.4 7.6 1.0 1 5 2 20 5 1 0 3.9

利根別6 4 10.1 1 3.4 8.9 1.4 9 2 2 280 1 8 1.8

雄信内63 11.0 1 0.6 9.1 1.2 2 8 4 0 10 2 1 7.1

仁世宇62 1 2.0 11.7 8.5 0.7 〇 9 18 68 1 2 0.9

弟子屈62 1 2.2 1 2.0 9.3 0.7 11 16 9 0 1 2 7.0

七・饭62 1 2.0 12.1 9.1 1.0 5 7 2 88 5 2 0 8.7

神居古滝6 4 12.9 11.2 1 0.3 0.8 〇 7 28 0 5 1 8 5.8

雄信内68, 1 3.1 1 3.7 11.2 0.9 6 4 2 0 75 2 11.0

雄信内C8 1 3.1 11.9 10.6 1.2 1 5 3 9 3 5 30 9.6

利根別•6 9 13.4 16.6 11.7 1.2 62 17 7 0 2 7 0.7

新 冠75 1 2.8 1 4.3 1 0.5 0.9 4 3 15 6 0 '17 4.2
仁世忠67 1 4.0 1 3.4 10.6 ' 0.7 7 4 18 5 3 1 8 7.0
志美宇丹6 8 1 3.7 17.8 11.0 0.9 9 〇 820 1 5 6.8
神居古潭69 1 3.8 1 2.9 11.4 0.9 9 0 2 7 6 0 2 6 3.2
七 飯67 1 4.1 14.0 11.6 1.1 52 2590 3 0 5.3
野 幌41ほ 1 4.8 1 2.8 1 0.5 0.7 9 4 2 2 3 0 2 2 4.6
クトネベツ6 2 1 4.5 1 5.8 1 2.3 1.3 1 8 2 5 3 5 38 1.8
クトネP 6 7 1 5.8 1 7.4 1 3.7 「1.4 1 2 2 4 5 5 4 9 4.0
仁々志別6 3 1 7.0 1 5.8 1 3.3 0.7 6 1 15 4 5 2 8 8.8

—2 3 2 —

2 〇 cm•以下の 

木の本数比率 

%

2 〇 cm以下の 

木の材積比率 

%

3 2 m以上の 

木の材積比率 

%

利用率

%

2 〇 (M以下の木 

の利用材積比率 

%

利用材積廿あ 

たり市場価格

千円

8 9.3

,4 4.4

9 2.6

1 〇 0.0

10 0.0

1 〇 0.0

8 5.5

1.0 0.0

1 0 0.0

1 〇 0.0

1 0 0.0
9 9.7

9 9.1

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 0 0.0

1 〇 0.0

9 4.4

9 8.4

9 7.9

6 6.5

1 〇 0.0
9 6.7

9 3.3

9 2.9

8 1.5

81.6

• 7 3.9

2 7.9

8 0.8

—1 0 0.0

1 〇 0.0

1 0 0.0

6 5.9

1 0 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0
9 8.9

9 7.0

1 0 0.0

1 0 0.0

! 〇 0.0

1 0 0.0

8 9.7
9 6.1

.9 3.9
3 9.0

1 0 0.0
9 1.6

7 8.9

8 5.8

6 7.7

5 8.3

0.0 

.0.0 

0.0 

.0.0
0.0 

0.0 

:. 0.0

:0.0

0.0 

0.0 

* 0.0
0.0

.: 0.0

0.0

. 0.0

! ■ 0.0

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

〇. 〇 

〇. 〇 

〇・ 〇 

0.0
0.0 

〇. 〇 

〇. 〇

7 1.9

7 4.6

7 3.2

3 7.1.

3 8.0

5 1.6 ,；

6 0.1

5 2.0

5 3.2

5 6.4

• , 5 7.8
5 8.0

6 0.8

6 0.1

6 1.6

6 4.6 …

6 3.4

・ 6 6.0

ヽ 6 4.2

6 4.1

6 4.9

6 5.0

6 5.9

6 5.0

6 7.0

6 8.8

6 9.8

7 2.4.

2 6.6： I

8 0.1

1 〇 0.0*

1 〇 0.0

1 0 0.0

6 4.8

1 〇 0.0

1 0 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0
9 8.7

9 7.0

1 0 0.0

1 0 0.0

1 0 0.0

1 0 0.0

8 9.7:

9 6.0

9 3.5

3 8.2

! 〇 0.0

9 0.9

7 7.2

8 5.3
6 6.7

5 6.8

1 3.0 1 5

1 6.1 5 9

•:1 3.0 4 5

7.9 18

7,。 4 8

9.9 56

1 3,7 8 9

9.8 1 5

10.1 2 3

11.2 〇 5

9,5 8 9

10.7 9 6

.11,2 9 2

1 0,9 4 7

9.7 1 4

11,1 06

1 0,5 3 1

1 2,9 3 2

1 2.2 3 5

11.8 1 5

1 5,1 0 1

1 0,8 5 9

1 2.0 7 9

I 2,3 6 4
1 2,8 1 9
13.8 。 5

1 4,11 8
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注I)市榻価格は木材引取税を畛 した値 ・'

2 )滝川,雄武,幾寅,枝幸,北見は暫定標準地資料,

他は収硬試験地の資料

3)立木度は密度管理図の推定材積に対する現実材積の比

標準地 上層高

m

平均直径

C1R

平均樹高

m

立木度

(RV )

如当り本故 必当り材積

廿

志美宇丹7 3 17.0 2 2.9 1 4.3 0.9 6 1 七 6 50 2 2 9.4

クトネベ労•7 2 17.2 2 0.0 1 5.6 1.3 0 3 1 770 ；. ' 5 0 8.7

緋牛内67 18.4 1 4.7 ••1 3.5 0.7 9 5 2 158 3 6 7.3

仁々志別6 8 18.9 18.2 15.2 0.8 0 9 , 14 10 3 7 3.2

北落合6 7 19.0 1 5.0 1 5.2 0.9 11 2 6 2 5 4 7 0.2

野.饶35 18.6 1 7.9 1 6.1 1.0 2 3 17 1 〇 •4 4 5.8

野 <31 I 9. 2 2 4.6 1 7.2 1.1 28 •,,9 9 0 4 6 6.0

乙:部6 8 18.7 2 1.0 1 5.7 •1.1 30 138 5 4 8 0.5

壮 若74 1 9.6 1 8.4 1 7.5 0.7 2 0 bl1 〇 3 1 6.3

緋吿内72 2 0.0 1 8.7 1 6.7 0.7 9 〇 13 0 2 3 9 1.0

:北落合72 1 9.7 ； 1 8.1 1 7.0 0.9 8 7 19 30 5 2 3.6

乙・鄧72 2 0.4 2 3*5 17.5 1.1 6 3 ・12 9 5 6 0 2.1

長万部7.4 2 0.6 2 0.9 I 7.2 • 0.9 1 1 118 0 4 6 1.2

鶉 69 21.3 2 0.6 1 8.2 1.0 〇 3 . 154 0 5 7 0.1
野・邮 2 0.9 2 3.5 1 9.4 1.09 4 1170 5 6 6.4

野 幌35 2 0.5 2 3.5 1 8.3 > 1.14 4 12 10 5 7 1.5

古 梅72 2 3.0 2 2.3 1 9.4 0.6 〇 4 8 17 3 8 1.3

森 野74 2 1.9 2 2.4 1 9.1 0.8 5 6 >10 60 •••■ 4 7 7.6
鶉 71 2 1.8 2 1.0 1 8.9 0.9 9 0 ,14 60 <5^8 1.9

野 ・幌31 2 3.2 3 1.2 2 1.8 1.1 3 1 .：.720 6 5 1.1
池田無間伐 2 2.9 1 8.3 1 9.9 1.1 8 1 27 33 g 3 2.7

—2 3 4 —

2 〇 CJH以下の 

木の本敬比率 

%

2 〇 C17L以下の 

木の赫比率 

%

3 2颌以上の 

木の材積比率 

%

利用率

%

2 0CTI ■以下の木 

の利用材積比率 

%

利用材積廿あ 

たり市場価格 

千円

3 8.5 1 9.3 5.1 7 0.8 1 8.2 1 6,5 5 8

6 2.7 4 8.2 0.0 7 1.2 4 7.6 1 4,8 3 0

8 6.0 6 3.6 0.0 7 0.3 6 1.7 1 3,7 3 3
6 6.0 3 9.1 0.0 7 2.5 3 7.5 1 5.1 2 4
9 0.7 7 7.3 0.0 7 1.1 7 6.4 1 2,8 9 3
6 7.8 4 4.8 0.0 7 2.8 4 3.5 1 4,5 7 8
2 3.2 11.8 4.3 7 3.8 11.2 1 6,9 4 0
5 0.2 2 4.0 1 0.6 7 2.8 2 2.8 1 6,2 3 0
7 4.3 5 8.8 0.0 7 3.4 5 8.0 1 4,2 3 1

6 5.0 4 0.6 1.2 7 4.0 3 9.0 1 5,1 〇 5
7 5.1 5 6.7 1.0 7 3.4 5 5.7 14,3 11
4 0.5 1 8.1 2 0.1 7 4.8 1 7.0 1 7,。 1 3
5 1.3 2 3.6 1 5.7 7 4.9 2 2.2 1 6,4 3 1
5 5.2 3 4.5 6.3 7 4.8 3 3.3 1 5.5 7 0
2 9.9 1 7.9 4.0 7 5.8 1 7.2 1 6,4 2 6
3 2.2 1 4.9 6.9 7 5.2 1 4.3 1 6,7 7 2
4 1.8 2 1.5 1.4< i . • 7 6.7 1 9.6.•. ... .• . -• 1 6,3 7 6
3 8.7 2 1.1 2.5 7 6.1• i <• . 2 0.2

、・. • ・・ ・j 1 6,2 3 2
5 2.7

'< .く

3 2.9 6.4 » • • > 7 5.7；• : ri 3 1.6 1 5,7 2 2
2.8 0.9 4 2.9 7 9.3 « : T 0.8 18,6 6 8

7 0.6 4 7.2 1.3 7 6.9 4 6.1 1 4,7 9 4

—2 3 5 —



である〇ここで基準材価裕に対するPの比ば、こみ価格係数〃とよばれるものに相当する。 

間伐の場合の利用率は

log Ru=1.4 7 0 5+0.35 6 7 1 Og H-0.0 5 0 4 (卜い坦、)

(R= 0. 9 7 8 0 )

で全林では

1 og Ru=1.3 3 0 7+0.0 7 57 1 og D + 0.4 3 1 4 1 og H

-0.3 4 1 3 ( H/IiT ) + 0.1 0 4 7 1 Og Rv

(R = 0. 9 7 1 2 )

の関係が認められる〇

ここでRvは％で表わした立木度(トドマツの林分密度管理図の推定値を基準にとった現実蓄 

積の比)である。
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(真辺 昭)

n林分利用材積における品等別収梗貴の把握 •

林分の取扱い方法の違いにxる林分利用材積での品等別収穫蛍の予想法に対する解決の示唆を 

得るため,その解析の視点を

1. 測樹的に簡易で有効な方法を見出す。

2. 取扱いの違いによる樹幹形の関係を明確に把握する。

3. 林分の取扱いによる収稚量1の違いを,林分利用材積によって明らかにす寄

ことの三点に視点をおいて検肘を試みた。

その各項についての解析結果の概略を取まとめると,次のようになる。

i)林分の取扱いによる林分利用材積の関係を明らかにするため,調査方法は立木状態で樹幹の 

上部直径を把握し,林分での樹幹形の持徴を把握する必要がある。

このため,英国製デンドロメ ーター Typ e F P -15を用いて樹幹の上部直径を測定し, 

相対高に応ずる上部直径は補間によって求めた〇同時に,残枝などの品等区分に影醬を与える 

欠点部位を測定して,樹幹の四面無節の高品質部を選別するなどの新しい試みを導入しをがら, 

品等別収稚量の査定を行左い,近似的左把握によって検討を行った。

この測樹的に簡便な方法に基づいて,樹幹形の形状把握や品等別収极址の査定を行なったが, 

いずれも測樹学的には有効左方法であることを確認した。

ii)樹幹形に関して,相対幹曲線の相対直径列グ"を求めるために,幹曲線を構成する基準直径 

do. 9や形状商グ〇.5 ( = d0.5/d0.9),および正形数ス0.9 (=1/(1.015 ) ( r+1) 

(畚尸)を必要とする。

—2 3 7 —



そこで,これらの指標が推定可能であれば林分利用材睛の把握に寄与するところが大きい〇

先の簡易左測定法による現実樹為の上部直径測定値をもとに検时を右った結果,式1,および

2〜5式によって推定可能左こと力畔(J明した〇

d 0.9 = 3. 0 5 3 + 0. 8 4 2 1• D1.2 ........... (1)

d 0.7 =-1.2 + 0. 9 • d0.9 ......  (2)

d0.5 =-1.5 + 0. 7 7 3 3 • d0.9 ......... (3)

d 0.3 = - 2. 3 + 0. 6 3 • d0.9 :........ (4)

d 0.1=—8. 0 + 0. 3 85 ・ dO. 9 ......... (5)

ここに,

do.iは樹幹を10等分した聞高h iにおける上部直径の値

そして,上式によって推定される相対幹曲線を検証した結果,極端な取扱いを行なった林分を 

対象にし左い限り,適合の良好な相対幹曲線の得られることが明らかとなった〇

また,正形数ス0.9と形状商37 0.5の関係をみると,図ー1に示すように,厳密には,6式の 

関係にあることが知られる。

—2 3 8 —

人 0.9 = a + b 37 0.5 + C グ 0.5～ ........  (6)

これはPROD AN式•梶原式の提示するー次回帰式とは異なる傾向のものである〇そして, 

PRODAN式よりも梶原式に対して近似的で,正形状商グ〇•5 0. 6 4 ～0. 7 5の範囲で最っとも 

近い値を示す〇

iii)前頂で推定される樹样の形状に関する各指標を,胸高直径に対応させると,胸高直®1octi 

～ 7 ocmの範囲にお、ける形状商32 0.5の範囲は0. 6 43～ 0.750,正形数ス0.9では〇. 4 61 

～ 0. 5 5 0の範囲で規準(匕される〇

一方,幾何学的に完全な放物線体を示す値はう0.5 = 0.7 4 5であるが,こ。値をもつ胸高直 

径は6 0瑚であり,大径級になるにつれて完満になることも示している。

また,PRODANは正形数ス0.9 = 0. 5 2 0を幹形の尖形・完形の尺度としているが,その値 

に相当する胸高直径は2 4皿が目安となる。

同時に,胸高直径に対応したこれらの各指標値は,単木でも,林分を平均した値の場合でも, 

共通の指標値を与えて満足する。

IV)樹幹形に関する指標値を用いた幹材積式は,一般に,7式で表わせる。

V = - • d0.92 •人 0.9 • h ........ (7)4
この右辺の項,{ f - d0.92 •人0.9 }を構成する指標は,1式などの推定式から全て推定が可 

能であることから,これを胸高直径に応じて,'' 係数"化して時くことにより,単木の幹材積 

では樹高を乗ずるだけで斧材積が求咬り,立木幹材積表の必要性が無くなる。

この関係を示すと,図ー 2に表わすようになる。

これによると8式による修正式によって得られた、' 修正係数K’〃を与えて,幹材積を求めた 

場合,秋田地方スギ人工林立木幹材表の値との対比では,胸高直径1〇〜7 0S階の林木に対す 

る適合は,さらに良好左ことが知られ,実用的に充分を精度といえる。

1 og ( Kz XI 0 4 )= - 0.2 3 69 3 5 2+1.8 6 9 9 3 1 OgD1.2 ........ (8)

v) さらに,樹幹形の一連の指標を用いて,利用率のもとになる全幹材積について推定を行なっ 

たが,これには7式に本数を与えるだけで林分幹材積が求められる。

この推定全幹材積Veと実測全幹材積Vaとの適合性を,10林分の例について検討した結 

果,相対誤差で3 %台を超ることはなく,高精度で全幹材積の推定の可能なことを確認した。

vi) 以上のような樹幹形に関する特性値の把握と,その活用についての検討をもとにしながら,応 

用的段階の一っとして,林分利用材新に関連する検討を行なった。

これには,林分の取扱いに関して,その比故の尺度を 、'同齢・同地位で密度管理の異なる場
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胸高直径(曲)

図ー 2酔材積推定に必要な係数と胸高直径の関係

胸
高
形
数

fh•

正
形
数
如

—2 4 〇 —

合〃を前提として,取扱いによる特性を明らかにしようとした。

そこで,現実幹曲線から求められる末口径級^素材々積や,立木状態で評定した品等別収穫址 

の生産内容を明らかにすると同時に,継統的な推移による生産内容の変化についても追求した。

ここに具体的なが例として,羽根山B種間伐試験地の林分利用材積の生産内容を掲げると表ー

1のようになる。 •

表ー1—1羽根山間伐試験地ー B秘(林齢6 3年)

如当り

ロ^^

1 G 2 G 3 G 合 計

N 
Aa

V 
(rf

N 
ノあ Vm3 N 

痛 v廿 N 
先 % も %

cm 
顯 3 • 2 • im材) — 9 — 9 1

小 7—13 250 11 2 50 8 11 1

中1 4 ～ 2 8 11 50 2 7 0 5 60 8 8 4 80 58 2 190 68 4 1 7 55

大 3 〇〜 7 5 0 3 11 4 〇 1 3 7 90 24 3 2 4 4 3
合 計 190 0 5 8 1 6 00 1 〇 1 7 30 7 8 3 2 30 1 〇 〇 7 6 1 1 〇 〇

品等別占有率％ (59 ) (7 6) (19) (13) (2 2) (11) (100) (100)
利用率fv% 9 4.6%

血当り

註:1G, 2 G, 3 G :品等区分による等級を示す。

N, V :丸太本数および素材々積

表ー1-2 羽根山間伐試験地一B種(林齢84年)

1 G 2 G 3 G 合 計
末口、y% 

径、<s 
級\

N V 
m3

N
Aa

V 
m3

N 
然

V 
ra3

N 
於 %

V 
m3 %

cm
雑(3 • 2 •17JZ 材)

小 7〜13

中 1 4 ～ 2 8

大 3 〇〜

2 20
13 20

5 7

6 34

550

1 70

12 5

6 4

280

5 6 0

20

5

II

74

7

2 8 0

133 0

15 10

9

43
48

5

11

256

70 5

1

t

26

7 2
合 計

品等別占有率％

154 0
(4 9)

6 9 1

(7 1)

7 20

(23)

1 8 9

(1 9)

8 6 0

(28)

9 7

(IO)

3 12 0 1 00

(100 )

9 77 100

(100 )
利用率f V(圖9 6. 8%
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そして,先の前礎条件に適する6つの林分を対象に同様の解析を行なった。

この結果を概括すると,末口径3 0伽以上の大径級の占める生産址の推移では,林齢6 3年生 

で5 0 %台であったものが,林齢8 4年では7 0〜8 0%台の占有率となり,この2 0年間で飛 

躍的な価値生長の璃加がされている。

同様に,品等別生産址では,一等材とみられる离品質材の占有率は約6 〇〜7 〇%以上になる。

この占有率の差を詳細にみると,林分の取扱いと無関係では左い。そこでは,密仕立の林分が 

疎仕立の林分に比較して,高品質材の占める割合の髙い傾向にあることが知られる。

この低密度林分の場合,枝太の残枝・死節左ど品等区分の欠点になる部分が,樹幹の下方に遅 

くまで付着していることで,林木の価値を著るしく低下させる原因となっていることである。

vii)以上の解析結果をもとにして,林分の取扱い方法の違いによる品等另瓶穫星を.予測するための 

調査,および解析方法について,Z ローチャートにして取まとめると,図ー 3として表わせる。

このことによって,林分の取扱いによる林分利用材積での劉的・畑的側面での特質が摘出され, 

林分評価や保育技術の改善に際して,有益な示岐を得ることができると思われる。

とくに,林齢・密度管理の違いによる林分を対象として,末口径級別素材々積や品等別収後此

• ? « ■: i : • ,• : 1
あるいは占有率での時系列韵変化を把握し,これを詳細に検討することによって,保育形式の決 

定や生産目標における伐期の選択左どに的確左示唆を与えることができよう。

(金 豊太郎,加藤宏明,小坂淳一)

曲り率区分による一番丸太の収裡最

ヒノキ人工林の伐期に逹した林分内の一本一本の樹の曲りの程度が一番丸太についてどのぐら 

いあるかをみるために,間伐を繰り返し行った収极試験地の林分と,間伐回数の少左い林分,ほ 

とんど間戊を行なっていない林分を調査した。 •

；調査地の林分の饑は表ー1のとおリである。

1•調査方法 ,.I1'- ,
1 i : .. 1 •

曲りの測定：根張り部分を除いて樹木の中心に沿って3仇の定規をあて最大矢高を測り,その 

•一高さと御木の曲りの方向を参考に測定した。 •., ・、

a m材の皮付末口直径の測定:一番丸太を3饥材としたので,梯子:を使って皮付末口直径を輪 

尺で2方向測定した〇上松事業区以外は全林毎木を行左った〇.抽出調査を行った上松事業区の3 
ヶ所の林分では,各林分の直径樹高範囲に相当する林木を標本として他の3試験地のデークの中 

からそれぞれランダムに抽出して,胞高直径(D1.2 )と3 7K材の皮付末口直径’(D 3. 2 )の関



図ー 3林分利用材積における品等別収裡量の把握------特に新しい法則性の活用による解析手順

相対幹曲線である 

相対直径列グO.iを求める

価高xiにおける
上部直径値を求める

do.9 = a + b D1.2 
d0.7 = a + b do.9 
d0.5 = a -f- b d0.9 
d0. 3 = a 4- b do.9

do.9 do. 7 do. 5
屬:9=1如7 =為•り°・5=慕

d0.3 dO.l
グ 0.3=,----・う 〇•1=----do. 9 d0.9dO.l=a 4- b do. 9

(様式)

現実幹曲線と採伐および末口径の決定

--------------------------------------------
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表ー1 調査地一覧表

樹 M
箇 所

林齢 

年

面積

間伐

回故

回

ああたり 調査本数

備 考
事菜 

区

林小班 本数 

本
脚 

m[
全本敌 

本

内サワラ 

本数

ヒノキ 111ろ 45 0.20 3 1,。 75 3 4 0 2 2 4 当場収後試験地

ヒノキ

サワラ
王滝 19は 85 0.10 i 3 6 5 7 56 0 6 9 5 本場成長髭試験地

n
野房 8 3い 84 0.2 〇 5 5 3 0 5 6 0 1 〇 6 7

//
上松 5 7ろ 8 7 0.1 〇 3 9 2 0 3 6 3 87 1 2

n 

n
6 〇い 8 3 0.i 〇 2 1,5 60 5 3 0 7 5 8

n

〃
14 8い 58 0.1 0 〇 3,4 1 〇 3 4 5 22 9 2 9

針 7 9 0 6 1

係を直線式にあ・てはめ,つぎのように推定した。 . ..

上松 5 7ス D3.2=0.23 2 7+0.9 2 7 0D1.2 r = 0. 9 9

上松 6 0 い D3.2=0.35 6 2 + 0.9 1 6 2D1.2 r = 0. 9 9

上松14 8い D3.2=0.11 8 5 + 0.9 2 9 7D1.2 r = 0. 9 9

3彻材の皮付材積の算出：3 m材の皮付末口直径と胸高直径とから比例計算により1.5 mの中 

央直径(D1.5)を求め次式により算出した。

V = D1.52X 3 X - X-------------
4 1 0, 0 0 0

3饥材の皮なし末口直径の算出:樹高3 mの樹皮の厚さを差引いた直径であるので,直接測定 

ができないから,他の資料によって算出した。この資料はヒノキ人工林収穫試験地の区分求積の 

データーを用い,D3.0とD3.0における樹皮の厚さ(D3.0BARK)の関係を直線式にあてはめ 

て推定した。

d 3.0 bark = 〇, 5 6 3 8 + 〇. 〇 2 3 7 D 3.0 r = o. 56
素材末口直径の算出と区分:算定された皮なし末口直径から,素材・の日本農林規格第8条にょ 

り算出した。この規格によると単位寸法に満た左い端数は切り捨てる となっており単位寸法は 

13伽以下は1伽,14077I以上は2瑚に括約されている。また材種区分は小丸太(4〜13CTI) 

•中丸太(14 ～ 2 8伽)•大丸太(3 〇如以上)である。

h
曲り率の算定:素材の日本農林規格により曲り率(％)=-x1〇 〇

了=丸太径 h=円曲面の最大矢高
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材梗区分別の林分構成因子表ー

箇

所

総

本

数

不

本数割合 小 丸 太 中 丸 太

%
 

小
丸
太

中
丸
太％

大
丸
太％

胸高直径 樹 高 胸高直径 樹 高

平

均

C771
S 平

均

m

S 平

均

cm.

S 平

均

m

S

蘭111ろ 2 2 4 1 9 9 1 5.2 0.7 15.7 0.2 2 2.0 2.8 1 7.5 0.6

王滝19 69 70 30 2 9.0 3.5 2 2.6 2.0

野尻8 3い 1 〇 6 1 6 1 38 1 3.5 一 1 8.9 — 2 9.3 3.6 2 4.3 2.4

上松5 7い 87 1 8 1 1 8 1 3.6 一 1 5.0 一 2 7.2 3.8 1 8.4 1.6

〃 6 0い 7 5 2 1 7 2 7 1 3.7 1.6 11.7 1.6 2 1.5 4.4 1 4.5 1.6

n I 4 8い 2 2 9 52 4 8 1 3.5 1.6 1 2.0 1.6 1 9.0 2.4 1 4.3 1.4

計 79 0 1 8 7 2 1 〇 1 3.5 1.6 1 2.1 1.7 2 3.4 4.8 1 7.9 3.5

註 Sは標準偏差

—2 4 6—

大丸 太 計 小丸太 中丸太 大丸太 計

胸高直径 樹 高 胸髙直径 樹高 立 木 材 積

平

均 

cm

S 平

均

m

S 平
均

平

均

m m1 m3 (I?

2 1.9 1 7.1 0.3 0 4 7 5.9 9 2 7 6.2 9 6

3 5.6 2.9 2 4.0 1.7 3 1.0 2 3.0 3 5.4-3 7 2 3.4 8 〇 5 8.9 1 7

3 9.1 6.5 2 6.2 3 2.8 2 5.0 0.1 4 2 5 2.7 1 9 5 9.2 6 5 11 2.1 2 6

3 8.6 4.4 2 0.3 1.5 2 9.1 1 8.7 0.11 6 3 6.7 6 0 1 7.3 4 3 5 4.2 1 9

3 9.1 3.6 1 7.4 1.4 2 1.0 1 4.1 1.4 8 3 1 4.8 3 9 4.7 55 2 1.0 7 7

1 6.1 1 3.1 1 0.8 2 3 2 2.9 3 7 3 3.7 6 0

3 8.1 5.2 2 4.0 3.2 2 3.2 1 7.5 1 2.8 6 8 2 3 8.6 8 4 1 0 4.8 4 3 3 5 6.3 9 5
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前式により算定した一本一本の曲り率を3〜5%, 6～1〇%,16〜20 %,

21〜2 5%, 2 6〜3 0%, 31%以上に区分し,大,中,小丸太の材秋区分ごとにまとめた〇 

2.調査結果

1) 調査地ごとの材種区分の林分構成因子は表ー2のとおりで,箇所こ・との材秋区分の割合や平

.均値はまちまちで,特に大丸太の本数割合に対する樹高のバラツキが大きい。

2) 全調査木7 9 0本について,材種別に曲り率に対する胸髙直径,樹高,一番丸太の皮付未口 

径,皮内未口径の平均値との’関係を示すと,図ー1のとおりである。曲り率が大きくなるにし 

たがって,胸高直径,樹高,材積の平均値は小さく左る傾向を現わしている。曲り率31%以

.•上は一括して計算してあるカ;,これを5%ごとに(31〜35%・36〜40 %……)細分し 

てみると3 0%すでと同じく,各種平均値が低:く左る傾向がある。このことは林分内の優勢木 

ほ通宣で通りが左く,劣勢木に曲りが大きいと推察される。

3 )調査木の一番丸太の中で最も多い(約7 〇 % )中丸太については曲り率と立木の胸高直径・ 

樹高の関係をみ&と図ー 2のように•なった。调査本数の多い蘭と上松！4 8は図ー1と同じ傾 

向が示されたが,他の4林分ではパラッキが大きくはっきりした傾向は認められ左かったが, 

これは調査本数が少左いためと思われる。左診小丸太,大丸太については資料が少ないため比 

鼓分析はできなかった〇

4 )曲り率別材種区分別本数歩合,材積歩合と採材率は矢一 3のとおりで一番丸太の全体の本数 

およぴ材積歩合は次表のとおり

曲り率％ 〜5 ～ 1 0 ～ 1 5 ～2 〇 〜2 5 〜3 0 3 1以上 計

本 数 5 2 1 2 2 1 6 1 3 8 1 5 10 0%
立木材積 11 2 9 2 5 1 3 ! 〇 8 5 ! 〇 〇%

で,本数と立木材積との割合は後者が曲り率が小さい。曲り率I 5 %未満が全体の5 0%をこ 

えている。

上表の本数で現わした曲り率を調査地ごとにみたのが次表で,樹齢・一番丸太の末口径の大 

きいほど曲り率が小さくなる傾向である。

—24 8—

cm

直

径

〇立木胸高直径

5 ～10 —15 〜20 〜25 〜30 31 % 以上

曲り率区分

図ー1 曲り率別 立木胸高直径•樹高

一番丸太立木•素材末口直径

—2 4 9—
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cm

曲り率区分(名)

図ー2 箇所別,

—2 5 〇 —

〇----- -- ・〇 飼

〇--------〇王滝
如------- 6野尻

£,------ -A 上松 57
A----------A " 60
の・一ー — -® // 148

m

曲り率区分(％)

胸高直径•樹高の曲り率推移
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表ー 3曲り率別本数歩合,材秘歩合と採材率,

—2 5 2—

(参’考) 一番丸太素材材積による曲り率(％)出現率

〜5 〜1 〇 〜15 〜2 0 ～ 2 5 〜3 0 31以上 8t

蘭111ろ 1 6 2 2 2 〇 1 8 1 〇 1 4 1 〇 〇

王滝19は 2 8 4 8 1 8 3 3 1 〇 〇

野尻83い ,9 4 2 3 3 1 〇 4 2 1 〇 〇

上松5 7ろ 9 2 〇 3 1 1 7 1 3 2 8 10 0
〃 6 0い 6 8 1 〇 2 〇 1 9 7 3 〇 10 0

n 1 4 8い 1 〇 1 9 1 5 1 5 1 4 2 7 10 0
計 5 2 1 2 2 1 6 1 3 8 1 5 1 〇 〇

立木脾材積に対する一番丸太の皮付材積の歩合は,平均して小丸太4 6 %,中丸太31%,大 

丸太2 7 %となり,同一材種については曲り率が高くなるにしたがって材積歩合が高く梢殺的な 

幹型とをる傾向がうかがわれる〇

一番丸太の皮付材積と素材材積との比率は9 〇%以上で,特に大丸太は9 9%を占めている。

5)材種区分ごとの一番丸太素材材禎を曲り率順に示すと次表のとおりである。

節その他の欠点により品等は区分されるが,曲り率のみで品等区分をすると点線のようになる。 

この調査のうち小丸太を除いた素材材積の2 7%が1等材に該当すると思われる。

〜5 〜1〇 〜15 〜2 0 〜2 5 〜3 0 31以上 計

闌 111ろ 1 8 2 2 2 1 1 7 1 〇 1 2 1 〇 〇

王滝19は 3 2 4 7 1 6 3 2 1 〇 〇

野尻 8 3い 1 2 4 4 3 3 8 2 1 1 〇 〇

上松 5 3ろ 1 6 2 1 3 1 1 3 1 3 2 4 1 〇 〇

〃 6 〇い 1 3 1 7 7 2 5 1 5 6 1 7 1 〇 〇

" 1 4 8い 1 5 2 3 1 5 1 5 1 2 2 〇 1 〇 〇

計 11 2 9 2 5 1 3 1 〇 8 5 1 〇 〇
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〜5 〜10 〜15 〜2 〇 〜2 5 ～3 〇 31以上 st % 素材材積廿

小丸太(4〜13 cm ) 4 1 〇 1 4 1 8 1 4 4 〇 1 〇 〇 5. 3 1 〇

中丸太(14 ～ 2 8 ) 5 2 5 
ー ー J 2 7

——
1 6 1 3 _ 8 1 〇 〇 7 0. 0 1 5

大丸太(3 〇以上): 

曲り率による等级

2 9 1 4 2

1等材［2等材 
»

2 1 7 |
3等材! 4 等

X
材

1 〇 〇. 2 7. 8 0 3

6 )曲りの高さと方向

曲りの現われる高さは曲り率が小さいほど高所に現われていることは,胸高直径が大きくな 

るにしたがって曲りが少なくなる傾向を示めしている〇また的リ方向は傾斜など地形,風向な 

どの影響が考えられるが,樹木の根元にたって峯の方向が7 0 %,下,の方向が? %tあとは右 

か左に曲りの方向が現われた〇

3.まとめ

人工林より生産されるヒノキ素材丸太の品等を低くする欠点の坡も多いのは,「節」といわれ, 

つぎの欠点として曲りがあげられる〇曲りの出現は一番丸太に多いので,曲り率区分と一番丸太 

との関係を調査した。

. / ; ・ 〇・,

一番丸太の占める材積カ泣:木材積に対して中丸太で3 〇%を占めることは,人工林の造材歩止
(. t t . ヽ

りを7 5%とすると一番丸太は素材材積の5 〇%を占める。この一番丸太の品質を向上させるこ 

とは枝打によることであろう。枝打ちによって節の欠点が無くなったあとは,曲りの欠点カ［残る。 

曲りの欠点の傾向は前段で述べたようであるが,材粗!区分の中丸太以外は調査本数が少ないので, 

曲り率別の傾向はよく表現できなかったと思われる。

間伐の回教・間伐の有無によって曲り率.区分の出現歩合に違いがでると思われたが•林分構造 

の差異が調査地ごとにあるので,この分析はできなかった。

全調査本数について分析した結果,林分内の優勢力の樹木に曲りが少ないことが推察できた。

.... (原寿男,原光好)
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〔!V〕立木の形質と祥級

1. はじめに .

丸太の市場価恪は丸太の形賢の良否によって决定される。丸太の形質の良否は盎榔格で定め 

る曲など丸太の形態と,節,くされなどの欠点のほか,色,年輪巾など丸太の材質から決定され 

る。丸太の形質は遺:伝などによる先天的なものと,立地環境»風舌左どの気象罟,烏獸害,植物 

害,人為害など外的原因による後天的なものとによって形成され,遺伝などによる先天的な形貿 

不良は森林の取扱い方法によって多少のきXう正は可能であってもその限界は限られている。ー 

方 外的原因による形質不良は保林の取扱いによって改善する余地は大きい。ところで,•丸太の 

形質区分は造材によってはじめて明らかにできるものであって,立木のままで丸太の形質区分を 

行なうことは困難である。したがって,この報告は,大阪営林局管内国有林に設定されているス 

ギ人工林固定試験地の中から表スギで無雪地带の代表とみ左される新宮営林署部内白見スギ人工 

林収穫試腕也(以下白見試験地という)と裏スギで多雪地帯の代表とみ左される金沢営林署部内 

六万山スギ人工林収裡試験地(以下六万山試験地という)について,肉眼的観察による立木の形 

質別括成と浴級別構成について述べたものである。なお、,•ここでいう立木の形質とは,立木の形 

質のうち仙りの大小を主にし,これに外面にあらわれている傷,くされなどの欠点セ指し,枝の 

隘生状況左どは除外している。

2. «杖験地の概況 •ヽ

⑴白見試験地

表スギの無雪地帯の代表どして取り上げた白見試験地は和歌山県新宮市高田町字白見国有林 

5いに所在する。白見国有林は新宮川の上流約12 Kmの右岸に位置し,その最高峯は9 2 6 m 

である。試験地は標高約3 〇 〇皿前後の地点にあり,地形は西向きの傾斜約3 5度の山腹下部 

斜面で,堆積様式は崩積,土壊型はBd型褐色森林土,土盾の深さは約6 〇瑚である。試験地 

附近の気候を試験地.の東南約8血の新宮観測所(海抜高9 m )における観測結果から推定する 

と,年平均気温は約15 °C»生育期間中(4〜10月)の平均気温は約2 〇0C,年降水量1は約 

3 7 0 0砌,生育期間中の降水量は約2 6 〇 〇漩で,年降水量:に対する生育期間中の降水量:の 

割合は7 0%である。

(2)六万山試験地
斑スギで多雪地帯の代表として取り上げた六万山試験地は石川県石川郡白峰村字六万山国有 

林5 5へに所在する。六万山国有林は白山(2 7 0 2 m )の前山で,試験地は標高9 6 0加前 

後の地点に位置する。地形は西向きの傾斜約19度の山収下部斜面で,堆積・様式は崩積,土壊
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型はBd型褐色森林土で,土陷の深さは約4 〇血である〇試験地附近のス候を試族地の北西約 

4血の白蜂村役場(海抜高4 8 0他)の既測結果から推定すると,年平均気温は約9*c,生育 

期間中(5～1〇月)の平均気温は約16 °C,年降水髭は約310 0H2?,秋雪深は3 〇 0 61に 

逹する。生育期間中の年降水量は約I 3.6 〇础で,年降水量に対する生育期間中の降水：!まの割 

合は4 4 %である〇

3.試剛!の来歴と調査経過

⑴白見試験他

白見試飲地は19 5 2年3月比あたり3 0 0 〇本植栽された〇前生樹はスギ,モミ,ツガ・そ 

の他広葉樹からなる天然生林である〇19 5 3年3月4°あたり3 〇 〇不の補植が行われ,

1 9 5 2年～19 5 5年まで毎年8月に下刈りを行左っている。1 9 5 6年に除伐,1959 

年と19 6 °年につる切りカ行なわれた〇試験地の設定は19 6 2年2月で,その時の林令は 

1。年生である。試験地設定後の林分馮査は19 6 7年2月,'19 72年3月,19 76年9 

月に仃なった〇間伐は1967年,19 7 2年,197 6年に行左っている〇19 7 6年9月 

現在の林況(林令2 5年生現在)は,仙あたり本敖16 3 0本,平均樹高16. Om,平均直径

2 0, 6叽胸高断面枳含計5 7.t 〇廿,材積4 4 3 rtf•である。

(2)六万山試號地

六万山試頻地は19 4 7年7月化あたり3 0 0 〇本植栽された〇前生樹はブナ,ミズナラ, 

力エ7•類などの天然生広葉樹である〇19 4 8年7月にかあたり3 〇 〇本の補植が行なわれ, 

19 5。年9 5 5年まで毎年1回下刈りを行左っている。!9 5 6年9月つる切り, 

1 9 5 7年5月枝払い,19 5 7年7月除伐,19 5 8年5月倒木起しが行なわれた〇試験地 

の設定は19 6 2年8月で,その時の林令は］5年生である。試験地設定後の林分調査は 

1 967年8月,1972年9月,1977年10月に行左っな〇 .間伐は19 6 7年•19 7 2 

年,19 7 7年に行左っている。19 7 7年］0月現在の林况(林令3 0年生現在)は,血あ 

た"本数［9 7 5本‘平均樹高1い饥,平均直径1& 5伽,胸高断面積合計5 8. 7 m=,材積
3 7 2 nzである〇

4.缩方法

(1)立木の形貿区分

立木の形質区分は肉眼的観察によって曲りの大小を主に,外面に出ている紡,くされなどの 

欠点の宿無によって判定・した。その判定基準は次のとおリである〇 . .

上 根曲りは小さく(地上0.6化以下)

—2 5 6 —

幹が通直で,外面に欠点Cないもの

中 根曲りはやや大きいが(地上0.6〜1.2m),幹の屈的は小さく,外面に欠点のな

いもの

下 根曲りは大きく(姉上1.2血以上),幹が屈曲し,外面に欠点のあるもの・

(2)幹級区分
寺崎式樹型級区分にしたがった〇その幹极わけは次のとむりである。

I級木 上層林冠を組成し,偏倚の少ない樹冠で,多少の根曲りはみられるが,ほぼ通直,

正常な樹幹で,幹に欠点のないもの

I!級木a 上層林冠を紐成し,樹忌お上ぴ樹幹の発逹が強大で,隣跡の生育に支障を与え

ているもの

H极木b 上屬林冠を組成するが,樹冠の発逹が貧弱で,樹幹が甚だしく細長いもの

I!級木c 上層林冠を組成し,樹幹は1級木に準ずるが,樹冠が著しく偏倚しているもの

I!級木d 上層林冠を組成し,樹幹の大きさは1級木と同程度であるが,幹形が不良で甚だ

しく曲ったもの,または分又したもの

B級木e 被害木,病木

2I級木 下層林冠に位値するが,樹冠の被圧少なく,生長を持続しているもの

iv級木 下層林冠にあって被圧を受け生長が停止状態にあるが,なおまだ生活を持続して

いるもの

V級木 枯衰,枯死,倒損木

5.形質別構成

林令2 5年生現在の白見試験地ならぴに林令3 〇年生現在の六万山試験地の立木の形質を前述 

の上,中,下の三階級に区分して,その直径階別ならびに樹高階別の本数,材積を表一1,2に 

かか：げた〇

白見試験地の形質別構成は,本数で上が16 3 0本中14 5 5本を占めその占有率は89%, 
中は16 3 〇本中14 5本でその占有率は9 %,下は16 30本中3 〇本でその占有率は2 %で 

ある〇各形貿の平均直径は上2 3 cm,中2 0. 6瑚,下18 CMで,上の平均直径に対する中,下の 

平均直径の指数は中0. 8 9 ,下0.78である。各形質の平均樹高は上15.6加,中14. 3加,下 

12. 3饥で,上の平均植搞に対する中,下の平均樹高の指数は中0. 9 2,下0. 7 9である。形質 

別材積構成は,上が4 4 3 m3中4 0 3 n？占めその占有率は91%,中は4 4 3 m3中3 5 m3でその 

占有率は8%,下は4 4 3rn3中5演でその占有率は1%である。各形質の平均材積は,上0.278

—2 5 7—
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M,中o. 2 4 4廿,下o.12 8 m’で,上の平均材積に対する中,下の平均材植の指敌は,中0.88,

下0. 4 6である〇

六万山試験地の形質匆榊成は,本数で上が19 7 5本中11〇本でその占有率は6 %,中は

19 7 5本中8 6 〇本でその占有率は4 3 %,下は19 7 5本中1〇 〇 5本でその占有率は51 

%であ・る〇谷形質の平均直径は上2 6. 5弘 中2 2.2CM,下18. 3颌で,上の平均し2径に対する 

中,下の平均直径の指放は中0. 8 4 .下0.6 9である。各形負の平均磚高は上】5. 5血,中12.3 

m,下9. 9 mで,上の平均樹高に対する中,下の平均樹高の指数は中0. 7 8,下0. 6 4である。 

形貿別材積構成は上が3 7 2 m3中4 2 m’で,その占有率は11%,中は3 7 2 m’中19 5 m'G 

その占有率は5 3%,下は3 7 2 m3中13 5淀で,その占有率は3 6 %である。各形質の平均材 

植は上〇. 3 8 5 m3.中0. 2 2 6 m3,下0.13 4 nfで,上の平均材積に対する中,下の平均材積の 

指数は中0. 5 9,下0. 3 5である。

6.幹級別構成

寺崎式樹型級区分にしたがって林令2 5年生現在の白見試験地左らぴに六万山試験地の立木を 

幹級区分:し,その直径階別およぴ樹高階別の本数,材積を表ー 3〜6にかかげた。

白見試験地の各幹級の本数は,1級木が！,6 3 0本中7 8 5本でその占有率は4 8 %, I!級木

aは1,6 3 〇本中3 〇本・でその占有率は2 %, M級木bは16 3 〇本中2 6 5本でその占有率は 

16%, I！級木cは16 3 0本中3 0本でその占有率は2 %, U級木dは1 6 3 0本中5 C本で 

その占有率は3 %, U級木eは16 3 〇本中5本,皿級木は16 3 0本中2 8 〇本でその占有M 

は17%, M級木は1 6 3 0本中18 〇本でその占有率は11%, V級木は1 6 3 0本中5本で

ある〇各幹級の平均直径は,I級木2 5. 6 CTl, U級木a 3 2. 7码J!級木b19. 8 CTl,I！級木c

2 3 cm, U 級木 d 2 6. 6 cm, fl 級木 e 2 2. 0 cm, IH 級木1 9. 6 cm, JV 級木1 9. C cm, V 級木
2 0.5cmで,I級木の平均直径に対する各幹級の平均直径の指数は,fl級木a1.28, fl級木b

0.7 7,1I級木 c 0. 8 7 , H 級木 d 1.0 4, fl 級木 e 0. 8 6 ,IQ 級木 0.7 7, IV 0. 6 6 , V
級木0. 8 〇である〇各幹級の平均樹高は,I級木!6. 5 771, M級木a18. 8 m, fl級木b15. 5

m> 11級木 c 1 5. 8 m, fl d 1 6. 8 m, fl 級木 e 1 5. 0 tti, El 1 4. 〇 m, JV級木1 2- 6 

m, V級木13. 5花で,！級木平均樹高に対する各幹級の平均樹高の指数は,れ級木a1.14 , 

1i級木 bo. 9 4. n 級木 C 0. 9 6 , U 級木 d 1.0 2, fl 級木 e 0. 9 1,HI 級木 0. 8 5 , IV 級木 

0.7 6, V枕木0.9 4である〇各幹級の材積は,I級木が4 4 3 m,中2 71nfを占めその占有・

は61%,1l級木aは4 4 3 m’中2 1m3を占めその占有率は5 %, fl級木bは4 4 3 m3中5 2 E 

でその占有率は12%,1i級木cは4 4 3 m°中8nfでその占有率は2 %, 「級木dは4 4 3 m3中
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19廿でその占冇率は4%, U极木cはlm‘,皿扱木は4 4 3廿中4 9廿でその占有率は11%, 

W扱木は4 4 3 m’中21廿でその占布率は5%, V級木は1〇?である。各幹极の平均材・積は,I 

役木 0. 3 4 4 m‘,1I級木 a 0. 6 9 6 m3, n 級木 b 0.1 9 8 m3, li 級木 c 0. 2 6 0 m3,1I級木 d 

0. 3 8 1 m3, I！ 級木 e 0. 2 3 -1 m1,12 吸木 0.1 7 7 m3, IV級木 0.11 5 m1,V級木 〇•1 7 6 廿で, 

I級木平均材積に対する各幹級の平均材積の指数は!!級木a 2. 0 2 , !1級木b 0. 5 8 , U級木c 
0 7 6,1I級木 d 1.1 0, H 級木 c 0. 6 8 ,11i 吸木 0. 5 1,IV 龄 〇. 3 3, V 級木 0. 5 1である 〇

六万山試験地の各脾級の本数は,I級木が1 9 7 5本中5 5 0本でその占有率は2 8%, J！級 

木aは19 7 5本中2 〇本でその占有率は1%、H极木bは19 7 5本中7 5本でその占有率は 

4%,li极木dは1 9 7 5本中3 6 0本でその占有率は18%, R級木eは1 9 7 5本中120 

本でその占有率は6%, H【級木は19 7 5本中6 3 0本でその占有率は3 2%, Iv极木は1975 

本中2 〇 5本でその占有率は1〇 %, 、扱木は1 9 7 5本中3 〇本・でその占有率は1災である。 

各幹极の平均直径は,I級木2 4. 9血,11級木a 3 5. 0 CT1,Q級木b 2 0. 0 cm, H斂木d 2 4. 3 

cm. I！級木e15. 5 cm.,皿級木17. 5 cm, N級木13. 〇 cm, V級木16. 5颌で,I級木平均直径 

に対する各幹級の平均直径の指数は,1i級木a1.61,J1級木b 0. 8 0 , n极木dQ. 9 8,11极 

木e 0. 6 2 ,11l級木0. 7 0.田級木0.5 2, V級木0. 6 6である。各幹彼の平均樹高は,I級木

13. 6 £ 級木 a 1 8.0 が,u 級木 b 1 2. 9 m, U 跡 d 1 3. 4 m, U 极木 e 7. 5 m,皿級木

9-6 m, JV极木7. 3 m, V极木8. 5加で,I級木平均樹高に対する各幹級の指数は,H极木a 

1-3 2, U 級木 b 0. 9 5 , E 級木 d 0. 9 9 , U 級木 e 0. 5 5 , D1級木 0. 7 1,JV 級木 0. 5 4 , V

扱木0.6 3である。各幹級の材積は,I級木が3 7 2 m3中16 4 〇?でその占有率は4 4 %,日級

木aは3 7 2 m3中14廿でその占有率は4 %, n級木bは37 2廿中12廿でその占有率は3 %, 

I!級木dは37 2廿中9 8爵でその占有率は2 6 %, U級木eは3 7 2 nf中7 nfでその占有率は 

2%,11I級木は3 7 2m3中6 5廿でその占有率は18%, IV級木は3 7 2 m’中9 nfでその占有率 

は2 %, V級木は3 7 2 d?中3 nfでその占有率は1%である。各幹級の平均材積は,I級木 

0. 2 9 8 起,H 稣 a 0. 6 7 5 m3,稣 b 0.1 6 4 m3, I!級木 d 0. 2 7 3 廿,fl 級木 e 0.0 6 4 

n?,IQ极木0.10 4 m,, W級木0.0 4 4 m,, V級木0.1〇 〇 m‘で.I級木平均材積に対する各幹 

級の平均材積の指数は,I!級木a 2. 2 7, U級木b 0. 5 5, a級木d 0. 9 2, u級木e 0. 21,

皿緻木0. 3 5,IV級木Q15, V級木0.3 4である。

・幹級と形質 •• - ■■:

幹汲と形質の関係を春一 7にかかげた。
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白見試験地の窝級と形質との関係は,I級木の9 9%が形笥上で1%は形質中である。n級木 

aは形質上,J!級木bは形買上9 4%,形質中4%,形質下2%, H級木Cは形务上,I!級木d 

は形質中9 〇%,形会下1〇%, I!級木cは形質下,皿級木は形質上8 9%,形国中9%,形質 

下2%, LV級木は形實上64%,形知中31%,形貿下5%, V級木は形質上である〇

六万山試験地の幹級と形質との関係は,I級木のうち形知上が15%,形質中が8 5%である。 

n級木aは形質中,U級木bは形角上13%,形質中67%,形覚下2 0%,1I級木dは形質中 

14%,形質下8 6%,1l級木eは形緊中12.5%,形質下8 7.5%, Il!級木は形質上3 %,形 

賀中3 7%,形質下6 0%, W敬木は形冥中10%,形買下9 0%, V級木は形質中12.5%, 

形質下8 7. 5%である。

8.総、 括

紀州沿岸の無雲地帯と:!睡の多’雪地帯のスギ人工林の曲りを主にした立木の形質ならびに幹級 

構成を固定試験地の調査結果から述べた。無雪地带の立木は通直,またはほぼ通直なものが大部 

分で屈曲木は一部に過ぎ左い。この屈曲木も間伐によって除去されることにより主伐期には通直 

左形幻上のものが殆んどを占める状態になるが,多君地带では雪による根曲り,幹の屈曲は宿命 

的なものであって,とくに積雪深3 0 OCT!に達する地域では根曲り,幹の屈曲など形質上の欠陥 

木の出現は9 0%以上に達する。ところで,根曲り,幹の屈曲を育林的技術によって通直なもの 

にきょう正することは先づ不可花である力ら根曲り,幹の屈曲も大径木になるにし・たがって自然 

にきょう正されることからみて,根曲り,幹の屈曲きょう正には長伐期大径木生産方式が最適な 

方法であろうと考えられる。 (上野賢爾,長谷川敬一)
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新しいサンプリング調査法のデータ処理システムの開発

！ 試験担当者

経営部経営第2科測定研究室長 粟屋仁志

主任研究室 西川英

(現調査部海外林業調査科技術情報室長)

•室員"天野正博

北海道支場経営部経営研究室長 真辺昭

U 試験目的
最近の森林資源の有効利用や公益的機能に対する認瞞の高まりにより,施業方法が多様化し, 

そのため複層構造の林分が次第に増加する倾向にあり,またわが国の森林蓄積の相当部分を占める 

天然林の多くは複層構造をなしている。 森林蓄積算定の基礎となる材積表は適用地域の平均 

的な値を示すもので個々の林分の正確な材積を求めるには標本木を伐倒して求めた実材積を用い 

る必要がある〇

最近立木状態のままで比較的簡単かつ正確に上部直径を測定できる測樹器(デンドロメーター 

やテレレラスコーブなど)が考案され,さらにこれらの器具を用いた新しい調査法としてGro 

senbaugh によって 3—P ( Prcbabilty Pr opo r t i ona I to Pred i c t i o n)サンブリン 

グが提案されている。この方法は複層構造の蓄積推定に適しており,かつ正確な林分材積あるい 

は利用材梢の推定が可能と考えられるが,わが国の林分に適した場合どのような問題点が生ずる 

か不明であった。この報告は現地適用試験によりこの問題点を解明し,従来の調査法に代る効率 

的な調在方法のシステムとデータ処理方法を開発することを目的と行なったものである。

Gro senbaughが3 —Pサンプリンダの方法を提案して以来,その理論構成についていくっ 

かの説が発表されているので,この報告では理論的面からの考案も含めている。

なお,この報告は主として真辺昭と天野正博が取りまとめたものである。

皿試験の経過と得られた成果 Z-

1.はじめに
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林分の蓄敖調査では一般に全数調査は非能率的であり,また経済的にも引き合わない場合が 

多いので,標準地調査あるいは標本地調査(サンブリング)が用いられている。サンブリング 

には各種の方法が考えられ,例えば対象地域を固定半径プロット諷査あるいはポイントサンプ 

リンによって調べたり,一定本数ごとに標本木を抽出して必要な項目を測定し,最終的に材積

表を用いて林分材積を求める方法などがある。

しかし調査木の大きさ,または価格の単木間の変動が大きいと,通常用いられている等確率 

抽出の方法は効率が悪い。それは総材積または総価格に対する寄与の少ない小径木を大径木と 

同じウェイトで調べることになるからである。また天然林や択伐林,間伐材ななと’のように林 

分材積や利用材積を推定するための表が整備されていない森林では,これらの表を作成するだ 

けでも大変な仕事量となる。

こうしたことからGro senbaughはもし推定しようとする変量と相関の高い(理想的には 

比例関係の成立する)補助変址が目測あるいは簡単な測定で単木ごとに求められるなら,この 

,補助変数の大きさに比例する確率で標本木を抽出することによって調査効率を高めようとした。

これが3 -Pサンブリング(以下3 P Sと略す)である。•また3 P Sは標本木の材積を表を用 

いることなく,デンドロ メータのような高精度の測定器によって直接推定し,さらに得られた 

デンドロ メータの祓雑な測定値を.近笄機処理することによって,計算が自動的にかつ効率的に 

実行できるようになった。

ここではGro senbaugh- Loetcheらにしたがって,まず調査方法の概要を述べ,続いて 

我国での応用可能性を検討するとともに,我国の実情に合った形での3 P Sシステムを提案す 

る。

2. 3 P Sの方法

N本からなる林木の母集団を考え,i番目の木の推定しようとする変£!の値を,gi ( i =1, 

........,N)とする。サンプリンダの目的は,.giの母集団総合計 2 rを求めることである。 

ここです£に対応してi番目の木に指定する補助変量の値をとする。 Xiは大きさの変量 

(size variable )と呼ばれ,と比例するかまたは高い相関をもっていることが望まし

い。 ,•,一— •

母集団における年2の最大値Xrnaxより大きい任惹の乱数Lをとり,1から(Ll1)まで 

の範囲の乱数をN個用意する。

3PSの抽出手続は,N本の木を任意の順に巡回してえ1を求め,これ・を用意じた乱数の値 

と比較する。もし乱数がN7に等しいか,それより小さければこの木を標準木に選んで.火を実 
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測する。そのほかのときは次の木に移る。乱数は木が変るたびに新しいものを使用し,心の値 

は!!己録しておく。

この方法によってT1本の木が選ばれたとすると,これは以下に示すLahi r iの方法で大きさ

1の標本を非復元でn個抽出したのと同じになる。Lahi riの方法は,

1) 1〜Nの範囲から乱数を1つ選び,対応する木の番号/をきめる。

2) I〜Lの範囲で第2の乱数をとり,この値が上できめた’番目の木の:riより小さいか等し 

いときその木の標本とする。

3) そのほかの時は£番目の木を除いた残りの木で,大きさ1の標本が得られるまで以上の手 

続きを繰り返す。

この方法で大きさ変却：河に比例した確率で標本木が選ばれることは次のようにしてわかる。

ステップ1)ではどの木の抽出確率も最初の抽出では 岫に等しい。サンブリンダでは非・復元 

だから,特定の木が2回目の抽出で出てくる条件付確率は1/tN-l)に等しい。したがって,番 

目の木が2回目の抽出でえられる確率は,.云1土 一 =1"である。同様に3回目の抽
住 N—1

出で/番目の木が選ばれる確率も1るになる。

次に1)の操作でi番目の木が取り出されたとき,そのが与えられた乱数より大きくなる 

確率はのに等しい。なぜなら,同等な出現確率をもつ】〜Lまでの乱数のうち,万に等しい 

かそれより小さいものの割合は川Z^だからである。したがって】),2)を通じて,格定の木 

£がSの測定のために選び出される確率は,zi4lしとなる。また1つの試行(2つの乱数をと 

り出して参照する手続き)で抽出がおこなわれないで終る確率は

N ・ .
q = Z (1ム)(15」)=1 一2め、L

V—^-1
だから,pi = とおくと,大きさ】の標本の抽出が£番目の木の選出によって終結する

機会は 上

彻 + q 弟 + ぜ河 + ...  + q N～1 8 P‘/(1—q) = ^^ZXi

すなわち,母集団の各立木はそれぞれのめに正確に比例する確率で抽出される。

この方法母集団の各立木が全部調べられるまで続けると"］に正確に比例する確率で,独立 

な大大きさ1の標本があるランダムな個数n個だけ抽出される。(非復元で)

不偏な推定量

3 P Sによる林分材積•を誘導するため,確率変数aiをつぎのように定義する.

1:確率び/;で標本が抽出されたとき。
ai — L

〇 ：標本が抽出されなかったとき。
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’番目の木^Lahiriの方法が適用されたとすると

e(”£：)= £ ゆえに

% = LE ( ai ダム)

すべてのすについてたしあげると,各サンプリングは独立に行われるので
N N !
ん伊=・知 LE (ai 00)
$=1 1=1

=L壺,(夕％ ) = Y« ⑴

となる。(Grosonhaughはこれを3 PF I RS Tと呼んでいる。)なお3PSはY"を調胞 

しなし、推定量(unadj us ted es t ima t 〇 r )ともいう〇

期待標本サイズと分散

3 P Sの標本サイズ几は確率変数であって,一意的には定まらない。推定梢度と調査費用の

見積りにはんが直接の関係をもつので,"の期待値とその分散を知っておかなければならない。

⑵

N

N
言 3 3)〕

さきのaiを使うと 

N

またE (ai )=必えより

1 N
EO) = E ( £ ai)

N i=1
=ざ产ん

この結果から標本の大きさの期待値はLの選び方と,母集団における大きさ変数の総計2' Xi
i=l

によって決定されることがわかる。

つぎに標本サイズnの分散は,あ間の独立性によって,〇), a2........aNの分散の和に等し

くなる。すなわち,E(a£2)= e (”)= Xi/xに注目すると
N N

V (n) = V( 2 ai2 ) = v( 2* ai )
N 1=1 *=1

=£〔E (心2) 一 ( E (ai))2]

=ざ严ん～ ・万严2彳? (3)、
* — L I =1

(3)式を変形すると

N N N N
V(Q = .2勿・ - {(巴产)2万心} / {矽(万命)2 }

ここでなe = E 〇)とおいて
N

6矽=(S OCi2 -焜)/N
.'=1

を用いると

V (几)=ne — 7ie2/N — ne2 6プ

=ne ～ ne2 (i + 6が/紀)/N (4)
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=ne - ne2 {1 + ( C • V • (Ct))2 }/N (5)

となって,期待標本サイズの芬散式は期待標本サイズそのもので表わせる。Grosenbau&hは 

(5)を3 P F I F T Hとよんでいる。

偏りのある推定量

3 P Sの設計では必要とする推定精度に合わせて期待標本サイズneをきめ,これから 
N

L = . Z Sんe

としてLを求める。したがって(1)は
Y" = ・均・％14 =(歩 リ。 ) ( £ 8 )Zne ⑹

と書ける。

偏りのある推定量は,これに現実にえられた標本サイズ几と期待標本サイズneの比をかけ 

て補正したものである。すなわち

Ya = ( Yu)几"=(艾必・)( 2, g )/n (7)

⑹と(7)の違いは分母が7^eかられに変わっていることであるが,その他に補助変数の母集団 
N

総計•2 JCiが必要なことに注意しなければならない。このように,期待値の代りに現実のt1 
t=1 N

を使い,また標本から得られる追加情報•Z OCiを利用することで精度が向上するのである。
4=1

Gro senbaugh は Y"を調整された推定 !ll(adj u s t e d e s t i ma t 〇 r )とよび 3 P S

E V E N THと表わしている。次に偏りの大きさであるが,SchreuderらはY"の期待性を 
N

E (Ya) = £ yi pi XXL (8)
,+、 l==1 N N
と表わしている。ここでX= 2心,pi = 2 (がj ) / jでpijは大きさjの標本に 

1> 1 j ——1
立木’が含まれる確率である。したがってYaの偏りは

N V N T
E (Ya)-・气 ・ = y-点I Yi (pi — Vx ) (9)

となる。小は定数とはなりえないから,明らかにYaは偏りをもつ。しかしEの計算には, 

可能なすべての組合せの同時出現確率を求めなければならないので,(9)式による偏りの評価は 

事実上不可能である。

Y"の分散と分散推定強:

N
Y”の分散はY”が不偏なことから,Y= 2アとおいて

z=r
V (Yu) = E (Y〃)2 — (Y)2

期待値の計算で用いた確率変数a,を使い,ni =の』とすると

N
V (Yu) = E ( .2 ai yi/ni )2 — Y2

N ゝ q
21.ai 〇：j yi yj/ 兀£ 旳)-Y2
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したかって

V (Yu)=

これに,朮=祁を代入すると

V(Y"=冒］舛L/g 一直舛 

となる。

E 3(Y“)〕

で証明される。

V (Y“)の不偏な標本推定量は

v (y« )=・吳 yi2 (i—疽)/ 疽2

=・歩 平2 l2Zz<2 一 •Z Vi2 v/oci
2=1 J 1=1 J

である。これが不偏なことは

N „
E [.万 Cti yi2 (1ー朮)/朮 2]

N „
=.£]〔E (小)YZ2 (1ーが)/朮2〕

N
.£ 7ti yi2 (i—朮)/疽2 — v(Y“)

(10)

U1)

Yaの分散と分散推定景:

期待値のところで述べたのと同じ理由で,偏りのある推定畳：については正確な分散も求められ 

ない。このため幾つかの仮定のもとに近似式が導かれている。

確率変数の分散は条件付分散の期待値と条件期待値の分散の和に等しい(Raj )という定理か 

らYaの分散は

rar (Y« ) =E Crar (Ya 1Tb— "*)〕+Var ［E(Ya m = n* )〕 (12)
7i n

と表わすことができる。ここでE"〔Var (Ya m=ル・ )〕まず標本サイズを将定の値か・に固 

定してY。の分散を計算し,そのあと"のとりうるすべての値(几=〇,1.2, ........ , N)亿わ

たってそれらの経過を平均するという演算を示している。

〔E (Ya1."=か'))も,麋本サイズをな・に固定して求めた推定値の,ルの異なるすべ 
71 ' * * ? • -

ここでE (ai2)= e (ai )であり,かつaiとajは独立だから

E (al aj) = e (ai) E (aj )

yj

2
 ・

e

N
z

=lN
&
-
 N
z

ーー
 N

2*
一ー

—2 7 6 —

ての標本間の分散である。

一定サイズル・の繰返し標本で,立木iをその中に含む標本の出現疏率P・がに比例すれ 

ば,Yaのタイプの推定访は不偏である。すなわちE(Ya) = Y。3 P Sでは,異なる大きさ 

のすべての標本を考えたときの無条件確率はCTiに比例するが,一定サイズn・の標本への(条 

件付)抽出確率は一般に”iに比例しない。しかしここではpi*8 Xiと仮定してVar(Ya) 

の近似を行なう。そうすると,E (Yain= n* ) =Yは注・をどのように選んでも一定にな 

るから,(12式)の右辺の第2項はせロになる。

次に(13»の右辺第1項の〔［内を評価するため,もう一つ復元抽出の仮定を股ける。

これによって
N .

Va r (Ya ) = E ｛〔•室 Zi ( 一 Y’〕/ 九｝ 
n N 1=1 N

ここでZi=^/達］の,Y =議］.*

n = ne + eとして1/れをTay!〇 r展開すると

1ん=(1 一 %e + e2/ne2 ) /ne

したがって,E (e) = 〇により
N °

Var(Ya) # Vi=〔•五 Zi (Y*# _ Y )2/財〕〔1 + V(7し)/neな〕 U3)

V(n)はnの分散で(4)または(5)で与えられる。

標本サイズの変動を無視してViの右辺の第2項の〔〕の中を1とすると

V2 =〔 •3 Zi (Xi/Zi - Y )2/財〕 (14)
0=1 .

が得られる。これは復元抽出,固定標本サイズで大きさに比例する抽出確率を用いる場合の分 

散で,Grosenbaughの3 PE I GHTHはこの財をn・でおきかえたものである。

同じ仮定のもとでの3 P E I GII T Hに対応する標本推定量は

N-
リ(Ya)=〃i= 達］(弗 XZri — Ya) 2/n. (n-I ) (15)

でGrosenbaughはこれを3 P N I NTHと呼んでいる。Schreuderらは抽出率が高いと 

き,非復元抽出による精度の向上を説明するため,有限補正に類似した係数(N-ne)/Nを 

使って,近似式

Va = (Vj) (N-ne)ZN (16)

と対応する推定髭

む2 =(叩(N-n) /N (17)

を示している。

Var(Ya) 〇もう1つの近似方法として,
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Ya = (Y«) ( n.cXn')

から出発してTaylo r展開を利用するものがある。この場合の母分散は, 

N ,
V"(Ya) + V4 = ・义,Z•(チる,•一 Y 尸(1ーズz£ )/ne (18)

これを(14)と比較すると,(15ん)はおおまかな有限補正に相当し,非復元抽出での利得を 

表わしている。V4に相当する推定量は,

Vs = ・土(屮 X/Xi - Ya)(1一刀/L)/n (几一1) (19)

である。

(18)式から,さらに"の変動性を考慮に入れた近似

VC= (V4) C 1 +V(ル)/を〕 (20)

を考えることもできる。

ここに示したYaの母分散とその推定量はいずれも標本サイズを固定した復元抽出の場合〇 

式がもとになっている。しかし復元抽出の仮定は抽出率がごく小さいときしか許されず,また 

固定標本サイズのときの抽出確率が止］に比例するという仮定も3 P Sでは成立しない。

さて以上述べたように3 PSには不偏な推定飛と偏りのある淮定量の2つがあって,前者に 

ついては正確な分散公式とその不偏推定:£が知られているが,.偏りのある推定量ではそのよう 

なー般式を導くことはできない。ー万推定精度の点では後者の推定量がはるかに優れているの 

で実用上はいくつかの仮定のもとに分散の近似公式を求めている。次節ではモンテカル口実斌 

によってこれらの仮定の影響を検討するとともに,近似度を向上させるために用いた補正係数 

の有効性を確めることにする。

3. モンテカルロ実験による3 P Sの検討

いままであげてきた3 P Sの幾つかの問題点を検討するため?モンテカルロ実験を行なった。 

これは電算機内にモデル林分を設定し,その林分に対して繰り返し3 P Sを試みることであり,

※ 林分材積は各単木を2初毎に玉伐りすると想定し,その部位の直径をテレレラスコープ 

で読み取り,末口二乘法によって計算した6

〔表ー1) モデル林分の構造

樹 種 ブナ,ナラ,ヒメシャラ 胸高直径の平均 1 6. 9 1 CW

面 積 0. 2 2 ha 〃 範囲 4 cm 1 ～ 14 7 cm

本 数 2 3 5 本 林分材積の平均 〇• 4 9 nt

林分材積 11 5. 5 nt 〃 範囲 0. 0 3?ft 〜 1 7.3 nt
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〔表一 2〕 モンテカルロ実験の結果

浪 Tie =期待サンプル数 ル=実際に抽出されたサンプル数の平均 V(n)=抽出さ

Ya =調整された推定値Yaの平均 Y=林分材積の実測値 ba = est. {bias
, K

Va = es t. { Var (Ya) } = .2^ (Y«j — Ya //( K —1) 〃a = { E (り
1=1

補助変数 ne 須 VS) サン
の

ブル数 
範囲

Yu Ya

目測材積 2.3 3.0 2.9 7 1 〜 8 1 5 9.7 ni 11 4.2 nt

U 3.3 4.2 3.1 3 1 〜 9 1 4 7.9 nf 11 5.2 nt

U 4.6 5.5 3.4 2 1 〜11 1 3 6.9 nt 11 5.2 nt

胸高直径 9.0 1 0.8 5.0 6 6 〜16 1 4 8.1 nt 1 2 3.2 nt

胸高直径の二乗 3.3 4.0 3.4 9 1 〜 9 1 4 1.7 nt 11 7.1 nt

4.2 5.1 4.1 6 1 〜11 l 14.1 11 5.5 nt

5.6 6.1 3.3 7 2 〜12 1 2 7.5 nt 11 GA nt

実験的な平均値や分散を計算することによって3 P Sの推定式の糟度を確かめるとともに,通 

常行っているランダムサンプリングとの比較も行なってみた。

モデル林分は富士山麓の天然広葉樹林を対象とした。その林分構造を〔表一】〕に,直径分 

布を〔図ー1〕に示す。このモデル林分に対し,補助変数や乱数の最大値Lをいろいろ変えて, 

各々2 ° 〇回づつ3 PSを試みた結果が〔表ー2〕である。なお補助変数として目測材積,胸 

高直径および胸高直径の二乗をとった。利用材稍との相関係数はそれぞれ0.9 8 7 , 0. 9 〇 6 , 

0. 9 5 4とかなり高いので,どれも補助変数としての資格は充分あると考えられる。

この表で調整しない推定値Y"と調整された推定値Yaをみると,Yaの方が情報毋:が多いだ 

けに推定精度もかなり高い。V%SあるいはYuとYaの範囲をみると推定値のパラッキも・の 

方がはるかに小さい。このことから(7)式のという補正係数は十分その効果を発抑してい 

ると云えるC分散の推定式については”(Yu), V(ya )ともに近似の程度はそれほどよくない。 

なおVU^/u,"写饥はそのほとんどが1より大きいが,これは期待サンブル数が確率変数であ 

るため,3 P Sの推定パラメータを〇としたとき

V«6) = E { Var (6/71)) + yar {E(如)} 仞) 

—2 8 〇ー

れたサンプル教の分散 ¥“=調整されない推京値Yuの平均

K
(Ya) }=(苔】Yaj/K — Y) K=モンテカルロ実験の繰り返し数(200)

(Ya))}=1 r^j (Ya)〕/K

Y« の範囲 Ya の範 囲 哈 b* VU^U % V假

31.2 〜3 8 6. 9 nt 7 1.7 〜1 6 3. 9 nt 0.3 8 —0.0 1 1.2 1 0.8 9 2 6.4 1

37.6 〜3 2 0. 0 nt 7 7.3 〜1 6 9.4 nt 0.2 8 -0.0 1 1.3 7 1.1 5 1 9.3 8

4 5.7 〜2 7 8. 9 nt 7 5.0 〜i 7 4.3 ?rt 0.1 8 — 0.0 0 3 1.1 7 1.3 3 9.2 2

23.7 ～ 2 9 3.1 nt 3 2.4 〜2 1 9.1 nt 0.2 8 0.0 7 1.3 1 1.9 0 2.3 7

15.8 〜3 3 3.1 nt 5 0.2 〜2 1 3.8 nt 0.2 3 0.0 1 1.0 3 1.0 3 7.0

12.6 〜3 2 8. 2 nt 4 8.7 〜i 7 9. 3 nt 0.2 5 0.0 I 0.9 3 1.4 3 1 0.6 1

4 2.0 〜2 4 8. 7 nt 5 8.3 〜1 6 2. 3 nt 0.1 0 0.0 0 5 1.0 7 1.3 1 5.9 4

となるのでアどうしても3 PSの分散推定式はそのパラメータを過大評価してしまうことにょ 

る。

実測のために抽出されたサンブル数の兌を期待サンプル数財と比較すると,実際に抽出さ 

れたサンプル数の方が,どの場合も推定式を上回る結果となった。これはモンテカルロ実験を 

行なう際に,サンプル数が〇となったときは再度サンブリングをやり直したことも若干影響を 

与えていると思われるが,それ以外に,モデル林分の性質上こうなったのか,推定式自身に問 

題があるのか今後検討を要する。またサンブル数の範囲をみるとかなりのバラツキがあるが, 

サンブル数の少ないとき,YUの推定精度はかなり落ちるがYaではサンブル数が多いときに比 

してそれ程推定精度は落ちていない。これもさきほどの71明,という補正係数が有効に作用し 

ているためと考えられる。なお3 P Sにおける問題点の1つとして,実際に野外調査を行った 

とき,サンプル数が〇になると林分材積の推定ができないという欠点があげられている。今回 

の3 p Sでサンプル数が〇となった割合を〔表一 3〕に示す。このようにサンブル数が〇とな 

る危険性は,期待サンブル数リeが確率変数である以上常につきまとうので,乱数の最大値Lを 

設定する際こうしたことも考慮する必要があろう。

—2 8 1—



浓 3 P Sは200回づつ試行した。

〔表一3〕 3PSにおいてサンプル数が〇となった回数

補助変数 n e

サンプル數が〇の回数

1回目 2 回目

目 測 材 秋 2. 3 11/2 0 0 9/200

3. 3 2/200 3/200

U 4. 6 2/200 2/200

補助変数については目測材積がもっともよいが,胸高直径の二乗のときもそれに劣らない精 

度で林分材積を推定している。胸高直径を補助変数した場合は前2者に比して精度が悪い。こ 

のことから補助変数としての良し悪しは林分材秘との相関に比例することが確認できる。

つぎに他のサンブリング方法と3 P Sを比較するために,同じモデル林分に対しランダムサ 

ンプリンダを行った。その結果は〔表ー 4 ］のようになったが,この林分にたいしては明らか 

に3 P Sの方が精度も効率も優れている。この理由の一つには,対象林分が多数の小径木の中

〔表ー4〕 任意抽出の結果

※ 各サンブル数について200回づつランダムサンブリングを行なった結果である。

サンプル数 推定値の平均 標準偏差 推定値の範囲

5 1 7 8.1 nf 3 4 2. 0 1.7 〜 1 2 5 5. 5 沏

1 〇 1 7 8 nt 2 5 8. 0 6.！ 〜 6 3 3. 3 nt

1 5 1 7 5. 7 nt 2 2 2. 4 9. 7 ～ 5 2 2. 0 "

2 〇 1 7 5.1 nt 2 0 3. 4 2 〇.！ 〜 3 9 6. 4 nt

2 5 1 7 4. 2 〃デ 1 9 9.1 1 9. 4 〜 4 5 6. 9 nt

3 〇 1 7 3. 9 nt 1 9 5. 0 2 〇.1 ～ 4 4 9.1沈3

3 5 1 7 2.8 Jit 1 8 8. 8 3 8. 9 〜 4 0 1.0 nt

4 〇 1 7 2.2 7)t 1 8 5. 5 4 4. 9 〜 33 9. 2 汾

4 5 1 6 5. 9 W* 1 7 9. 3 4 2.！ 〜 3 3 7. 9 nt

5 〇 1 6 5. 4 nt 1 7 8.1 6 8. 5 〜 34 3.9 勿

l 〇 〇 1 4 8. 9 nt 1 5 5. 5 7 4. 3 〜 2 2 5.1 nt

—2 8 2—

乱数の初期値は1〜3 2 7 6 7の間の任意の整数

必要とする乱数は想定される立木本数より大きな数とする。

に大径木が点在するという林分構造であり,それに対し単木を単位とした任意抽出をすると, 

大径木が標本木として抽出されたときはどうしても過大評価になってしま5ことが考えられる。 

したがってこのような林分に対してはプロットサンブリングを行えばもう少し梢度の良い結果 

が徊られると思われる。ただしこの場合でも天然林ではかなりの本数の材積測定が必要である 

と考えられるので,僅か5本程度のサンプル木を選ぶだけで効率よく林分材積の推定ができる

3 PSの方が有利であろう。

4 3PS手傾とそのデータ処理

試験的に我国の森林に3PSを適用した経験から,Grosenbaughの3 P Sを簡易化した 

・形での3 P S手順とそのデータ処理方法につ:いて提案する。なおここでは林分材積の推定を目 

的とし,補助変数として目測材破の使用を前提としている。実際に3 P Sを試みるときは,隨
J

時他のものをこの両者にあてても,手順や処理形態は同じである。提案するシステムの概略は 

以下のようである。

〇乱数表の作成

2) テレレラスコーブによる現地調査

3) データ集計

4) 電算機によるデータ処理

なお必要とする器具はテレレラスコーブと携帯用の電卓である。

。乱教表の作成

任意抽出や系統的抽出のようにあらかじめ標本数を決めてサンブリンダを行なうのとは異 

なり,3PSでは実際に現地調査をしなければ標本数が摑めない。しかし調査計画はある程 

度立てる必要があるため,3 P S理翰の中でふれた(2)式を用いて期待サンプル数を推定する

〔図ー 2〕 乱数表作成のための入力様式例

必
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す

る

乱 

数

乱
数
の 最
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値

最
大
と
思
わ
れ
る

目

測

値

乱
数
の 初

期

値
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〔図一3 ) 乱 数 表

****・ランスウ

ランスウ ノカズ=2 £i 〇 サイダイスイティチ =1 4 7

1= 8 2 =—1 3 = 7 1 4 = 〇 5 = 1 2 6
11= 7 8 12= 2 〇 1 3 = 3 1 14= —1 1 5 = 1 4
2 1=-1 2 2= 4 8 2 3= 7 2 2 4= 2 2 5 = 4 1
3 1=111 3 2=11 5 3 3=1 2 4 34=—1 3 5 = 1 4
4 1=5 4 4 2=10 5 4 3= 9 7 4 4 = 7 4 4 5 = 8

5 1=7 5 52=11 5 3= 6 6 54=—1 5 5 = 4 6

6 1=24 6 2= 7 9 6 3= 2 4 6 4 = 7 4 6 5 = 1 〇

7 1=8 1 7 2= 3 〇 7 3=1 4 7 7 4= 8 7 5 = —1
8 1= 7 2 8 2= 2 8 3= 6 4 8 4=—1 8 5 = 33
9 1= 7 1 9 2= 〇 9 3= 9 2 9 4 = 5 9 9 5 = 1 3 6

10 1= 9 8 10 2= 7 7 10 3= 1 8 10 4= 5 1 〇 5 = 5 7
111=1 2 4 112= —1 113= 1 3 114= 9 7 11 5 = 74
12 1= 3 3 122=—1 12 3= 4 3 1 2 4 = 4 5 1 2 5 = 5 5
13 1= 11 13 2= 5 〇 13 3= 8 3 1 3 4 = 3 5 1 3 5 = 〇

14 1= 7 14 2=118 14 3=1 3 4 14 4= —1 1 4 5 = 5 4
151=140 152=—1 15 3= 7 6 15 4= 1 6 1 5 5 = —1
161= 30 162=141 16 3=—1 1 6 4 = 8 2 1 6 5 = 3 1
1 7 1=1 2 2 17 2=1 4 5 17 3= 4 1 7 4 = 2 2 1 7 5 = 5 5
18 1= 6 3 18 2=—1 18 3= 1 9 1 8 4 = 1 7 185 = —1
19 1= 4 4 19 2= 4 9 19 3= 8 1 1 9 4. = 2 9 .1 9 5 = 1 3 3
20 1=—1 202= 27 203=114 2 0 4 =1 2 3 2 〇 5 = 1 4 7
2 11=1 4 〇 2 12=-1 2 13= 7 5 2 14= 1 3 21 5 == 9 4
221=—1 2 2 2 = 6 〇 2 2 3 =1 4 0 2 2 4 = —1 2 2 5 = 7 7
2 3 1= 1 5 23 2 =—1 23 3 = 1 3 2 3 4 =111 2 3 5 = 115
241=-1 2 4 2 = 2 5 2 4 3 = 9 〇 244= 5 4 2 4 5 = 10 5

・チュウィ・ —1 ノ ランスウ ニ タイオウスル サンブルボク -•ヽ•ソクティ

—2 8 4 一

シナイ

ヒョウ・率・**

ランスウ ノ サイダイチ=2 〇 〇

6 =—1 7 = 2 〇 8 = 3 5 9 = 1 〇 = 9 8
16=1 2 9 1 7 =—1 1 8 = 32 1 9 = —1 1 〇 = 3 3
26 = 3 4 2 7=—1 2 8 = 62 . 2 9 = _] 2 〇 = 1 3
36 =116 3 7=1 2 7 3 8=—1 3 9 = 2 5 3 〇 = 9 〇

4 6=—1 4 7= 5 2 4 8= 9 5 4 9 = 70 4 〇 = —1
56 = 5 9 5 7=1 3 7 5 8=-1 5 9 = 63 5 〇 = -1
66 = 2 6 6 7= 9 3 6 8= 6 3 6 9 = -1 60 = 2 5
7 6= 2 8 7 7=1 2 1 7 8=1 4 3 7 9 = 2 70 = —1
8 6=—1 8 7= 5 6 8 8=1 20 89 = 13 9 8 0 = —1
9 6= — 1 9 7= 5 9 9 8=1 3 4 9 9 = —1 9 〇 = 5 2

10 6=1 23 10 7=-1 10 8= 9 10 9 = 1 3 1 〇 〇 = 11 5
116= 8 117=—1 118= 4 7 119 = 6 4 11 〇 = —1
12 6=11 3 12 7= 1 20 12 8=1 40 12 9 = —1 1 20 = 7 5
13 6=1 〇 4 13 7= 9 4 13 8= 6 5 13 9 = —1 1 3 〇 = 3 6
14 6=104 14 7= 9 5 14 8= 6 8 14 9 = —1 1 4 〇 = 6 〇

156= 3 5 15 7=—1 15 8= 7 4 15 9 = 1 〇 1 50 = 40
16 6=—1 16 7= 2 5 16 8= 9 〇 16 9 = 5 5 1 6 〇 = 11 4
17 6=11 5 17 7=1 2 5 17 8=-1 17 9 = 1 7 17 0 = -1
18 6= 7 5 18 7= 11 18 8= 5 3 18 9 = 1 0 1 180 = 8 6
19 6=—1 19 7= 4 7 19 8= 6 8 19 9 = —1 1 9 〇 = 6 4
2 0 6 = 7 20 7 =-1 2 0 8 = 8 20 9 = —1 2 0 0 = 6 〇

2 16= 6 5 2 17=—1 2 18= 4 〇 2 19 = 29 2 10 = 13 6
2 2 6 = 1 8 2 2 7 = 1 3 2 2 8 =1 〇 1 2 2 9 = 8 4 2 2 0 = 3 8
2 3 6 =1 24 2 3 7 =—1 2 3 8 = 1 4 2 3 9 = 11 6 2 3 0 = 12 7
24 6 = 9 7 2 4 7 = 7 4 2 4 8 = 8 2 4 9 = -1 2 4 0 = 5 2
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必要がある。したがって調査担当者はまずおおまかな目安として調査対段林分の材積Xを推 

定するとともに,最大と思われる木の目測材秘Xmaxとおおざつばな立木本数Nmaxを知っ 

ておく必要がある。つぎに望ましいと思われる期待サンプルズneを決めると,乱数の最大値 

Lは

L =必e

で与えられる。但しL>Xmaxでなければならない。このようにしてLが決まれば,現地調 

査に必要な乱数表は〔図ー 2〕,〔図ー3〕のような入出力様式で得られる。

〇テレレラスコーブによる現地調査

Grosenbaughはデント・ロ メータによる材秋測定を行なっているが,我国は地形が急帔で 

あるため,器械の設定,移動に手間のかかるデンドロメ ータよりはテレレラスコーブの方が 

実用的であると判断した。

さて,現地調査としては,まず調査対象林分の各立木をある順序で目測を行ない’その目 

測値が乱数より大きいか等しければその木をテレレラスコーブで実測し,再び次の木の目測 

・买移る。テレレラスコープによる利用材•積の測定の仕方は,立木を一定長の丸太に区切りそ 

の上部)直径をテレレラスコーブで読み取り算出するが,測すすべき上部直径の高さをテレレ 

ラスコープの仰角に換算するために佃単な躍卓がいる。

このようにして現地調査を行なうが,そのとき野帳の記載要領を〔図ー 4〕に示す。

〔図ー 4〕 野帖の記載要領

目測推定値野帖

番号 樹種 乱数 目測値 備考 番号 樹種 乱数 t 目測値 備考

1 ブナ 3 4. 5 11*

2 12

3 13 (

4 14

5 15

6 16

7 1 7

—2 8 6 —

測 値 野 帖実

番号 乱数 目測値 隸材積 備考

高さ 上部直径 材積 品 備考 高さ 上 材積 品質 備考

2.0 2 2.0

4.0 2 4.0

6.0 2 6.0

8.0 2 8.0

1 0.0 3 0.0

。データの集計

3 P Sによって得られたデータを電算機で処理する前に入力データ址を少量化するため, 

各測定された丸太別のデータを単木毎の利用材積として集計する。末口二乗法を例とすると, 

Di jがE番目の標本木のj番目の丸太でK番丸太までとれるとし,Zを丸太の長さとすれば,
K

E番目の丸太の利用材積={ Dij2 } X t
J -1

となる。またこれとは別に全目測値の合計Xを計算しておく。

〇馄算機によるデータ処理

最終的に3 P Sの推定値を計算するわけだが,Grosenbaugh のとりあげた推定値のう 

ち,必要と思われる調整しない推定値Y",その分散y (Y«),調整された推定値Ya,そ 

の分散リ(Ya)及び期待サンブル数E (n)を計算する。その入力と出力の様式は〔図ー 5 

〔図ー6〕のとおりである。

最後に3 P S手順の全体のフローを〔図ー 7〕に示す。
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〔図ー5〕 3 P Sのデータ処理のための入力様式

1枚のカードに4組のデータをパンチする。
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3 P Sの流れ図〔図ー 7 )
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まとめ

3 P Sの理為及びその推定式の検时を行なったが,ここで改めて3 P Sの精徴をあげると, 

つぎの3点に要約される。

1) 補助変数に比例した標本抽出

2) 髙精度の器械による材積測定

3) 盈算機によるデータ処理

1)については今回目測材積と胸高直径を用いたが,どちらも測定が容易であり,とくに目測は 

林英において慣皆!的に多用されており,それなりの技術を有した者も多いので,2)の上部直径 

の測定可能な器械に結びつければ,林業の特性をうまくいかしたサンブリンダが可能であろう。 

また2)は材積表を必要としないことを意味しており,そういった点から,我国の森林調査でも 

有効に活用できる分野がある。3)についてはこの報告でも一応包算機を利用したが3 PS-C使 

われる程度の乱数や推定式の算出には廉価な電卓でも十分計算可能である。

なおここで新しい森林調査法として3 P Sをとりあげてきたが,森林陶査にあたって全てに 

万能であるような調査法というのは存在せず,対象とする森林の構造や瀰査目的の相異に応じ 

て,調査方法も柔軟に変えていくことが必要であり,そのためにも今後種々の調査方法を森林 

に適用していく努力が必要であろう。
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2) L. R Grosenbaugh : Three ~ Pee Sampling Theory and program THRP' 

for computer generation of selection cri teia, U. S. For. Sew. Res. Paper 

PSW — 2 1,1 — 53, 1 9 6 5

3) G. P. Patil,E. C. Pielou, W. E. Waters Ed. : Statistical Ecology vol.2, 

Pennsylvania State Univ. Press, 197 1

4) Des Raj : Sampl ing Theory, McGraw — Hi 11,196 8

5) 鈴木太七•久田直弘:Grosenbaughの3 P法について,8 8回日林講PP 95 - 9 6
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ブナ丸太の防虫・防菌

！ 試験担当者

保護部樹病科長

" 菌類研究室

青岛清雄

林康夫•小林正

〃 林業薬剤第1研究室 川崎俊郎・

〃 昆虫第2研究室 野淵 輝•竹谷昭塞:遠田暢男

東北支場保護部樹病研究室 佐保春芳•横沢良憲•庄司次男

〃 昆虫研究室 故(木村重義)•滝沢幸雄•山家敏雄•五十嵐正俊

H 試験目的
19 6 0年,丸太保護研究班は「ブナ丸太の防虫防菌に関する研究」の結果,防菌剤として 

PC P 2 %乳剤,防虫剤としてBHC r1%の〃,あたり1.8 /1回散布によってほぼ2ヶ月間効 

果が持続することを明らかにした。この防除法は国有林および民間において広く用いられてきた 

が、近年の農薬規制によってP C P, BHCに代る有効にして秘性のない新たな薬剤の開発が必 

要となった。この報告は昭和4 7 — 5 3年にわたり,総計2 3薬剤について.それぞれ濃度別, 

施用法別に効果判定を行なった成果である。薬剤も年を追うに従って追加し,有効と思われ,し 

かも低毒性の薬物はほとんど試験の対象となった。

11I試験方法
1•供試材 ブナ生丸太 長さ1"Z ( 4 7 • 4 8年),60の!(4 9〜52年)

2・供試薬剤 供試萊剤と濃度は年度によって異なり,表に示すとおりである。

3.薬剤散布方法 各試験区にA列,B列をとり,1薬剤1本(52年度のみ3本)と無処理木 

3本を艇作意にとり,伐倒玉切直後に手動散布器により〃/あたり2 〇 Occとしてむらなく散布 

した。ベースト斉I］は“ Qまけ"で木口面にむらなく塗布した。

・現社団法人林業薬剤協会

*・現林業試験場九州支場昆虫研究室
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4.調査方法
防虫効果：各丸太について,上面•下面.•木口面にワいて穿入孔琴を調べ穿孔虫の生死を調査 

した。樹皮下だけで辺材に達していない穿入孔は,材部への影響がないので観察だけに止め 

た。

防菌効果:第1図のように,丸太の中央で元口側と未口側に2分し,さらに中心部で天地位縦 

断する。元口側と未口側のそれぞれについて.•木口面からの変色をトレッシングペーパーに 

写図する。 ；

第1図試験材の切断と写図の方法

変色量は,変色面積/偽心部を除く直径

をもって算出した価で表示する。 •

A列は散布しておおよそ1ヶ月後の第1回調査に供試。

B列は散布しておおよそ2ヶ月後の第2回調査に供試した。

—2 96 —

IV 試験結果

1.昭和4 7年度試験結果

(1) 試験地

第I試験地 青森営林局田山営林署八幡平国有林14林班は小班 供試材長6 〇e

第H試験地 背森営林局田山営林署切通国有林86林班い小班 供試材長1OOE

(2) 試験区と林況

試験区の配列は第2図のとおりで第1•第!!試験地とも

I区 沢沿いの低地

1I区 上木が疎開し,陽光が多い

m区 I - n区の中間的立地

である。

(3)供試薬剤

第1表のとおり11薬剤を供試した。

⑷ 薬剤散布月日

第I試験地昭和4 7年6月7日

第n試験地昭和4 7年8月9日

⑸ 調査月日

第1試験地 A列 昭和4 7年7月11日 薬剤散布3 4日後
B列昭和4 7年8月8日 薬剤散布6 2日後

第U試験地 昭和4 7年9月2 5日 薬剤散布4 7日後

⑹ 試験結果

A,防菌試験

社団法人林業薬剤協会傘下の製薬会社から提供された11種の薬剤について,それぞれ 

濃度をかえて試験をおこなった。

第【試験地では,第2表のように6月に散布して1ヶ月間は供式した各薬剤とも顕著な防菌効 

果を示した。しかしながら2ヶ月間を経過すると,KF-15 01とN-210 —Aの2 

区で比較的良い効果を示すものの,全区を平均すると安定した防菌効果とは云えず,その 

ほかの薬剤に至っては効果はまったく失われると云ってよい。

第口試験；也は1薬剤1濃度とし,8月に散布して約5 〇日後の防菌効果を調べた。第3 

表のようにファインケムD L-i〇1Bが良い効果を示し,次いでファインケムMM一 20
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第!試験地

B

第2試駿地

N

緩傾斜地

寸

斜面下部
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第1表 防虫防菌剤試験供試薬剤一覧表

〇印は第n試験地供試薬剤

偽 薬 剤 名 剤・型 倍 数

1 〇 T — 7 2 1 3 0 乳 1 〇

2 ファインケ厶MM-1〇 1 〇

3 〇 if —20 2 〇

4 ファインケムDL—101A 1 〇

5 〇 " —1 0 1 B ft 2 〇

6 N - 2 1 0 — A tf 2 〇

7 〇 N — 2 1 0 — B 4 〇

8 N - 2 11-A ff 2 〇

9 〇 N — 2 11—B n 4 〇

1 〇 〇 K F -1 5 0 1 水 和 1 〇

1l 〇 スミバークE A 乳 1 〇

1 2 〇 無 処 理

1 3 〇 u

1 4 〇 If

1 5 〇 対照薬剤1 水 和 1 〇

1 6 〃 2 乳 2

1 7 〇 n 3 水 和 1・〇

1 8 〇 〃 4 乳 1 〇

がよい。第I試験地で比較的良かったKF-15 01は,や、おちるが第3位に,つヾい 

てN- 211一 Bがよい。KF-15 01は両試験地で比較的高い防菌効果を示し,1ケ

月の防菌効果は顕著なものがある。
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第2表 第I試験地防菌試験結果
上段第1回啊査 
下段第2回調査

変色面積/直径 変色面積/直径 変色面秘/直径
全区

平均

薬 剤 名 1 区 2 区 3 区

S N 平均 S N 平均 S N 平均

T — 7 2 1 3 0 3.30
2 3.4

25 7
12.7

2.9 0
18.1

2.52
21.1

3.3 7
2 23

2.9 4
2 1.7

2.9 8
19.7

1.4 8
21.2

2.2 3
20.5

2.7
20.1

ファインケムMM— I 〇 4.1 7
21.9

5.5 3
1 3.7

4.85
17.8

33 6
21.7

3.8 2
21.7

35 9
21.7

2.9 7
17.2

2.89
17.2

2.9 3
17.2

3.7 |
18.9

〃 -20 1.8 6
9.8

2.6 2
18.6

224
14.2

1.84
25.7

2.1 9
2 2.3

2.0 2
2 4.0

22 2
20.3

1.9 4
1 8.3

2.0 8
19.3

2.0 1
19.2 

______ I

ファインケムDL-1〇1A 3.05
1 3.1

3.9 5
1 9.1

3.5 0
1 6.1

3.01
21.9

3.83
1 32

3.4 2
17.6

2.6 8
14.1

188
9.6

22 8
11.9

3.0 '
15.2 |

〃 —10 1B 1.3 5
2 1.0

20 1
20.9

1.6 8 
21.0

2.64
2 5.5

3.4 7
20.2

3X)6
22.9

130
20.2

1.5 4
2 3.2

1.4 2
21.7

2.0
21.9 丨

N - 2 1 0 - A 3.3 9
11.4

4.6 5
11.6

4.0 2 
115

4.0 7
3.7

4.7 7
11.4

4.4 2
7.6

9.29
18.2

4.31
8.7

6.80
1 3.5

5.0 |
10.9

N — 2 1 0 — B 4.13
14.6

5.19
13.9

4.6 6
14.3

0.66
2 6.2

0.5 7
20.8

0.6 2
2 3.5

4.7 8
20.1

3.6 2
12.4

4.20
16.8

3.2 i
18.0

N - 2 11-A 3.8 8 
13.0

423
12.2

4.0 6
1 2.6

1.12
24.4

3.1 3
15.9

2.1 3
2 0.2

3.97
13.4

3.21
10.0

3.5 9
11.7

3.3
14.8

N - 2 11—B 6.6 7
18.8

3.9 4
19.5

5.31
19.2

0.78
18.2

0.7 6
19.6

0.7 7
1 8.9

3.60
17.1

2.85
1 6.3

3.2 3
16.7

3.1
18.3

K F —1 5 〇 1 0.7 4
9.4

0.4 8
11.4

0.61
1 0.4

0.41
8.4

0.4 1
4.7

0.4 1
6.6

0.7 8
7.9

2.0 1
20.1

1.3 9 
14.0

0.8 1
10.3

スミバークE A 4.6 9
14.8

2.5 9
18.5

3.6 4
16.7

3.6 8
7.8

36 5
14.9

3.6 7
11.4

1.9 6
11.6

3.14
11.5

2.5 5
11.6

3.3
13.2

無 処 理 25 3
21.4

1.6 2
21.4

2.0 8
21.4

1.3 2
2 3.4

1.5 7
2 2.5

1.4 5 
23.0

1.3 2
17.6

2.7 5
2 2.2

2.0 4
19.9

IS
21.4

〃 1.71
17.3

2.9 8
2 2.0

23 5
19.7

1.3 4
1 9.8

1.4 2
2 8.0

1.3 8
23.9

0.6 2
1 8.4

0.4 5
12.3

0.5 4
15.4

1.4
19.7

1.3 2
14.8

1.9 3
8.4

1.6 3
11.6

0.9 5
29.3

0.4 8
30.5

0.7 2
29.9

2.9 2
2 6.5

1.4 6
21.2

2.19
2 3.9

15
21.8

対照薬剤 1 0.5 5
19.4

1.1 8
4.6

0.8 7
12•〇

0.4 5
5.5

0.61
22.7

0.5 3
14.1

0.3 4 
13.0

0.12
13.1

0.2 3
13.1

0.5
13.1

〃 2 2.6 4
12.2

2.6 9
1 6.6

2.6 7
14.4

4.3 9 
25.0

5.7 4
22.7

5.01
2 3.9

4.4 7
19.7

2.61
2 0.5

3.5 4
20.1

2.5
19.5

〃 3 0.4 7
2 4.1.

0.41
2 5.0

0.4 4
24.6

1.1 7
10.6

0.3 9
24.7

0.7 8
1 7.7

0.5 8
7.5

0.8 6 
7.0

0.7 2
7.3

0.6
1 G.5

■- 4 1.24
12.6

0.60
1 4.0

0.9 2 
13.0

2.0 5
8.1

1.5 7
8.9ハ

1.81
8.5

0.89
15.0

0.4 8
1 2.0

0.69
13.5

1.1
11.7

—3 〇 〇—

第3表 第！！試験地防菌試験結果

薬 剤 名

変色面積/直径 変色面積/直径 変色面積/直径
全区 

平均
1 区 2 区 3 区

S N 平均 S N 平均 S N 平均

T - 7 2 1 3 〇 123 4 9.12 10.7 8.4 0 6.6 4 7.5 2 8.3 8.9 8.6 8.9

ファインケム MM-2 0 5.4 4 3.16 4.3 10.9 7.0 3 8.9 7 6.1 7.9 7.0 6.7

ファインケムDL-1〇1B 1.9 4 6.9 2 4.4 3.3 5.0 4.15 5.4 8.8 7.1 5.2

N - 2 1 〇 - B 13.2 3 6.5 3 9.9 6.7 7.9 7.3 10.7 9 10.6 8 10.7 9.3

N — 2 1 1-B 5.54 8.13 6.8 10.9 7.6 9.3 6.3 8.9 7.6 7.9

K F - 1 5 〇 1 65 4 4.0 8 5.3 9.3 13.9 11.6 7.5 5.5 6.5 7.8

スミバ — クE A 7.8 6 16.7 12.3 9.8 8.1 8.9 9.7 11.5 10.0 10.6

無 処 理 14.8 9.9 12.4 1 3.3 10.4 11.8 2 3.3 2 3.2 2 3.3 15.9

〃 2.6 6.9 4.8 9.6 7.8 6 8.8 12.6 2 3.4 18.0 10.5

〃 5.1 1 3.5 9.3 1 2.2 17.5 14.9 3.5 11.9 7.7 ' 10.6

対照 薬 剤1 6.0 3.3 4.7 10.6 1 2.3 11.5 3.2 1.7 2.5 3.6

3 1.2 2.0 8 1.6 3.7 5.4 4.5 5.6 9.3 7.5 4.6

n 4 6.6 6.4 5 6.6 5.9 3.9 4.9 2.3 3.9 3.1 4.8

B.防虫試験

第I試験地で用いた薬剤の防虫剤成分と防虫効果は第4表に示した。防虫剤成分は散布時 

の希釈された濃度で現わした。材部の穿入孔内に虫体が認められないもの,死亡虫の発見 

されたものを“穿入中止または死虫数’’とした。これらは虫が穿入しても材が生育に不適 

であるため脱出したものか,薬剤の影響により死亡したものと想像される。側面から穿入 

し樹皮の中で穿孔を中止する場合が認められたが,辺材に逹していないものは直接丸太に 

影響がないので穿入中止に含めず省略した。穿入の初期,,丸太の新しい間に木口からの穿 

入が認められ,これを木口穿入孔数で現わした。これらの孔道は5〜6砌と浅く,木口か
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第4表 4 7年度第I試験地防虫効果総括表
上段】ケ月後
下段 2ヶ月後

薬 剤 名 防虫剤成分

生存虫数 穿入中止または死虫教 木口穿入

孔 数
実数 1洞当り 実数 1"广当り

T — 7 2 1 3 〇 MPP 1.0% 〇 
〇

〇 
〇

〇
〇

•ファインケムMM—l〇 MPP 1.0% 〇
〇

〇
〇

〇 
〇

ファインケ厶 -20 MPP 0.5 务 〇 
〇

〇
〇

〇 
〇

ファインケムDL-i〇!A MPP 1.0% 〇 ’
〇

〇 
〇

〇 
〇

" —101B MPP 0.5% 〇
〇

〇
〇

〇
〇

N - 2 1 0 - A PAP 1.0% 〇
〇

〇 
〇

〇 
〇

N — 2 1 0 — B PAP 0.5% 〇
〇

〇
1 0.6

〇
〇

N - 2 11-A PAP 1.0% 〇
〇

〇 
〇

〇
〇

1
N-211-B PAP 〇5% 〇

〇
〇
〇

〇
〇

K F -1 5 〇 1 MEP 2.0% 〇 
〇

〇
〇

〇 
〇

スミパークE A MEP 1.0%
EDB 1.0% 〇 

〇
1 
〇

0.8 〇 
〇

無 処 理 〇 〇
〇

〇
〇

〇 
〇

/7 〇
7
1

5.2
0.6

〇 
〇

〇 
〇

〃 〇 2 
〇

1.3 〇
〇

〇
〇

対照薬剤1 〇 〇
1 0.6

〇
〇

〇
〇

〃 2 MEP 1.0%
EDB 1.0%

〇
〇

〇
1 0.5

〇
〇

〃 3
1

DEP 20% 〇
〇

〇
〇

〇
〇

！ 〃 4 DEP 2.0% 〇
1 0.5

〇
4 2.0

〇 
〇

—3 〇 2 —

ら腐朽密が内部に蔓延すると繁岡に適しなくなくなるため,成虫が死亡したり,脱出した 

りする.このようなことから,初期の腐朽囹の進入を促進することがあっても,直接材へ 

の影醬は無いが参考までに掲げた。 •

丸太殴值後の異常低温の影樂を受け虫の穿入孔数が全体に少なく,無処理丸太への寄生 

が低密度で,処理木との対比が困難であるが,DEP2.O0を含んだ対照薬剤4の2ヶ月 

後を除き,防虫剤で処理した丸太には生存虫が認められなかった。

第I試験地がこのような結果であったので,2ヶ月後の諛査後直ちに第!!試験地を設定 

した。この試験に用いた薬剤と防虫剤成分ならびに1ヶ月半径の効果は第5表に示した。 

時期的に穿孔した虫はナガキクイ厶シ類であったが,やはり無処理丸太への寄生が低かつ

第5表 4 7年度第D試験地防虫効果総括表
(1.5ヶ月後)

剤 名 防虫剤成分

生存虫数 穿入中止または死虫数
木口穿入

孔 数実数 1”f当り 実数 1"当り

T — 7 2 1 3 0 MPP 1.0% 〇 〇 〇

ファインケムMM— 2 〇 MPP 0.5% 〇 〇 〇

ファインケムDL-1〇!B MPP 0.5% 〇 〇 〇

N - 2 1 0 — B PAP 0.5% 〇 〇 〇

N — 2 11—B PAP 〇•5% 〇 〇 〇

K F -1 5 0 1 MEP 2.0% 〇 〇 〇

スミパークE A MEP 1.0%
EDB 1.0% 〇 〇 〇

無 処 理 〇 〇 2 0.9 〇

〃 〇 4 1.7 〇 〇

〇 〇 〇 〇

対照薬剤 1 〇 〇 1 0.5 〇

〃 3 DEP 2.0% 〇 1 0.4 〇

〃 4 DEP 2.0% 1 0.5 2 0.9 〇
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た。D E P 2. 0务を含んだ対照薬剤を除く防虫剤を含んだ薬剤では生存虫がいなかった。

両試験地共に穿孔虫が少なく,これらのデーターからは薬剤の秘類,韻度について齢ず

ることは危険であり,十分な成果は得られなかった。

2.昭和4 8年度試験結果
⑴試験地

青萩営林局東石営林碧管内

(2)試験区と林況

I区 傾斜地の中腹,標高6 0 0 "7の土地

H区 沢沿いの低地,湿潤地。

皿区 尾根筋,乾燥気味の土地

IV区 貯木場の露地,

V区 沢沿いの低地,

V!区 傾斜地の中腹。 第2回調査は防虫試験のろ実施。

供試薬剤(3)

第6表のとおり15薬剤を供試した。

⑷ 薬剤散布月日

!区

昭和4 8年6月12日
H区J
皿区

昭和4 8年6月13 0
IV区
VIZ

昭和4 8年7月18日
V!区J
調査月日⑸
｛区 A列 昭和4 8年7月 薬剤散布3日, 日後7 5

B列U区J 昭和4 8年8月 薬剤散布？B, 日後2 1 〇

A列D！区 昭和4 8年7月 薬剤散布3 日後0,8 5

昭和4 8年8月 薬剤散布7B列IV区 0後0,2 2 〇

薬剤散布3V区 A列 昭和4 日後8年8月 0,2 2 5

V!区 B列 昭和! 4 8年9月2 50, 薬剤散布6 日後9

陽光多く乾燥地。

比較的湿潤地。第2回調査は防虫試験のみ実施。

—3 〇 4 —

第6表 供試薬剤一覧表

威 薬 剤 名 剤形 倍数

1 H I - 6 4 2 1 乳 2 〇

2 H I - 6 4 2 2 2 〇

3 T- 7. 5パイエタン乳剤 n 1 〇 〇

4 a 2 0 0

5 C W P 水和 2 0

6 T — 7 3 1 6 乳 1 〇

7 スミパークE A 1 〇

8 対象薬剤ー 7 KF-15 01 水和 1 〇

9 対象薬剤ー8 1 〇

1 〇 〃 — 9 If 1 〇

11. ft —10 乳 ! 〇

1 2 〃 —11 5

1 3 〃 ー1 2 水和 1 〇

1 4 〃 —1 3 1 〇

1 5 〃 ー1 4 N 1 〇

⑹試験結果

ん防菌試験

4 7年度の試験で比較的よい効果を示したKF -15 〇1(CPA50%, MEP20 

% )と魚寿性の少ないラウゾール(ペンタクロルフェニルラウレート)を含んだHI — 

6 421•. H I ～ 6 4 2 2 •スミパークE A •対象薬剤1〇 ・同11,カレオソート系化 

合物を含んだOWP • T- 7 316, C P A Cペンタクロルフェニルアセテート)を含ん 

だ対象薬剤8 -9.12.13-14によって試験を行なった。

—3 〇 5—



第7表 防菌試験結果

薬剤名

変色面秋/直径 変色面積/直径 変色面稍/直径

! 区 n 区 ID 区

S N 平均 S N 平均 S N 平均

H I - 6 4 2 1 5.0 41 6.6 6 8.0 51 3.5 5 6.5 515.1 1 6.3 65.9 1 7.4 85.3 7 6.9 25.64 2.1 82 4.00 2.1419.4 6 2.1 6
21.73

H I — 6 4 2 2 5.5 7
20.3 4

4.1221.2 4 4.8 5
20.79 5.4 97.0 9 3.4 2 497 4.4 66.0 3

3.0 6
23.2 5 2.7 5

23.16
2.9 1

23.2 1
T—7.5バイエクン 

乳剤(1〇〇)

9.5 31 3.51 4.305.0 8 6.9 292 9 5.0 36.4 5 0.9 05.6 9 2.9 7
6.0 7

2.8 7
2226 4.3 521.6 7 3.61

21.9 6
T 一 7.5 ノくイエタン 

乳剤(200)
4X)7

2433
5.0 7

22.7 5
4.5 7

2354 9.7 9
6.9 8

7.0 7
6.2 2 8.4 3

6.60
3.2 918.7 6 2.8 7

14.2 3
3.0 8

16.4 9

C W P 2.81
5.39 2.8 25.0 0 2.825.4 5 3.844.5 3 3.794.6 3 3.8 24.5 8

2.7 9
2 7.9 2

2.5 72 5.9 6 2.682 6.9 4

T — 7 3 1 6 4.7915.29 4.1 914.9 6 4.4 91 5.1 3 2.4 09.6 1 7.3 25.13 4.8 67.3 9 4.5 82 7.5 4 5.7 926.1 〇
5.1 9 -

2 6.8 2

スミバークEA 4.8 6
19.58

8.0 8
24.9 6 6.4 7

22.2 7 4.0 14.6 5 3.895.9 2 3.9 5
5.2 8

1.4 5
2 4.2 8 1.6 12 3.6 3 1.53

2 3.9 5
対象薬剤7
K F —1 5 0 1

3.298.8 8
3.0 0
8.9 4

3.1 5 
89 1 3.19

6.5 0
3.5 223 3 3.3 54.4 1 0.4 57.4 6 0.6 47.6 0 0.5 57.5 3

対象薬剤8 3.6 615.81
3.72
9.5 3

3.6 912.6 7 3.2 07.61 3.9 55.4 6 3.5 86.5 3
1.15

21.7 6
2.5 719.2 6 1.8620.5 1

〃 9 1.3 818.6 6 18720.5 2 1.3 719.5 9 1.3 30.3 8 0.1 53.71 0.7 45.0 5
1.572 2.5 0 0.8124.20 1.192 3.3 5

〃 1 〇 3.9 316.10
3.6 6

12.7 2
3.79

14.41 7.1010.71 2.617.16 4.8 68.9 4 1.9 62 6.6 22 3
23.7 4 2.0 92 5.15

〃 !1 6.9 416.。 4
6.7 81 7.3 6 6.8616.70 1.4 48.4 8 5.4 9

7.5 4
3.4 7 
8.01

1.6 98.0 0 3.9 613.4 7 2.8 3 110.7 3 !

〃 ! 2 3.8215.。 1 3.2815.20 3.5 515.10 4.013.3 5 4.5 836 5 4.2 93.50 2.0 69.3 6 2.1517.70 2.11
1 3.5 3

〃 ! 3 4.4 115.8 7 3.9 215.3 3 4.1 715.6 0 6.7 65.8 8 5.3 64.15 6.0 65.0 1
5.6 3
8.8 5 2.3 02.80 3.9 75.8 2

〃 ! 4 5.0 018.8 2 3.2 516.6 3 4.1317.72 2.8 67.8 9 2.616.7 6 2.7 47.3 2 2.6 12 0.。 0 2.7 29.15 2.6 714.5 7

無処理 I 8.5 8
16.6 2

8.3 616.8 7 8.4 716.7 5 8.8 57.1 8 8.5 85.0 6 8.7 26.12 6.2 92 5.4 0 6.2 32 6.7 3 6.262 6.。 6

, n 5.1 72 3.13
5.3419.1 6 5.2 6

21.1 5 5.6 7
9.6 6 5.8 68.7 6 5.7 7

9.21 6.7 528.3 0 6.71
2 7.70

6.7 32 8.。 0

〃 但 8.1122.5 7
8.9 319.8 6 8.5 221.2 2 6.3 08.4 8 7.5 95.6 5 6.9 57.0 6 6.9 22 8.5 0 6.5 22 7.5 0 6.7 22 8.。 0

—3 〇 6 —

上段第1回調査 

下段第2回調査
変色面積/直径

1〜!V区
平 均

変色面積/直径 変色面積/直径

V〜V！区
平均

IV 区 V 区 VI 区

E W 平均 S N 平均 S N 平均

3.4 6 
28.00

3.G4
29.。 0 3.5 5 2854

4.79
17.7 5

7.8 5 5.6 6 6.75 1120 1 1.3 3 1126 9.01

1.13 30.00 3.0 4
30.。 0

2.0 9
30.。 0 35 8

20.。 0 8.4 9 7.4 8 7.9 8 8.1 7 7.3 2 7.74 7.86

1.34 
30.00

1.5 9 
30.。 0

1.4 7
30.。 0 3.7416.83 7.7 7 7.7 6 7.7 6 11.8 6 5.3 8 8.62 8.1 9

4.9 6 
30.。 0

0.9 33 0.。 0 2.9 530.。 0 4.7 6
1 9.1 5 920 6.5 0 7.8 5 5.2 9 7.4 2 6.35 7.10

3.69 30.00 5.1 73 0.。 0 4.4 330.。 0 3.4 4:16.7 4 3.10 2.9 7 3.0 3 8.4 1 4.5 0 64 5 4.74

1.9 525.7 1 3.9 225.19 2.9 425.4 5 4.3 7
18.6 9 9.8 8 5.10 7.4 9 72 6 13.7 2 10.4 9 8.9 9

6.71 30.。 0 9.2 73 0.。 0
7.9 9

3 0.。 0 4.9 920.3 7 8.4 4 5.6 5 7.0 5 9.4 8 6.1 7 7.8 2 7.4 3

3.0 5 
30.00

4.1 53 0.。 0 3.6 03 0.。 0 2.6 612.71 7.61 4.71 6.16 8.15 8.4 6 8.3 0 7.2 3

1.6 425.5 8 2.8 02 3.5 2 2.2 22 4.5 5 2.8416.。 6 2.9 9 2.8 0 2.8 9 1 3.7 0 6.6 5 10.18 6.5 3

0.1926.8 7 2.212 7.5 0 1.2 0 2 7.18 1.1 319.7 9 2.14 1.80 1.9 7 8.7 9 10.89 9.84 5.9 1

2.2920.30
7.7 0

19.8 6
4.9 9

20.。 0 3.9 317.12 8.3 4 7.14 7.74 10.3 2 7.9 7 9.14 8.4 4

6.6330.。 0 2.0 7
3 0.。 0

4.3 5
3 0.。 0

4.3 716.3 6 6.62 4.5 8 5.6 0 10.4 6 9.7 4 10.10 7.85

2.5 221.7 8 2.812 0.。 0
2.6 72 0.8 9 3.161 3.2 5 4.4 6 2.6 5 3.5 5 1 1.9 6 10.5 5 11.2 5 7.4 0

1.4 330.。 0 4.4 13 0.。 0
2.9 23 0.。 0 4.2 814.10 4.6 7 4.24 4.4 5 10.3 5 8.1 5 9.25 6.8 5

6.69
15.60

3.i 〇
2 2.8 3

4.89
19.21

3.1 614.7 0 4.5 3 2.86 3.6 9 .7.6 8 8.3 2 8.0 0 5.8 5

5.8330.00 5.8 93 0.。 0
5.8 63 0.。 0 7.3 319.7 3 7.0 4 3.9 2 5.4 8 6.4 4 5.4 5 5.9 4 5.71

7.4 030.。 0 8.6 83 0.。 0
8.0 43 0.。 0 6.4 52 2.。 9 7.3 5 3.8 2 5.5 8 8.6 9 5.4 8 7.0 8 6.3 3

6.4 530.。 0
8.193 0.。 0

7.3 230 00 7.3 821.5 7 7.3 8 5.5 5 6.4 7 14.9 4 11.41 13.18 9.8 2
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結果は第7表のI〜!V区の平均からみられるように,CPAを含んだ対象薬剤9 • 7 • 

8は1ヶ月間の防菌は顕著で,2ヶ月間でも? • 8薬剤は供試した他の薬剤より効果があ 

った。ラウゾールを含んだ薬剤は1ヶ月間は効果が認められるが,2ヶ月間になると砌 

に効果が波少する。クレオソート系化合物を含んだ薬剤もこれと同様の倾向である。

KF-15 〇1は前年•今年度と顕著な防苗効果を示し,また主成分においてこれとか

第8表 4 8年度防虫効果総括表 ' . ’上段 1ヶ月後、
盘段 2ヶ月後,丿

薬 剤 名 防虫剤成分
生存虫数 穿入中止または死虫敬 木口穿入

孑L 数実数 1沖当り 実数 1矛当り

H I - 6 4 2 1 CVMP 0.5% 5 3
4 6

1 7.3
1 4.6

1 8
3 7

5.9
11.7 1

7
H I 一 6. 4 2 2 MPP 0.5% 1

1 6
0.3
4.8

1 5
1 〇

4.2
3.0 〇

9
T 一 7. 5パイエタン 
乳剤(1〇 6 )：

MPP 0.5%
EDB 0.15%

〇
9 〇

2.9
〇

1 1
〇
3.5 〇

〇

T 一 7. 5バイエタン 
乳剤 (2 0 0 )

MPP 0.25% 
EDB0075%

1
1 2

0.4
4.0

2
4

0.8
1.3 〇

〇

〇 W P 〇
8

4 1
2.51 4.1 2

3 1
0.6

1 0.7 4 3
2 4

T - 7 3 1 6 MPP 0.5% 5
5

1.7
2.1 1 4

11
4.8
4.7 〇

〇

スミバークE A MEP 1.5%
EDB 1.0%

〇
2

〇0.8 1 5
3 3

5.0
1 2.3 〇 

1
対象薬剤 7
K F —1 5 〇 ! MEP 2.0% 3 

〇
1.0 
〇

5
2 1

1.7
6.6 〇

2
対象薬剤 8 MEP 2.0% 〇

9
〇2.8 3

18
1.1
5.6 〇

1
1 • t.

夕 9
1

MEP 2.0% 1 3 
1 2

4.23.8 11
11

3.5
3.5 〇

〇
「

〃 1 〇 MEP 2.0%
〇
2

〇0.6 9
2 3

2.7
6.9 1

3
〃・・ 11 MEP 2.0% 2

5
0.81.7 9

3 1
3.4

1 0.5 4
1

r/ 1 2 MEP 1.0% 11
3 〇

3.58.8 〇
1 〇

〇
2.9 〇

2
〃 ! 3 PAP ゝP%

6
1 2

1.83.7 5
9

1.5
2.8 6

2
〃 ! 4 MEP 1.0% 2

1 5
0.7
4.5 6

9
'2.1

2.7 〇
1 2

無 処 理 0
! 〇 7
1 8 7

1 2.32 1.2 8
1 4

1.3
0.6 4 2

69
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わらない対象薬剤8 • 9も防留効果が髙い。

しかしながら,この試験後にC P A剤は動物に対する慢性毒性の検査が済んでいないこ 

とが判明し,その検査の結呆にXっては実用化が不可能となるため新たな农点から有効な 

防苗剤を見出さなければならなへ

B.防虫試験

使用薬剤の防虫剤成分と防虫効果は第8表に示した。!ヶ月後のCVMP 〇• 5勞の効果 

は無処理丸太より悪かったが,他の萊剤ではいずれも無処理よりは穿入孔歡が少なかった。 

M p p 0. 2 5 〜0. 5 % + E D B 0. 〇 7 5 〜0.1 5 务は M P P 0. 5 〜1.0 % 単体より が 

あるように見受けられた。

ME P1.〇〜2.0务では1麻当り生存虫数が〇〜1.0頭であった。MEP1.5^+EDB 

1.0 56は完全に防虫効果があった。PAP1.0 %では効果が若干落ちた。

2ヶ月後の薬剤処理丸太はいずれも無処理丸太より生存虫数が少なかった。ME P 2 % 

は1%のものより効果があり,対象薬剤8 • 9では若干の穿入を受けた。これは供試木の 

条件の違いにもるものか,散布むらによるものか今後の検討課題である。ME P1.5% + 
E D B1%は効果が認められた。MP P 0.5% + EDB0.15 %は!汇;度のものより効果が 

あった。MP P1.〇务は0. 5 %のものより効果がなかった。ME Pl%, MPP 0. 5 % + 

E D B 0.15 %, M P P1.0 %のものは濃度が薄いように考えられる。

3.昭和4 9年度試験結果

⑴試験地

节’森営林局笨石営林署7 7林班ろ小班2

(2) 試験区と林況

!区 南西に面した傾斜地の中腹のブナ林で,標高が4 8 〇 7〃の位置。

n区【区から1〇加上部。

UI区 沢沿いの比較的疎開した平担地で,標高が4 2 〇 〃zの位置。

(3) 供試薬剤
第9表のとおり9葉剤を供試した。

(4) 薬剤散布日

昭和4 9年6月19日〜2 0日

(5) 調査月日

A列 昭和4 9年7月2 2日,薬剤散布3 2日後
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B列昭和4 9年8月2 0日,萊剤散布61日後

第9表 供試薬剤一覧表

薬 剤 名 剤 形 稀釈倍数

T — 7 4 7 3 水 和 5倍

H I - 6 4 4 乳剤 乳 2 〇倍

H I - 6 4 5水和剤 水 和 1〇倍

スミバークミルダンA- 5 01A L 乳 1〇倍

ミルダンA 一 5 01 水 和 6 0倍

ス ミ バーク E A 乳 1〇倍

トップジンM ーベ—スト ベースト

対貌薬剤ー1 水 和 1〇倍

対・象薬剤ー2 乳 5 〇倍

⑹試験結果

A,防菌試験

前年までの試験に供試した薬剤のなかには,2ヶ月問を完全に防菌できるものはなく, 

ある程度防菌効果を示す〇PA系統の薬剤も慢性毒性の点で実用化が困難である。

今年度は新たな観点から薬剤を選択し,ラウゾールを含む薬剤,シクロヘキシルアミン 

化合物を含む薬剤とチオファネートメチルを含むトップジンMベース剤によって試験した。

第1〇表にみられるように,トッブジンmペーストはある試験区では完全に防菌され, 

防菌効果は2ヶ月間でも1ヶ月と大きな差異は認められない。有機りん系の丁一 7 4 7 3 

水和剤,ラウゾール系のH I ～ 6 4 5水和剤の1ヶ月間および2ヶ月間の防菌効果は期待 

のもてる結果であった。

—3 I 〇 —

第10表防菌試験結果 上段第1回調査
下段痢2回調査

薬剤名

変色面積/直径 変色面積/直径 変色面積/直径
全区

平均
1 区 D 区 m 区

S N 平均 S N 平均 E/S W/N 平均

T - 7 4 7 3 0.74
4.2 0

2.4 9
5.5 5

1.6 2
4.8 8

1.17
1.31

1.85
2.2 2

1.51
1.76

1.0 0
1.2 3

1.19
3.5 8

1.10
2.4 1

1.41
3.0 2

HI-6 4 4乳剤 1.39
6.6 3

3.0 0
11.8 9

220
92 6

2.19
4.9 2

2.6 9
3.11

2.4 4
4.0 2

8.0 4
3.25

9.19
7.4 5

8.6 2
5.3 5

4.4 2
6.21

HI-645水和剤 1.7 4
4.4 2

2.1 8
5.4 7

1S6
4.9 5

0.8 7
2.1 5

1.0 0
2.70

0.9 3
2.4 3

1.4 6 
1.85

1.3 6 
3.89

1.4 1
2.8 7

1.4 4
3.4 2

スミバークミルタン
A— 5 0 1AL

7.11
6.3 2

5.4 5
6.3 2

62 8
6.3 2

0.7 8
3.4 2

0.8 3
4.5 4

0.81
3.9 8

4.6 7
1.7 7

5.31
5.16

4.9 9
3.4 7

4.0 3 
4.59

ミルダンA 5 〇1 3.5 3
3.13

3.6 7
6.9 0

3.6 0
5.0 3

1.2 6
3.9 0

1.76
2.4 4

1.5 1
3.1 7

2.76
3.7 0

5.3 5
1.8 9

4.0 6
2.7 9

3.0 6
3.6 6

スミパークE A
4.3 3
6.3 3

7.0 0
8.0 0

5.6 7
7.1 7

124
6.9 6

1.6 4
5.6 4

1.4 4
6.3 0

5.3 8
6.18

6.18
2.9 9

5.7 8
4.5 9

4.3 0
6.0 2

トッブジン
M ーベースト

0.8 3 
〇

0.50 
0.5 3

0.6 7
0.2 7

〇 
1.0 7

〇 
0.2 9

〇
0.6 8

〇 
0.0

〇 
0.41

〇 
0.21

0.22
0.3 9

対象薬剤ー I 2.4 2 
1.68

1.3 7
3.4 4

1.9 0
2.5 6

1.5 0
2.16

4.8 3
1.61

3.1 6 
189

3.5 6
1.70

2.5 4
2.16

3->5
1.9 3

2.71
2.13

—II 22 5
3.7 5

2.4 5 
5.74

2.3 5
4.7 5

1.4 2
1.7 6

2.11
2.7 2

1.7 6
2.24

5.21
3.6 7

3.3 4
2.81

42 8
32 4

2.80
3.3 5

無 処 理
3.0 0

17.9 6
1.1 8 

1671
2.0 9

17.34
1.69
7.3 4

2.5 6
1223

2.13
9.7 9

4.76
4.74

6.0 8
2.41

5.4 2
3.58

3.0 2
10.24

( 〃
2.5 3
1.6 8

1.44
10.70

1.9 9
6.19

1.12
1.0 2

2.19
4.31

1.6 6
2.6 7

4.0 4
6.7 7

4.4 6
5.7 3

4.2 5
6.2 5

3.3 2
5.0 4

U 0.9 4
3.13

1.84
5.0 9

1.3 9
4.11

4.84
1.9 5

3.81
2.5 7

433
22 6

2.8 3
2.5 5

3.3 3
4.8 3

3.0 8
3.6 9

3.0 8
3.3 5

B.防虫試験

本年度は前年度までの試験結果からME P, MEP + EDB, MP P剤について濃度別 

の試験をおこなった。使用した薬剤の防虫剤成分と防虫効果は第11表に示した。1ヶ月 

後の効果では,防虫剤の入った薬剤を散布した丸太が防虫剤を入れていない薬剤や無処理 

丸太に比べて穿入虫が少なく,いずれの薬剤も効果があった。2ヶ月後になるとMP Pで 

は高濃度のものほど効果があったが,ME P + EDB, ME P単体のものより効果が落ち
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た。トワブジンM ーベーストは木口穿入孔数が多かったが,これはトアプジンのため木口 

が新鮮でいつまでも虫の穿入に適していたためであった。

第11表 4 9年度防虫効果総括表 ’上段 1ヶ月後、
(下段 2ヶ月後丿

莱剤名 防虫剤成分
生存虫敬 
1"r当り

穿入中止・ 
砂数1矛当り

穿入中止・ 
死虫率％

木口穿入 
孔数平均

T — 7 4 7 3 MPP 1.6% 〇
7. 6

0.4
3. 8

1 0 0.0
3 3. 3

〇
1.3

H I ～ 6 4 4乳剤 MPP 1.0% 〇・ 5
9.1

0.5
7. 3

5 0. 0
4 3.7

1.0
1.6

HI- 6 4 5水和剤 MPP 0.5% 0.4
11.7

〇
6.1

〇
3 4. 3

〇
5. 7

スミバー・クミルダン
A - 5 〇 ！ A L

MEP 1.0% 
EDB 10 %

〇
〇

〇
〇. 7 1 0 0.0

3.3
6. 〇

ミルダンA—501 〇 1 0.7
2 1.7

5. 7
7. 3

3 4. 8
2 5. 2

1 4. 7
9.0

スミバークE A
MEP 1.5%
EDB 1•〇%

〇. 4 
2.0

0.4
7.8

5 0. 0
7 9. 6

2.3
1.3

ドップジン
M —ベースト

〇
11.6
1 5. 6

1.4
3.9

！ 〇• 8
2 0.0

3 1.0
4 6. 3

対照薬剤ー1 MEP 2%
〇
1.9

〇
1 5.2 8 7.4

〇
4.3

〃 —2 〇
3.0
5.9

〇
2.4

〇
3 4. 6

5. 7
11.7

無 処 理 6 4. 5
1 2.7

0.2
3.4

7.1
2 2.6

1 2.1
1 2.7

4.昭和5 〇年度試験結果

(1) 試験地

宵森営林局東石営林署黒沢山国有林6 2- 6 4林班内

(2) .試験区、と林況

試験区の配列は第,3図のとおりである〇

I区 西南に面した傾斜地の中腹の広葉樹林で,湿潤地。

U区 西に面した傾斜地の中腹で,陽光多く乾燥地。

H!区沢沿いの低地で湿潤地。
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第3図試験地位置図
(昭和5 〇年度)
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(3)供試薬剤

第12表のとおり9薬剤を供試した。

* ME P 2 グ乳剤を全面に散布後トップジンMベーストを木口に塗布した。

第12表供試薬剤一覧表

薬 剤 名 剤 形 稀釈倍数

T — 7 4 7 3 水 和 5

ホスキンM水和剤 U 5 〇

ff 〃 2 0 0

〃 U 5 0 0

トップジンM水和剤 II l 〇 〇

MEP1O%EDB1O%
乳剤1〇倍液を現地混合

5 0 0

〃 〃 1,。 0 0

H I - 6 4 5水和剤 II 1 〇

トウブジンMベースト・

M E P 2 % 乳剤

心薬剤散布月日

I区 昭和5 0年7月16日午前伐倒玉切 同18日午前散布

[[区 A列 昭和5 0年7月16日午前伐倒玉切 同18日午前散布

B列昭和5 0年7月15日午前伐倒玉切同18日午前散布

山区・昭和5 0年7月15日午後伐倒玉切 同1?日午後散布 

⑸調査月日

B列昭和5 〇年8月18日,薬剤散布31日後

A列昭和50年9月2 3日,薬剤散布6 7日後
时試験結果

A,防菌試験
前年度の試験からトッブジンMペーストは,2ヶ月間ほぼ完全に防菌効果が持続するこ 

とかわかった。しかしベースト剤は,木口塗布ならぱなんの支障もないけれども,丸太表 

面への処理にはきわめて不便である。そこでトッブジンMとホスキンMの水和剤を各種の 

濃度で試験することとし,これに前年期待のもてた有機りん系とラゾール系の薬剤を加え 

た。
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トップジンM水和剤区はME P1O%EDB1O%乳剤1〇倍液と混合 

トッブジンMペースト区はME P 2 %乳剤を加用

第13表 防菌試験結果(伐倒4 8時間後散布) 上段第】回調査日ブN,ク

下段第2回調控Aブロック

1 区 n 区 m 区 全区

平均E W 平均 E W 平均 E W 平均

T - 7 4 7 3 2.8
11.5

1.3
10.5

2.0
11.0 1 3.3 1 6.3 14.8

1.5
15.6

1.3
13.7

1.4
14.7

1.7
13.5

ホス キンM水和剤

5 〇倍

2.8
16.0

1.6
14.7

2.2
15.3 18.3 25.0 21.6

8.9
2 3.9

6.4
22.5

7.6
2 3.2

4.9
20.0

ホス キンM水和剤

2 0 0倍
3.0

15.2
1.1

22.5
2.0

18.9 20.8 20.8 20.8
9.2

17.0
8.3

19.8
8.8

1 8.4
5.4

19.3
ホス キンM水和剤

5 0 0宿
2.0

17.5
2.1

18.0
2.1

17.8 24.9 28.1 26.5
12.7
24.6

8.7
20.4

10.7
2 2.5

6.4
22.3

トッ プジンM水和剤
!〇 〇宿

1.4
10.9

1.8
1 2.8

1.6
1 1.9 2 2.8 21.6 2 22

7.3
2 3.1

7.7
2 4.3

7.5
2 3.7

4.6
19.3

トッ ブジンM水和剤
5 0 0倍

2.7
1 8.2

2.9
12.8

2.8
15.5 19.9 19.9 19.9

3.5
20.1

5.3
23.8

4.4
22.0

3.6
19.1

トウ プジンM水和剤

1.〇 〇 0 倍
1.7

2 0.5
3.5

18.2
2.6

19.3 24.3 19.3 21.8
4.9

2 5.2
6.5

2 4.0
5.7

2 4.6
4.2

215

H I -6 4 5水和剤 2.4
18.8

2.6
17.9

2.5
18.3 2 3.3 27.3 2 5.3

2.9
2 5.5

2.8
27.3

2.9
26.4

2.7
23.3

トッ ブジンMペースト
0.5

11.9
1.5

17.9
1.0

14.9 16.9 15.9 16.4
5.6

19.5
25

12.1
4.3

15.8
2.7

15.7

無 処 理
5.1

3 2.5
5.5

2 7.7
5.3

30.1 17.8 14.5 16.2
5.5 

11-6
5.2

14.5
5.4

13.1
5.4

19.8

無 処 理
5.6

2 3.8
3.8

2 5.7
4.4

24.8 20.2 2 8.5 24.4
6.4

2 2.0
9.3

23.0
75

2 2.5
5.2

2 3.9

無 処 理
6.7

29.3
7.7

31.4
7.2

30.4 2 9.0 2 8.3 2 8.7
4.2

14.5
5.7

12.4
5.0

13.5
6.1

24.2

試験の結果は第13 •.14表のように,トッブジンMの水和剤にはベースト剤のような 

防菌効果は認められなかった。有機りん•ラウゾール系の薬剤の防菌効果は前年の試験と 

同様の傾向を示した.今年は試験地設定中に梅雨による集中豪雨に見舞われ,伐倒玉切り 

直後に薬剤を散布すると云う防菌の原則に従うことができず,試験木の伐倒と薬剤散布の 

間に空白ができてしまった。そのためか1ヶ月間の防菌効果は認められても,2ヶ月間経
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過すると菌の繁殖は急激に進行した。

第14表防菌試験結果(伐倒7 2時間後散布)

第】回調査 Bブロック

n 区

E W 平 均

T — 7 4 7 3 1.5 2. 5 2. 〇

ホスキンM水知剤 50倍 8. 5 8.1 8. 3

ホスキンM水和剤 200倍 11.〇 7.1 9.1

ホスキンM水和剤 500倍 8. 5 11.8 ！ 〇,1

トップジンM水和剤 100倍 6. 3 7. 3 6. 8

トップジンM水和剤 500倍 7. 2 9. 〇 8.1

トップジンM水和剤 1000 倍 3.1 4. 2 3. 6

H I - 6 4 5水和剤 3. 7 2. 4 3. 〇

トップジンMぺ ースト 3.1 2. 4 2. 7

無 処 理 1 6. 7 1 7. 3 1 7. 〇

無 処 理 4. 5 5. 〇 4. 8

無 処 理 1.5 1.2 1.3

B.防虫試験
使用薬剤の防虫成分と防虫効果は第15表に示した。今年度新しく追加されたMB C P 

を含めて,いずれの薬剤も1ヶ月後まではほぼ完全といえるほど防虫効果があった。2ケ 

月後はMB CP0.0 6%, MPPLO %が無処理より悪い結果となった。MP P1.6 %は 

前年度よりよい結果となったが,MPP1.0%はこれより明らかに悪かった。ME P1.〇 

% + EDBl.0%はよい結果が現われ,ME P 2.0 %より良かった。ホスキンM水和剤の 

濃度の高いものは防虫効果が期待されるが,これと組合わされている防菌剤に問題があり 

検討を必要とする。
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第】5表 5 0年度防虫効果総括表
,上段！ヶ月後 
k下段2ヶ月後

薬 剤 名 防虫剤成分

生存虫数 穿入中止または死虫数 木口穿入

孔 数実数 ！冰当り 実数 1冰当り

T — 7 4 7 3 MPP 1.6 务 〇

2
〇

0.7
2
2

0.5
0.7

〇

〇

ホスキンM水和 5 〇
MBCP

0.6强
〇 

4
〇

1.5
2 
〇

0.5 
〇

6
6

n 20 0 MBCP
0.1 5%

1 
4

0.3
1.9

〇

〇

〇

〇

1 5
6

〃 5 0 0 MBCP
0.0 6务

2
1 1

0.5
4.4

〇

〇

〇

〇

2 8
1 7

トップジンM水和

! 〇 O+MEP • EDB1 〇

MEP 1.0%
EDB 1.04

〇

〇

〇

〇

〇 

1
〇 

0.4
2 
1

トップジンM水和

5 〇 O+MEP•EDB 1 〇

MEP 1.0%
EDB 1.0%

〇

3
〇

1.3
〇

〇

〇 

〇

7
〇

トッブジンM水和

1 OOO+MEP • EDB 1 〇

MEP 1.0%
EDB 10%

1
1

0.3
0.5

0 
〇

〇

〇

6 
〇

H I — 6 4 5水和 MPP 1.0 务 1
1 8

0.3
7.0

4 
〇

1.2 〇

〇

トップジンMペーストMEP2% MEP 2.0% 〇

7
〇

2.6
〇

〇

〇

〇

11
1 6

無 処 理 〇
9 〇

1 6
9.7
3.0

〇 

〇

〇

〇

60
48

5.昭和51年度試験結果

(1) 試験地

宵森営林局東石営林署男助山国有林71林班,供試材長6 Gano

(2) 試験区と林況

試験区の配列は第4図のとおりである。

1区沢沿いの低地で上木に殺われ,湿潤地。

口区 北西に面した傾斜地の中腹で,湿潤地と乾燥地の中間的な区。

皿区 道路上の北西斜面で,陽光多く乾燥地。
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第4図試験地位置図
(昭和5l年度)

N
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⑶供試薬剤

第16表のように6薬剤を14の濃度で試験した。

第16表 供試薬剤一覧表

成 薬剤名 稀釈倍 本数 備 考

1一1
トッブジンM水和剤 1 〇 〇倍

i i

M E P 2 %乳剤を 

現地混合

! 一 2 A 2
B 2

2 -1
U 2 〇 〇倍

A 2
B 2

2-2

3 —1
n 5 〇 〇倍

A 2B 2

3 — 2 A 2B 2

4 —1
H I - 6 4 5水和剤 】〇倍

1 i

4 — 2 A ‘ 2B 2

5 —1
K K K - 0. 7 乳剤 2 〇倍

i i ME P 2务乳剤を 

現地混合5-2 A 2B 2

6 —1
T — 6 4 0 3 1〇倍

A 2B 2

6 — 2 A 2B 2

7 トッブジンMベースト
A 2B 2 ME P 2 %乳剤を加'用

8 トッブジンM水和剤 1〇 〇倍
A 2B 2

MEP2%乳剤を現地混合 

ゴー七ノール(1%)添カH

9 無 処 理 A 3
B 3

⑷薬剤散布月日

I区］

昭和51年6月2 3日伐倒玉切り直後に散布。 

n ej

in区 昭和51年6月2 4日伐倒玉切り直後に散布。
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⑸調査月日

全区 A列 昭和5 1年7月2 0日, 薬剤散布1ヶ月後。

n区
皿区

B列 昭和5 1年8月2 5日, 薬剤散布2ヶ月後。

!区 B列 昭和5 1年9月2 〇日, 薬剤散布3ヶ月後。

⑹試験結果

A防菌試験

4 9 • 5 〇年度の試験結果から,有機りん系のT 一 7473( =T — 6403),ラウ 

ゾール系のH 1-64 5およぴチオファネートメチル(トップジンM水和剤)に1ヶ月間 

の防菌効果が認められたが,その効果を2ヶ月間持続することはできなかった。そこで今 

年度は防菌効果を2ヶ月持続させるために固着剤アロン(A-l〇 81)を20 %添加す 

る方法とスギ赤枯病防除に展着剤として効果が認められているゴーセノール1%添加によ 

って試験することとした。

試験の結果は第17〜2 〇表に示した。第17表に見られるように,固着剤ア〇ンの添 

加区は無添加区に比較して3ヶ月経過しても明らかにその効果が認められる。

!ヶ月後の防菌効果は第13表にみられるように,ベンタクロールフェニルラウレート 

3 %を含んだH 1 - 6 4 5水和剤にアクリル系樹脂2 〇 %を含んだA-1081を添加し 

た薬剤は3試験区において,まったく菌の侵入が認められなかった。KKK- 0 7乳剤, 

T- 6 4 0 3乳剤にアロンを添加した薬剤も著しい防菌効果が認められた。またトッブジ 

ンM水和剤の1〇 〇倍液• 2 〇 〇倍液にアロンを添加した薬剤も有効であった。ゴーセノ 

ールはアロンに比較して展着剤としての効果が劣るようである。

2ヶ月後の防菌効果を第19表に示した。1ヶ月間を完全防菌の効果を現したH I —
6 4 5水和剤にアクリルを添加した防菌剤は,2ヶ月後においても十分にその効果を示した。 

2ヶ月経過においてその他の薬剤は防菌効果を果すことができなかった。

2ヶ月間防菌効果の持続する薬剤が認められたので.I区の試験地で3ヶ月後の効果を 

調べたが,第2 0表のようにH I — 6 4 5水和剤にアロン添加の薬剤でも効果は2ヶ月I間 

の効果の1/2に減少し,期待はできない。
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第】7表 防菌試験結果〔全区平均〕

* 3区平均
** 2区平均
*** 1区平均

薬 剤 名 展着剤 1ヶ月後
*

2ヶ月後
* *

3ヶ月後

1
トンブジンM水和剤1〇〇倍

+ M E P 2 %

添 加 2. 4 4 5. 6 2 1 7. 0 1

無添加 4.1 8 1 0. 2 1 2 1.4 0

2
トッブジンM水和剤2 00倍

+ M E P 2 /

添 加 2. 5 6 6. 7 1 1 2 4 4

M添加 6.11 1 3. 5 6 1 6 3 2

3
トッブジンM水和剤500倍

+ ME P 2 务

添 加 4. 9 1 8. 6 4 1 2 6 7

無添加 7. 3 1 1 2.11 1 7 7 4

4 H I - 6 4 5水和剤10倍
添 加 〇 2. 9 9 6 3 2

無添加 0. 8 8 6. 2 2 1 3 〇 9

5
KKKー 〇 7乳剤20倍

+ ME P 2 %

添 カH 1.9 9 7. 5 4 1 8 〇 8

無添加 3. 7 6 8. 5 7 2 1 〇 2

6 T — 6 4 0 3 10 倍
添 加 1.9 9 7.1 6 11 7 5

無添加 2. 2 3 9. 3 8 1 5 4 5

7 トップジンMペースト 

+ M E P 2 % 4. 2 6 7. 0 9 1 7 1

8 トップジンM水和剤100倍 

+ M E P 2 % ゴーノ 51% 3.4 8 8. 5 2 1 4 2

9 無 処 理 6. 2 5 11.8 2 2 6 9



第18表 防菌試験結果〔散布】ケ月後)

薬 剤・ 名 展着剤 I 区 II 区 皿区 全区平均

1
トッブジンM水和剤1〇〇倍

添 加 〇 3.0 6 4. 2 5 2. 4 4

+ ME P 2 % 無添加 2. 9 8 5.0 4 4.5 2 4.1 8

2
トップジンM水和剤2 00倍 添 加 2.4 5 5. 2 4 〇 2. 5 6

+ M E P 2 务
無添加 2.7 3 9.8 2 5. 7 7 6.11

3
トンブジンM水和剤5 00倍 添 加 2.5 1 4.0 5 8.1 7 4.9 1

+ M E P 2 %
無添加 5. 3 7 7. 7 9 8. 7 7 7.3 1

4 H 1 - 6 4 5水和剤10倍
添 加 〇 〇 〇 〇

艇添加 2.6 6 〇 〇 0. 8 8

KK K - 〇 7乳剤2 0倍 添 加 2.0 1 2. 3 7 1.5 9 1.9 9

+ M E P 2 %
無添加 2.0 4 4. 6 2 4. 6 3 - 3. 7 6

6 T — 6 4 0 3 10 倍
添 加 0. 7 9 4.4 0 0. 7 9 1.9 9

無添加 1.5 5 7.0 5 1.0 9 3. 2 3

7 トッブジンMペースト

+ M E P 2 % 2. 3 7 6.5 1 3. 8 9 4. 2 6

8 トッブジンM水和剤100倍
+ M E P 2 %

ゴ--- ノ

ール1% 0. 6 8 5.8 1 3. 9 4 3.4 8

9 無 処 理 5. 0 8 8. 8 8 4. 8 0 6. 2 5
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第19表 防菌試験結果〔散布2ヶ月後〕

薬 剤 名 展/剤 n 区 m 区 全区平均

1
トッブジンM水和剤100倍

+ M E P 2 务

添 加 9.0 1 2.2 2 5. 6 2

無添加 1 4.6 6 5. 7 6 1 0.2 1

2
トップジンM水和剤200倍

+ M E P 2 务

添 加 8.0 8 5. 3 3 6,7 1

無添加 1 9.6 2 7.4 9 1 3.5 6

3
トップジンM水和斉リ5 00倍
+ M E P 2 0

添 加 9.11 8.1 6 8. 6 4

無添加 1 5.5 7 8. 6 4 1 2.11

4 H 1 - 6 4 5水和剤1〇倍

添 加 3. 9 3 2. 0 i 2.9 9

無添加 7. 6 2 4.8 1 6.2 2

5
K K K- 0 7乳剤 2 0倍
+ M E P 2 %

添 カ口 8.9 0 6.1 8 7.5 4

無添加 1 0. 4 9 6. 6 5 8. 5 7

6 T — 6 4 0 3 1 0倍
添 カn 8. 2 6 6.0 6 7.1 6

無添加 8. 4 3 1 0. 3 2 9. 3 8

7 トッブジンMペースト

4- M E P 2 % 6. 6 9 7. 4 9 7.0 9

8 トッブジンM水和剤1〇〇倍 

+ M E P 2 %
ゴーセノ

..一: 1 %
1 0. 5 3 6.5 0 *8. 5 2

9 無・ 処 理 1 3. 5 6 1 0. 0 7 11.8 2
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第20表 防菌試験結果〔散布3ヶ月後〕

薬 剤 名 展巷剤 1区平均

1
トップジンM水和剤100倍 添・ 加 1 7. 0 1

+ M E P 2 % 無添加 2 1.4 0

2
トップジンM水和剤20 0倍 添 加 1 2・ 4 4

+ M E P 2 % 無添加 1 6. 3 2

・ f (■

トップジンM水和削5 0 0倍 添 加 1 2. 6 7

+ M E P 2 %
無添加 1 7. 7 4

4 H I - 6 4 5水和剤1〇倍

添 加 6. 3 2

無添加 1 3. 0 9

5
K K K - 〇 7乳剤 2 0倍 添 カ日 1 8. 0 8

+ M E’P 2 %
無添加 2 1.0 2

6 T — 6 4 0 3 1 0倍
添 加 11.7 5

無添加 1 5. 4 5

.7. トップジンMベースト 
+ M E P 2 % 11.7 1

8 トッブジンM水和剤100倍 
+ M E P 2 %

ゴ--セノール1% 1 8. 4 2

,9 . 無 ・処 i 理 2 2. 6 9

B,防虫試験 卜.

これまで効果のあったEDBを含んだ防虫剤が,ED Bの山林での使用規制の問題が生 

じたため,これまで効果のあったME P, MP P単体を用いて試験した。

使用薬剤とその防虫成分,防虫効果は第21～2 3表にそれぞれい2, 3ヶ月後を, 

第2. 4表に総括表を上げた。第21〜2 3表に示したように展着剤の添加,無添加と防虫 

効果には関係はなかった。1ヶ月後の結果ほすべて防虫効果が完全に得られた。2ヶ月後 

—3 2 4 —

にはME P 2.0 %がMP Pより効果があり,MP P1.5 %はMP P1.〇 あより効果があっ 

たが,いずれも濃度が不足で,今後少なくとも1.6〜2.0ぐに濃度を上げて試験する必要 

がある。

第2】表 5】年度防虫試験結果

(!ヶ月後!.2, 3区合計)

薬 剤 名 展若剤

生存虫数 穿入中止(g)虫散 木口穿入

孔 数実数 1 当り 実数 1当り

トップジンM水和剤1〇〇倍

+ ME P 2 务

添 加 〇 〇 〇

無添加 〇 〇 2 〇

トッブジンM水和剤200倍

+ M E P 2 %

添 加 〇 〇 1

無添加 〇 〇 ! 〇

トッブジンM水和斉"50 0倍

+ M E P 2 %

添 加 〇 〇 〇

無添加 〇 〇 9

HI- 6 4 5水和剤1〇倍
添 加 〇 〇 6 4

無添加 〇 〇 2 〇

KKK- 〇 7乳剤2 0倍

+ M E P 2 %

添 加 〇 〇 5

無添加 〇 〇 9

T — 6 4 0 3 1 〇 倍
添 加 〇 〇 2 2

無添加 〇 〇 5 9

トワブジンMペースト

+ ME P 2 %
〇 〇 5 5

トッブジンM水和剤100倍 
+ M E P 2 %

ゴーセノ 
ール1 % 
添 カn

〇 〇 4

無 処 理 1 〇 1.8 9 1.6 18 7
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(2ヶ月後!.2, 3区合計)

・ オオゾウムシ

第2 2表 51年度防虫試験結果

薬 剤 名 展あ剤

生存虫数 穿入中止(死亡)虫数
木口穿入

孑L 数
実数 !诫当り 実数 1冰当り

トッブジンM水和剤100倍
+ M E P 2 务

添 カ口 1 0.3 〇 2

無添加 〇 1 0.3 1 7

トップジンM水和剤20 0倍
+ M E P 2 %

添加 1 0.3 〇 1

無添加 1 0.3 〇 3
二…；

トップジンM水和剤50 0倍
i + M E P 2 %
].-； ■-

添加 〇 2 0.6 1

無添加 〇 〇 … 〇

-
.1 »

H 1-6 .4 5水和剤10倍
添 加 1 0.4 6 2.4 〇

無添加 6 2.1 〇 ‘1 2
1 - • '• •' • ・・ 一：

K K K - 0 7乳剤26倍
士 M E P 2 %

添加 〇 2 0.7 〇

無添加 〇 〇 4

T — 6 4 0 3 1 〇 倍

添 加 4 * 1.3 〇 '11

無添加 〇 〇 4 2

トップジンMぺ—スト

+ M E P 2 % 〇 〇 11

トッブジンM水和剤100倍 

+ M E P 2 %
ゴーセノ 

rル1% 
添 加

〇 〇 15

無 処:理 3 7 1 0.2 3 0.8 ... 4 3

—3 2 6 —

(3ヶ月後1区)

第2 3表 51年度防虫試験結果

薬 剤 名 展着剤

生存虫数 穿入中止(班)虫数
木口穿入

孔 数
実数 !秫・当り 実数 1"f当り

トッブジンM水和剤1〇〇倍

+ M E P 2 %

添 加 〇 〇 〇

無添加 〇 〇 7

卜’プジンM水和剤200倍：

+ M E P 2 %

添カH 1 0.9 〇 〇

無添加 〇 〇 1

トップジンM水和剤5〇〇倍

+ M E P 2 %

添 加 〇 〇 〇

無添加 1 0.8 〇 〇

H I - 6 4 5水和剤10倍
添加 3 3.0 5 4.9 〇

無添加 1 0.8 〇 •'1：6

KKK-0 7乳剤2 0倍
+ M E P 2 %

添加 〇 6 4.4 2

無添加 〇 〇 〇

T - 6 4 0 3 1 0倍
添カ[！ G 〇 〇

無添加 〇 〇
w 1 5

トッブジンMベースト 

+ M E P 2 % 〇 〇 4

トッブジンM水和剤10 0倍 

+ M E P 2 %
ゴーセノ 

ール1% 
添 加

1 0.8 〇 9

無 処 理 1 0.7 1 0.7 5

—3 2 7 —



第2 4表 51年度防虫効果総括表

・オオゾウムシ

薬 剤 名
防虫剤 

成分

生存虫数 穿入中止または死虫数 木口穿入

孔 数実数 1矛当り 実数 1"当り

トップジンM水和剤10 0倍
+ M E P 2 务

MEP
2.0%

〇 

1 
〇

0.3
〇 

1 
〇

0.3
2 〇

1 9
7

トップジンM水和剤2〇〇倍 

+ M E P 2 %
MEP

2.0%
〇

2
1

0.3
0.4

〇

〇

〇

1
4
1

トップジンM水和剤5 0 0倍
+ ME P 2 %

MEP
2.0%

〇

〇

1 0.4

〇

2
〇

0.3
9 
1 
〇

H I - 6 4 5水和剤10倍 MPP
1.0%

〇

7
4

1.3
1.8

〇

6
5

1.1
2.2

8 4
1 2
1 6

KKK-0 7乳剤20倍 

+ M E P 2 %
MEP

2.0%
〇 
〇 

〇

〇

2
6

0.3
2.2

1 4
4
2

T — 6 4 0 3 1 〇 倍
MPP

1.5%

〇

4 ♦ 0.7
〇 

〇 

〇

8 1
5 3
1 5

卜・ッブジンMベースト 

+ M E P 2 %
MEP

2.0%
〇

〇

〇

〇

〇

〇

5 5
1 1

4

トップジンM水和剤1〇〇倍

+ M E P 2 %
MEP

2.0%
〇 

〇 

1 0.8
〇 

〇 

〇

4
1 5

9

無 処 理 〇

1 〇

3 7
1

1.8
1 0.2

0.7

9
3
1

1.6
0.8
0.7

1 8 7
4 3

5

6.昭和5 2年度試験結果

(1) 試験地

青森営林局東石営林署男助山国有林71林班,標高約4 〇 〇初,供試材長6 〇 Cmo

(2) 試験区と林況

試験区の配列は第5図のとおりである。

段
段
段

’上
中

J"

後
後
後 

ケ
ケ
ケ

—3 2 8 — —3 2 9—



I区 西向き傾斜面の中腹の林内で,乾燥と湿潤の中間的な区。

u区 南向き傾斜面上部の林内で,や、乾煥する土地。

H!区 南向き沢筋の林内で,設位後1箇月間は湿潤地であったが,索道設魁のため一部伐 

開され,後半の約1箇月間は乾燥状態に変化した。

(3)供試薬剤

第2 5表のとおり4薬剤を供試した。

⑷薬剤散布月日

昭和5 2年6月21日,伐倒玉切直後に散布。

(5)調査月日
昭和5 2年8月2 7 B,薬剤散布6 8日後。

第2 5表 供試薬剤一覧表 

各薬剤ともA—10 81(2 0 %)を添加した。

萊 剤 名
剤形囂

備 考

KKK- 〇 7乳剤

MEP-IF 1000 乳剤 0.5

MEP-IF 1 000 乳剤 〇. 2

H I - 6 4 5水和剤

無 処 理

乳 2 0

〃 1 〇

〃 1 〇

水和 10

MEP2%乳剤を現地混合

(6)試験結果
A/防菌試験

最終年度においては,過去2年間の試験で2ヶ月間防菌効果が持続することが確実な, 

脂肪酸塩素化フェニールエステル3 %を含むH 1 - 6 4 5水和剤に固着剤A—1081を 

添加した防菌剤の効果確認と,新しく開発されたペンタクロ ロフェニール系の薬剤などに 

よって試験した。今年度は供試薬剤が限られたのと,2ヶ月間の防菌可能薬剤を供試する 

ために,1薬剤に供試する丸太を各区とも6本とし,また期間も2ヶ月間のみとした。

試験の結果は第2 6表に示すように,H I ～ 6 4 5水和剤は,前2回と比較してかなり

—3 3 〇 —

悪い値ではあるが十分突用性があることが判明した。その他の3薬剤は2ヶ月間防菌効果 

を維持することはできなかった。

第2 6表 防菌試験結果(平均侵入長)

*(21©「試験区と林況」において記したとおり,D!区は試験中に環境条件が変ったため 

I • n区の平均と対比。

薬 剤 名 ! 区

.1

n 区 m 区
1区・ u区 
の平均・

全区平均

K K K- 〇 7乳剤 1 5. 8 0 6. 9 8 1 8. 7 2 11.3 9 1 3.8 3

ME P-I F ！ 〇 〇 〇 乳剤 0.5 1 7.4 1 1 3.0 7 2 0. 6 1 1 5. 2 4 1 7.0 3

MEP-I F ！ 〇 〇 〇 乳剤 0.2 2 3.9 5 1 3.4 4 2 1.3 5 1 8. 7 0 1 9. 5 8

H I - 6 4 5水和剤 6.4 1 3.9 2 11.7 1 5.1 7 7. 3 5

1無 処 理1 3 3. 6 4 1 8. 8 8 2 9. 5 0 2 6.2 6 2 7. 3 4

B.防虫試験

前年度の結果からME Pは2.0 %, MP Pは2.0 %にし,特に散布むらをなくすため, 

丸太表面から液がしたたるよう散布した。1ヶ月後の効果は今までの結果から明らかであ 

るので,2ヶ月後の調査だけにした。その結果は第2 7表に示す通りであり,説明するま 

でもなく,いづれの薬剤も2ヶ月後芸で完全に防虫できた。

第2 7表 5 2年度防虫効果総括表

剤 名
防虫剤 

成分

生存虫数 穿入中止およ皱 木口穿入

孑L 数実数 !混当り 実数 1冰当り

KKK-0 7 乳剤 + MEP2% MEP
2.0% 〇 4 0.4 2 9

MEP-IF 1 0 0 0 乳剤 0.5 MEP
2.0% 〇 〇 6 2

MEP-IF 1 0 00 乳斉IJ 0.2 MEP
2.0% 〇 〇 1 9

H I — 6 4 5水和斉IJ MPP
2.0% 〇 1 0.1 1 〇

無 処・ 理 〇 4 〇 4.3 1 0.1 6 8
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試験期間中発見された穿孔虫(アンブロシア・ビイトウル)

〔キクイムシ科)

1.ルイスザイノキクイムシ Xy1ebo rus I ewi s i Blandford

.2.アカクビキクイムシ Xy 1 eborus rubricoil is Eichhoff

3. サクセスキクイ厶シ Xy 1 ebo rus saxesen i (Ra tzeburg)

4. サクキクイ厶シ(別名サカクレノキクイ厶シ)Xyleborus semi opacus Eichhof f
5・ ハンノスジキクイムシ Xy1eborus seriates B1and f or d

6.トドマツオオキクイムシ Xy1eborus va J i du s Eichhoff

,.7.クワノキクイムシ Xy 1 eborus a t ra t us Eichhoff

8• ハンノキキクイ厶シ Xy losandrus germanus (Bl and ford)

9.ショウグンキクイムシ Scoly topi atypus shogun Bl and ford

10•ミカドキクイムシ Sco 1 y t op 1 a t ypu s mi kado Bl an f o rd 
cナガキクイ厶シ科〕

11. ヤチダモノナガキクイ厶シ Cros sot a rsus n i pon icu s Bl andford

12. シナノナカキクイ厶シ Pl atypus se ve r i n i Bl andford

13•ヨシブエナガキクイムシ Pla typus ca1amus B1and ford

14•カギナガキクイムシ Platypus h ama t u s Bl andford
15•ルイスナガキクイムシ Plat ypus1ew i s i Bl and ford

16. チュウガタナガキクイムシ Platypus mo de s t us B1and ford

V まとめ

昭和4 7年から繰返し行ったブナ丸太の防虫•防菌剤約3 〇種に及ぶ繰返し散布試験の結果, 

BHCおよびPCPに充分代り得る薬剤を見いだした。•これらの薬剤は未だ登録されていない:3
• ! . 1 : • J • •. ‘

下記の通りである。

防虫剤：ME Pg MP P。

防菌剤:ベンタクロール・フェニール・アセテート。(K'F’l 5 0-1.)チオファネート・メチ 

ル(トップジンMベースト)。ベンタクロール・フェニール.ラウレート〇有機リン剤の化合竹
:,・(• ’ 「へ j < -:11/

(T 7 4 7 3 )。 '-  ….

防虫剤ME P(2%), MPP(2%),防菌剤としてKF15 01(5%),トップジンM 

ベーストの施用はそれぞれ2ヶ月間の防虫•防菌効果が期待できる。

—3 3 2 —

天然生広葉樹・の保護・育成
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0 D C 22 1.51(524)

天然生広葉樹の保護〇育成

はじめに

この研究は北海道支場の共同研究として,昭和4 8年度から同5 2年度まで実行された。研究体 

制は次の通りである。

主査 長内・ 力

樹病班 横田俊 一 松崎清一

土坝班 原田 洸 真田 脸

経営班 真辺 昭 篠原久夫 小木和彦

猪瀬光 雄

! 研究の背景と目的

1•研究の背景

北海道の森林の大部分は,徳脇博士の云う汎針広混交林帯に属し,冷温带から亜寒帯への移 

行帯を形成している。北海道の広葉樹はこの林帯に含まれ,日本の他の地域にくらべ,特に種 

類が豐:富で,かつ材質も優れており,国内はもとより海外においても高い評価を得ているが, 

これらはすべていわゆる有用樹種の通直,大径のものに限られている。

近年広葉樹の資源は急速に減少し,枯渇の恐れも生じて来た反面,中•小径木は低質木と云 

われて林種転換の対象とされることが多い。

2.研究の目的

優良.中径の広葉樹林を見出し,これを優良.大径の広葉樹林とするための条件と施業方法 

を明確にするとともに,広葉樹資源の計画的培養のため,小径・幼齢林から中径林へ誘導する 

ための施業,侍に現在問題となっているトドマツ人工林と,こ、に侵入した広葉樹とで形成さ 

れた幼齢混交林の競合関係を追及し,その取扱い方法を明らかにするc
.•二・：. • ・ ・ ・・ ・ ・ . J

n 研究の対象および研究方法

し,’研究対象 •

研究対象は主として二次林であるカ・ 研究の便宜上,これを次の2つに区分する。①山火再
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生林,②幼齢混交林

2•研究方法
山火再生林は大径広葉樹林の後継者であるので,研究の逾点もここにおかれている。この林

について

① 分布と生態を調査

② 林分構成と生長を調査し,近い将来(おおむね3 0 ～ 4 〇年)大径林となり得るための条 

件を集約し,これによって山火再生林の格付けを行う。

③ 生長状態と土壊の関連を調査

④ 枯損,侍に上届を形成しているウダイカンパの突然とも見える枯損の原因を調査

⑤ 除・間伐とその効果を調査

⑥ 以上を綜合して山火再生林に対する施業方針を立てる。

また幼齢混交林にたいしては,トドマツ造林木と,侵入した広葉樹の競合関係を調正し, 

幼齢混交林に対する施業方針をたてる。

in 従来の調査・研究の概要

前述のよ5に研究対象を山火再生林及び幼齢混交林としたが,このうち調査・研究が最も多く 

行われたのは山火再生林であって,幼齢混交林に関するものは,これに較べれば格段に少ない。

1.山火再生林
山火再生林は山火事跡に成立した広葉樹林で,林相は純林を呈するのが普通である。山火百 

7) 1〇)
後から小径林に至るまでの観察記録としては,中山らおよび原田らの報告があるが,いずれも 

山火直後において,山火前の優占植生であるササが,いち早く発生することを報じている。

明治末期の山火再生林も,昭和1〇年代になると或る程度森林の様相を呈し,始めて施業の 

対象として見られるようになった。中山は前記の淪文において除・間伐の試験についても報じ 

8)
ている。川村は遠軽地方の山火再生林について林分構成と生長の関係を述べ,将来の施業方針 

に言及している。然し当時は針葉樹の美林が道内に豊富に存在していたので,山火再生林に関 

する論文は余り関心がもたれなかったようである。昭和2 5年頃から再び関心が持たれるよう 
11)30)

になり,例えぱ加茂は固定試験地での中間調査を報告し,また北海道支場では,この頃から山

14) 15-23-24*26»27-28*39-41-42)
火再生林の実態調査が行われ,中野,松井らを主査とする調弯が数年間つづいた。

一方,萌芽に関する調査・研究も開始された。

21)
侍に北見営林局では昭和2 5年以来芹沢を主査として白滝事業区に試験地を設定し,5年間 
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に亘って詳細な観測を続けている。当時北見営林局には約8 0.0 0 0 haの山火再生林があっ
18»20*29*33-34*35*36*38-43)

たので,この取扱いには積極的な努力が払われた。

19) 37)
道有林においても同様な気避にあった。藤池,宮下らの報告は道有林の山火再生林について, 

その構成と生長,収極を調査したものであるが,宮下は更に,ヤマナラシ林の収益率について 

翰じ,この点だけから判断するならば,速かに針葉樹林に切り替えるべきであると結んでいる。

北海道支埸が行ってきた訓近結果も,この頃までに大体出揃った。調査地は図ー1のように

天北と道東を重点としている。松井らは主要な調査地ごとに山火再生林の主要樹種であるカン 

パ類,ヤマナラシなどの収梗予想表を作製し,将来の広葉樹二次林の経営に対し,一応の目安 

を与えたことは高く評価されている。昭和2 9年の2回にわたる風害後,林業界は挙げて風倒 

木の処理に追われ,山火再生林の施業問題は中断のような形となったのみでなく,風致林跡地o 
造林が北海道林業の最大の関,词となるや,これに便乗して山火再生林の林種転換が増え始め, 

二次林の美林が次々と姿を消していった。勿論,山火再生林に関する研究が終息したわけでは
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48) 47)
ない。宮島,倉橋などのように,山火再生林の構成林木を材氏の点から検时した報告,或いは

46) 49)
また星,中江らのように積極的に広葉樹の造林を推進して成果をあげた例もある。

昭和3 8年,日本林学会北海道支部の「拡大造林の反省と天然林の取扱い」のテーマによる 
6〇) 58) 61)

シンボジュウムにおいて,天然林の良さが強調され,これを契機として中野,佐々木,塚田,
55) 62) 67)

三島,佐藤らの報告,或いは北見営林局と北海道支場の共同研究の報告等が出された。1970 
年代に入ってから天然林施業における広葉樹の役割は一段と強調された。九州大学北海道演習 

林では,ミズナラ天然林(大径林および二次林)の施業法について多くの報告を出している。

2.幼齢混交林

針葉樹の造林地に広葉樹が侵入することは日常多く見られるところであるカ：,多くの場合, 

侵入した広葉樹は下刈りの対象とされ,造林木と启をならべる程大きくなる機会がない。たま 

たま下刈回数の減少,あるいは下刈終了による放置などが契機となって,生き残っていた広葉 

樹や萌芽更新した広葉樹などが急速に生長し,造林木を凌ぐ程となる例が最近増加している。 

樹種から云えば造林木はトドマツ,侵入広葉樹はシラカンパ,ウダイカンパ,ミズナラ,シナ 

ノキなどの場合が多い。

このような場合において,相当に生長した広葉樹を改めて除伐することは,法的に何等支障 

ないばかりでなく,育林上本来の業務であろうから,現実に造林木も広葉樹も共に優良である 

という混交林を見る機会はすくない。

それにも拘わらず,最近このような幼齢混交林が増加の傾向にあるのは,ウダイカンパやミ 

ズナラなどの有用樹種の生長が極めて良く,伐採するに忍びないからである。

以上の理由から,幼齢混交林は,面積的には未だすくないが全道の各所に点在している。

このような林分に対し,如何なる施業を採用すべきかについては,国有林においても未だ方 

針がきまっておらず,むしろ当面の課題として,①いつまで共存させられるか,②共存の年普攵 

をのばす事によってどのような利益と不利益があるか,③双方に不利益が生じないような方'法 

が考えられるか,④最終的にはどのような林相が考えられるか,またその時の収秘予定はどう 

なるか,などの問題が解決され,或いはその見通しがついた時点で確乎たる方針を打ち出すも 

のと推察される。

北海道支場では,早くからこの様な事態を予想し,札幌営林局管内支笏経営区内に試,験地を 

設定して造林木と侵入広葉樹の競合関係を試験する一方,国有林の類似の林分に対し,積極的 

な指導と助言を行っている。
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IV主要広葉樹の阙槌特性と菩積

1.樹稲［特性

施業対象となる広萊樹の種類は2 〇種位であるが,そのうちいわゆる有用樹種と云われるの 

は1〇程内外である。これらについて従来の研究結果および筆者等の経験から樹種特性を集約 

すれば表ー1のようになる。これで見れば有用樹種の中で価格的に最も上位にあるヤチダモが, 

最：も多くの害虫と病函の被害をうけていることが分る。
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表ー1 主要広葉樹の樹秘特性

、、、^樹顼

特性 、、、
ミズナラ ウダイカンバ

適 地 第4紀洪•積世

排水〇通気性良好

B C型土壊•標高6 0 0 m以下

二次林

肥沃な土壊

成長限界

(樹齢)

直径!.5 zn 樹高3 〇 m

3 5 〇〜500年
直径1m 樹高3 0 zn
3 〇 〇年以上

系 深根性 浅根性

酎 陰 性 3級 5級
他 性 針葉樹と良・し・ 針葉樹と良し

同族間の競争は激しい

万 害 ミズナラ円班病

ナラ・カシ類菜ぶくれ病

ナラ裏うどんこ病

ナラ類斑紋病

ナラ・カシワ「ペスタロチア」病

ナラ・カシ類萎凋病

カンバ類さび病。カンバ大型褐斑 

病〇カンバ黑粒枝枯病-カンパ類 

褐斑病。カンバ「フォモブシス」 

胴枯病・カンバてんぐす病・カン 

パ実核菌病•カンバ類うどんこ病 

°胴枯ウィルス病・カパアナタケ 

によるカンバがんしゅ病

虫 害 クリシギゾウ・クヌギカレハ 

クスサン・クリオオアブラ 

カシワマイマイ

ゴマフボクトウ

サラサヒトリ

オオトピモンシャチホコ

カシワマイマイ

ナミスジフユナミシャク

ゴマフボクトウ

シラカノヾのクロボシハムダリハノヾ

チ

施業上の性質 開花5月

結実 9月下旬一10月上旬
開花 5月下旬一 6月中旬 

下旬には散る



地上に落ちるとすぐ発芽する 

保残木又は保護木として単木的に 

残せば不定芽が出やすい

直径生長(40年)天然木5.1cm
植栽木11.3 ～ 1 3. 9 crn 

樹冠面積は直径1〇政 7 M

20〃 20 〃

3 0〃 40〃 

したがって3 0onクラスでは/地

2 5 6本位

結実 9月下旬
光発芽の性質があり,又膏色光と

緑色光がよい

稚苗時代は鶏光8 〇 %位が適当

直径生長(4 0年)

天然木9. 4 E
植栽木15〜2 OCTI

種

特性 、f
カ ツ ラ シナノ キ

適 地 迎鮮な平原又は丘陵の傾斜地 肥沃でやや湿気に富む土地

成長限界

(樹齢)

直径2 m 樹高3 5 zn
3 〇 〇年位

直径8 0 CT!樹高3 0 m

3 〇 〇年近く

根 系 深根性 深さ……中間

色......淡黄色ないし白色

!耐陰性 4級 4級
排他性 4級以下の広莱樹と良し 

針葉樹と良

他の樹種(針・広)と良 

特に針莱樹とは良

病 害 カツラ枝枯病 シナノキうどんこ病

虫 害 サクセスキクイ シナノキカミキリ 

シナノナガキクイ 

サクセスキクイ 

ャチダモナガキクイ

施業上の性質 雌雄異株,開花5月,結実1〇月 

中旬

幼壮齢時の生長は早い。

直径生長天然木5 〇年で11CTI
10 0 年で 4 8 cm

植栽木4 〇年で1ICffl位
顚芽力が旺盛で,親。子・子孫と

花期7月花は淡黄色

結実 8月中旬〜9月下旬
樹体が柔軟なので幼壮齢時代は風 

に強いが,老齢では脆くなる。

直径生長量(年間)

天然木 約3血
植栽木4.1〜4. 4砌位
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存続して消失することがないが, 

長い間陽光不足にしておくと消失 

する。

単木で保我させるとアパレ木にな 

るものが多いが,風致上は是非残 

しておきたい木である。

蜂密用の木として将来性がある。

、fへ^樹種 

特性
センノ キ ャチダモ

適 地 肥沃な含湿地 温带から寒带

湿潤地・土地深く気孔に富む所

肥沃地は良好

成艮限界

(樹齢)

直径9 0 cm 樹高3 0 m

3 〇 〇年位

直径1m樹高3 〇 m

3 〇 〇年以上

根 系 深根性

支持力は強大

深根性

耐 陰 性 3級 4級
他 性 針広混交林又は広葉樹二次林を形 

成する。

針葉樹と混生少ない

病 害 八リギリ褐斑病 トネリコ類うどんこ病 

トネリコ類褐斑病

虫 害 ャチダモノナガキクイ アカゾウムシ・クビアカトラカミ 

キリ・ヤチダモノナガキクイ・ヤ 

チダモカミキリ・マイアカスカシ 

ノメイガ•テントウノミハムシ・ 

ボクトウガ。ヤチダモノコブダニ 

»クロハバチ•ガロアアナアキゾ 

ウ・シラオピキクイ・マエアカス 

カシノ メイガ・ヤチダモノコキク 

イ・トドノネオオワタムシ-ヤチ 

ダモノキクイ・キマダラコウモリ 

•ヤチダモノオオキクイ・サラサ 

ヒトリ。ヤチダモノクロキクイ・ 

トネリコハバチ・ヤチダモノナガ
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施業上の性質 花期7月結実10月

天然木の直徑の年平均生長は,50 
年で3.7囱,8 〇年で3 〇砌,

2 5 8年で2.9 3,植栽木では未 

だ大きい木がないが4砌位のもの 

’が多い〇

純林として施業できるかどうか不 

明。•

天然では/0当»? 2. 0 〇 〇本近く 

生えた稚樹が,幼・壮齢時代にな 

ると1/5位になってしまうこと 

が多く,種内競争が激しいものと 

考えられている〇

海風地帯に強いという尾内氏の報 

告がある〇

キクイ。ウスバカミキリ

開花5月中旬

結実1〇月上旬〜下句

結実は4 〇年生頃から1年おき,

発芽は翌々春

石灰分を含む土地では山腹でもよ 

く生長する。

単木でも林分でも,大きい木が急 

に枯れる現象が目立つ。

直径生長(年平均)

天然木 3姻位
植栽木 4〜5磁

ヽヘ^樹種 

験
シラカンバ エゾノダケカンパ

適 地 山火事のあと,或いは火山地方の

平野部

陽あたりのよい乾燥地

山地(種々の高度に生育する)

成長限界

(樹齢)

直径6 OC772 樹高2 〇 m
8 〇年位

直径6 0 COT 樹高16小

2 〇 〇年位

根’・系・ 浅根性

支持力は結構強い

浅根性

耐’陰性 5級 5級
排 他・性 純林を作り易い。枝下が高くなる 

と樹下の針莱樹の保護木となる

針葉樹と良し。低地……落葉広葉 

樹 高地.....純林 高寒地.....寒 

帯性針葉樹と混交

病 害 ウダイカンバと共通 ウダイカン•パと共通

虫 害 ウダイカンバと共通 ウダイカン•パと共通

施業上の性質 4月頃,働葉前に開花

結実 9月中旬〜下旬

5月頃開葉前に開花,結実は8月

1〇日頃(低地)〜2 0日頃(高
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和性はよくない。

光発芽の性質がある。 地)

先駆樹初として荒れた地に造林さ カンパ類(3樹種)の中では種子

れるが,寒風には弱い。 の觅员が琅も重く,ハネも最も短

直径の連年生長 いので,シラカンパ程遠くへ飛ば

シラカンパ ない,低温や寒風などに対し抵抗

1 2 ～ 1 3 年 ’5. 5 血 力が強いので,髙寒地の先駆樹頻

ウダイカンバ として造林されるカく,標高が高く

1 5 年 6. 5 〃 なるにつれて樹形が悪くなる。

ダク・カンパ 葉が山形で密につくため,樹下の

1 7 〜1 8 年 4. 5 〃 照度は少なく,針葉樹稚樹との親

、、樹種

特性 、、
ハ ル ニ レ

適 地 肥沃豊饒な洪紐土の平原ならびに湿潤な溪谷

成長’限界

(樹齢)

直径1.5 m 樹高 3 5m
3 〇 〇年祉

根 系
深根性:

耐 险 性 4 級

排 他 性

(親和性)

針葉樹との親和性はあまり強くない。

針広混交林中では巨大樹となることが多い。

病 害 ハルニレ诳点病

ハルニレうどんこ病

虫 害 ニレノキクイ ・ 一

ニホンキクイ

ヒヨドシチョウ

施業上の性質 4月末開葉前に開花(5月10日頃まで) 結実は5月末 

種子は開葉と同時に成盘し,夏の間に落下,秋発芽する。

今まで造林樹種でなく,又材も高価でなか〇たため生長の記録は殆んど 

ない。

野幌の植栽木は直径の年平均生長量3. 7砌。

幼齢時代に細い枝条を多数出すので,生垣などに用いられる。
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2.蓄 積

北海道の広葉樹の蓄秋については,これまでに2回の調査が行われている。1回目は昭和

2 〇年中島広吉博士により,2回目は同4 5年菅谷貫一氏により関製された。前者は国有林の 

森林調査•簿の値を集計し,後者は現行の地域森林計画の値を集計したものである。したがって 

後者は国有林以タトのすべての森林をも含んでいるので,本報では菅谷氏の表を用いるが,参考 

として中島博士の値をも含めて表ー 2に示した。中岛博士の表は蓄積の多い営林署名を,各樹 

種ごと若干ずつあげている。現在でもこの順序が変らないかどうかは疑問であるが,主要広藻 

樹が往時どのように分布していたかを示す貴重な資料であると考えられる。

表ー 2 広葉樹の蓄積

•樹 種

昭 2 0 昭45

蓄積 千紀 3位までの営林署 蓄秋 千廿

ナ ラ 5 3. 6 9 0 带広 •名・・寄 • 岩見沢 5 7, 0 2 8
シナノキ 3 7, 3 0 9 岩見沢・帯広 •名寄 4 9,6 9 3
イ タ ヤ 2 7, 8 2 0 〃 • 〃 •浦河 4 0,7 9 0
カ ン バ 2 5,8 9 8 上川 •名寄»岩見沢 4 4.9 6 3
ブ ナ 1 5. 4 5 5 江差 ・函館。木古内 2 0, 8 1 9
センノ キ 11,1 0 5 浦河 ・带広 •振内 1 3. 9 4 5
カ ツ ラ 5,5 6 5 静内 ・白糠 •帯広 7, 8 0 6

ノ、ル ニ レ 5,。 3 4 羽幌 ・帯広 1 7, 5 3 7
ノ、 ン 4,9 11 帯広。名寄 ・釧路 11,1 3 1
ャチダモ 4,8 4 2 〃 ・釧路 •羽幌 7,1 3 4
ウダイカンノヾ 4.3 6 9 金山 ・上川 ・恵庭 4,6 5 6
ァ サ ダ 2,7 0 5 振内・鵡川«带広 2,8 2 2
キ ハ ダ 2,5 0 2 上川 ・ 名寄 • 網・走 3,8 2 9
ホ オ 2,4 2 6 帯広•江差•浦河 4,1 9 9
カ シ ワ 7 4 9 〃 ・津別。中標津 2,6 1 8
ト チ 7 2 9 .苫小牧 • 木古内-函館 一

ク ル ミ 3 3 9 上芦別•上川 3 8 2
ァオダモ 3 2 3 釧路 ・浦河 •带広 9 5 0
ヤマナラシ 2 3 7 津別•網走。紋別 一

ヤ ナ ギ 15 3 〃 ・帯広 10 8
ド ロノ キ 1 0 9 上川 ・中標津 9 3 3
サワグルミ 5 6 木古内 〇 俱知安 5 7
そ の 他 1 9, 3 5 6 4 0,7 1 9

計 2 2 5, 6 8 2 3 3 2,11 9
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V 二次林の分布

北海の二次林の総面積は,国有林については19 7 7年の貪料で16 6,7 0 〇扁である。 

これを’営林局别にみれば旭川16, 0 0 0加!,北見4 4. 7 0 0 ha •带広5 2. 3 0 0 "a »札幌 

16, 6 0 0 Aa ,函館3 7.1〇 〇 /iaとなっている。また道有林については,19 71年の負料 

で4 0,。 〇 〇//であるから,国•道合計で2 0 6, 7 0 0んaとなる。この面fRは全道の森林面 

積の約3. 7 %にあたる。

二次林の成因は山火,風倒,伐採などであるが,最も多いのが山火再生林で19 71年の賃料 

では国有林で14 5. 0 0 0 Aa ,うち旭川16, 6 0 0力a ,北見4 4, 7 0 0 "a ,带広51,。 0 0 

ha ,札说14, 〇〇〇/ia,函館〇である。両年度の値をくらべればこの6年間に带広1.3 0 0Aa 

札视2, 6 0 Q ha ,函館3 7,1Q Q haの二次林が増加しているが,これらは大部分が山火再生 

林以外の二次林と推定される。

二次林の樹秘構成は地域によって少しづつ異っているが,林業の対象となる樹種は2 〇種内外 

と考えられている。大きさを示した樹種(表一2)は,’二次林ではないが,その将来像と考えて 

よいであろう。

二次林のうち山火再生林とその他の森林との生態的なちがいを述べれば,いずれも広葉樹を主 

林木とする点では同じであるが,山火再生林は大面積で分布するのに対し,その他の二次林一 

例えば風倒跡ーでは,小面積状あるいは群団状となることが多く,また林床植生の点では,山 

火再生林では殆んどササが優占するのに対し,その他の二次林では大型草本やトドマツ稚樹が散 

在するなどのちがいがある。然し成立直後の状態では余り変らない。函館営林局管内において実 

題された例では,上木を皆伐し,地床をかき起しした跡地に,翌春ダケカンパの稚苗が如 当り 

1〇 〇万本発生,その翌年には早くも10万本単位となり,これより2, 3年たって数万本とな 

り,以後は年々少しづつ減少していくことが確められた。ノ圮 当り6,。 0 〇〜8,。 0 〇本の頃, 

始めて注目されるようになるのが普通で,この時の樹高は2〜3 m位,生育期には林内は著しく 

暗い。

したがってカンバ類を主とする二次林には,壮齢期になって疎開が進むまでは他の樹種(針広 

とも)は侵入し難い。

V!山火再生林

ここに取りあげた再生林の取りあっかいに関する課題は,昭和4 2年と4 3年に,北見地方の 

山火再生林において実施したサンプリング調査で未解決で残された問題点の解明を主なねらいと

—3 4 5 —



している。このため,以下においては,この調査のとりまとめから述べることにする。

1•調査方法 ,

昭和4 2, 4 3年の調査は,樹種構成や生長の状態の異なる山火再生林のうち,いかなる林 

分を樹種更改の列象とし,いかなる林を用材生産のための保育林分として存破するかの基準を 

求めるために計画されたものである。その内容は,樹種構成,本数分布および蓄積の現況把握 

を目的とする林況調査と,過去生長を分析して,樹種別の生長特性を知ろうとする林分解析商 

査とからなっている〇

調査プロットの大きさは,林分解析ブロットが面積0. 0 4 haの円形ブロット,林況調査プ 

ロ jz卜は0.1haの方形ブロットで,付帯調査として全ブロットで土壊断面の観察をおこなラ 

たほか,林分解析ブロットでは過去生長を推定するための梢密調査を実施した。調査個所数は, 

能力の関係から全体を10 0ヶ所にしぼり,これを林分解析と林況調査に均等に割当てた。し 

かし,実際に調査できたのは,林況調査4 2個所,林分解析51個所であった。

ブロットの配分は次のようにした。はじめに,森林調査節から面積4 ha以上の再生林の小 

班を抽出し,蓄積と有用樹超(ミズナラ,ドロノキ,カンパ類,シナノキ)の混交歩合をもと 

にして,6つの階層に区分した。

そうして,層こ・とに小班を一次単位として第1段を等確率で抽出する副次抽出法を適用し, 

選ばれた小班の中で上述の2種類のプロットを2点づつ抽出した。層化の基準とプロットの割 

当てを表ー 3に示す。

調査の項目と調査方法は次のようである。

1) 林況調査ブロット

0.3aの正方形プロットの中の全立木について,胸高直径を2瑚括約で測定し,樹種,

上・中・下層別区分,枯死,生立の別をしらべる。枯死している木は,調査員の判断で谒去

5年以内に枯れたと思われるもののみを記録する。

2) 林分解析プロット

(1) ブロットの原点から,断面積定数2 (カウント数が15本以上になった場合は4を用い 

る)のスリットで検視して,カウントされた生立木のうち胸高直径5 CT2以上の木をすべて 

伐倒して,樹種,上・中・下層別区分,品質区分,原点からの距離を記録する。この中か 

ら乱数表で4本を選んで樹幹解析し,残りは胸高円板だけをとって樹高を実測する。

(2) 原点から半径11.3mの円形ブロットの中に入る上記以外の胸高直径5伽以上の木につ 

いて,樹種,上・中・下岡別•区分,胸高直径(2瑚括約),枯死,生立の別を調べる。
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注) このほかに割当外のブロット1個所を追加した。

表ー 3層化基準と層面積

層
層 化 基 準 営林署別対象面積 3a)

蓄積級(け/ha ) 冇用樹種混交宰級條) 白 滝 丸瀬布 遠 軽 生田原

1

D

Q

IV

V

VI

1 0 〇〜1 4 9

15 〇〜

〇～ 9 9

1 0 〇〜1 4 9

15 〇〜

1 0 〇〜19 9

計

〇〜 4 9

〇〜 4 9

〇〜1 0 0

5 〇〜6 9

5 〇〜6 9

7 〇〜1 0 0

1 8 8

8 1

2 8 56

5 9 6

9 6

6 8

3 8 8 5

27 8

2 7 9

10 3 0

3 5

16 2 2

7 5

2 8 4

17 2 1

2 7 15

6 7

129 6

6 18 5

2 17

2 27

88

13 3 7

4 1

7 23

2 6 3 3

層

営林署別対象面秋g 抽出個数

佐呂間 北 見 計 (％) 小 班 林況調査 林分解析

I

〇

Q

IV

V

VI

8t

2 8 5

2 0 9 1

13 3

18 5 7

4 3 6 6

7 0 0

7 7 6

5 3 3

6 9 9

9

7 4

2 7 9 1

1743( 8)

3459(16)

5477( 26)

6510( 30)

2105(10)

2 16 1(1 〇)

21455(100)

4

4

4

5

4

4

2 5

6

8

4

8

8

8

4 2

8

8

8

1 〇

8

8

注)
50

この調査で伐採された木の本数は4 〇1本でそのうち19 5本を樹幹解析した。

材積および生長量の計算方法

この調査に現れた樹種は,野帖上に記録されたものだけでも3 〇数種類におよぶ〇この 

ため,取りまとめにおいては,比較的出現頻度の高い15種(カエデ類,シナノキ,セン, 

ウダイカンバ,シラカンバ,ダケカンバ,ミズナラ,ドロノキ,ヤマナラシ,ホオノキ, 

ケヤマハンノキ,ニレ類,キハダ,ミズキ,ヤチダモ)とその他広葉樹の区分を用いた。 

その他広葉樹に含めた樹種の主なものは,ヤナギ類,サクラ類,シウリ,アズキナシ,ア 

サダ,イヌエンジュ,ニガキ,サワシバ,ナナカマドなどである。
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林況調査プロットでは樹高を測定しなかったので,樹幹解析木の実材積と直径の関係か

ら・

の形の一変数材積表を求め,ブロット材積を計算した。ここでひは単木材積,Dは胸高直 

径,aとタはデータから酎算される定数である。

この際,logひと3に差のない樹酒を一括してグループわけをした結果,次e5組の 

材積式をえた。

表ー4 ー変数材積式

樹種群 1 og ct B 適 用 樹 種

I —3. 2 4 5 7 1.9 8 6 8 ミズナラ

n —3. 4 6 2 5 2. 2 6 5 4 ウダイカンパ

S —3. 7 1 4 5 2. 4 0 9 3 捋舞;灯以ぐ注屈ナ ラシ

IY —3. 7 9 0 3 2. 4 9 5 3 シナノキ,セン,ダケカンパ, ド口,ヤチダモ

V —4. 0 5 5 9 2. 7 5 7 4 キハダ,ハルニレ,ミズキ

aと8の時間的な変化を無視することができ,また直從の連年生長:aも最近5年間では 

一定だと仮定すると,この期間の材•積の連年生長至tは
生長量=〔期間中央直径に対する材積〕

x〔期間中央基準の直径生長率J XB
で与えられる。そこで,現在と5年前の皮なしの直径に樹皮係数をかけて皮付の値に変换 

してから,期間の中央を基準とする直径の連年生長率を計算し,これを期間中央の直径に 

対応させて,次のような生長率の推定式を求めた。(データ数3 9 2)

log(1 〇 〇 〇 p DM)=1 og p + q 1 og Dm

ここで,PDm :期間の中央を基準とした直径生長率,Dm ：期間の中央における直译・, 

pとqはデータから計算する定数で,樹種群こ"とに次のような値がえられた。
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表ー5直径生長率推定式

樹程群 log p q 適 用 樹 秘

I 0. 5 2 1 5 〇. 4 7 3 7 キハダ

n 1.1 9 2 4 —0. 0 8 5 4 ウタ・イカンバ,シラカンパ,ダケカンパ 
セン,ヤマナラシ

S 1.2 8 6 5 —0. 0 2 9 6 カエデ類,ニレ,ミズナラ

IV 1.8 2 3 4 —〇• 5 4 5 5 シナノキ,ドロ,ヤチダモ

V 2.11 9 3 —0. 9 4 1 6 ケヤマハンノキ,ミズキ,ホオノキ,その他

1I群とU群の樹種は,直径の大きさによらず比較的安定した生長率を示し,IVとVは直 

径の増加につれて急に生長率が低下する型である。これに対し,Iのキハダでは,直径が 

大きくなるにつれて生長率が大きくなる傾向を示す。これが資料の範囲(直径6〜2 OCT) 
内でのキハダの侍性なのか,あるいはデータ中の直径の大きいものだけが特に恵まれた生 

育条件にあったのか明らかでないが,直径と直径生長率の関係としては異例である。

期間中央の直径の代りに現在直径を用いることにすれば,表ー 5の結果から最近5年間 

の直径生長率が推定できるので,さきにあげた関係によって,最近5年間の材積生長量を 

由・算することができる。

2.年齢分布
樹幹解析木の年輪数から,昭和5 2年現在の各樹種の平均年齢を求めると図ー 2のようにな 

る。これには平均年齢(黒丸)とその上下に年齢の変動幅を標準偏差で示してある。どの樹種 

も年齢の平均値は6 0年前後で,年齢の高い方のグループはヤマナラシ,セン,ウダイカンバ, 

シラカンバで,低いものはシナノキ,ダケカンバ,ドロ,ニレ類などである。•

年輪数を地上0.3 mの高さで数えているの・で,多少の誤差は見込まなければならないが,図 

一 2は山火事後の各樹種の発生年の傾向を示しているものと考えられる。この中で,ヤマナラ 

シ,セン,ウダイカンバ,ハンノキの年齢範囲の小さいことが注目される。

なお,年齢と直径との関係では,どの樹種についても一定の傾向は認められない。直径生長 

に関しては,発生時期の差は,それほど影柵せず,むしろ生育条件の違いの影響が大きいとい 

うことであろ5〇

3•樹種構成
林況調査の結果から,平均的な1当りの林分構成を求めると表ー6のようになる。

これによると,ミズナラ,カンバ須,シナノキ,セン,ドロノキ,ヤマナラシなどの有用樹
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種が全本数の4 9 %を占め,さらに材積では全体の6 〇%がこれらの樹種で占められている。 

表ー 6で本数の多い樹種は,大体においてどの場所にも平均して現れる傾向がある。その中で 

もカエデ類とミズナラは全プロットの9 8 %に出現している。このほか出現率の髙い樹種には,

シナノキ(9 5%),セン(93%),ウダイカンパ(86%),キハダ(81%)•ミズキ 

(7 9%),ホオノキ(7 6%),などがある。

ナマナラシ(19%),ヤチダモ(7%)はごく一部のプロッ卜にしか出現しない。

表一 7 本数陪別の各樹種の出現ブロット数(％)

ha 当り本教

樹・種 1～5 〇
51〜

1 〇 〇

1〇1〜

15 0
1 5 1～

2 0 0
20 1～

2 5 0
2 5 1～

3 0 0
3 0 1～

3 5 0
3 5 1～

4 0 0
4 01〜

5 0 0 5 0 0～

シナノキ 4 0.5 2 1.4 1 6.7 2.4 7.1 — 2.4 4.8 — 一

セ ン 4 0.5 1 9.0 1 9.0 4.8 9.5 — — — — —
ウダイカ»1 2 3.8 1 6.7 7.1 4.8 4.8 7.1 7.1 2.4 2.4 9.5
シラカン・パ 1 9.0 11.9 9.5 2.4 4.8 一 — 2.4 一 —
ダケカンパ 3 1.0 1 6.7 11.9 2.4 2.4 — — — — 2.4
ミズナラ 4 0.5 1 4.3 2 1.4 — 7.1 一 2.4 2.4 2.4 7.1
ド,ロ 1 4.3 1 6.7 2.4 4.8 2.4 — 一 一 — 一

ヤマナラシ 9.5 4.8 2.4 — ■— 2.4 一 一 一 一

ニ レ 4 2.9 1 4.3 7.1 4.8 2.4 一 2.4 一 一 —

表ー 8 蓄積階別の各樹種の出現ブロット数(％)

ha 当 り材積(n?)

樹 種 1～1 〇
11〜

2 〇

21～
3 〇

31〜

4 〇

41〜

5 〇

51〜

6 〇

61〜

7 〇

71〜

8 〇
81〜

シナノキ 6 4.3 1 9.0 9.5 一 一 — 一 .2.4 —
セ ・ン 6 4.3 1 9.0 4.8 2.4 2.4 — 一 *■1 —
ウダイカンパ 2 1.4 1 4.3 7.1 4.8 9.5 2.4 4.8 4.8 1 6.7
シラカンノヾ 2 8.6 7.1 9.5 2.4 2.4 一 ・一 .— 一

ダケカンパ 3 3.3 1 9.0 4.8 2.4 2.4 一 2.4 L 2.4
ミズナラ 5 4.8 11.9 7.1 2.4 4.8 4.8 2.4 2.4 7.1
ド 口 1 4.3 9.5 7.1 2.4 7.1 一 — 一

ヤマナラシ 1 4.3 — — 一 2； 4 ・一 2.4 ,一 一

ニ レ 5 2.3 9.5 2.4 4.8 — 2.4 一 2.4 一
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表ー 7,表一 8は,ha当り本数と材積のクラス別に有用微種の出現ブロット数の比率を示 

したものである。本数では,1樹秋で2 5 0本以上を占めるブロットの出現数は,4 2ブロッ 

卜のうちウダイカンバに,ミズナラ6,シナノキ3,シラカンパ・ダケカンパ,ヤマナラシ・ 

ニレ類各1で,材積が/心 当り5 On/以上を占めるブロットの数は,ウダイカンパ12,ミズ 

ナラ7,ダケカンパ,ニレ類各2,シナノキ,ヤマナラシが各1となっている。

幼時から疎立して生育してきた広葉樹は,太枝を周囲に伸長させて餘形不良となりやすいか 

ら,再生林の用材林への転換を考えるには,十分な林分密度のもとで生育してきた枝下离の高 

い林分を対象としなければならない。この観点にたてば,上の結果はウダイカンパ,ミズナラ 

を主とする林分を第1に取りあげるべきことを示している。

4.生長量と枯損量

鼓近5年間の樹秘別,直徑級別の生長疑と枯損：aは表-*9のようになる。平均的な林分の最 

近5年間の生長張はんa当り2 6. 3 ra8.対応する枯損並は6.Im,であるから,純生長量は年あ 

たり4廿で,生長量の2 3 %が枯損で失なわれていることになる。

樹種別で枯損割合いの大きいのは,キハダ,ヤチダモ,ドロノキ,ヤマナラシ,ホオノキ, 

ケヤマハンノキ,その他広葉樹などで,生長危の4 〇〜6 〇%が枯れている。セン,ウダイカ 

ンパの割合いもこれらについで高く,シラカンバ,ダケカンバのそれぞれ3, 2倍の値である。 

ャチダモの枯損が本数,材積,生長址のどれとの対応でも高くなった理由は,耐陰性の面より 

は出現ブロットの数が少なくて,特殊な林分の結果が誇張されたものと解した方がよい。その 

他広葉樹の枯損率が6 3.5%と異常に高いのは,このグルーブの中に比較的初期生長のよい 

(したがって現存材赧の大きい)サクラ,ヤナギ類などの直径の大きい方で枯損が多かったた 

めである。

枯損は純生長の予測や,今後の林分取扱いで考慮しなければならない重要な因子である。上 

に示した枯損率は,もとになる本薮が樹種によって異なり,また稀な現象の推定では誤差が大 

きくなることから,そのま、樹種特性と見做すことはできない。このため,本数枯損率の樹種 

間の違いが本当に意味をもつものかどうかの検定をおこなった。

この結果は,樹種をI :カエデ類,D ：シナノキ,ニレ,ミズキ,13 ：セン,ウダイカンバ, 

IV ：その他広葉樹,V :ド口,ヤマナラシ,ヤチダモ,キハダ,ケヤマハンノキの5群にわけ 

ると,表ー!〇のようになる。
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表-1〇 本数枯損率の差の検定

比 放 自由度 X- 判定

I : D 4- D : IV : V 3 1 8 9. 2 ♦ ♦

0 : 0 1 5. 7 *

0内 6 〇• 2 N. S .

H 内 1 〇•1 N. S .

IV内 4 4. 2 N. S .

全体 1 5 1 9 9. 4 ♦ *

* *:危険率1务で有意

* :危険率5强で有意 

N.S.:有意差なし

すなわち,I, D + Q, IV, V群間の枯損率の違いは極めて明らかで,U群と口群の間にも

5 %水準で差が認められる。しかし,どの樹種群でもその中の樹種間には有意差がない。各群 

の本数枯損率を表ー11にまとめておく。

表ー11 樹種ごとの本数枯損率

群 樹 種 本数枯損率(％)

I カエデ類 〇• 4

n
シナノキ,シラカンバ,ダケカンバ, 

ミズナラ,ホオノキ,ニレ,ミズキ

2. 6

H セン,ウダイカンバ 4. 4

IV その他広葉樹 7. 8

V
ドロ,ヤマナラシ,ヤチダモ,キハダ,

ク・ヤマハンノキ

1 3.1

5.単木の直径生長

直径生長は経験上 Mi t c herlichの法則にしたがうといわれている。この法則は

Y = K-ab t

と表わせる。ここで,Yは直径の総生長で,K, a, bはデータによってきまる定数,tは時 

間を表わす変数である。

この式を利用すると,林分解析ブロットの伐採木のデータから,調査時点の色々な直径階に 

応ずる直径生長の予測式を求めることができる。ただし,胸高円板の測定値を現在直径の大き 

さでダルーピングして,Mi tcher lich の式を直接あてほめてもうまくいかない。それは樹
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種別の標本数が少なく,直径の分布が一様でないために,直径階の平均値がクラスの中央値に 

一致するとは限らず,また直径階別本敬が平均直径の近くのクラスで最も多く,分布の両端で 

少なくなる傾向があるので,分布の上,下限の近くでは生長曲線が正確に推定できないからで 

ある。^ :

ところで,現在直径が時間の関数と・して表わされるなら,それは現在直径の小さい方から大 

きい方まで,連続的に変化しているは.ずだから,現在の直径階別の直径生長曲線は,すべての 

直径階の情報を综合して,セットして求めなければならないa

このため,次のようなデータの平滑化を考える。過去の皮内直径に樹皮係数を乗じて補正し 

てから,最近5年間の生長量を計算するのに用いたと同様な直径生長率の推定式

log (1 0 0 〇 PDM ) = logp + q 10gDM

を現在〜5年前,5年前〜10年前, ,2 5年前〜30年前の6期間に対して,樹秘ごと 

に計算する。記号の意味は前と同じであるC

これは年あたりの式だから,真数にもどして

q
1 ° ° 〇 Pdm = pDm

とすると,5年間の直径生長疑Idは

Id = Dm • P D爵/2〇〇

ここで,角期間の終りの直径をDeとすると

Dm = De — I d / 2

これを上式に代入して

Id = (De — Id/2) • p • (De—lD/2)q/20 〇

= P(De—比/2パ+1/2〇〇 /

( pDe 1卜 q_p(1 + q ) De • [ D/2 )/2 〇 o

これから a
D E • P D E 3 . J ・ヽ…

となる。
A

ここで,PDEは直径生長率の推定式亿Deを入れたときの値である。5年前の直径Dsは

D s = De~~Id

だから,直径生長率の式を期間別に求めておくと,’与えられた現在直径から出発して,上の们
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係を利用する逆推定を繰返えすと,その木の過去の生長過程が計算できる。

このようにして平滑化した過去生長にMitcherlichの式をあてはめると,tを変化させ

ることによって将来の直径の予測値が求められる。

表ー12

I )カエデ類

年
現 在 直 径 (CT1)

1 〇 1 4 1 8

1 9 3 7 (昭1 2 )

1 9 4 2 (〃 1 7 )

1 9 4 7 ( 〃 2 2 )

1 9 5 2 ( 〃 2 7 )

1957(〃 32) 

1962(〃 37) 

1967(〃 42)

1 9 7 2 ( 〃 4 7 ) 

1977(〃 52) 

1982(// 57) 

1987(// 62)

(3.7 3 ) 3.7 4

(4.8 7 ) 4.9 4

(6.0 1) 6.0 7

(7.1 7 ) 7.1 4

(8.1 6 ) 8.1 5

(9.2 0 ) 9.1 0

(1 0. 0 0 )1 0.0 1

1 0. 8 6 

11.6 6 

1 2.4 1 

1 3.1 3

(5.9 8 ) 5.9 8

(7. 4 4 ) 7. 4 6

(8.8 1) 8.8 8

(1 0. 2 4 )1 0.2 4

(11.5 4 )11.5 4

(1 2.9 1)1 2.8 0
(1 4.0 0 )1 4. 0 0

1 5.1 6

1 6.2 6

1 7. 3 2

1 8.3 4

(8.3 5 ) 8.3 5

(1 0.1 0 )1 0.0 7 

(11.6 7 )11.7 4 

(1 3. 3 3 )1 3.3 7 

(1 4.9 2 )1 4.9 5

(1 6. 6 1)1 6. 5 〇 

(1 8.0 0 )1 8.0 0

1 9.. 4 6

2 0.8 8 

2 2.2 7 

2 3.6 2

K 2 5.1 5 4 2.1 7 7 2.9 6

注)カッコ内は平滑化した原データ

ii )シナノキ

年
現 在 直 径 (cm)

1 〇 1 4 1 8 2 2

1 9 3 7 (BS1 2 ) 
1 9 4 2 ( // 1 7 ) 

1 9 4 7 ( // 2 2 ) 

1952(// 27) 

1957(// 32) 

1962(// 37) 

1967(// 42) 

1 9 7 2( // 4 7 ) 

1977(〃 52) 

1982(// 57) 

1 9 8 7( // 6 2 )

(0.4 9 ) 0.4 6 

(3.2 〇 ) 3.0 4 

(5.0 〇 ) 5.1 0 

(6.6 7 ) 6.7 5 

(8.0 4 ) 8.0 7
(9.1 5 ) 9.1 3 

(1 0.0 0 ) 9.9 8

1 0.6 5 

11.2 〇 

11.6 3 

11.9 8

(4.6 3 ) 4.6 4 

(6.7 3 ) 6.7 4 

(8.4 7 ) 8.5 9 

(1 0.2 4 )1 0.2 2 

(11.7 0 )11.6 5 

(1 2.9 9 )1 2.9 1

(1 4.0 0 )1 4.0 2

1 4.9 9 

1 5.8 4 

1 6.6 〇 

1 7.2 6

(8.4 7 ) 8.4 8 

(1.0.3 2)1 0.4 1 

(1 2.0 3 )1 2.1 8 

(1 3.8 7 )1 3.8 2 

(1 5.4 1)1 5.3 3 

(1 6.8 5 )1 6.7 3 

(1 8.0 0 )1 8.0 1
1 9.2 0
2 0.3 0 

2 1.3 1 

2 2.2 5

(1 2.2 7 )1 2.2 7 

(1 3,9 7 )1 4.0 9 

(1 5.6 6 )1 5.8 2 

(1 7.5 5 )1 7.5 2 

(19.15) 19.0 6 

(20.7 2) 20.5 7 

(2 2.0 0 ) 2 2.0 0

2 3.3 8 

2 4.6 8 

2 5.9 3 

2 7.1 3
K 1 3.3 8 2 2.0 9 3 3.4 3 5 1.9 6
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Hi)セン

年
現 在 直 径 (COT)

1 〇 1 4 1 8 2 2
1 9 3 7 (昭1 2) (5.2 7 ) 5.2 7 (7.2 9 ) 7.2 9 (9.2 7 ) 9.2 7 (11.2 2 )11.2 2
1 9 4 2 (〃 1 7 ) (6.1 5 ) 6.1 2 (8.4 6 ) 8.4 9 (1 0.7 3 )1 0.8 4 (1 2.96 )1 3.1 6
1947(〃22) (6.9 1)6.9 5 (9.5 8 ) 9.6 6 (1 2.22)1 2.3 6 (1 4.83 )1 5.0 3
1952(〃27) (7.6 9 ) 7.7 4 (1 0.7 6 )1 0.7 9 (1 3.8 4 )1 3.8 3 (1 6.9 1)1 6.8 6
1957(〃32) (8.5 1)8.5 2 (11.93 )11.8 9 (1 5.3 6 )1 5.2 6 (1 8.7 9 )1 8.6 3
1 9 6 2(〃3 7) (9.3 4 ) 9.2 7 (1 3.0 7 )1 2.9 6 (1 6.8 0 )1 6.6 5 (2 0.5 3 ) 2 0.3 4
1 9 6 7 ( 〃 4 2 ), (1 0.0 0 )1 0.0 0 (1 4.0 0 )1 4.0 0 (1 8.0 0 )1 8.0 0 (2 2.0 0 ) 2 2.0 0
1 9 7 2(〃4 7) 1 0.7 〇 1 5.0 1 1 9.3 2 2 3.6 2
1977(〃52) 11.3 9 1 5.9 9 2 0.5 9 2 5.1 9
1982(//57) 1 2.0 5 1 6.9 5 2 1.8 2 2 6.7 1
1987(//62) 1 2.7 〇 1 7.8 7 2 3.0 2 2 8.1 9

K 3 2.9 9
1

4 9.5 6 6 3.0 4 7 6.7 8

iv)ウダイカンバ

年

現 在 直 径 (cm)

1 〇 1 4 1 8 22
1 9 3 7 (昭1 2) (4.0 6 ) 4.0 8 (6.7 1)6.7 2 (9.5 1)9.5 〇 (1 2.3 3 )1 2.3 1

.1 942 ("17) (5.3 7 ) 5.4 9 (8.3 5 ) 8.4 1 (11.43 )11.3 9 (1 4.5 0 )1 4.4 2
1947(〃22) (6.6 2 ) 6.7 〇 (9.8 2 ) 9.8 7 (1 3.0 7 )1 3.0 6 (1 6.3 8 )1 6.3 〇

1 9 5 2 (〃2 7 ) (7. 8 2 ) 7.7 3 (11.1 6 )11.1 4 (1 4.5 2 )1 4.5 3 (17. 92)1 7. 97
1957(//32) (8.7 1)8.6 1 (1 2.3 5 )1 2.2 4 (1 5.7 9 )1 5-8 3 (1 9. 3 6 )1 9.4 7
1962(//37) (9.4 〇 ) 9.3 7 (1 3.1 9 )1 3.1 9 (1 6.97 )1 6.9 8 (2 0.7 7 ) 2 0.8 0
1.9 67(〃 42) (1 0.0 0 )1 0.0 2 (1 4.0 0 )1 4.0 1 (1 8.0 0 )1 7.9 9 (2 2.0 0 ) 2 1.9 8
1972(〃47) 1 0.5 8 - 1 4.7 3 1 8.9 9 2 3.0 4
1977(//52) 11.0 6 1 5.4 1 1 9.6 8 2 3.9 9
1982(〃57) 11.4 7 1 5.8 8 2 0.3 8 2 4.8 3
1987(//62) 11.8 2 1 6.3 4 2 1.0 〇 2 5.5 8

K 1 3.9 2 1 9.3 4 2 5.6 7 3 1.76
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V)シラカンパ

年
現 在 直 径 (5)

1 〇 1 4 1 8 2 2
1 9 3 7 (昭1 2) 
1 9 4 2 (〃 1 7 ) 
1947(//22) 
1952(//27) 
1957(//32) 
1962(〃37) 
1967(//42) 
1972(//47) 
1977(//52) 
1982(//57) 
1987(//62)

(3.2 7 ) 3.27
(5.1 3 ) 5.1 4
(6.6 3 ) 6.6 1
(7. 7 6 ) 7.7 8
(8.7 1)8.7 〇 

(9-4 2 ) 9.4 2
(1 0.0 0 )1 0.0 0

1 0.9 5
1 0.8 1
11.0 9 
11.3 2

(6.1 6 ) 6.1 6
(8.0 2 ) 8.0 3
(9.6 2 ) 9.6 3
(1 0.9 9 )1 0.9 9
(1 2.1 7 )1 2.1 6
(1 3.1 7 )1 3.1 5
(1 4.0 0 )1 4.0 0

1 4.7 3
1 5.3 5
1 5.8 8
1 6.3 3

(9 16) 9.1 6 
(11.0 2 )11.0 3 
(1 2.6 9 )1 2.7 2 
(1 4.2 4 )1 4.2 5 
(1 5.6 3 )1 5.6 3 

(1 6.9 2 )1 6.8 7 
(1 8.0 0 )1 8.0 1

1 9.0 3
1 9.9 5
2 0.7 9 
2 1.5 4

(1 2.1 7 )1 2.1 7
(1 4.0 2 )1 4.0 4
(1 5.7 5 )1 5.8 1
(1 7. 4 8 )1 7.4 8
(1 9.07 )1 9.0 7
(2 0.6 6 ) 2 0.5 8
(2 2.0 0 ) 2 2.0 0

2 3.3 6
2 4.6 4
2 5.8 5
2 7.0 0

K 1 2.1 6 1 8.9 9 2 8.6 9 4 7.9 1

vi)ダケカンバ

年

現 在 直 径 (血)

1 〇 1 4 1 8 2 2
1 9 3 7 (昭1 2) 
1942(//17) 
1947(〃22) 
1952(//27) 
1957(//32) 
1962(//37) 
1967(//42) 
1972(//47) 
1977(〃52) 
1982(〃57) 
1987(//62)

(2.4 9 ) 2.4 8
(4.5 1)4.4 1
(5.8 6 ) 5.9 9
(7. 2 7 ) 7. 3 0
(8.3 5 ) 8.3 8
(9.3 4 ) 9.2 6
(1 0.0 0 ) 9.9 9

1 0.6 0
11.1 0
11.5 0
11.8 4

(6.0 9 ) 6.0 9
(7.9 3 ) 7.8 9
(9.3 5 ) 9.4 5
(1 0.8 4 )1 0.8 3
(1 2.0 2 )1 2.0 3
(1 3.1 4 )1 3.0 8
(1 4.0 0 )1 4.0 0

1 4.8 1
1 5.5 1
1 6.1 3
1 6.6 7

(9.7 2 ) 9.7 2
(11.4 6 )11.4 4
(1 2.9 2 )1 3.0 0
(1 4.4 6 )1 4.4 3
(1 5.7 2 )1 5.7 3
(1 6.9 5 )1 6.9 2
(1 8.0 0 )1 8.0 0

1 8.9 9
1 9.8 9
2 0.7 1
2 1.4 6

(1 3.3 4 )1 3.3 4 
(1 5.0 2 )1 5.0 1 
(1 6.5 2 )1 6.5 8 
(1 8.11)1 8.0 6
(1 9.4 4 )1 9-4 5 
(2 0.7 6 ) 2 0.7 6 
(2 2.0 0 ) 2 2.〇 0

2 3.1 6
2 4.2 6
2 5.2 9
2 6.2 7

K 1 3.4 3 2 0.4 5 2 9.2 7 4 2.0 8
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vii)ミズナラ

現 在 U2 径 (cm)
年

! 〇 1 4 1 8 2 2
1 9 37 (昭12) (2.5 4) 2.5 1 (4.7 8 ) 4.7 7 (7.2 5 ) 7.2 5 (9.8 8 ) 9.8 8

1 9 4 2 (〃 1 7 ) (3.6 1) 3.7 9 (6.2 3 ) 6.3 4 (9.0 2 ) 9.0 7 (11.9 3 )11.9 1

1 9 4 7 ( 〃2 2 ) (4.8 5 ) 5.0 5 (7.7 8 ) 7.8 9 (1 0.8 4 )1 0.8 9 (1 3.9 7 )1 3.9 4
1952(〃27) (6.3 3 ) 5.3 1 (9.4 4 ) 9.4 4 (1 2.6 4 )1 2.6 9 (1 5.8 9 )1 5.3 8
1957(〃32) (7.6 1) 7.5 5 (1 0.9 8 )1 0.9 8 (1 4.4 1)1 4.4 5 (1 7. 8 6 )1 8.0 1
1962(〃37) (9.0 3 ) 8.7 8 (1 2.7 1)1 2.5 1 (1 6.4 1)1 6.2 2 (2 0.11)1 9.9 5
1967(〃42) (1 0.0 0 )1 0.0 1 (1 4.0 0 )1 4.0 2 (1 8.0 0 )1 7.9 9 (2 2.0 0 ) 2 1.9 8
1972(〃47) 11.2 3 1 5.5 1 1 9.7 3 2 4.0 1
1977(〃52) 1 2.4 3 1 6.9 8 2 1.4 7 2 6.0 5
1982(〃57) 1 3.6 3 1 8.4 6 2 3.2 1 2 7.9 9
1987(〃62) 1 4.8 1 1 9.9 3 2 4.9 2 3 0.0 2

K 1 5 6.2 7 2 0 1.1 5 2 7 5.0 0 8 9 3.2 2

viiDヤマナラシ,ド口

現 在 直 径 (珈)
年

1 〇 1 4 1 8 2 2
1 9 3 7 (昭1 2 ) (2.8 7 ) 2.8 6 (5.7 1) 5.7 1 (8.7 4 ) 8.7 4 (11.9 3 )11.9 4
1942(//17) (3.8 7 ) 4.1 2 (6.9 9 ) 7.2 0 (1 0.2 5 )1 0.4 3 (1 3.6 3 )1 3.7 8
1947(〃22) (5.3 2) 5.3 4 (8.5 6 ) 8.6 4 (11.9 1)1 2.0 5 (1 5.3 6 )1 5.5 6
1952(//27) (6.7 3 ) 6.5 4 (1 0.1 7 )1 0.0 4 (1 3.6 9 )1 3.6 2 (1 7. 2 7 )1 7. 2 6
1957(//32) (7.7 5 ) 7.7 2 (11.5 0 )11-4 〇 (1 5.3 0 )1-5.1 4 (1 9.1 3 )1 8.9 〇

1962(〃37) (8.9 1) 8.8 7 (1 2.7 9 )1 2.7 2 (1 6.6 9 )1 6.5 9 (2 0.6 〇) 2 0.4 8
1967(//42) (1 0.0 0 ) 9.9 9 (1 4.0 0 )1 4.0 〇 (1 8.0 〇 )1 8.0 1 (2 2.0 〇 ) 2 2.0 〇

1972(〃47) 11.0 9 1 5.2 4 1 9.3 7 2 3.4 7
1 9 7 7 (/75 2) 1 2.1 7 1 6.4 5 2 0.6 8 2 4.8 8
1982(〃57) 1 3.2 3 1 7.6 2 2 1.9 4 2 6.2 3
1987(//62) 1 4.2 5 1 8.7 5 2 3.1 7 2 7.54

K 6 1.1 8 5 5.8 〇 5 6.9 9 6 0.7 2

xi)ニレ類

年
現 在 直 径 (cm)

1 〇 1 4 1 8
1 9 3 7 (昭1 2 ) (2.3 7 ) 2.3 9 (4.6 〇 ) 4.6 〇 (7.0 5 ) 7.0 3
1 9 4 2 ( // 1 7 ) (3.7 8 ) 3.9 4 (6.5 1) 6.4 9 (9.3 9 ) 9.2 0
1947(//22) (5.2 5 ) 5.3 6 (8.1 6 ) 8.2 4 (1117) 11.2 2
1952(//27) (6.7 3 ) 6.6 7 (9.8 9 ) 9.8 6 (1 3.11) 1 3.1 〇

1957(//32) (7.9 6 ) 7.8 8 (11.3 2) 11.3 5 (1 4.7 2) 1 4.8 5
1962(〃37) (9.1 4 ) 8.9 9 (1 2.7 8 ) 1 2.7 3 (1 6.4 4 ) 1 6.4 7
1967(〃42) (1 0.0 0 ) 1 0.0 2 (1 4.0 0 ) 1 4.0 〇 (1 8.0 0 ) 1 7.9 8
1972(//47) 1 0.9 6 1 5.1 8 1 9.3 9
1977(//52) 11.8 3 1 6.2 6 2 0.6 9
1982(//57) 1 2.6 3 1 7.2 7 2 1.9 1
1987(//62) 1 3.3 6 1 8.2 〇 2 3.0 3

K 2 1.9 1 2 9.4 7 3 8.0 1

x)その他広菜樹

年
現 在 直 径 (伽)

1 〇 1 4 1 8 2 2
1 9 3 7 (昭1 2 ) 
1 9 4 2 ( // 1 7 ) 
1947(//22) 
1952(//27) 
1957(// 32) 
1962(//37) 
1967(// 42) 
1 9 7 2 ( 〃 4 7 ) 
1977(//52) 
1982(//57) 
1987(〃62)

(3.6 8 ) 3.6 8
(5.18 ) 5.1 4
(6.3 3 ) 6.4 〇
(7.4 5 ) 7. 5 0
(8.4 7 ) 8.4 5
(9.3 5 ) 9-2 8
(1 0.0 0 )1 0.0 0

1 0.6 3
11.1 7
11.6 5
1 2.0 6

(7. 2 3) 7. 2 1
(8.8 8 ) 8.7 9
(1 0.11)1 0.1 5
(11.2 8 )11.3 3
(1 2.3 3 )1 2.3 4
(1 3.2 5 )1 3.2 3
(1 4.0 0 )1 3.9 9

1 4.6 5
1 5.2 2
1 5.7 1
1 6.1 4

(1 0.8 9 )1 0.8 7 
(1 2.6 5 )1 2.5 3 
(1 3.9 3 )1 3.9 1 
(1 5.1 4 )1 5.1 9 
(1 6.2 2 )1 6.2 6 
(17. 17)17.19
(1 8.0 0 )1 7. 9 8

1 8.6 7 
1 9.2 7
1 9.7 8
2 0.2 3

(1 4.6 1)1 4.5 8 
(1 6.4 5 )1 6.7 0 
(17. 78)1 7. 79 
(1 9.0 2)1 9.0 7 
(20.1 2)2 0.1 7 
(2 1.1 〇) 2 1.1 5 
(2 2.0 0 ) 2 1.9 8

2 2.6 9 
2 3.3 1 
2 3.8 5 
2 4.3 1

K 1 4.7 8 1 8.8 8 2 3.0 5 2 7. 2 7
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表ー12に,平滑化によってえられた過去の直径生長の値と,Mitcherlich式による計 

算値を示した。6個のデータに対して,3つのパラメータの式をあてはめたので,当然ではあ 

るが適合は良好である。図ー 3は現在直径18BJの場合を例にとって,樹和i間の生長傾向を比 

較したもので,図ー 4はウダイカンパについて4通りの直径階の生長曲線を示したものである.、

図一3で,1 9 6 8 (昭4 3)年以降の生長速度の順位は,上からミズナラ,ド口,ヤマナ 

ラシ,シナノキ,ウダイカンバ,その他広葉樹となっており,ミズナラの直線的な傾向に比べ 

て,ウダイカンパの最近の生長の鈍化が目立っている。カンバ類のうち,シラカンバとダケカ 

ンパの曲線は図に示してないが,これらはシナノキとウダイカンパの中間を通り,3 0年後に 

はウダイカンバより〇• 8C772大きくなる。しかし,この程度の差は,晩木間の変動を考えれば, 

意味のある大きさではない。

ミズナラの生長曲線が直線に近くなcたのは,連年生長が最大になる前の初期生長の段階の 

データで外揷したためで,長期にわたって図に示されたような生長を持続するとは考えられな 

い。この点は,新しいデータによってさらに検討する必要があるq

以上は,18瑚階を例にとって樹種別の生長傾向の特徴を示したのであるが,生長曲源の‘"レ 
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状は現在直径の大小によっても異なる。この梯子は,生長曲繰の上方漸近線を与えるKの値か 

らも推察できるが,図ー 4のウダイカンパの直径階間の比較をみると一層はっきりする。すな 

わち,現在のまま推移すると,直径2 2 cmのウダイカンパは3 Q年後rctx 21anになり,年あ 

たり1.7CT程度の生長が期待されるのに対し,10Eのクラスでは同期間の生長量はこの半分 

にすぎない。ただし,これらの結果は急激な生育環境の変化がないものと仮定し,立木度や土 

地条件の違いも考慮せずに試算した平均的な傾向であるから,間伐などの保育を加えたときの 

生長コースの予測には修正が必要である。

6. 土坝条件と生長址

林分解析ブロットのAJSの養分濃度と最近5年間の材積生長量の関係を検討した。全体とし 

て養分濃度が高いほど生長蛰が大きくなる傾向は認められたが,相関はそれほど高くない。こ 

の理由は,材積生長髭と直接的な関係をもつ期首の本数,断面積,材積などの値がブロットに 

よって違いが大きいこと,また樹種の混交歩合が場所ごとに異なっているため,材積生長量の 

中に樹種の生長特性の違いがもちこまれ,土塊条件による生長差がかくされたためと考えられ 

る。そこで,林の構造を表わすいろいろな測定値の中から,できるだけ他の因子と無関係に土 

圳特性と密接に関連しているものを探し出し,それを指標として土壊条件による再生林の分類 

を試みることにする。

伐倒木の測定結果から,調査ブロットの年齢は5 0 ～ 6 〇年の間にあり,主な樹種であるカ 

ンバ類の平均はおおよそ5 5年前後と推定される。いまそれぞれの樹極について,ブロット内 

の最大直径木をとると,これはその場所ではもっとも有利な条件のもとで生長してきたもので, 

その樹種の到逹できる最大の大きさだと考えることができる。発生時期の違い,ブロット内の 

樹種の組合わせの違い,密度条件の差など例外をつくり出す要因は多いが,再生林が比較的短 

期に成立したとすれば,このような仮定も近似的になりたつだろう。

そこで,林分解析ブロッ‘卜で5本以上,固定ブロットでは13本(/ta当り125本)以上 

ある樹種について,直径の上位のものから本数の1/ 5をとり,全ブロットの資料を合算して 

樹種ごとの直径に対する本数分布を求めた。このとき兎害木が含まれている可能性があるので, 

林況調査ブロットの全部の資料をこみにして作った樹種別の本数分布の形,特に分布の途切れ 

に注目して,直径の大きさによる前生樹の判定表を作成した(表ー13)。
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注) 限界線より大きい木は免害木とみなして,次に大きい直径の木をとる。

表一13 林況調査ブ口ッ卜における樹種別本数分布と兎害木判定基準

y遊 

直渝\
カエデ 

類

シナ

ノキ
戒

ウダイ

カンパ

シラ 

カ»ヾ

ダケ

カンパ

ミズ

ナラ
ド口

ヤマ

ナラシ

ホオ 

ノキ

ヤチ

ダモ
キハダ

ケヤマ

キ
ニレ ミズキ

6 cm 527 134 68 28 17 53 153 5 4 69 2 43 78 59
8 258 77 66 54 35 47 104 9 2 45 2 57 35 61

1 〇 116 64 48 82 32 43 99 18 1 4 42 4 49 1 18 45
1 2 57 46 49 101 33 41 78 17 6 24 3 40 20 27
1 4 34 33 28 94 36 24 40 17 2 12 4 27 20 19
1 6 18 28 15 92 16 28 38 8 5 11 3 17 1 8 17
1 8 10 13 15 77 24 19 22 8 11 6 5 10 9 1 4
2 〇 3 9 16 42 11 13 27 10 4 3 3 13 2 8 16
2 2 2 6 1 〇 63 6 19 22 15 5 7 2 8 7 3 4
2 4 4 4 6 27 3 10 15 10 3 2 2 1 * 4 4
2 6 7 32 3 7 11 10 3 1 1 1 4 2
2 8 1 4 2 12 3 1 3 1 2 2 1 2 4
.3 〇 1 3 2 1 2 1 1 3 3

3 2 1 1 2 5 3 2 2 3 2
3 4 2 1 1 1 1 2 1
3 6 1 1 1 1 1 1
3 8 3 1 1
4 〇 2 1 1 1
4 2 1 3
4 4 2 2
4 6 2 1
4 8 1 2 1
5 〇 3
5 2
5 4 1
5 6 1
5 8
6 〇 1 1
6 2 2
6 4 1
6 6
6 8
7 〇 1
7 2 1
7 4 L
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最大直径

ットの最大直径の分布図ー 5 ブロ
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最:大直径の分布は図ー 5のように樹種によって特徴のある形をしている。たとえば下層木を 

主体とするカエデ類の平均は12. 9瑚で左に偏っているが,ウダイカンパは平均が2 2. 6CTと, 

やや右に寄った分布型である。またミズナラでは12 cmから2 6CT»の間にほぼ均等に分布し, 

平均は19.1伽である.このような樹稲による生長の違いを補正して,共通の比餃尺度をつく 

るため,各樹種の直径分布範囲を5つにわけ,直径の小さい区分から2, 4, 6, 8,1〇の 

評点を与える。すなわち,平均値を中心として標準偏差の±0.5倍の範囲を6, ± ( 0.5〜

1.5 )倍の範囲を4と8»その外側を2と】〇にするのである。樹種ごとにそれぞれの評点に 

対する直径の範囲を示すと表ー】4のようになる.

表一14 生長指数に対応する直径の範囲

生長指数 カエデ類 シナノキ センノキ マ カ バ シラカンバ

2 •6.6 cm 〜7. 4CW 〜6.6cm ～ 1 2. 4 COT 〜7.2cm

4 6. 7 〜1 0.4 7. 5～ 1 3.7 6.7～ 1 2.2 1 2.5〜1 9.0 7. 3〜】2.6

6 1 0.5〜1 4.3 1 3.8 ～2 〇. 2 1 2.3 ～1 7. 9 1 9.1 ～ 2 5. 9 1 2.7 ～ 2 0.0

8 1 4.4 〜1 8.1 2 0.3 ～ 2 6.5 1 8.0 ～ 2 3.5 2 6. 0 ～ 3 2.6 2 0.1 ～ 2 5.5

1 〇 1 8. 2～ 2 6. 6 〜 2 3. 6 〜 3 2.7～ 2 5. 6～

生長指数 グク・カンバ ミズナラ ドロノキ ヤマナラシ ホオノキ

2 ・〜6.5 cm 〜8.1cm 〜1 4. 2cm 〜9. 4 COT ～ 4.7 cm

4 6.6 ～1 3.8 8. 2～1 4.5 1 4.3～1 8.0 9. 5 〜1 5.4 4.8～ 9.4

6 1 3.9～2 1.3 1 4.6～2 1.0 1 8.1～2 2.0 1 5. 5～2 1.7 9.5〜1 4.3
8 2 1.4 ～2 8.7 2 1.1 ～ 2 7. 5 2 2・1〜2 5. 9 2 1.8 ～ 2 7. 9 1 4.4 ～1 9.1

1 〇 2 8. 8 〜 2 7・6〜 2 6.0～ 2 8.〇〜 1 9. 2～
生長指数 ャチダモ キ ハ ダ ケヤマハンノキ ニ レ ミ ズキ

2 〜7.5 cm 〜7. OC772 ～ 1 0. 2CTH ’〜9. 5 COT 〜6.9 cm
4 7. 6 〜1 2.4 7.1 ～ 1 2.2 1 0.3～1 5.6 9. 6～ 1 5. 8 7.〇〜1 2.1

6 1 2. 5 〜1 7. 5 1 2.3 ～1 5.6 1 5.7 ～ 2 1.2 1 5. 9～2 2.4 1 2.2～ 1 7. 4
8 1 7. 6 〜2 2. 5 1 5. 7 ～ 2 0. 0 2 1.3～2 6.6 2 2. 5～2 8.9 1 7. 5 ～ 2 2. 7

1 〇 2 2.6 〜 2 0・1〜 2 6.7～ 2 9.〇〜 2 2.8～
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土地生産力の目やすにするブロットの評点(これを直径生長指数とよぶことにする)は,次 

のようにしてきめる。まずプロット当り5本以上ある樹種について最大直径をしらべ,さきに 

示した基逖表のどの区分に該当するかをみて,その樹種の生長指数とする。つぎに指数の大き 

いものから順に3樹枷をとって評点を平均し,これをブロットの直径指数とする。第4位以下 

の樹種はなにかの原因で土地生産力が十分発揮されていないとみなして除外する。これによっ 

て被圧や発生時期のおくれの影骨がかなり取り除けるものと思われる。

こうしてえた直径生長指数をA層の養分濃度任ノに対応させると図ー 6がえられる。養分濃 

度の等しいブロットの間でも直径生長指数はかなりバラついているが,一般に親度が増すにつ 

れて生長指数が高くなる。相関係数はNで0.8 5 6, P205 ： 0. 8 3 3 ,电〇 ： 0. 8 3 4 , 

CaO : 〇• 8 7 3で明らかに両者が平行的な関係にあることが確かめられる。

なお分析数値をみると,再生林内のA層のC aOおよびN濃度は針葉樹林内に比べはるかに 

髙い。これは広葉樹林では林床に推積した落葉が急速に分解し,それがA層に還元されるため 

と思われる。またP2 〇/Kz 〇濃度が侍に低いのは,各調査ブロットがすべて火山灰の被覆 

の影響をうけているためである。

以上で養分濃度と直径生長指数の間に高い相関のあることがわかったが,土壊表層の養分濃 

度はその上の林の状態によって変化する可能性があるので,長期的な生産力の表示として直径 

生長指数が適切かどうかはこれだけでは判断できない。そこで養分濃度以外の土壤断面の特性 

と直径生長指数がどのような関係にあるかを調べた。

まず層位の中で特に養分濃度の高いA層の厚さと生長指数とを対比すると図ー7のように, 

養分濃度のときよりバラツキは大きいがA層が厚くなるほど生長指数も大きくなる傾向が認め 

られる。しかしブロットの中にはA層の厚さがほとんど同じで直径生長指数の著しく異なるも 

のがある。たとえば表ー15で,プロット2 4, 5 8,16 ,17のグループと6 4,1〇1 

のダルーブはいずれもA層の厚さが11〜14COTであるが,生長指数の方は5.〇〜5. 3および 

8. 7とかなり違っている。この原因を表15でみると,ブロット2 4はP D型,16はBd型, 

17はBe型とそれぞれ土壊型は異なっているが,いずれもB層が板状緻密な石碌からなり孔 

隙量の少ない点が共通している。理学性の良否が根系の発達,ひいては直径生長に影響をおよ 

ぼしたものと思われる。

さらに,第1のグルーブのA層の養分濃度はNで0.3 2〜0.5 4务,p2 〇5 ：〇• 01〜

庄)〇. 2 N-Hc1抽出の有効態養分
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図ー6 A層の養分濃度と直径生長指教
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注) 石疎欄の〇印は石篠頗る富む(大㈱),+印は石篠富む(小疏)

表ー15 直径生長指以と土心条件

プロット 直径生長 A層の厚 A /西の養分濃度( 务)

番 号 指 数 さ(CCT ) H収型 N P2o5 k2o CaO
7 1 4.7 9 Bf 0.4 1 0.0 2 0.1 4 0.8 3
8 3 5.0 4 Bb 0.2 9 0.0 1 0.1 〇 0.6 5
2 4 5.0 11 Pd 0.4 9 0.0 1 0.3 2 0.8 4
5 8 5.3 1 2 Bd 0.5 4 0.0 1 0.1 5 0.8 1
1 6 5.3 1 2 Bd 0.3 2 0.0 2 0.1 8 0.8 9
1 7 5.3 1 4 Be演 0.5 4 0.0 1 0.2 〇 0.6 〇

8 8 6.0 1 8 Bd 0.5 9 0.0 2 0.1 9 0.9 8
3 9 6.0 2 1 Bd 0.4 7 0.0 1 0.1 7 1.0 4
6 6 6.0 2 1 Bd 0.4 3 0.0 1 0.1 9 0.6 6

7 6.0 1 7 Bd 0.4 〇 .0.0 2 0.2 4 1.3 〇

6 7 1 0.0 1 6 Bd 0.8 7 0.0 5 0.2 9 2.11
9 〇 1 0.0 2 5 Be朋 0.8 8 0.0 5 0.2 6 2.1 2
1 5 1 0.0 26 Bd朋 0.8 8 0.0 5 0.2 8 1.8 1

9 9.3 1 9 Bd崩 0.9 〇 0.0 4 0.2 9 1.7 6
7 4 9.0 3 〇 Bd崩 0.7 6 0.0 5 0.2 8 1.5 2
27 8.7 1 8 Bd 0.7 3 0.0 3 0.2 3 1.6 6
6 4 8.7 1 3 BD(d) 0.6 5 0.0 2 0.2 7 1.4 2

1 〇 1 8.7 1 2 Bd 0.7 4 0.0 3 0.2 7 1.9 5
ブロット 土 壊

番 号 A層浅い 石株注) 堅 密 埴 質 乾 湿

7 1 〇 〇

8 3 〇 〇

2 4
5 8
16
1 7
8 8
3 9 〇

6 6 〇 .,

7 〇 〇

6 7 +
9 〇 +
1 5 +

9 +
7 4
2 7 +
6 4 〇 + 〇

10 1 〇 + 〇 1
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A層の取さ

図ー 7 A層の厚さと直径生長指数

0. 〇 2 %, K2 〇 : 0.13〜0.18 %, CaO : 〇• 6 〇〜0. 8 9 %であった。これに対しブロ 

ット6 4,1〇1は埴質な土坂ではあるが有機物にとみ,これに石礫を混じて土壊ほ全体的に 

軟らかい。またA層の養分濃度はNで0. 6 〇〜0. 7 4 %, p2 05 ： 0. 0 3 %, 1く2 〇 ; 〇• 2 7 
%, c aO ：1.4 2〜1.9 5 %を示し,前者のグルーブに比較して,土塊型態,理学性および 

A層の養分濃度が優っている。

これとは別に,ブロット8 8, 7と2 7はいずれもBD型土壤でA層の厚さも17〜196 
と痛［以している。しかしブロット8 8, 7の生長指数は6. 0, 2 7は9. 3で,指数は大きく違 

っている。この場合は,プロット8 8が石㈱が多くて土壊が堅く,また2 7は址｛質で土壊が!［ヾ 

いという特徴があり,しかも土壊の推移状態がA眉とB層で明隙であり理学性が劣っている。 

このA層の養分濃度はNで0. 4 〇〜0. 5 9 %, P2 〇5 ： 0. 〇 2 %尸1く2 〇 : 0.19〜0. 2 4 %, 
CaO： 0.98〜1.3 〇 %である。これに対しブロット2 7の方は,多少石碌にとむが,石磔 

間には有機物にとむ黒褐色の碱質土地が深くまで侵入し,土壊断面の推移状態は不明瞭で層位 

の境界が判然としていない。またA層の養分濃度はNで0.7 3%, p2 〇5 ： 〇•。 3%, K2 〇

—3 ? 〇—

：0. 2 3 %, CaO ：1.6 6 %で前者に比べはるかに土坝形態,養分濃度が良好である。

さらに,表ー15で生長指数の曲いグループ(8. 7〜10. 0 )と低いグルーブ(4. 7〜6. 0 ) 

の違いを土以的にみると,直径生長指数の低いブロットは一般にA層が薄く,埴質土壊でAJ3 

とB層の推移状態が判然とし堅密なもの,石晩(特に大歸)が多い場合などが含まれる。また 

A層が石硃で構成されるため,此較的厚いに・もかかわらず狀實土壊の侵入が浅いものや,表膚 

から大銖によって占められる場合もこのグルーブに多い。これに対し直径生長指数の高いもの 

では,2, 3のブロットに址(質でA層がうすい場合もみられるが(ブロット6 4,101), 

一般にA丿苗が厚く,しかも石採は餾質土壊と適度に混合して土題の推移状態は漸変的,かつ, 

堅密な土壊は認められない。そうしてA腐の養分波度の高いことは前述のとおりである。

以上の結果から,各樹種の最大直径木で定義した直径生長指教はA層の養分濃度ばかりでな

< .林木の生長と関係の深い土壊断面の他の特性ともよく対応していることがわかる。したが 

って,再生林の地位がこの指数で表示できることが土壊的にうらづけられたことになる。

最後に,ブロット内の最大直径木を使Cたのは被圧や成立時期の影響をうけない生産力の比 

鮫尺度を求めるためであったが,完全な孤立木でない限り,股大直径木であっても密度の影響 

をまぬかれることはできない。それで土坝養分の等しい場合,ブロットの本数の多少によって 

直径生長指数がどれくらい違ってくるかを検討した。これは土壊養分とんa当り本教を説明変 

数としたときの生長指数の重回帰分析で知ることができる。それによると,A層の窒素,燐敬, 

カリ,カルシウム濃度の等しいグルーブの中では,生長指数は本数が多くなるほど低下する傾 

向があり,その程度は1.〇 〇 〇本あたりー 0.4 3となることがわかった。計算に用いた資料の 

平均本数が1,4 6 5本であったから

(ブロットのんa 当り本数ー1.465)—( 0. 43)/ 1,000
を生長指数の値に加えると本数密度の影響を取除くことができる。

過去の林分構造の推定

林分解析プロットには3通りの測定値がある。すなわち樹幹解析木では,現在から過去に向 

って5年おきの樹高と直径,材積のすべてがわかっている。ただし過去の直径と材積は皮付に 

なおさなければならない。胸高円板を採取した木では,現在樹高と過去の皮内直径だけが正確 

にわかっており,材積はこれらの値から推定しなければならない。

過去直径を皮付になおす必要のあることも上と同様である。最後に直径のみを測定した木は, 

現在直径を除くすべての項目を推定しなければならない。これには次のような方法を用いる。

まず樹皮厚を推定するため,伐採木の資料によって,
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Dob , . n防=a+bDib

Vob
V^ = a + bVib

の形の樹皮係数式を求める。ここでDは直径,Vは材積で,添字のib,ob はそれぞれ皮内 

と皮付を意味する。林況網查プロ >卜のまとめでは皮内直径から皮付直径を直接求める回帰式 

を使用したが,現在の皮内と皮付の関係は,多くは原点を通らない直線となり,過去に湖って 

適用するとき誤差が大きくなるので,ここでは樹皮率の推定式を採用した。前と同じに樹種ご 

とのaとbを比較した結果,直径で5,材積で7組の樹種群に対する推定式がえられた。

次に円板測定木の現在および過去材積は,それぞれの皮内直径(Dib)と現在樹高(H) 
から計算することにし,樹榦解析木のデータから

1 ogV= bo + bj logDjb+bz 1 og H
の形で二変数材積式を求めた。推定式は7つの時点に対し8つの樹群ごとに計算したが適合は 

良好Iで,重相関係数はすべて0.9 8以上になった。

直径だけを測定した木は,過去直径と現在を含めた各時点の材積をすべて推定しなければな 

らない。まず直径は,現在直径と過去直径の間に一次の関係

D過去=a+bD現在

がなりたつものとして,伐採木全部の資料を使用して12の樹種群に対し過去の6時点の推定 

式を求めた。3 〇年前までを推定しようとするとバラツキは大きくなるが直線関係は成立して 

いる。次に現在と過去の材積を推定するため,樹幹解析木の資料を使って林況調査ブロットの 

ときと同様なー変数材積式を3 〇年前までの7時点について作成した。樹種群の数は8組であ 

る。

樹種に応じてこれらの中から該当する式を選び,ブロット内の木立に次々にあてはめ,•現在 

から3 0年前までの5年ごとの林分構造を推定した。この際,現在の直径の測定限界とあわせ 

るため,推定直径が5伽以下になった木は,断面積,材積の計算から除外した。また各推定項 

目について,推定値の誤差分散も同時に算出した。

このようにしてえられた現在および過去の各フ・ロットの本数,平均直径,断面積,材技と, 

それらの差として求めた生長景が次に述べる生長予測の原資料である。

林分生長量の予測 • •'

異齢混交林の生長予測では,構成樹種や成立の違い,立木度,•高さなどの基準によってあら
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かじめ林型を区分し,均質化されたこれらのタイプごと田予測を進めるのが原則である。しか 

し,北見地方の再生林調査のデータでは,混交率まで含めて考えると,類型化に利用できるほ 

ど明瞭な樹秋の組合わせは見出せなかった。すなわち,現在蓄積とその中IC含まれる有用樹種 

(シナノキ,セン,ウダイカンバ,シラカンパ,ダケカンパ,ミズナラ,ドロ,ヤマナラシ) 

の材積割合いをみると,現在蓄積が5 〇が〜2 6 Qnf/haの広い範囲にわたっている上に, 

有用樹秘の材積比も12%から9 4%におよんでいる。さらに,有用樹種だけをとっても,俺 

か〇, 〇 4 haの小面辩でさえ単一の樹種で占められる場合が少なく,構成樹種を主とする分類 

は有効とは思えない。

このため,重回帰分析によって,過去の各期間の生長形:がどのような因子の組合わせで決定 

づけられているかをみることにする。

一定期間の生長量は,期首・蓄積とその期間の生長率の積である。したがって生長損:の違いは 

この2つの因子の組合わせできまるのであるが,生長:率は林の内容が違ってもその影響は故パ 

ーセント以内に止まる。これに対して,期首蓄積は極端な場合は,ゼロから数百廿の範囲にわ 

たるので,生長髭の変動原因の大半はもとの蓄積の差に帰着できる。しかし,蓄積は森林調査 

の目的変数であって,簡単に求めることができないから,これを期首の林分搆造を代表する他 

の:！a的変数でおきかえて,生長量がそれらの変数の効呆の和で表わされると考える。すなわち 

Y=bo 4-bi xi+b2x24- . + b n x n

ここでYは5年期間の生長：ほ X£はi番目の変数で,各変数の効果は係数bよの大きさとな 

って現れる。

この方針のもとに,林分解析プロットの最近5年間の生長扭が,期首における次の6種の変 

数の値とどのような関係をもっているかを検討した。

X1:期首の本数 (NZ100 0) •

X2 :直径の合計:(2D/ioom) ■
X3 :胸高断面積合計 (G/1〇 n?) 

X4 ：！ 〇 G/£D = b (1 +C D2) 
xs :直径生長指数 (s/io) 

X6 : x/G/ i 〇 ( rn )

X】からX3まではBuell71)が好結果をえたと述べている変数で,X4はブロット内の 

直径分布の違いを示す変数として考えた。Dは平均直径,C廿は直径の変動係数の二乗である。 

X8は,さきに述べたプロット内の最大直径から求めた直径生長指数注)である。X3は生長 

注) ここでは本数の影響を除く前の指数を用いた〇・
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最に対する断面粗の効果の曲線性を補正するための変段である。

これらの変数の種々の組合わせで,過去の6期間の生長分の変動のどれくらいの部分が脱明 

できたかをみれば,組合わせた変数の全対的な影ヨ度が評価でき,さらに係数牴 の右意性検 

定で,個々の変数の寄与の大きさも判定できる。ここでは変数群の全体効果の評価に匝相関係 

数(R ),単一効果の判定にt 一検定を用いる。

•分析の結果を最近5年間の生長掛の場合について示すと,表ー16のようになる。|式の3 

変数の場合の相関係数(R)が高くなっているが,この揚合の本数の効果は,5 %水準の有意 

点を俺かに超える程度である。そこで,この変数を削除すると,I!式のようにRが低下する。 

同じ3変数の組合わせでも!V式は他の2変数の組合わせとほとんど差がない。2変数の式の中 

では目がよく,VとVIがそれに続くが,口は万Dの項を含み実質的には3変数であるから,単 

純なV!式を採用することにした。V式を除いたのは変数間のバランスが悪いのと,他の期間に 

対するあてはめで,Xeと生長量との間にかえって直線性が現れたからである。

表ー16 生長丑:推定式の係玫と稲度

X1=
N/1 〇〇〇

x2 =
ZD/ioo

X3 =
GZ10

X4 = 
ioGZ^'D

x5 =
S/10

Xo = 
x/G/10

页相関係数

(R )

1

本

0.7 8 43
SE = 
± 4 8. 5 %

m

-1.5 3 23

±3 9. 3 %

nr2
2.1 6 6 1

±1 2.2%

m

0.9 5 9

n
-0.3 26 9
±4 4. 0 %

1.6 9 1 8
± 8.0 % 0.9 5 6

1.4 0 6 2
土 4.7%

0.3 8 6 6
±5 1.0% 0.9 5 8

IV 1.3 9 2 5 0.4 4 8 6 0.。 3 9 5 0.9 5 7

V
0.3 8 7 2

±6 9.1 %,
3.6 6 6 4

土 4.8% 0.9 5 7

1.4 0 7 6
土 4. 8 %

0.4 4 9 3
±5 9.4 % 0.9 5 7
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最近5年間の生長：S・に対するV!式の適合状態を偏回帰のクラフで示すと,図ー 8のようにな 

る。断面積と生長量の関係は明らかに直線で,パラッキは少ない。しかし生長指数の方は,あ 

てはめた直線のまわりの変動がかなり大きい。

図一 8 生長员と断面積および生長指数の関係(最近5年間)

図ー 9は,V｛式を3 〇年前までの6期間についてあてはめたときのX3の係数b3と,X5 
の係数b5の時間的な変化である。断面積と生長量との関係を示す直線の傾斜は,3 〇年前に 

はじまる5年間の3.16から,最近5年間の1.41まで年とともに低下している。Zれは,単 

位断面積あたりの材積生産量が年齢とともに低下することを意味するが,1期間を経過したと 

きの断面積は,期首より必ず大きくなるので,個々のブロットの生崖効率の低卞は,直線の傾 

きが示すほどには大きくない。
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a

?0

期 間

図ー 9 予測式の係数の変化

一方,生長指数の効果を示すbsの値は,15年前から5年前までの2つの期間で乱れをみ 

せている以外は,最初の負の値から最近の正の値まで上昇傾向にある。図には9 5 %の信頼区 

間も示してあるカ「,b3が最近になるほど精度よく推定されているのに対し,b5の信賴区間 

の幅はほぼー定で,b3のものより広い。

この2つの係数の時間的変化の傾向を大まかに直線とみて,過去の3 〇年間を通じた推定式 

を求めた。あらたに取入れた変数は,時間(X7=T )と,時間と断面植,時間と生長指数の 

相乗効果を表わすX8 =T . G/i〇, Xio =T . S/i〇である。Tは計算の便宜上I5年 

前から1〇年前までの期間を〇,最近5年間を2とおいた。

6期間の資料を合併したために,時間の変数を加えても相関係数は0. 9 4に低下した。検定 

の結果,T . S/1〇の効果は無視してよいことがわかったので,この変数を除いたところ, 

Tの係数も有意水準以下となった。そのため,この変数も削除して,結局次の3変数式がえら 

れた。

Y = 5. 011+1. 94U7(G/10)— 0.3569 (S/1U)
-0. 2844(T. G/ 1 〇 )

このときの相関係数4X R = 0. 9 4 〇,誤差率は平均値のところで4.5%となり,最近5年間 

に対する二変数式のR= 0. 9 5 7 ,誤差率2.6%より梢度が低下した。b5が負になっている 

のは,もとの二変数式でこの係数が6期間中の4期間で負になっているためである。

生長蜀:の推定値と実測値を対比すると,図ー1〇のようになる。黒点は2 5年前から2 0年 

前の期間,白ぬきは最近5年間のデータであるが,最近5年間では生長量の低いブロットで沮
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実生長最(5年間)

図一10 予測式の適合度

大,大きいところで過少推定の傾向がみられる。これは,b3 , b5の時間的変｛匕における曲 

線成分を無視したこと,ブロットの過去の林分構造の推定誤差を考慮せずに,同じウェイトで 

最小二乗法を適用したためと考えられる。 ’

9.生長置:からみた再生林の分類

前節で求めた林分生長の予測式を用いて,再生林の分類を考えてみよう。

生長量の推定において,期首蓄積の役割は断面積と生長指数でおきかえることができた。し 

たがって,現在についても同様なことがいえるわけで,計算の結果,この関係は

V = —2 8. 44 + 7.13 G+ 3. 7 9 s

となった。ここでV, Gは/za当り材積と断面積,Sは直径生長指数である。この林分材積式 

の適合は極めて良好で,重相関係数は0.9 7 4である。
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ここで,伐期の目標蓄積が与えられると,上の林分材粋式と生長:aの予測式によって,現在 

のgとsの組合わせごとに,その林がどれくらいの期間の後に与えられた目標水準に到達する 

かが軒算できる。もし,目標蓄積と伐期までの存度期間の上限が与えられれば.いま求めた期 

間とこの限界を照合して,保育すべき林分の選別が可能である。

目標蓄積をVt 就/Mとおき,現在材秋Voから出発してT期間の後にこの水準に達する 

ものとする。T期間の生長が直線的だと仮定すれば,この間の平均生長量アは,To==2にょ

T
り,Tm=-+2にはじまる5年間の生長最で近似できる。したがって,Tは目標蓄積までの 

2
必要生長量をこの値でわって

T= ( VT-V0 )/v
となる。Tmにおける材積Vmは,仮定により

Vm=( V°+Vt)/2

だから,このときの断面積Gmは林分材積式より

Gm =( Vm — 3. 7 9 S + 2 8. 4 4 ) / 7.1 3

となる。GmとTmを生長:S1の推定式に代入すると

V = 5. 0 11 一 0.3569S+ 1.9407 Gm — 0-2 8 4 4 TM - Gm

林況調査ブロットの生長粉:に対する枯損率が樹種こみで2 3.3%となっていたから,Vに

T(1-0. 2 3 3 )をかけて枯損貴を補正する。Tmをー+ 2でおきかえて整頓すると,求める 
2

期間数は次の二次方程式の根になる。

(0.1422Gm)T2 一 ( 5.0 1I 一0.3 5 6 PS+ 1・37 19Gm)T

+ ( Vt~Vo )/0.7 6 7 = 〇

ここで,生長の直線性を仮定したときのT年間の平均生長燈ほ,Tmにはじまる期間ではな 

<,それより0.5期間前の(Tm-0.5)を出発点とする5年間の生長髭初 である。この修 

正には,上にえたTの近似値と

vm = 7( 1-F) (Vt-v。)+V。

G* = ( V# — 3. 7 9 s + 2.4 4 ) / 7.1 3

(0.1 4 2 2 Gj) T2 —( 5.0 11 — 0.3 5 6 9 S + 1.5 1 4 1G* ) T

+ (1.3 03 8 ) ( VT —Vo ) = 〇 
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の3つの関係を利用する。計算の結果,現在蓄積の低い(Tの大きい)ところで修正量が大き 

くなり,Tの値が安定するまでに,最高4回の反役近似を要した。

表ー17目標蓄積に達するまでの期間数

2｛径生長 現 在断 面積 (G) ma
指数⑶ 1 5 2 〇 2 2 2 4 2 6 2 8 3 〇 3 5 4 〇

4

Vo

T】

t2

9 3.7
♦

奉

1 2 9.3

♦ 

♦

1 4 3.6
*

♦

1 5 7. 8

*

3.8

1 7 2.1

♦

2. 8

1 8 6.4

4.3

2.0

2 0 0.6

3.2

2 3 6.3

1.6

2 7 1.9

0.6

6

Vo

Tj

T2

1 0 1.3

♦

♦

1 3 6.9

*

*

1 5 1.2
*

♦

1 6 5.4

♦

3.5

1 7 9.7
♦

2.5

1 9 3.9

4.1
1.8

2 0 8. 3

3. 〇

2 4 3.9

1.5

2 7 9.5

0.5

8

Vo 

n 
t2

1 0 8. 8
♦

*

1 4 4. 5
♦

♦

1 5 8.7

♦

4.9

1 7 3.0
♦

3.2

1 8 7. 3

♦

2.3

2 0 1.5

3.7

1.6

2 1 5.8

2.7

2 5 1.4

1.3

2 8 11

0.3

1 〇

Vo

T】

t2

11 6.4

♦

♦

1 5 2.1

♦

*

1 6 6.3

♦

4.3

1 8 0.6
*

2.9

1 9 4.8

♦

2.0

2 0 9.1

3.4

1.4

2 2 3. 4

2.5

2 5 9.〇

1.1

2 9 4.7

(し!

Vo ：現在蓄積(林分材積式による)

T1:目標蓄積を3 〇 On?としたときの期間

T2 ： 〃 2 5 0 m8 〃 (現在断面秋28n?以下についてのみ掲上)

* 実数根の存在しない範囲

Vt = 3 〇 〇 [n3/ /zaおよびVt = 2 5 0 m8/ haに対する所要期間は,表ー17のように 

なる。上の二次方程式は,現在断面積がある値より小さくなるとどちらも実根をもたなくなる。 

この限界は,目標蕃積3 0 0 1がのとき2 7 m2/ ha , 2 5 0 m8では2 2m8//zaである。現在

の生長量が〇でない限り,どのように長い期間をとっても,その間の平均生長宜:は〇とならな 

いから,解かないというのは不合理である。この原因は,第1に誤差を含んだ実験式を関数関 

係のように扱って代数的に解いたことであり,第2は林分材積式の時間的変化を無視したこと 

である。

表ー17をみると,信頼できそうなのはT=4 くらいまでで,これは伐株までの残置期間を
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表一18 断面積と生長指数別のプロット数

X
〜12廿 1 3〜1 7 1 8〜2 2 2 3〜2 7 2 8 〜3 2 3 3 〜3 7 計

4 1 1
5 1 3 3 7
6 1 1 4 1 1 8
7 2 4 3 2 1 3
8 2 6 1 4 2 1 3
9 1 2 2 5

1 〇 1 2 3
計 6 1 5 1 2 1 〇 5 2 5 〇

2 U年としたときのTに相当する。この値を使って,2 〇年以内に3 〇 〇廿あるいは2 5 〇 nf 

に逹する林を保育林分に選ぶとすれば,現在の断面積が2 8 n?または2 4 以上の林というこ 

とになる。樹種構成,平均直径などにおいて内容の優れた林を見落さないためには,現在断面 

積2 2於/&£ ,直径生長指數8以上(現在蓄積16 0 " ha以上)の線まで基準を下げて 

おき,その中から上にあげた条件を考慮して区分をするのが安全である。

林況調査ブロットの調査では,この線は再生林の平均蓄積に近く,約3U%がこのクラスに 

入ることがわかる(表ー18)。この際,樹種構成のところで述べたように,ウダイカンバ, 

ミズナラを多く含んだ林分を優先すべきである。

10.樹木級区分からみた林分構造

再生林の林分構造を模式的にみれば,最上層をウダイカンパ,シラカンバ,ダケカン：バ,ま 

たはド口,ヤマナラシなどの極陽性の樹種の数種が占め,それに続いてや、陰性のミズナラ, 

シナノキ,セン,オヒョウ,ハルニレなどが上層下部=中層を占有する。保育の目標は,これ・ 

らの上・中層木の中からできるだけ多くの,形質の優れた中•大径木をつくり出すことであり, 

中・下層のイタヤ,キハダ,ホオノキ,エンジュ,ミズキなどの樹種は,時に価値の高い材を 

生み出すことはあっても,保育の主たる対象とはならず,施業的には,上層木の形質の改善と 

林床保滅の副次的役割をもつものである。したがって,これまで述べてきた全林に対する直待 

分布,蓄積,生長量を施業的な観点からさらに細分して,構造の特性を表示しなければならな 

い。

Lei bundgutの原案にもとづいて,19 5 8年のI UFRO第2 3部会で採択された新し 
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い樹木級区分は,フランス式の樹木級区分の改良にあたり,広葉樹の祓居林の場合に特に適し 

ている。これは,林分屈,活力械,将来の生育傾向,育林的な取扱い区分,幹級,樹冠長の各 

特性の評価の結果を,次のように6桁の数字で表わすものである。

(1)生物学的観点

a) 林分屈 <

上層=10 0 樹高が上屈高の 1/3〜3/3

中層= 2 0 0 〃 1/3 〜2/3

下層。3 0 0 〃 !/3 以下 ：

b) 樹勢(活力)

強=1〇

中=2 〇

弱=3 〇 ：

C)生育傾向

植物社会的にぬきんでている"1
〃 他と同じ==2
〃 脱落しかけている=3

⑵施業的観点

a) 育林的見地
立て木=4 0 0 :

有益副木=5 0 0 " :
有害ないしその他の望ましくない副木=S 0 0 ：

b) 幹級

有用価値木=4 〇 ・ ''

有用木=5 〇

欠点木=6 〇

C)樹冠長 ’•

長=4 樹幹の1/2以上の樹冠長

中=5 〃 1/2 〜1/4 〃

短=6 〃 1/4 以下 ・'

のようである。区分の1例をあげれば,強大に生長した良木で,上層にあり,幹材も有用価値
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材で樹冠は中程度の大きさであるとすれば,111/4 4 5となる。

しかし,実際に使ってみると,生育傾向,育林的見地の各区分の定義にあいまいな点が残さ 

れていることがわかった。このため次のような補足的な定後を加えた。

⑴一 C)生育傾向
今後の発展の可能性を示す。樹勢は現状の評価であるが,この区分は,隣接木との競 

合のプロセスの中で,占有しうる生育空間の大きさを予想する。間伐を実行するときは, 

競合木の除去による効果も含める。

1: 植物社会的にぬきんでている(上昇傾向にある)

2:柄物社会的に他と同じ(現状維持)

3: 〃 脱落しかけている(下降傾向である)。

⑵一 a)育林的見地

4〇〇: 立て木(樹幹通直で樹冠の円満なもの。伐期に間のある林分では,かならず 

しも主伐まで残存させる木に限定せず,その候補木もこの区分に入れる)

5 。 0 ：有用副木(主木の枝下を長くするため,また林地保護上必要なもの。また除

去を必要とする積極的な理由のない中間的な木もこれに含める)

6 。 0 :有害ないし望ましくない副木(主木の支障となるもの。近い将来枯損のおそ

れがあり,早期に伐採利用することが得策と思われるもの)。

b)幹級

4 〇 :有用価値木(通直な欠点のない4 m丸太が2玉以上とれるもの)

5 〇 : 有用木( 〃 1玉とれるもの)

6 〇 : 欠点木(上記以外のもの)

なお集計上の都合から,1 1 1/4 4 4の表示における斜線を小数点でおきかえ,施業的観点 

による評価の4, 5, 6の区分を1,2, 3に改めた。

前回のサンブリンク調査によって,再生林の上層を構成するウダイカンパ,ドロ,ヤマナラ 

シ,ヤチダモ,センなどに多くの枯損が生じていることがわかった。この原因の究明と,保育 

林分の具体的な取扱いの方法を検討するため,昭和4 8年に佐呂間地区,4 9年には遠軽,丸 

瀬布地区で5ヶ所づつの再生林を調査した。

枯損の原因としては,土壊条件と菌害,および内部的な条件として競争効果の3つをとりあ 

げ,消去法によってそのいずれであるかの結論をえようとした。

調査の項目は前回の林況調査のものと同じで,そのほかに菌害および土壤調査と,IUFRO
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表ー2 0 土壊断面紀敝
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立地•プロント 土壊型 方位・傾斜 層 位 層 厚 推移状態 土 色

Nd 1
〃 14林班(2)
凸形急斜面中腹

砂 岩

頁 岩

Bd

崩積

S IOE

3 8°
L , F

A】

A?

B】

3
5

1 7
4 0 4-

潮

判

黒褐

暗褐

〃

No. 2
〃 14林班⑴

平行急斜面中腹 

頁 岩

：・

Bd

崩積

S
3 1°

L , F
Aj
A?

B】

2
1 3

8
6 8 +

漸

判

黒福

//

暗褐

No.3
佐呂間,7 6林班(1
山頂緩斜面

石英粗面岩

BD(d)
残積

N4 5W
1 3°

L , F

H

A
Bi

b2

5
2
8

1 3
4 5 +

判

渐

暗褐

褐 

にぶい黄崔)

N0.4
〃 7 6杯班⑵

山頂緩斜面 

石英粗面岩 

粘板岩

Bd

残積

N 6 〇 W
2 〇 °

L , F

H
A

Bi 
b2 
C

4
1
8

11
1 6
2 5 +

判

漸

暗褐

〃

褐

Na 5
〃 7 6林班⑶

平行斜面卜部 

粘板岩 

頁 岩

Bd

崩積

N 4 〇 W L , F

H

A
B

2
1
8

4 0 +
漸 黒褐 

褐

腐 植 土 性 構 造 堅密度 石 碌 水 湿 根 系

すtぶ6富む

富む

含む

壊土

〃

埴壤土

団粒

〃

なし

軟

//

含 む

也 む

中角すこぶる富む

潤

〃

最深6 5-tau
富む

〃

含む

すこふる宣む

なむ

含む

壊土

〃

埴坝土

団粒 

粒状 

なし

軟

〃

〃

小中角宮む

〃

〃すこぶる富む

潤

〃

〃

最深9 0cm
盲む

〃

含む

含む

乏し

〃

砂壊土

砂土

〃

粒状

なし

〃

軟

や、堅

小角含む

とむ

小中角すこぶるとむ

潤

〃

湿

最深6 0CTI
富む

〃

含む

富む 

含む 

乏し

〃

微砂質壊土 

埴壊土

〃

団粒

粒状(弱,)

なし

〃

軟

〃

やゝ堅

小角含む

〃

小中角富む

他

潤

〃

〃

最深3 5 cm
富む

〃

含む

すこぶる富む 

)富む

微砂質壊土 

埴壊土

粒状 

〃(弱)

軟

〃

小角含む 

中,大富む

湿 

潤

最深4 5 cm

富む
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土壤断面記載

立地。プロット 土壞型 方位・傾斜 層 位 層 摩 推移状態 土 色

N0.6
〃 2 2 6 林班(2) Bd S 8 0W LF 2

平行斜面上部 残積 2 9° A 1 3 漸 黒楊

石英粗面岩 B 3 5 + 福

Na 7
〃 2 2 6 林班(1) Bd N6 0W LF 4
平行斜面中腹 崩積 2 6° A, 7 漸 黒褐

石英粗面岩 As 3 〇 // //

AB 2 5 暗褐

• B 1 〇 + 揭

N0.8
〃 2 2 7 林班(2) Bd S 6 0W LF 3
斜面下部 朋積 1 〇0 A 4 〇 漸 黒褐

石英粗面岩 B 9 + 褐

N0.9
遠軽2 2 7林班⑴ Bd N5 0W L 1
凸型斜面中腹 崩積 3 〇0 FH 2
石英粗面岩 A 7 判 黒褐

Bi 1 2 漸 褐

b2 2 5 〃

BC 3 5 + にぶい黄福

N0.1 〇

丸瀬布10 3い Bd N6 0W L F 2 .
平行斜面中部 崩秋 2 3° Ai： 7 漸 極暗福

安山岩,凝灰岩 A2 2 4 〃 暗褐

B 3 5 + 褐
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腐 植 土 性 構 造 堅密度 石 找 水 湿 根 系

すこK富む 

含む

壊土

〃

団粒

〃(弱) 〃

中大すこぶるとむ 潤

最深4 0m
中小多い

〃

富む・

含む

乏し

壤土

〃

微砂質攘土

〃

団粒

〃

〃

舞、

〃

軟

大角とむ

〃

〃

〃

潤

〃

〃

〃

最深6 5cm
中細富む

〃

富む 

含む

微砂質壤土

〃

団粒

なし

鬆・

〃

角大小すこぶるとむ

〃

潤

〃

最深5. Ocm
細大富む

含む

富む 

含む 

乏し

壊土

埴壊土

〃

微砂質壊土

粒状,団粒 

弱粒状 

なし

〃,

.軟

〃

含む 4X5角

〃

富む 4X5角
〃

潤

〃

〃

〃

最深5 5cm
富む

〃

含む

〃

富む

〃

含む

壊±

〃

団粒

〃

罷

軟 

やゝ堅

富む

〃

〃

潤

〃

最深5 0 cm
富む

〃

含む
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方式による毎木の樹木級区分をおこなった。

調査した林分を構成松種によってみると,ウダイカンパを主とするもの(ブロットNQ3, 5, 

6, 8, 9,1〇 ),ミズナラを主とするもの(N0.1,2 ),およびウダイカンパーシナノキ 

を主とするもの(血4, 7)の3約にわけることができる。これらの林況•および土壊調査の 

結果を表ー19f表ー2 〇に示す。

これによると,採を多く含み,土壞養分の面で問題のありそうな佐呂間の防5と遠軽,丸瀬 

布の各ブロットでかえって招損が少ない傾向がみられる。樹種別の材積枯損量をみるとNa1の 

1〇浦/ haのうちド口・ヤマナラシが4. 9於,ウダイカンパは3. 5ぐで,NQ 2では15. 3廿 

のうちの4. 3 n/がウダイカンパ,7. 8 〇?がヤマナラシ,1.7 n?が,ミズナラとなっている。

枯損の最も多いN0. 4では,全体の4 5. 3 rtfのうち3 2.1廿までがパッコヤナギであり,ヤマ 

ナラシ8.2沖,キハダ2.5廿,ウダイカンパ2.2廿となっている。これに対して速経,丸瀬布 

の枯損はすべてウダイカンパであるから,短命のド口 ・ヤマナラシ,ヤナギ類を別にすれば, 

ここに示されたブロット間の枯損率の違いが異常であるとはいえない。

菌害調査では,ウグイカンバの枯立木にツリガネタケ(Fomes f omentar ius )とキコ 

ブタケ(Phellinus igniarius )が多数発生しているのが見られ,また生立木のごく少 

数に心材腐朽菌のカパノアナクケ(Fuscoporia obi iqua )の侵入が認められた。しかし, 

前の2種は立木の枯死後に発生するものであり,カパノアナタケの侵入も枯損と直接結びつく 

ものではない。したがって,この調査からは菌の侵入が枯損の一次的な原因になっているとは 

考えられない。

このように,菌害,土坝条件と枯損との間に直接の関連が見出せなかったので,林分構造, 

特に樹冠の競合の観点からこの問題を検討することにした。まず,各ブロットの概況について 

述べよう.。

N0.1(佐呂間14い)

南面の凸形急斜面の中腹,最上層をウダイカンパ,ヤマナラシが占め,上〜中丿哲はミズ 

ナラ,シラカンバが優占。アサダ,センなどがそれに続く。下層はサワシバ,エンジュ, 

サクラ,イタヤ,モミジ,ナナカマドなど。上・中層とも密度が高く,樹冠の競合が激し 

い。

土壤は崩積土のためA層ほ軟らかく厚い。Bi層は頁岩磔に頗る富み,深くまで透水, 

通気とも良好

No. 2 (佐呂間14い)
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南面の平行急斜面中腹。ミズナラを主体とする中〜やゝ密の林相。最上層のウダイカン 

パ,•シラカンパは,層の中の競争に加えて,下からのミズナラ,センの圧迫によって成育 

空間を狭められつっある。ミズナラは本数が多いため形質良好

土壊はNo.1と冋様で,深根性の樹種の生育に適している。

Na 3 (佐呂間7 6わ)

北西に面した山頂緩傾斜地。上層はウダイカンバが優占。それに若干のド口,ヤマナラ 

シを混じている〇ド口,ヤマナラシは殖葉覺が少なく,樹勢の衰えたものが多い。ウダイ 

カンパも樹冠が短かく,枝の先端が枯れかけているものが多い。単層林に近い林相。

土壊はAo層のうちLはかなり多いが,北面のためか分解は進んでいない。A層はあま 

り深くないが,A層からB層まで小角疎に富み,透水,通気性は良好である。深根性樹種 

の生育に適している。

Na 4 (佐呂間7 6わ)

西北西に向いた山頂緩傾斜地でウダイカンパを主体とする林分。中・下層にシナノキが 

多いが径級は小さい。トドマツの更新木が多い。

土壊はA層はあまり探くない。A, Bi履は小角磔を含みBz , C層は小,中角碌に富 

む。B層は址(質で透水,通気性はNa 3よりやゝ劣る。根の最深分布は3 5craまでである。

Na 5 (佐呂間7 6わ) -

北西に面した平行斜面の下部•で,ウダイカンバ・シナノキを主とする優良林分。過去に 

保育がおこなわれているため,樹冠の配價はNa3, Na 4 Xり良好

土壊は,A層はあまり深くない。A層は小角磔を含み,B層は中および大角碟に富む。 

深根性の大径木を期待するには不安がある。

Na 6 (遠軽2 2 6ろ)

平行斜面上部。ウダイカンバを主とするが,佐呂間に比べて径級は小さい。中・下層木 

が密生して林内は暗い。

礫土。石が多く 土壊が少ない。根の最深分布は4 Ocm
No. 7 (遠軽2 2 6い)

•平行斜面中腹。ウダイカンバ,シナノキを主とし,シナノキは1Ocm以下が多い。立枯 

れは少ないが,ウダイカンバの根がえり木が多い。

土壤は表層より大。中の角礫がある。通気•透水性がよいために,腐植が下層まで浸透 

している。根の分布は最深6 5 COT
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NO. 8 (遠環2 2 ?ろ)

斜面下部の緩斜地。ウダイカンパの一斉林で,中層に若干のセンが混っている。アカエ 

ゾマッ,エゾマッの更折樹多数。

過密状態でウダイカンパの樹冠は小さい。地床にはカンパの中折・根がえりの勢朽木が 

多い〇

土壊はAJgの上部に火山灰が對められ,菌糸もある。表層より多孔質の味がある。根の 

最深分布5 OCTJ

Na 9 (遠軽2 2 ?ろ)

凸形斜面上部。ウダイカンパ,センが主体であるが,ウダイカンバはあまり多くない。

中・下層のミズナラ・センは生長形質ともに良くない。

土壊は全体に石碌が多い。特にB2届は大・中角碇届で孔隙が多く通気性が良好である。

根の最深分布は5 5 cm

N0.1〇 (丸願布1〇 3い)

平行斜面中腹。ウダイカンバを主とする林分で,下眉にホオノキ,キハダの小径木が多 

い。ウダイカンパの枯死寸前のものが目につく。周囲の再生林はいずれもシラカンパ林。

調査林分は,N0.5を除いては成立以来無施業のまま放置されてきた林である。このため 

各ブロットとも競争によって樹冠の過小となったウダイカンバが多くみられる。

耐陰性のあるミズナラ,シナノキの場合も,ー株から多数の幹が駿生するときは,株内 

の競争のために脱落するものが生じてくる。

これらの劣勢木は,上・中・下各層の中にあって,樹勢が弱く,樹冠の位置関係のため 

に隣接木の圧迫をうけて次第に生育空間を狭められ,遂には枯死にいたるものとして,さ 

きの樹木級区分の3 3のクラスに分類されるものである。

表一21はこれらの被圧木を林分層別,樹種別に示したものである。この中の,上層の 

被圧木材積を対応する全材積に対してブロットすると,図ー11に示すように,眉の全材 

積が多くなると被圧木材積が急激に増加する。そうしてこの傾向は単層に近いウダイカン 

バ林ほど,早生のド口。ヤマナラシの混交が多いほど顕著である。

これらの被圧木が直ちに枯死するとは限らないが,現地で観察した着葉髭,樹冠長から 

判断して,ウダイカンパ,ドロ,ヤマナラシの近い将来の枯損木の大部分はこれらの中か 

ら生ずるものと考えられる。
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表2l 被圧木の本散,百径,村・積 (油あたり)

Nal佐呂間
、、瑚木級 

樹话、

1 3 3 2 3 3 3 3 3 全林

本数 袍逢 材積 本數 ^6^ 材積 本数 可通辞 材積 本数平均昭 材積

カエデ類 —
cm m8

—

cm rn8
1 〇

cm
5.8

m8
0.1 350

cm
716

m3
12.4

セ ン 一 一 — — — — 2 〇 7.1 0.4 240 1 0.8 16.9
ウダイカンバ 3 〇 1 3.6 3.9 2 〇 11.8 1.9 — 一 — 110 1 5.5 2 0.0
シラカンパ 1 〇 1 6.7 1.7 — — — — .— — 60 1 8.2 12.7
ミズナラ 3 〇 1 2.4 2.5 — 一 — 6 〇 9.0 2.9 710 1 6.7 125.3
ヤマナラシ 2 〇 1 6.9 3.5 一 一 一 — — — 120 1 8.8 2 9.1
ホオノキ 10 5.0 0.1
ミズキ 40 1 5.2 8.0
そのイ也 — — ._ 1 〇 11.2 0.7 10 0 7.2 2.6 570 8.5 25.8

計 9 〇 1 4.2 11.7 3 〇 11-6 2.5 1 9 〇 7.7 6.0 2210 1 2.5 2 5 0.3

Na 2 佐呂間

、瑚i木級 13 3 2 3 3 3 3 3 全 林

樹種、本数 平 材積 本数 平 材積 本数 材積 本数 材一積

カエデ類
一

.cm m8 —
cm m8

一
cm n?

320
.cm
7.5

m8
8.7

シナノキ 一 一 ,— 一 — — 1 〇 1 2.4 0.9 30 1 0.1 1.7

セ ン 一 120 11.6 10.0

ウタイカンノヾ 3 〇 1 3.7 4.0 3 〇 11.4 2.6 — — 一 180 1 6.0 37.5

シラカンパ 2 〇 2 0.3 5.5 1 〇 1 3.6 1.0 一 -— 一 70 1 7.8 14.6

ミズナラ — — 一 1 〇 1 3.2 1.0 3 〇 1 0.6 1.9 500 1 8.4 10 2.8

ヤマナラシ 5 〇 2 1.4 1 5.6 — — 一 — 一 一 90 2 2.0 3 0.7
ニレ類 — 1 〇 11-0 0.7

ミズキ 一 一 一 10 11.8 0.8 一 一 一 80 1 0.8 5.8
その他 一 — 一 — — — 4 〇 7.0 0.9 290 9.7 17.8

計 10 0 1 8.8 2 5.1 6 〇 1 2.1 5.4 8 〇 9.0 3.7 1690 1 3.7 2 3 0.1
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No. 3 佐呂間

、典木級 13 3 23 3 3 3 3 全 林

樹い\
本数 材積 本数 材技 本数 材積 本敬 材積

カエデ類 —
cm 〇z

一
cm n?

1 〇

cm
7.2

nf 
0.2 220

cm
8.1

nf
6.8

シナノキ — — 一 — 一 — — — —— 130 11.6 18.0

セ ン 50 9.4 23

ウグイカンパ 6 〇 1 8.9 1 6.5 一 — — 一 一 一 400 1 9.1 12 2.0

シラカンパ — 一 — 一 — — — — 一 10 3 0.5 7.3

ド 口 1 〇 2 6.9 6.0 一 — — 一 一 — 60 2 7.0 3 7.8

ヤマナラシ 1 〇 2 4.6 4.3 一 — — 一 一 — 20 3 0.1 14.9

ホオノキ 90 9.2 5.2

ニレ類 10 1 0.9 0.6

ミズキ — — 一 一 — 一 一 一 — 20 9.4 0.9

その他 一 一 一 一 — 一 1 〇 7.5 0.3 150 11.5 116

計 8 〇 2 0.6 2 6.9 一 一 一 2 〇 7.3 0.5 1160 1 4.4 227.4

Na 4 佐呂間

、理木級 

樹

13 3 2 3 3 3 3 3 全 林

本数 材秋 本数 材積 本数 材積 本敖 平丄W?. 封積

カエデ類 一
cm cm 廿 cm

170
cm

7.5 44
シナノキ — — 一 2 〇 8.6 0.7 3 〇 7.5 0.7 320 9.4 16.6
セ ン 一 2 〇 8.6 0.7 40 1 6.3 15.0
ウタ•イカン^ 200 2 0.9 7 5.4
ダケカンバ 10 1 3.4 1.1
ミズナラ — 一 一 一 一 — 3 〇 7.2- 0.9 130 9.9 8.0
ヤマナラシ 1 〇 1 9.0 2.3 一 — — — . — L 40 2 0.3 11-5
ホオノキ 一 一 一 — — 一 1 〇 1 0.1 0.5 70 1 3.4 -9.1
キハダ 2 〇 1 7.9 5.0 一 一 — 1 〇 1 3.1 1.1 50 1 6.0 11.5
ニレ類 一 — — 一 一 — 2 〇 8.2 0.6 130 1 0.9 13.7
ミズキ 一 一 一 一 一 — — 一 — 200 1 4.6 3 7.0
その他 1 〇 2 1.9 3.3 1 〇 1 7.6 1.9 一 一 — 70 1 2.9 9.5

・街 4 〇 1 9.2 1 0.6 3 〇 11.6 2.7 120 8.4 4.5 1430 212.7
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Na 5 佐呂間

、思木級 

樹種ヽ

1 4 4 23 3 3 33 全林

本数 材積 本数 材積 本数 材積 本数 材積

カエデ類 一
cm n?

一
cm ms

3 〇

cm
4.8

~n?
0.3 350

cm
7.6

m8
11.6

シナノキ 一 一 — — — — 2 〇 1 0.4 1.2 160 1 2.9 2 9.4
セ ン 70 9.3 33
ウダイカン・パ 1 〇 1 7.7 2.3 — 一 — 一 — — 380 2 3.6 18 5.7
ド 口 — — — — — — — 一 一 10 2 5.6 5.3

ホオノキ — — — — 一 一 1 〇 7.3 0.2 80 9.1 3.6
キハダ 1 〇 1 8.7 2.8 — — — — — 一 20 1 5.9 3.9
ニレ類 一 一 — 一 — — 4 〇 6.1 0.6 200 8.4 9.4
ミ ズギ — 一 一 一 — — 一 — — 20 8.1 0.7
その他 — 一 一 1 〇 1 6.3 1.6 2 〇 5.0 0.2 270 9.4 15.9

計 20 1 8.2 5.1 1 〇 1 6.3 1.6 12 0 6.3 2.5 1560 1 2.8 2 6 8.8

ria 6 遠應

、思木級 13 3 2 3 3 3 3 3 全据

樹種、、 本数 平典 材積 本数 材秋 本数 平 材積 本数 材植

カエデ類 cm m" cm cm m3 cm— 13 3 4.1 1.0 987 5.2 1 23
シナノキ — — — — — — 18 7 4.1 1.2 480 6.1 121
セ ン 一 40 8.0 1・5
ウダ4カンバ 2 7 1 3.9 3,6 5 3 8.9 2.9 — 一 一 387 1 6.2 82.1
シラカン・パ 13 1 2.0 1.0
ミズナラ 40 6.1 1.1
ド 口 27 1 0.1 2.0
ヤマナラシ 1 3 1 4.9 1.7 — — 一 — — — 40 1 9.8 10.8
ホオノキ 93 7.1 22

キハダ 一 — — 一 一 —— 1 3 3.2 〇 40 5.8 0.7
ニレ類 一 4 〇 4.8 0.3 107 6.0 1.7
ミ ズキ 267 11-4 2 2.6
その他 一 — 一 6 7 1 5.0 9.3 107 1 0.0 7.0 600 9.4 4 0.5

計 4 〇 1 4.2 5.4 12 0 1 2.3 1 2.2 4 8 0 5.4 9.5 3120 8.5 19 0.5
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No. 7 遠軽
、尊木級 1 3 3 23 3 3 3 3 全 林

樹種、、
本教 材被 本数 材積 本数 材積 本数 材積

カエデ類 cm m3
—

cm II?
3 8

cm
5.2

ms 
0.4 100

cm
5.9

of
2.2

シナノキ — — — — — —— 1 2 5 5.2 1.4 725 7.9 2 7.2

ウタイカン“： 5 〇 1 2.9 5.7 3 8 1 0.1 2.5 3 8 1 4.6 7.3 600 1 5.5 1 2 0.0

シラカンパ — — — — — 一 — 一 — 100 2 3.5 4 3.4

ダク・カンパ 一 一 一 — — —— — — 一 12 7.7 0.3

ホオノキ — — — — — — — — — 25 4.5 0.2

キハダ 一 一 一 — — — 2 5 7.9 0.7 187 7.8 6.0

ニレ類 — — — — 一 — — — — 150 9.8 1 0.9

その他 一 — — — — — 5 〇 1 2.2 4.7 250 7.8 9.0

計 5 〇 1 2.9 5.7 3 8 1 0.1 2.5 2 7 5 8.0 1 4.5 214 9 1 0.7 2191

No. 8 遠軽
、、尊木級 1 3 3 2 3 3 3 3 3 全 林

樹種、、
本教 材演 本教 街・^ 材積 本数 材m 本故 材積

カエデ類 cm が cm m8 cm ・麻

87
cm

8.9
m3

4.4
シナノキ — 一 —— — 一 一 一 — 一 5 〇 5.8 0.7

ウダ!力" 7 5 1 5.5 1 3.2 1 2 1 0.7 0.9 5 〇 6.8 1.5 813 1 5.4 1 5 4.4

タケカンバ 一 一 — — — 一 1 2 7.9 .0.4 38 6.4 0.7

ヤマナラシ .— 25 1 7. 9 5.1

ホオノキ 12 3.8 0.1

ニレ類 — 一 — 一 —； — 一 一 一 12 6.4 0.2

その他 一 一 一 2 5 1 9.7 6.4 2 5 1 0.5 1.7 250 9.4 17.8

計 7 5 1 5.5 1 3.2 3 8」 1 6.7 7.3 8 7 8.0 3.5 1 288 1 3.0 18 3.4
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Na 9 遠軽
、ぐ木徵 

樹奇\

1 3 3 2 3 3 3 3 3 全 林

本数 材積 本数 材積 本数 材積 本数 平典 材積

カエデ類
—

cm n?
一

cm n?
5 〇 5.0

tn8
0.5 110

cm
6.3

in8
2.1

シナノキ — — — — — 一 2 〇 3.6 0.1 1 20 1 0.9 14.1
セ ン — 一 一 一 一 — 7 〇 6.8 1.5 360 11.2 3 1.5
ウダイカンパ 1 〇 1 8.2 2.5 1 〇 1 2.9 1.1 — — — 280 2 1.7 10 7.4
シラカンパ — — — — — — — — — 10 3 3.6 9.2

ミズナラ 一 一 一 — — 一 2 〇 1 0.2 1.3 100 9.5 5.4
ホオノキ 一 一 — — 一 一 — — 一 40 1 0.0 2.5
キハダ 一 — 一 — ._ — 4 〇 7.4 0.9 130 9.5 6.7
ニレ賑 一 — — 一 — 一 7 〇 5.5 0.7 170 7.4 5.3
ミ ズキ — — 一 1 〇 11.8 0.8 7 〇 6.2 1.1 350 8.7 16.3
その他 一 一 — — — — 5 〇 5.2 0.6 140 6.4 2.9

計 1 〇 1 8.2 2.5 2 〇 1 2.4 1.9 3 9 0 6.1 6.5 1810 11.2 2 0 3.5

Na1〇 丸願布

、史木級 13 3 ? 3 3 3 3 3 全 林

樹貫、、 本数 材積 本敎 平g 積 本數 材積 本数 材積

カエデ類
—

cm n?
一

cm
2 5

cm
6.6

IB8 
0.5 250

CT3
7.5

m3
7.3

セ ン 一 — 一 一 一 — 一 一 — 25 2 3.8 11.0
ウクイカンノヾ 2 5 1 6.5 4.9 — — — — 一 425 1 8.7 116.4
シラカンバ — —■

.i : 一 一 ・一 — 一 50 1 6.5 11.7
ダケカンバ — 一 一 一・ 一 一 一 — 25 1 0.4 1.4
ミズナラ — — — 一 一 一 一 — 一 25 1 3.6 2.5
ヤマナラシ 一 — 一 —• — — 2 5 1 0.2 1.3 25 1 0.2 1.3
ホオノキ — 一 — 一 •— — 2 5 5.6 0.3 300 8.9 13.8
キハダ — — — — — — 5 〇 4.8 0.3 200 5.9 2.8
ニレ類 — 一 :— — ・一 一 2 5 7.4 0.6 50 11.8 5.3
その他 一 一 一 — 一 一 2 5 5.6 0.3 300 9.9 2 0.1

計 2 5 1 6.5 4.9 一 一 一 17 5 6.4 3.3 1675 11.6 19 3.7
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図ー11被圧木材積

11,除・間伐とその効果

⑴除伐

二次林では一般に除伐が行われない。この理由は除伐に対する投資効果が過少に評価され 

ているためと考えられるカ,長期にみるならば極めて大きいものである。

62)
佐藤はダケカンバ二次林に対して除伐を行い,5年後の効果を調査した。

ダケカンバ林の平均年齢は19年(範囲18〜2 〇年),除伐前の本数はfla .4• 〇 〇 〇本 

であった。これを除伐して、〇 〇 〇本区,2,。 〇 〇本区および対照区を作った。除伐5年後 

の結果は表ー 2 2の通りである。これによれぱ1,。 〇 〇本区では除伐前の年平均直径生長 

3. 7醐に対し,5年後は4. 8观で3 0 %の増加となり,2 4年(除伐5年後)を平均した直 

•径生長は4.0翊で北海道の広葉樹としては上位にある。しかし2,。 〇 〇本区では変化なく, 

対照区では激しい競争のために年平均直径生長はかえって減少した。この結果から見れば広 

葉樹二次林.に対する除伐は,直径生長の点からだけ云えば,早いほど良いと云える。

上
層
の
被
圧

木
材
積
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表ー2 2 ダケカバ天然林除伐5年後の結果 (柘当り)

試成区分

除伐直後(34年秋)
除伐5年後

(3 9年秋)

5年間の 
成長宜増加

5年間
の材積

増加率

(殉
本数

直径 

伽)

樹高 

㈣

除伐率伊)

本数
魄 樹高 

㈣

材積 邮 
㈣
櫛 
岫

材積

1 000 本 
残存区

1010 7.1 9.6 2 25 74 53 1006 9.5 11.2 4 23 2.4 1.2 19.8 188

2000 本
残存区 2033 7.0 9.5 4 2.1 54 17 2004 8.6 1 0.9 7 0.3 1.6 1.4 28.1 167

対照区 3893 5.8 8.7 5 9.0 3537 6.7 9.7 7 9.0 0.9 1.0 | 19.9 134

⑵間伐

広葉樹二次林に対する間伐の事例はすくなくないが,その効果が確認できるように記帳さ 

れたものはすくない。

林分の平均直径以上の木が間伐木の中に相当量まじっていれば,間伐後の平均直径がかえ 

って小さくなることがあるが,このようなことは主林木以外のものが間伐対象として選木さ 

れる場合極めて普通であるから,主林木に対する間伐効果が分らなくなってくる。このよう 

な不合理をなくする為の方法はいろいろ考えられるが,表ー 2 3にその1例を示す。間伐効 

果は,間伐開始の年齢,樹約,環境などによっていろいろと変り得るので,必ずしも常に大 

きい成果をあげる訳ではない。

72)
①メジロカンバ林の間伐

ウダイカンバのうち,辺材部が環状に赤味を带びたものをメジロカンパと云う事がある。 

植物分類学上は同一物とされるが,林材業界では•区別されることが多い。

場所:余市事業区 17 5林班ろ小班

方位：南束

傾斜：緩

土壊:BDw
植生:チシマザサ

林相：メジロカンパの一斉林で,若干のダケカンパ,イタヤ,ホオノキ,ニレなどを 

混じている。ha当り本数1,。 3 2本,材積】5 5 n？である。

間伐方法：全林木についてホーレーの樹型級区•分を行い,従優勢木および介在木の大
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注) 直径 小4〜2 0 cm 中22〜34COT

表ー 2 3 記绿管の例

測定年月

項目 

樹種

1975- 6 (武験地役定) 1976- 10 (弟!回間伐)

本数

直 径 材 積

本数
直 S 材 積

合計 平均 合計 平均 合計 平均 合計 平均

ナ ラ

小

中

大

ウダイカンパ

小

中

大

小 計

小

中

大

そ の 他

小

中
—

大

合 計

小

中

大

部分を間伐した。

間伐効果:間伐後6年目の値は,本数6 2 4本/んa ,12 7 T^/ha ,林分の平均 

直径は間伐前の17. 9CT/から間伐後の19. 2伽に増加し・たので,6年間の 

年当り直径生長は僅か2. 2磁,生長率1.17 %にすぎない。この林分の年 

齢はパラッキが大きいため確定できないが,主林木については間伐時7 〇 

年近かったものと推定されるので,この例は間伐開始の時期がおそすぎた 

ものと考えられる。

72)
② 針葉樹をまじえた山火再生林の間伐

山火再生林で下屈にトドマツ,エゾマッ等の稚樹および若木を有する林分。林型2段林。

—3 9 8 —

場所:定山渓事業区 1 0 8 4林班
方位:北

傾斜：15 °

土壊：Bb (梁通り)およびBDd (中腹)

植生:クマイザサ

林相:ミズナラ・ウダイカンパ,ハンノキ,イタヤなどの広葉樹が上層林冠を形成し, 

下層はトドマツと少数のエゾマツの小径木で占められている。

間伐の方法：上層林冠を構成する広葉樹のうちケヤマハンノキの大部分,シナノキと 

ミズナラは暴領木のみ間伐,また直径2 OS以下の広葉樹は下層の針葉 

樹稚幼樹のため皆伐した。すなわちこの間伐方法は一種の保残木施業で 

あると考えられる。

間伐効果:針葉樹については省略する。伐採後5年目で,ミズナラは平均直径2 9.5 

cm ( 3 5本)から3 4.1cmとなり,年平均9. 2 we,ウダイカンバは聞前 

の2 5. 7 CT?(13 6本)から2 6. 56と極めてすくないが,このうち進界 

7本をのぞいて計算すると2 7. 0 Cmとなり,1直径階(2珈)進んでいる。

(3jウダイカンパ再生林

東京大学北海道演習林では,明治4 4年(19 11)の大山火跡に成立した山火再生林 

に対し,中。下眉間伐をした例を発表している。

4 0年生のときに伐採,1〇年後に調査した結果では•伐採前7 0 0本を間伐して300

本とした区の林分の平均直径は21cmから2 5 cmとなり,伐採前8 3 〇本から間伐して

6 〇 〇本とした区では,同じく18 CCTから21伽となった。年平均生長覺で云えば.それ 

ぞれ4砌および3初である。これによれば,間伐後の成立本敬は,他の事情を別とすれば 

少いほどよいと言える。

12.施業方針

(1)選木と記帳

ウダイカンパの側年木は,枯死するまでいわゆる鞭木の状態で上層林冠に止まり,周囲の 

木と競り合うので,伐期まで温存しなければならない木の正常な樹冠の拡張が妨げられる。 

今回の調査では,林冠の上層が過密状態で,早晚枯死すると思われる木に無駄な生長蜀:が配 

分されるという施業上好ましくない状況が各ブロットでみられた。このような林の当面の取 

扱いは,発展の可能性のある木の中から,径級と形質を考慮して立て木を選び出し,その生
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表一24再生林の主木と有用副木

、斐木級 

樹種、、

主 木 有用副木 計 全 林

本数 平^m 材積 本数 材積 本故 材積 本数 毋 材n

カエデ類
一

cm 廿

5 〇

cm
1 4.0

廿

5.9 5 〇

cm
1 4.0

n?
5.9 350

cm
7.6

rri
1 24

セ ン 20 1 8.0 4.4 8 〇 11.7 6.1 1 〇 〇 1 2.9 10.5 240 1 0.8 17.0

ウダ< 力>"パ 3 〇 1 8.8 8.2 3 〇 1 6.5 6.0 6 〇 1 7.7 14.2 110 1 5.5 2 0.0

シラカンパ 1 〇 2 0.8 2.9 1 〇 1 7.3 1.9 20 1 9.1 4.8 60 1 8.2 12.7

ミズナラ 2 5 0 2 1.9 6 7.2 2 0 0 1 6.8 3 3.5 4 5 0 1 9.7 100.7 710 1 6.7 1 25.3

ヤマナラシ 3 〇 2 2.1 1 0.7 5 〇 1 8.5 11.5 8 〇 1 9.9 2 22 120 1 8.8 2 9.1

ホオノキ 10 5.0 0.1

ミズキ 一 — 一 3 〇 1 8.0 7.8 3 〇 1 8.8 7.8 40 1 5.2 8.0

その他 — — — 9 〇 1 3.6 1 0.0 9 〇 1 3.6 1 0.0 570 8.5 25.8

計 3 4 0 2 1.4 9 3.5 5 4 0 1 5.5 8 2.6 8 8 0 1 7.8 17 6.0 2210 1 2.5 2 5 0.3
ーーー

Na 2 佐呂間14い

、曼木級
主 木 有用副木 計 全 林

樹ヽ 本数 材積 本敬 材積 本数 材積 本数 材積

カエデ類 1 〇

cm
6.4

n?
0.2 一

cm m8
1 〇

cm
6.4 0.2 320

cm
7.5

rrf
8.7

シナノキ — 一 — 1 〇 7.5 0.3 1 〇 7.5 0.3 30 1 0.1 1.7

セ ン 1 〇 1 9.3 2.6 7 〇 11.9 5.7 8 〇 1 2.8 8.3 120 11.6 10.0

ウダ(カンバ 5 〇 2 1-8 18.8 4 〇 1 3.0 4.6 9 〇 1 7.9 2 3.5 180 1 6.0 3 7.5

シラカンバ 2 〇 1 8.0 4.1 1 〇 1 2.9 0.9 3 〇 1 6.3 5.0 70 1 7.8 14.6
ミズナラ 2 5 0 2 2.6 7 23 10 0 1 6.9 1 6.7 3 5 0 2 1.0 8 9.0 500 1 8.4 10 2.8

ヤマナラシ 2 〇 2 5.0 9.3 一 — 一 2 〇 2 5.0 9.3 90 2 2.0 3 0.7
ニレ類 一 一 1 〇 11.0 0.7 1 〇 11-0 0.7 10 11.0 0.7
ミズキ — 一 一 1 〇 1 0.6 0.6 1 〇 1 0.6 0.6 80 1 0.8 5.8
その他 2 〇 2 0.0 5.4 9 〇 11.9 7.7 1l 〇 1 3.4 13.1 290 9.7 17.8

計 3 8 0 2 1.7 112.8 3 4 0 1 3.3 3 7.1 7 20 1 7.8 14 9.9 1690 1 3.7 2 3 0.1

Na 3 佐呂間 7 6わ

、、督木級 

樹妒ヾ、
主 木 有用副木 計 全 林

本数 材役 本数 材積 本数 材積 本数 材積

カエデ類 cm cm ca m3
220

CU

8.1 6.8
シナノキ 1 〇 1 4.0 1.2 — — — 1 〇 1 4.0 1.2 130 11.6 18.0
セ ン 50 9.4 23
ウク・イカンノヾ 2 4 0 2 1.8 9 4.4 6 〇 1 2.5 6.5 3 0 0 1 9.9 10 09 400 1 9.1 1 22.0
シラカンパ 1 〇 3 0.5 7.3 — — — 1 〇 3 0.5 7.3 10 3 0.5 7.3
ド 口 4 〇 2 7.2 26.2 .1 〇 2 6.2 5.6 5 〇 2 7.0 31.8 60 2 7.0 3 7.8
ヤマナラシ 1 〇 3 5.6 10.6 — — 一 1 〇 3 5.6 10.6 20 3 0.1 14.9
ホオノキ 90 9.2 5.2
ニレ類 10 1 0.9 0.6
ミズキ 20 9.4 0.9
その他 一 一 一 1 〇 1 2.3 0.8 1 〇 1 2.3 0.8 150 11-5 11.6

計 3 10 2 2.9 13 9.6 8 〇 1 4.2 1 2.9 3 9 0 2 1.1 15 25 1160 1 4.4 227.4

Nd 4 佐呂間 7 6わ

、恩木級 

樹種、

主 木 有用副木 計 全 林

本数 材積 本数 材a 本数 材積 本数 材秋や^^

カエデ類 一
cm n?

1 〇

cm
1 0.4

m8 
0.5 ! 〇

cm
1 0.4

m8
0.5 17〇

cm
7.5

m3
4.4

シナノキ 5 〇 1 3.0 5.0 20 1 0.9 1.3 7 〇 1 2.4 63 3 2〇 9.4 16.6

セ ン — 一 1 〇 1 0.7 0.6 1 〇 1 0.7 0.6 4 〇 1 6.3 15.0
ウダイカンバ 15 0 2 1.8 5 9.7 1 〇 1 7.7 2.3 16 0 2 1.6 6 2.0 2 0 0 2 0.9 7 5.4
ダケカンパ 1 〇 1 3.4 1.1
ミズナラ 1 〇 2 0.5 2.3 3 〇 9.9 1.6 4 〇 1 2.5 3.9 13 0 9.? 8.0
ヤマナラシ 3〇 2 0.8 9.2 一 — — 3 〇 2 0.8 9.2 4 〇 2 0.3 11.5
ホオノキ 2 〇 2 1.6 6.4 2 〇 1 2.1 1.6 4 〇 1 6.8 8.0 70 1 3.4 9.1
キハダ 1 〇 2 3.2 5.1 — — 一 1 〇 2 3.2 5.1 5 〇 1 6.〇 115
ニレ類 2 〇 2 L7 8.7 1 〇 1 3.5 1.2 3 〇 1 9.0 9.8 13〇 1 0.9 1 3.7
ミズキ 5 〇 2 0.7 19.0 6 〇 1 5.2 1 0.2 110 1 7.7 2 9.2 2 0 0 1 4.6 3 7.0
その他 1 〇 1 3.9 23 1 〇 1 2.2 0.8 2 〇 1 5.5 3.1 7 〇 1 3.9 9.5

計 3 5 0 2 0.2 117.7 1 8 〇 1 2.Q 2 0.1 5 3 0 1 7.7 13 7.8 1430 1 2.9 212.7

—4 〇 〇— —4 0 1—



NO. 5 佐呂間 7 6わ

、、尊木級 

樹い、

主 木 有用副木 計 全 林

本数 材積 本数 材積 本数 材秋 本数 WiS 材積

カエデ類 2 〇

cm
1 6.7

nf
3.6 1 〇

cm
5.7 0.1 3 〇

cm
1 3.0

~n?
3.7 350

cm
7.6

n?
11.6

シナノキ 4 〇 2 5.7 2 4.1 1 〇 11.6 0.7 5 〇 2 2.9 248 160 1 2.9 2 9.4
セ ン — 70 9.3 33
ウグイカ"ヾ 2 8 0 2 5.8 161.0 2 〇 1 6.5 4.2 3 0 0 2 5.2 1 6 5.2 380 2 3.6 18 5.7
ド 口 1 〇 2 5.6 5.3 一 — — 1 〇 2 5.6 5.3 10 2 5.6 5.3
ホオノキ — 一 — 1 〇 1 3.7 1.1 1 〇 1 3.7 1.1 80 9.1 3.6
キハダ 一 一 一 1 〇 1 3.2 1.1 1 〇 1 3.2 1.1 20 1 5.9 3.9
ニレ類 一 — 一 4 〇 1 3.9 5.9 4 〇 1 3.9 5.9 200 8.4 9.4
ミズキ 一 20 8.1 0.7
その他 — 一 — 4 〇 1 3.9 4.6 4 〇 1 3.9 4.6 270 9.4 15.9

計, 3 5 0 2 5.2 19 3.9 1 4 〇 1 3.5 1 7.7 4 9 〇・ 2 1.9 211.6 1560 1 2.8 2 6 83

No. 6 遠疑 2 2 6ろ

、芝木級 主 木 有用副木 計 全 林

樹『、
本数 材積 本数 材積 本数 材積 本数 材積

カエデ類 —
cm n?

4 〇

cm
1 0.4

m,
2.4 4 〇

cm
1 0.4

n?
2.4 987

cm
5.2

»)■
1 23

セ ン — 一 — 1 3 1 2.6 1.2 1 3 1 2.6 1.2 40 8.0 1.5
ウダイカンパ 18 7 1 9.6 5 5.3 27 11.1 2.2 2 13 1 8.5 57.5 387 1 6.2 8 21
シラカんヾ 13 1 2.0 1.0
ミズナラ 一 一 一 1 3 1 0.9 0.9 1 3 1 0.9 0.9 40 6.1 1.1

ド n 27 1 0.1 2.0
ヤマナラシ 1 3 2 1.6 4.2 1 3 2 2.8 4.8 2 7 2 2.2 9.0 40 1 9.8' 10.8
ホオノキ — — —- 4 〇 8.8 1.5 4 〇 8.8 1.5 93 7.1 2.2
キハダ — 一 — — — f — — '40 5.8 0.7
ニレ類 ,— -• •—— •‘：‘ 一 2 7 8.5 0.9 2 7 8.5 0.9 107 6.0 1.7
ミ ズキ >— . 亠 一 14 7 1 3.3 1 7.2 14 7 1 3.3 17.2 267 11.4 2 2.6
その他 1 3 2 3.2 5.0 8 〇 11.9 7.1 9 3 1 3.5 12.1 600 9.4 4 0.5

計 2 27 1 9.8 6 7. 6 4 6 7 11-9 4 3.2 6 9 3 1 4.5 110.8 3120 8.5 19 0.5

—4 〇 2 —

N0.7 遠軽 226い

、、ぐ木級 

樹種、、

主 木 冇用倒木 計 全 林

本數 材損 本女 材積 本数 材積 本数 斗^! 材積

カエデ類 —
cm ms

—
cm ID8

一

cm m3
100

cm
5.9

m3
22

シナノキ 2 5 1 4.6 3.3 1 6 2 1 0.1 1 0.0 1 8 7 1 0.7 1 3.2 725 7.9 27.2

ウダイカンバ 2 5 0 1 9.3 77.9 6 3 1 3.6 8.0 3 1 2 1 8.1 8 5.9 600 1 5.5 1 20.0

シラカン•パ 1 00 2 3.5 4 3.4 — — — l 〇 〇 2 3.5 4 3.4 100 2 3.5 4 3.4

ダケカンパ 12 7.7 0.3

ホオノキ 25 4.5 0.2
キ ハダ — — — 1 2 1 4.2 1.7 1 2 1 4.2 1.7 187 7.8 6.0

ニレ類 2 5 1 7.3 5.7 1 2 1 2.9 1.3 3 8 1 5.8 7.0 150 9.8 10.9
その他 一 一 一 1 2 9.7 0.6 1 2 9.7 0.6 250 7.8 9.0

計 4 0 0 1 9.9 13 0.3 2 6 2 11.2 2 1.5 6 6 3 1 6.5 1 51.7 2149 1 0.7 219.1

N0. 8 遠軽 2 2 ？ろ

ヽ?j木級 主 木 有用副木 計 全 林

樹『、
本数 材積 本数 帝^m 材積 本数 材積 本数 材積

カエデ類
cm m3 cm m8 cm m8

1 7
cm

8.9
m3

4.4
シナノキ 50 5.8 0.7

ウタ・イカンバ 3 0 0 1 9.6 9 0.7 5 〇 1 4.2 7.3 3 5 0 1 8.8 9 8.0 813 1 5.4 15 4.4

ダケカンバ 一 一 — — 一 — — — 一 38 6.4 0.7

ヤマナラシ 2 5 1 7.9 5.1 — 一 — 2 5 1 7.9 5.1 25. 1 7.9 5.1

ホオノキ 12 3.8 0.1
ニレ類 — — 一 一 一 一 — — 一 12 6.4 02

その他 一 — 一 1 2 1 3.1 1.2 1 2 1 3.1 1.2 250 9.4 17.8
計 3 2 5 1 9.5 9 5.8 6 3 1 4.0 8.5 3 8 8 1 8.6 104,2 1288 1 3.0 18 3.4

—4 〇 3 —



Na 9 遠昭 2 2 Tろ

、史木級 主 木 有用副木 計 全 対

本数 材積 本数 材積 本数 材積 本数 材積

カエデ類 

シナノキ 3 〇

cm

2 1.7

n?

11.1 1 〇

cm

7.8

n?

0.3 4 〇

cm

1 8.2

nf

11.4
110
120

cm
6.3

1 0.9

nf
2.1

14.1

セo,ン 5 〇 1 7.8 11.2 1 〇 1 5.7 1.6 6 〇 1 7. 5 1 2.7 360 11.2 3 1.5

ウグイ力次 2 10 2 2.9 8 9.4 2 〇 1 7.6 4.7 2 3 0 2 2.4 9 4.1 280 2 1.7 10 7.4

シラカ”ヾ 1 〇 3 3.6 9.2 — — — 1 〇 3 3.6 9.2 10 3 3.6 9.2

ミズナラ — —— 一 1 〇 1 3.8 1.0 1 〇 1 3.8 1.0 100 9.5 5.4

ホオノキ — 一 — 1 〇 1 4.7 1.3 1 〇 1 4.7 1.3 40 1 0.0 2.5

キハダ — — — 3 〇 1 2.5 2.9 3 〇 1 2.5 2.9 130 9.5 6.7
ニレ類 — — — 2 〇 1 3.8 2.6 2 〇 1 3.8 2.6 170 7.4 5.3

ミズキ — 一 — 4 〇 1 4.8 6.3 4 〇 1 4.8 6.3 350 8.7 163
その他 一 一 — 1 40 6.4 2.9
J-tt- 3 0 0 2 2.3 12 0.8 15 0 1 4.1 2 0.6 4 5 0 1 9.5 14 1.5 1810 11.2 2 0 3.5

Nai〇 丸瀬布10 3い

、ヾ木級 

樹種、

主 木 有用即木 計 仝 卅壬 5、

本数 桐祥 材積 本数 平 材積 本数 平 材秋 本数 材積

カエテ類
—

C7U m3
2 5

cm
7.6 0.6 25

cm
7.6

m8
0.6 250

cm
7.5

m8
7.3

セ ン 2 5 2 3.8 11.0 — — 2 5 2 3.8 11.0 25 2 3.8 11.0
ウタイカキヾ 3 5 0 1 8.7 9 5.4 一 一 — 3 5 0 1 8.7 9 5.4 425 1 8.7 116.4
シラカ"ヾ 25 2 4.6 10.8 .— ,,一 — 2 5 2 4.6 10.8 50 1 6.5 11.7
ダク・カンバ — 一 2 5 1 0.4 1.4 2 5 1 0.4 1.4 25 1 0.4 1.4
ミズナラ 2 5 1 3.6 2.5 一 • — — 2 5 1 3.6 2.5 25 1 3.6 2.5
ヤマナラシ 25 1 0.2 1.3
ホオノ ‘キ 一 ■ _ 一 7 5 11.5 5.4 7 5 11.5 5.4 300 8.9 1 3.8
キパダ 一 ‘一 一 • 一 — 一 一 —. — 200 5.9 2.8
ニレ類 50 11.8 5.3
その他 — 一 一 2 5 1 3.7 2.6 2 5 1 3.7 2.6 300 9.9 20.1

計 425 1 9.1 119.8 15 0 11.0 1 0.1 5 7 5 1 7.0 12 9.9 1675 11-6 19 3.7

—4 〇 4 —

艮に悪影皆を与える上。中膚木を除去することである。この場合,主木の枝下高を一定に保 

ち,形質の向上に役立つものは,それ自身に利用価値はなくても残されなければならない。

これは,樹木級の育林上の見地による区分に相当する。立て木の条件としては,大径木に 

なる可能性をもcた樹種で,樹勢,生育傾向ともに優れ,かつ利用の面からは通直で枝下高 

が十分な長さをもつものということになる。そのほか,選定にあたっては立木配圖も考慮し 

なければならない。

残すべき本数は,樹種構成,競争の状態によって異なり,一定の教通的基準を与えること 

は困難だが,表ー2 4に示した各調査ブロットの立て木と有用副木の数値は,ひとつの目や 

すになるだろう。これらは,上・中層の樹勢強および中,生育傾向の上および中に属するも 

の,中から今後の施業で页点的に取扱っていく木として選ばれたものである。したがってこ 

れ以外をいますぐ伐採しなければならないということではない。

表の数値から,立て木またはその候補と目されるものは,本数で虻 当り3 °〇〜4 ° °本, 

材積は10 〇〜14 0 で,平均直径は2 OCTB前後である。N0.5のブロットの材積が将に大 

きいのは,過去に間伐がおこなわれて,直径が一様に大きいためである。また,ウダイカン 

パの単層林に近い林よりも,ミズナラ,シナノキが混交して立体的な空間利用がおこなわれ 

ている林分で,主木の本数が多くなっている。

ここで注意しなければならないのは,例えばNo. 5のプロットで,全林本数15 6 0本のう 

ち,主木として区分されたものは3 5 〇本で,2 2 %にすぎないが,材積では19 4 〇/と全 

林の2 6 9 〇?の7 2 %を占めている。また直径については,主木は全林平均の約2倍になつ 

ている。

広棄樹の間伐では,残存木の生長促進と同時に,形質の改善を目的として上に述べたよう

1 j • . !;「 ・ ■, » ヽ•
な上層間伐が適用されるので,その効果は伐期に収棱される材の径級と品質をどれだけ向上 

させえたかで評価しなければならない。全樹種の,全樹木級をこみにした平均直径や材積は 

あまり意味がないのである。実際,広葉樹林の間伐では,上・中層木が主として伐採される 

ため,全林の平均直径が間伐によってかえって小さくなることがある。

生育の途中で,伐期収穆までを見越して施業効果を判定するのは困難であるが,ここに用 

いた樹木級区分の方法で,主木の構成比の増加と主木および有用副木の中の有用価値木,有 

用木の比率の向上を観察すれば,最終生産物の费およぴ質と高い相関をもつ中間的な評価が 

可能になる。

その1例として,昭和5 0年に用材林への誘導を目的として,定山溪事業区1〇 8 3林班

—4 〇 5—



間伐前 (本数・材積はhaあたり)

表ー 2 5(1)林分層別本数•材積と平均樹勢

、、楚分層 

樹種、、
• 7Z 数 方 君i 麻 平均樹勢

上層中層下層 計 ±層 中層 下層 上膚中層下層 計

トドマツ 80 80 0.5 0.5 2.4 0 0 2.4 0 0
エゾマッ 60 60 0.4 0.4 2.20 0 2.2 00
ウグイカンパ 296 80 4 380 945 8.8 0.2 10 35 1.4 4 6 23 0 0 3.00 0 1,642
ド 口 12 12 11.4 114 1.。 0 0 1.。 0 0
ミズナラ 4 8 12 0.3 0.2 0.5 1.00 0 2.。 0 0 1.6 6 7
セ ン 8 40 24 72 4.0 5.0 0.3 9.2 1,。 0 0 1,9 0 0 2.16 7 1.889
シナノキ 4 84 88 0.4 0.6 1.0 1,。 0 0 2286 2,2 27
ホオノキ 28 28 56 1.4 0.8 2.2 1,7 14 25 71 2,14 3
イ タヤ 220 600 820 1 24 5.3 17.7 1,4 7 3 2,227 2.。 24
ハンノキ 4 4 2.8 2.8 2,00 0 2,00 0
オヒョウ 36 104 140 2.0 1.6 3.6 1,7 7 8 2,26 9 2.14 3
アブラコ 4 4 0.2 0.2 2,。 00 2.00 0
キハダ 4 8 1 2 0.2 0.2 0.4 2.。 0 0 25 0 0 2.333
その他 8 8 16 0.6 0.0 0.6 2,。 0 0 2.000 2,。 0 0
広 計 320 428 K68 1616 112.7 3 1.2 9.2 15 3.1 1,4 2 5 1,7 20 2,24 9 1,9 4 5
注)1)本数。材積は層位別・樹種別に本数と材技を集計

2) 平均樹勢は強を1,中。下をそれぞれ2, 3として屈位別•樹種別に集計して平均値を言憐

3) 必要に応じ直径階別再掲表をつくる。

間伐後 (本数。材積は/zaあたり)

表ー 2 5 (2)林分層別本数。材積と平均樹勢

分層 本 数 材 積 廿 平均 樹势
樹種、ヘ

上層中層下層 計 上屈 中層下層 計 上層中層下層 計

ドドマッ 80 80 0.5 0.5 2,4 0 0 2,4 0 0
エゾマッ 60 60 0.4 0.4 2.20 0 2,2 00
ウタ・イカンノヾ 260 48 308 8 7.4 5.2 9 2.6 1,3 23 1,917 1,4 16
ド 口 1 2 12 11.4 11.4 1,。 0 0 1,。 0 0
ミズナラ 4 8 12 0.3 0.2 0.5 1,。 0 0 2,。 0 0 1,6 6 7
セ ン 8 36 24 68 4.0 4.8 0.3 9.0 1,。 0 0 1,7 7 8 2,16 7 1,8 24
シナノキ 4 84 88 0.4 0.6 1.0 1,。 0 0 2,5 8 6 2,2 27
ホオノキ 28 20 48 1.4 0.6 2.0 1,714 2,6 0 0 2,。 8 3
イ タ ヤ 156 472 628 9.5 3,4 1 2.9 1,410 2,26 3 2,。 51
ハンノキ

オビョウ 32 ! 84 116 1.6 1.3 2.9 1,7 5 0 2,23 8 2,10 3
アブラコ

キハダ 4 4 8 0.2 0.1 0.3 2.00 0 3.。 0 0 2,5 0 0
その他 4 4 〇 〇 2,。 0 0 2,。 0 0
広 計 280 312 700 1292 10 2.8 2 3.4 6.4 13 2.6 1,300 1,5 9 0 2,3 0 5 1,8 9 5

—4 〇 6―

間伐前 (なあたり)

表一 2 5(3)施業上の区分による本数。材積

本 数 材 積 I?

主木 有用即味 望iしく山沐 計 主 木 有用S! 味 野しく公沐 計

ドドマッ 8 〇 8 〇 0.5 〇. 5
エゾマッ 6 〇 6 〇 0.4 0.4
ウダイカンパ 2 4 4 9 6 4 〇 3 8 0 8 4.0 1 3.7 5.8 1 0 3.5
ド 口 1 2 1 2 11.4 11.4
ミズナラ 4 8 1 2 0.3 0.2 0.5
セ ン 2 〇 4 8 4 7 2 5.9 3.3 9.2
シナノキ 4 5 2 3 2 8 8 0.4 0.4 0.2 1.0
ホオノキ 8 3 6 1 2 5 6 0.5 1.2 0.5 2.2
イ タ ヤ 2 4 2 8 8 5 0 8 8 2 0 2.2 9.0 6.4 1 7. 7
ハンノキ 4 4 2.8 2.8
オヒョウ 8 8 5 2 1 4 〇 2.7 0.8 3.6
アブラコ 4 4 0.2 0.2
キ ハダ 8 4 1 2 0.3 0.1 0.4
その他 4 1 2 1 6 0.6 0.6
広 計 3 16 6 2 8 6 7 2 16 16 1 0 4.8 3 0.8 1 7. 5 1 5 3.1

表ー 2 5 (4)施業上の区分による本数。材積

間伐後 (んaあたり)

業上 本 数 材 糊 m8
枚^

主 木 有用0i床 望ましくな沐 計 主木 有用討味 望ましく松木 計

ドドマッ 8 〇 8 〇 0.5 0.5
エゾマッ 6 〇 6 〇 0.4 0.4
ウグイカンバ 2 4 4 6 〇 4 3 0 8 8 4.0 7. 8 〇. 8 9 2.6
ド 口 1 2 1 2 11.4 11.4
ミズナラ 4 8 1 2 0.3 〇. 2 0.5
セ ン 2 〇 4 4 4 6 8 5. 9 3.1 9.0
シナノキ 4 5 2 3 2 8 8 0.4 0.4 0.2 1.0
ホオノキ 8 3 6 4 4 8 0.5 1.2 0.3 2.0
イ タ ヤ 2 4 2 8 0 3 2 4 6 2 8 2.2 8. 8 1.8 1 2.9
ハンノキ

オヒョウ 8 8 2 8 116 2.7 〇. 2 2.9
アブラホ

キ ハダ 8 8 0.3 0.3
その他 4 4 〇 〇

広 計 3 16 5 8 0 3 9 6 12 9 2 1 0 4.8 2 4.6 3.3 1 3 2.6
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表ー 2 5⑸ 林分層別本数•材秋の直径階別再掲(ウダイカンバ)

間伐後 (本数・材積はんaあたり)

表一 2 5(3)施業上の区分による本数と材•技の直径階別再掲(ウダイカンバ)

、ざ分層 本 数 材 積 m8 平均 樹勢
直径為、

上層中層 下層計 上層中丽 下眉 計 上層中層 下層計

1 2 4 4 0.2 0.2 3,。 〇 〇 3.0 〇 〇

1 4 8 2 〇 28 0.6 1.6 2.2 1.5 00 2,2 0 0 2.0 〇 〇

1 6 4 1 6 20 0.4 1.8 2.2 2.0 〇 〇 1,5 〇 〇 1.6 〇 〇

1 8 24 4 28 3.6 0.6 4.2 2.0 〇 〇 1,。 〇 〇 1.8 5 7
2 〇 3 2 3 3 6.1 6.1 1,2 5 〇 1.2 5 〇

2 2 4 4 4 4 8 11.0 1.0 1 2.0 1,5 4 6 2.0 〇 〇 1,5 8'3
2 4 5 2 5 2 1 6.6 1 6.6 1,23 1 1.23 1
2 6 4 〇 4 〇 1 6.0 1 6.0 1,1 〇 〇 •1,1 〇 〇

2 8 20 2 〇 9.8 9.8 1,。 〇 〇 1,。 〇 〇

3 〇 8 8 4.5 4.5 1,。 〇 〇 1.。 0 0
3 2 2 8 2 8 1 8.8 1 8.8 1,1 4 3 1,1 4 3
計 2 6 0 4 8 3 0 8 8 7.4 5.2 9 2.6 1,3 2 3 1,9 1 7 1 1,4 1 6

1

—4 〇 8 -

間伐後 (ぬあたり)

、ヽ

本 数 材 起 m8
、、の区分 

直径顶-\：ゝ 主 木 有用稣 望ましく松沐 計 主 木 有用副木 望ましく松沐

1 2 4 4 0.2 0.2
1 4 4 2 〇 2 8 0.6 1.6 •, 2.2
1 6 1 2 8 2 〇 1.3 0.9 2.2

1 8 1 2 1 6 2 8 1.8 2.4 4.2
2 〇 2 4 4 3 2 4.6 0.8 0.8 6.1
2 2 4 〇 8 4 8 1 0.0 2.0 1 2.0
2 4 5 2 5 2 1 6.6 1 6. 6
2 6 4 〇 4 〇 1 6.0 1 6.0
2 8 2 〇 2 〇 9.8 9.8
3 〇 8 1 8 4.5 4.5
3 2 2 8 2 8 1 8. 8 1 8.8
計 2 4 4 6 〇 3 0 8 8 4.0 7. 8 9 2.6

の約7 〇年生の再生林に設定した間伐試験也の退木結果を示してみよう。

,まず,樹根ごとの林分層別の本数,平均直径,材秘,平均樹勢,平均生育傾向の特徴を調 

ベる。この試験地のまとめでは,平均直径と生育傾向を省略したが,間伐前と間伐後の数値 

は表ー 2 5(1)»表ー 2 5(2)0ようになる。

次に,主木と主木の発逹に有益な木,障害となる木(育林上の見地による区分)の本数, 

材積の分布を樹種別に表ー 2 5 (3) •表一 2 5(4)0ように表示する。必要があれば,主な樹種 

について,直径階または直径級別の再掲表をつくって細部の検时をおこなう。•表ー 2 5⑸・ 

表ー 2 5⑹は間伐後のウダイカンパに対する直径階別の再掲表である。

この2つの結果を間伐前と間伐後,前回調査と今回調査の間て・比較すれば,林分構造の現 

況と推移,施業効果,迫木の内容が具体的につかめる。

表ー2 5⑴から,んa当り本敬1616本の林分層別の本数比は,2 0 ： 2 6 ： 5 4で, 

上回木のうち9 0务がウダイカンパであることがわかる。中・下層木の大部分はイタヤ類で, 

これだけで全本数の5 〇%をこえる。下層木の中にはトドマツとエゾマッの更新樹(胸高直 

径4 COT以上)があって,現在はイタヤ,オヒョウなどの下層木に被圧されているが,それら 

を除去すれば,生長開始の期待がもてる。

材積については,全体で15 3 m8のうち7 4强は主としてウダイカンバからなる上層木の 

もので,ウダイカンパ以外で/。 当り材•秋が10 m‘をこす樹種は,イタヤ(12%,18 m8 ), 

とド口( 7 %,1lm«)だけである。

平均樹勢は,一般に上・中・下層の順に低下するが,ウダイカンパの上屈木の中には中ま 

たは弱の区分に入るものがあって,平均樹勢は1-4 5である。一方,ミズナラ,センなど陰 

性の樹種では,中•下層にあってもウダイカンバより樹勢が高くなっている。

施業的な見方による区分(表ー 2 5⑶)では,立て木のほとんどはウダイカンバである

(7 7 % )が,下層のトドマッ,エゾマツも今後の生長を期待してこの中に含めた。そのほ 

か,イタヤ,セン,ホオノキのうち中网にあって形質の良好なものがこの区分に入る。

上・中層のウダイカンバの間には強い競合状態が存在し,すでに脱落して立ち枯れになつ 

たものや,地表に倒伏した木もみられる。このため,本数で2 0%,材積で18%の間伐を 

計画し選木した。

残存木について上と同様に取まとめた結果は表ー 2 5 (2) •表一 2 5(4)0ようになる。

•伐採木は,上層ではウダイカンバを主体に,本数の12.5%,中・下層木ではウダイカン 

パの劣勢木,およびイタヤ,オヒョウなどで,トドマツ,エゾマッの生育の•支障となるもの
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を選んだ(本数率2 2%)。これによって間伐後の樹勢は各樹秋とも向上した(表一 2 5(2))。

以上のことから,今後の施業効果判定のポイントは,上層の疎開によるウダイカンパの樹 

勢の回復状態と,それに伴なって表ー 2 5(6)の直径階別の分布に現れる変化 および下層の 

広葉樹の除去によって生ずるトドマツ,エゾマッ更新木の樹勢回復の速度と考えられる。

(2)山火再生林の格付け

広葉樹林に対する除間伐,ならびに遮木に関する基礎理擒については前おですでに述べた 

ごとく,間伐は必ずしも常に良好な成果をもたらす釈ではない。林地土壊生産力の低い林分, 

有用広葉樹の割合が少い林分,間伐手遅れの林分など,施業的にみて林種転換した方が良い 

と考えられる林分も少くない。こ、に広葉樹林の格付けの必要が生ずる。

•格付けの前提条件は今後の存続期間である。どのような長伐期でもよいならば,殆んど全 

部の広葉樹林は,これを適当に除間伐することによって大径林とすることが可能であるが, 

現実問題として今後の存続期間に上限をおくことは止むを得ない。こ、では上限として3 〇

・〜4 〇年を考えるものとし,特に条件の良否によって5 〇年あるいは2 〇年とすることもあ 

ると約束する。この前提のもとで,たa当りの有用樹租本数と,これらの年平均直径生長団 

とから表ー•2 6:のように格付けを作製した。

• 表ー 26山火再生林の格付け(林歸6 〇〜7 〇年)

注) 甲の年3. 5伽は,範囲として年3.0观以上
乙 〃2. 5初 ’〃 2. 〇碗以上3• 〇潮未満
丙 〃1.•皿 〃 2. 〇爛未満のものを含む。

、、直径生長 

有用樹、、
本数、、

甲(年 3： 5 Z®?) 乙(年 2. 5 ) 丙(年!.5 〇 )

上

(300本以上)

〇目的,広葉樹用材林 

施業 ー・

〇今までに1回以上除
・間伐されていること

〇 目標径級4 Ocm
〇 伐期1 〇 〇 ～ 1 2 〇 

年

〇目的,林分総収粳の 

増大

(樹群単位で中径材育 

成)

〇 主林木材積15 0 n? 
目標

〇目標径級2 5cm

〇 伐期〜10 0年

〇除。間伐して5
～ 8年様子を見る

下 

(200本以下)

〇単木的に大径材育成 

〇針葉樹植え込み必要

°単木的に中径材育成 

〇針葉樹植え込み必要

〇林相改良
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まず直径生長址については年3.5XBを甲,同じく 2.5 0を乙,それ以下を丙とし,丙は原 

則として林種転換の対象とする。次に/】a当り本数については,将来広葉樹用材林として経 

営ができる本数があることを条件とする。これには当然林齢が関係してくる。林齢が若けれ 

ば格付け時点の主林木の本数は,より多く必要となる。年齢1〇 〇年以上の広葉樹の/?a当 

り本数は12 〇〜15 〇本と考えられるので,現在6 〇〜7 〇年生の広葉樹林では,少なくと 

もこの倍位の本数が必要•である。なお有用樹種による格付け「上」と「下」み中問は「中」 

であるカ士,これに該当する林分については,さらに第4の因子(例えば有用樹種以外の樹秋 

の比率,地形,地利級など)を考慮して「上・下」どちらかに編入するが,暫定的に(約10 
年)「中」のま、様子を見守ってもよい。

⑶施業方法

① 前項の格付けによって将来とも広葉樹だけで経営する林分と,針広混交林として経営す 

る林分を区分する。

② 格付け「甲の上」に対しては,常にクロ ーネの形状•大きさに注意し,少くとも5年に 

!回は標準木を樹醇解析して生長が下降しないようにするとともに,陽光に対する競争が 

激烈にならないうちに間伐する。特にウダイカンバ林においては,数年間強い競争をした 

だけで,上層本が突然枯死することがあるので注意を要する。

③ 格付け「甲の下」に対しては,針葉樹を植え込み,針広混交林を造成する。針葉樹とし 

てはトドマツを主とし,少数(約2 〇%)のエゾマッ或いはアカエゾマッをまぜる。広葉 

樹は将来,単木的に大経材を養成するものとし,伐期本数は1〇 0本以内とする。針葉樹 

が生長するに従い,これらを広葉樹の立て木の副木とし,それ以外の広葉樹は段階的に間 

伐する。大径広葉樹の伐期は針葉樹の伐期の2倍を目標とする。但しエゾマッ或いはアカ 

エゾマツは伐採せずに残し,1〇 〇年以上の伐期とする。

④ 格付け「乙の上」の林分は,広菜樹の中径材を育成することを主とし,全体として200 

m8の蓄積を目標とし,そのうち有用広葉樹で15 On?を得るように心がける。この目標は 

現在の山火再生林に対しては,一般的に云って比較的逹成し易いものと考えられる。この 

林分の伐期は9 〇〜10 〇年程度とする。

⑤ ’格付け「乙の下」の林分に好しては針葉樹を植え込み,針広混交林とする。将来は針葉 

樹を主とし,広葉樹は単木的に,中径の良材を育成することを目標とする。

@ 格付け「丙の上」に対しては速かに除間伐を施し,数年間様子を見て「乙の上」に移行 

する可能性があるか否かを見定め,可能性がない場合は林相改良を図り,広葉樹を保残木
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として利用する針葉樹林に切りかえる。

⑦ 格付け「丙の下」は原則として林種転換をする。混牧林施業として肉用牛の放牧に適す 

る森林には「丙の下」が多いので,場合によっては広葉樹林のま、他目的と併用する。

vn 幼帝混交林
し樹稲別生長と樹種間の競争

山火再生林をはじめとする二次林は,広葉樹用材の将来の丞要な供給源と考えられるのであ 

るカ,現在ではこうした林分がかつての規模でつくり出される条件は少なくなっている。この 

ため,施業研究の素材となる広葉樹林も,これらの前段階の若い年代の林が少なく,これが研 

究の1つの障害になっている。

例外はカンパ類で,中でもダケカンパは高寒地における重要な更新樹種として,各所で事業 

的な天然更新作業が進められている。

一方,トト・マッの幼&帝造林地の中には,植栽後に侵入したウダイカンパの稚樹が•下刈り終 

了とともに急速に伸長してトドマツを追いぬき,高密度のウダイカンパー斉林を形成すること 

がある。例えば,苫小牧事業区1〇 5 2は,佐呂間事業区71い,黒松内事業区2 4 5 3 , 

2 4 6ろ林小班には,数/zaから数+/iaにわたってそのような林分が成立し・てい・る。

これらは,侵入したウダイカンパの生長と形質が良好なために,除伐して植栽木の伸長を促 

進すべきか,残存して用材生産の可能性に期待すべきかの選択に迷うことが多く,取扱いの指 

針が求められている。これには,トドマツとウダイカンパを両立させる,例えば二段林仕立て 

が可能かどうかという技術的検討のほかに,ウダイカンパ,またはトドマツの純林仕立てとの, 

予想される成果に基づく長期的な有利性比較の問題が含まれている。しかし,第1着手として 

は比較試験によって,混交状態のもとにおける両樹種の生長特性を明らかにすることから始め 

なければならない。

一方,再生林の調査においてみられた林冠上層部のウダイカンバの競り合いは,長い問の無 

施業状態の中でつくり出されたもので,幹の形質の改善に施業上必要とされる以上に直径生長 

が抑制されている。したがって,用材生産の’ためには,除間伐を早くから実行して,樹冠の配 

凰を適正にコントロールすべきであったと考えられる。

これらに共通する問題は,若い林分の樹冠の発逹の過程を分析して,生育段階に応じて良好 

な幹形,良好な生長を両立させうる適応な占有空間の大きさを定めることで,トドマツ造林地 

内のウダイカンパはそのための恰好の素材と考えられる。
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このような視点から,前記した苫小牧宰業区1〇 5 2林班のトドマツ造林址に固定生長:a試 

験地を般け,ウダイカンバの密度の異なる3つのプロットで生長経過を観察することにした。

⑵

表ー 2 7 固定生長量試駿地の成績(1)

ブロット 項 目

ウダイカンバ ト ドマッ

1 9 7 3.6 19 77.9 期酔 娜内 1 9 7 3.6 1977.9

1

(0.1 22ha)

平均樹高m 88 1 2.6 3.8 — 6.0 8.4 2.4 2.6
平均直径cm 1 0.9 16.4 5.5 一 8.1 113 3.2 2.5
ha

あたり

本数 90 90 — —• 2516 2508 — 8
3.8 123 8.5 — 6 2.4 15 5.7 9 33 0.0

2

(0.1 2 Ma)

平均樹高m 9.4 1 29 3.5 9.4 5.2 7.0 1.8 3.1
平均直径an 1 0.5 14.6 4.1 9.5 7.0 9.4 2.4 4.2
ha

あたり

本数 405 372 一 33 2074 2049 — 25

材W* 18.1 47.1 29.0 1.2 3 6.9 8 3.7 4 6.8 0.1

3

(0.117 ん a)

平均樹高m 9.0 11.8 2.8 S.1 4.8 6.0 1-2 3.1
平均直径m 9.2 1 23 3.6 8.0 5.8 8.0 2.2 3.8
ha

あたり

本数 581 538 — 43 2188 2094 一 94

橄n? 20.1 5 0.2 3 0.1 •1.1 26.3 6 2.4 3 6.1 0.4

注) 試験地設定時の林齢は 1〜3プロットが12年 

対照区は14年である。

プロット 項 目

ウダイカンノヾ その他広

1 9 7 3.9 1 977.9 期｛炳 

生長功
娜J内 
相知 1 9 7 3.9 1 9 77.9

生趟

噸内 

桐知

- .

対照区

(0.11 ha)

平均樹高m 1 0.2 12.2 2.0 8.3 1 0.6 1 31 2.5 9.0
平均直径C77? 7.9 9.5 1.6 5.4 9.1 10.6 1.5 7.7
ha

あたり

本数 2218 1900 — 318* 518 391 ’一 127
材積mい 6 8.0 9 4.9 2 6.9 4.1 203 245 4.2 38
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この造林地は,山火事跡地に昭和3 6年春に/la当り3 0 0 〇本のトドマツを植裁したもの 

で,ウダイカンバは植栽とほぼ同時に発生したものと考えられる。なおこれらのブロットの対 

照として,苫小牧事業区7 3林班に小班の昭和3 4年春植えのウダイカンパ人工林に比較区を 

設けた。これらの5年(対照区は4年)間の成績は表ー 2 7のとおりである。

混交林のプロットは,いずれもウダイカンパが上層を占め,期末の平均倒高はトドマツより 

4〜5い高くなっている。しかし混交率の低い第1,第2ブロットでは樹冠の競り合いがない 

ので,ウダイカンパは太枝を伸長し,広範囲にわたって周囲のトドマツの樹高生長をおさえて 

いる〇

ウダイカンパの本数の多い第3ブロットでは,立木配此が一様でないために一部に第1,第 

2ブロットと類似の暴れ木を生じているところもあるが,樹冠が適度に競合しているところで 

は下枝の枯れ上りによって幹形も良好で,かつトドマツが完全に樹冠下になっているため,二 

段林型を呈している。ただ,ウダイカンパは競争が激しくなると樹冠が極端に扁平,過小にな 

り,ある時期に集中的に枯損を生ずることがあるから,下層のトドマツの伸長をはかるために 

も適当な時期に上層林冠を疎開させる必要がある。この意味では第3ブロ:/卜の枝下高6〜7 
皿に達している個所のウダイカンパは間伐を急ぐべきである。

これに対し,第1,第2プロットはウダイカンパの本数が不足で,通直な幹形が期待できな 

いばかりでなく,トドマツの生長およひ形質を著しく損なうおそれがあるから,むしろウダイ 

カンパを伐採して,トドマツの純林仕立てに移行すべきだと考えられる。

次に,混交林の3つのブロットのトドマツの生長燉は,本数の違いを考慮してもなおウダイ 

カンバの混交が多くなるほど低下して,第3ブロットの材積生長员は第1ブロットの3 9%に 

すぎない。第3ブロットの将来は,松冠の過度の拡張を避けながら,ウダイカンバの本数を 

"a当り15 〇〜20 〇本程度にまで滅少させ,トドマツの間に形質のよいウダイカンパを点 

在させる形に誘導すべきであろう。その場合のトドマツの伐期は,ウダイカンパの樹冠下にお 

ける生長が相当の期間続くため,純林仕立ての場合より遅れるものと予想される。

ところで,混交林の各プロットのトドマツは,上層のウダイカンパの競争に参加していない 

から,対照区を含めた4ブロットのウダイカンパの生長デマグは,一種の密度試験の成績とみ 

ることができる。ここで,対照区のその他広葉构を・含めた期間内の材積連年生長蛍は,祜損虽 

を差引くと第2,第3ブロットのウダイカンパの生長量とほとんど同じ(対照5.7 m,/年,第 

2‘第3 5. 6 m8/年およひ5. 8 m'/年)で,この生育段階での限界的な生長量を示している

よ5に思われる。
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このことから,平均樹高の若干の差を無視してこれら4プロ1/卜の広葉樹の本故と材積の8 
組の値を両対数方眼紙上にブロットすると,この期間の収处密度効果の進行を統みとることが 

できる(図ー12 )〇
なお,対照区の4年間の枯損:aが4 4 5本にのぼることから,このブロットは急速に最多密 

度に近づきつゝあることがうかがえる。

次に,ウダイカンパとトドマツの平均直径と樹高の連年生長量は表ー2 8のとおりで,ウダ 

イカンパの本教が多くなるほど極端に生長が低下している。これを期首直径の大きさ別に示す 

と図ー13,図ー：14のようになる。

表ー 2 8直径と樹高の連年生長な

プロット

ウダイカンパ トドマツ

直径3) 樹 高〇) 直径(珮) 樹高(m)

1 1.1 3 0.7 7 0.6 3 0.4 8

2 0.8 2 0.7 〇 0.4 7 0.3 5

3 0.7 2 0.5 6 0.4 4 0.2 6
対照 0.2 8 0.4 3 — —

直径では,期首の直径が大きいものほど生長髭が大きく,その関係はほぼ直線である。直線 

の傾きは,トドマツではプロット間に顕著な差はない。しかしウダイカンパでは,カンパの本 

数が多くなるほど傾きは小さ <,このため対照区の最大木の生長髭は同じ大きさの第1ブロッ 

卜の木の1/ 3以下である。

樹高生長量でもトドマツでは期首の直径の大きいものゝ方が生長が盛であるが,ウダイカン 

バではこの傾向は明瞭でない。

以上の数値は僅か4〜5年間の成績であって,これから直ちに取扱い指針をひき出すことは 

できない。しかし,この生育段階でウダイカンバートドマツの二段林仕立て,ウダイカンパの 

純林仕立てを考えるとすれば,枝下高,樹冠の大きさからみせブロット3の林相が施業の出発 

点になると考えられる。ブロット1,2はカンパの本数不足のため,むしろトドマツのみの施 

業コースが望ましい。

一方,対照区はすでに過密状態にあり,このまま自然の競争にまかせれば.最終的には少数 

の優良木が残るとしても,利用し5る材の径級の面で損失を生ずることになろう。

これらの確認は今後の検討課題であるが,それには

—4 2〇 —

1) いくつかの密度水逆から出発して間伐試験をおこない,形馁と生長の両者を満足させる本 

数基準を生育段階ごとに定める。

この裏づけとして

2) 枝およひ幹の過去の生長を解析することによって樹冠の競合の過程を再構成し,生長モデ 

ルを組立てる。

3) 高密度の無施業林分を継続調査して,自然枯死の経過と最多密度の推定資料を求める。

この3つを平行して進める必要がある。上述のブロットのうち,ブロット3は2)の目的に, 

対照区は3)•の目的に使用できる。

山火再生林にみられる多数の樹種の混交している場合の解析は,ウダイカンパの結果をもと 

にして,ウダイカンパーシラカンバ,ウダイカンパーダケカンバのようにカンパ類の単純な組 

合わせから出発して,順次极雑な組合わせの解析へと拡張していくのが得策と思われる。

2•施業方針
造林木と,そこに侵入した広葉樹で構成された混交林の取扱いに関しては未だ明確な方針が 

立てられていないようである。森林資源の立場から言えば,森林がどのような樹種で構成され 

ようと,立派な林になればそれでよいことであるが,林業経営の立場から見れば,一概に割り 

切れないものがある。まず木材生産の保続のため,生長の早いものが優先されるであろうし, 

次に力ネをかけて造成し,台帳に登録されている針葉樹が,タダで侵入し,台帳に記載されて 

いない広莱樹に圧迫されることが不合理と考える人もいるであろう。

実際にこのようなことがあって,造林木をパタバタ伐り,広葉樹を温存させれば,’当事者は 

厳しく非雄されることであろう。

造林地は,あくまで目的樹種である造林木が健全に育つように管理するのが建て前である。 

造林地に侵入Lた広莱樹を大切にしようというのは,既に混交林になっている場合とか,造林 

木の一部が虫・菌・気象害などのためどうしても育たなく,代りに広葉樹の侵入を期待する場 

合などに限られるという事を銘肝しなければならない。•始めから混交林になることを期待した 

造林は一今後の新しい技術として有望であるがー最初から設計がちがってくる。

さて既に混交林となっている針•広の混交林にたいしては次のように取扱う。

① カラマツ造林地に侵入した広葉樹は,原則として除伐する。’この理由は,カラマツも広葉 

樹も共に陽樹で,両方を最後まで育てようとすれば,林地が不経済になるばかりでなく,サ 

サに占領されるおそれが大きいからである。除伐時期を逸して既に広葉樹が主となっている 

林分においては,むしろ広葉樹林として取扱い,残存するカラマツのうちの優良なものを伐
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期まで保育するとともに,林況に応じてトト・マッの樹下植栽を酎画する。

② トドマツ造林地に侵入した広葉樹は,原則として存立させる。当面存立させる広葉樹の本 

数は,トドマツの本数の半分位とし,トドマツを圧迫する度合が増すにつれて漸次除伐して 

いく 6この間にトドマツは,広葉樹の側枝の発生や枝のがたよった生長を押え,樹祥を通直 

にする役目を果たしている。最終的に残す本数は,トドマツは収穫予想表の伐期本数Nの 

2/3 ,広葉樹は,残りの本数N/3の半分とする。例えば或るトドマツ・ウダイカンパの 

幼齢混交林において,トドマツの伐期6 〇年の時の本数が6 〇 〇本であるとすれば,この混 

交林が6 0年のときに存在すべき本数は,トドマツが6 0 0 X —= 4 〇 〇本,ウダイカンバ3
は2 0 0 10 0本となり,合計すればトドマツ純林の伐期本数より1〇 〇本すくない。

この差はウダイカンパに与えられた割り増し空間である。トドマツが主伐されてもウダイカ 

ンバはそのまゝ存立させ,樹下にトドマツを植える。このあとは広葉樹林にたいする樹下植 

栽施業と同様である。

③ トドマツ造林木と広葉樹で作られた混交林において,広葉樹の本数が圧倒的に多く,トド 

マツが伐期本数以下となり,しかも団状に生育している場合は,前項の考え方を拡張し,育 

成すべき広葉樹の本数を,前項の場合よりすこし増やす。このような環境で育ったトドマッ

・ は,長大で形質良好となるのが咨通であるから,経営全体としてみれば特に不利なことはな 

い。

まとめ

1.研究の必要性とねらい

北海道における広葉樹の優良大径材の資源は急速に減少しつつあるが,このものの継持・培 

養のための有効な方策はまだ確立されていない。これは今まで広葉樹資源が髭・質ともに卓越 

していたからである。このため優良大径材育成のための基礎的事項,すなわち理想的な樹種構 

成,林分構造,森林配置,生長予測,除•間伐と枝打ちの方法,构種間の競合,被害の種類と 

防除法などについて早急に調査研究をおこなうことが必要である。

このため,主要広葉樹の樹種特性(生長状態,分布,生態,種子と結実,適地,要光度)を 

知り,広莱樹林の適正本数,間伐の種類と強さをきめる基礎としたい。また,広葉樹に対する 

主要病虫害と気象害を明らかにし,適正な伐期齢を定め,広葉樹の更新問題にも一歩ふみ出し 

たい。さらにトドマツ造林地に広葉樹が侵入して出来た幼齢の混交林において,トドマツと広 

葉樹の競合関係を明らかにし,両樹種の共存の可能性とその方法を明らかにしたい。

—4 2 2 —

2•研究結果

1) ウダイカンパのほか若干の主要広葉樹の樹種特性を明らかにした。ウダイカンバは強陽樹 

で陽光獲得の競争が激烈であり,種間競争のときは他樹種の上に出るので問題ないが,種内 

競争のときは十数年に亘って梢力を消找し,ようやく上層に逹したときに枯死することが解 

〇た。

2) ヤチダモは環境の変化に極めて敏感で,付近に林道が開設されたとき,樹高幅以内にある 

樹木が伐採されたときなどに,かなりの大径木が枯死する。前の場合には地下水脈に変化を 

生じ,後の顆合には風当りが強くなったためと考えられる。

3) 広葉樹林は樹種が多く,樹高も正砲に測定できないため地位の査定が困雄であるが,ブロ 

ット内の最大直径木の直径を測定することによって地位を査定する方法を開発した。

4) 山火再生林の主要樹種(15)について,直径生長率の点で5群に分類することができた。

1群：キハダ,2群:ウダイカンパ,シラカンバ,ダク・カンパ,セン,ヤマナラシ•3群カ 

エデ類,ニレ,ミズナラ,4群:シナノキ,ドロ,ヤチダモ,5群:ミズキ,ホオノキ,そ 

の他。このうち3群は直径の大きさによらず安定しているが,この傾向は定山溪事業区の山 

火再生林においても同様であった。

5) 樹種ごとの枯摂においても枯損率によって5段にグルーピングできたが,前項の2, 3の 

グルーブが大きくかつ安定していることが確められた。

6) 広葉樹間伐のための樹木級区分にIUFRO方式を採用し,試験地だけでなく現地にも応 

用させている。

7) カンバ類に対する除•間伐の開始時期は純技術的にみれば早いほど良く,19年生のダケ 

カンバでは直径の肥大効果3 〇%, 6 5年生メジロカンパでは効果はほとんど認められなか 

った。ただし効果は樹種と林況によって,今のところ一概にいえない。

8) トドマツ造林地にウダカンパを皆伐せずにできるだけ共存させ,カンパに価格が生じるよ 

うになってから徐々に除伐する方法を考え,将来は少数のカンパを主林木として育成する施 

業と結びつけた⑨。

3. 成果の活用状況

山火再生林およひ幼齢混交林の試験研究結果は,広葉樹研究会(昭和4 9 , 5 0年度林業技 

術開発推進北海道ブロック協議会)における普及などにより,直ちに現地の施業に応用されて 

いる〇

4. 残された問題点
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1) 広葉樹林としての優良度が地域によってほぼきまっており,一般的な肝価力：定着している 

にもかかわらず,土壊調套結果とあまり相関をもたない点を究明する必要がある。

2) 山火再成林はかなりの面積があるが,幼辟二次林は位めて少ないので,資源保存上どれだ 

けの面積が必妥かを研究する必要がある。

3) 広葉樹純林だけでなく,針広混交林の中の広葉樹の生態,生長,形質等の研究をはじめる 

ことが必要と考えられる。
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松 井 善 喜 天北地帯のカンバ二次林について 日林北支講演 8
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3 9 原久夫

横 田 荘 平

! 〇 馬 場 強 逸 興部地方のカバを主とした山火再生林 林試北支年報 19 5 9

の構成と成長

松 井 善 喜 北海道低山地帯のカンパ林の構造と生 〃 〃

4 1
馬 場 強 逸 長

4 2
ff

〃 〃 日林誚演集 19 6 0

4 3 佃 昌 法 山火再生林跡地の陽光度別成長試験に 北見局技研 7 〃

就て

藤 井 保 松 カンバ類(主としてシラカンパ)二次 林業技研醇演 〃

4 4
安 部 紀 彦 林の実態と生長

4 5 王 子研究 所 栗山のダケカンパ林 北方林業 1 2 〃

4 6 星 司 朋 マカンパの造林地肥培 〃 〃

4 7 倉 橋 昭 夫 ウダイカンノヾ再生林に於ける二•三の幡 日林北支講演 9 〃

4 8 宮 岛 寛 山火あとにできたシラカンパ林の成長 〃 〃

'中 江 篤 記 京大演習林に於けるヤチダモの育林学

4 9- 斉 藤 束二郎 的研究(第1報) 〃 〃

,辰 己 修 三

’合 沢 義 考 北大天塩第2演習林に於けるシラカン 日林北支講演 1 〇 19 6 1
5 〇・

•滝 川 貞 夫 バ二次林の間伐とトドマツ樹下植栽

中 江 篤 記 広葉樹林の造成に関する研究(第1報) 日林北支潘演 11 19 6 2
5「

・吉 田 義 和
i 、•: - » »

5 2 鮫 島 悖一郎 シラカンバ幼令樹の成長・量： 北方林業 1 5 19 6 3

5 3 長 池 敏 弘 北海道に於けるぼう芽更新について 札幌林友
1 03 
104

5 4 三井物産山林部 似湾事業区［X:林班概況説明書 
丄 U J (パンフレット)

’三 島 悠 広莱樹二次林の林分改善と林種転換 日林北支講演 1 3 19 64

5 5< 菅 野 高 穂 (第1報)

,谷 ロ 三佐男

5 6 篠 原 久夫他 広葉樹二次林の立木密度と樹種別生長 日林諧演集
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57 油 津 雄夫他 北見経食区に於けるヤマナラシ琰更新〇) 日林請演集 19 6 4

5 8 佐々木 功 札瀰林局管内に於ける広瀬林の生長 北方林業16 〃

5 9 山本 斃シラカンパの落葉による土壊無機成分

の変化

〃 // //

6 〇 中野 実カンパ類の下很更新 /Z 〃 〃

6 1
塚田隆広ヤマナラシ再生林の成長と土壊

〔成田孝一

〃 〃

6 2 佐藤 清左衛門 ダケカンバ天然林に対する除伐5年後

の結果

日林北支講演14 19 6 5

6 3 北見営林局 山火事再生林の施業見本林説明谢 (パンフレット) 19 6 7

64 函館営林局 カンパ類の下種更新 単 行 本 19 6 8

6 5<

’真辺 昭 北見地方に於ける山火再生林の取扱い

篠原久夫に関する硏究(I)

、加藤宏明

日林講演集 〃

6 6 真辺 昭山火再生林の成長予測 北見林友143 19 6 9

6 7

6 8

6 9

7 〇

北見営林局 山火再生林の取扱いに関する調査報告

盛 川 実 他 不定芽の発生状況と保残木施業につい

て 北見営林局第19回業務研究発表集録

渡辺利雄他人工造林地に侵入したウダイカンバの

育成試験について 同上第2 〇回

奥山 光隆 他 トドマツ人工林に侵入したカンパの競

合育成について, 同上第2 2回

19 7 0

19 7 3

19 7 4

19 7 8

7 1 J.H. Buel1 The prediction of growth in uneven- aged t i mber stands

72札幌営林局 札幌営林局における森林施業の方法に関する調査(第8報) 197 4
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ワイヤロープの性能に関する研究

(中間報告)
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ワイヤロープの性能に関する研究

！試験担当者名

機械化部機械科長 上 田 実

機械化部機械科機械第1研究室長 柴 田順 一

機械化部機械科機械第1研究室主任研究官 冨 永 貢

元機械化部主任研究官 斉 藤敏 彦(退職)

n試験目的

集材機や索道などの架空線集5里材装団は,山岳林の多いわが国にあっては,木材運搬手段の 

うちで重要な役割をはたしてきた。そして他の運搬手段が部分的にこれに換りつつある今日で 

もなお,架空線による方法は主要な役割をになっていることに変りはない。集材機の索張り方 

式と,それにともなう附馬機械器具の類は,時代の要求にこたえ改良を垂ねつつ発展をつづけ 

ている。

これら架空線集材装置の主たる囲成要素であるワイヤローブの使用にともなう劣化,とくに 

曲げ疲労について究明し,架空線集材技催に用いられるワイヤロ ーブの選択と適切な使用方法, 

丽用限度の判断などに役立つ資料を得ることによって架線集材作業の安全性を高め,経済性の 

向上を計ろうとするのがこの研究課題の目的である〇さらに,ワイヤローブあるいは架線集材 

作業に関連する器具についても,それぞれの性能•能力•特徴を明らかにすることもまた目的 

とするところである。

1¢試験の経過

当研究室においては,集材架線および索道の設計理論を中心に研究を進めて来た。その過程 

で架空線装教にあって中心となるワイヤロープの摩耗•腐蝕などの劣化の実態にたびたび接し, 

ワイヤローブの耐久性・使用限既の問題に注目し検討を始めた。実態調査•文献調査によって, 

ワイヤローブの疲れの問題は,鉱山関係を中心に過去に相当の成果が収められていることがわ 

かった。しかし,林業におけるワイヤローブの使用状況を調べてみると,ワイヤローブの構成 

(種類)が異なり,さらに,それが受ける引張り応力と曲げ応力も大きく,過去の資料のみで
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は不十分な点が多いことが明かになった。このことからワイヤローブの疲れ試験の必要性を確 

信するに至り,試験に着手した。

昭和3 7年に作業索用のワイヤロ ープS曲げ疲れ試験檢を,つづいて3 8年には主索用のワ 

イヤロープ小角度曲げ疲れ試験機を林試溝内に設置し,それぞれの試験が開始された。

まず林業の架空線集運材装償における場合に似せて,疲れ試験機におけるワイヤローブの負 

荷張力,曲げを与える滑車の径および曲げの形などの条件を設定し,ワイヤロープの疲れ特性 

を表現する方法を検討し,これに一定の成果を得た。つぎにこの結果をもとにして,製造メー 

カーの異る同一規格のワイヤロープの比較試験を行ったところ,メーカーの間にその製品の性 

能において予想以上の差があることがわかった。(後掲文献】,2, 3 )〇
そこで,より良い性能を持つワイヤロープを選択する方法を追求するという立場から,昭和 

41年長野営林局上松運輔営林署に株試と同じ疲れ試験機を設置し,4 2年度から国有林が購 

入したワイヤロープの中からサンプルを抽出して,継続的な疲れ試験を開始し,現在に至って 

いる.この試験については,林業試験場機械第1研究室が計画と基礎的な試験を分担し,連絡 

を保ちながら試験結果のとりまとめも行っている。(文献5)。

一方,林業試験場機械第1研究室においては,さらにはば広くワイヤローブの疲れ試験の基 

礎資料の蓄積をはかるため,林業試験場が外部から依頼を受けて実施する試験の区分の中に, 

鋼索の寿命試験を設けて,ワイヤロープメーカーから供試ロープの提出を受けてその疲れ試験 

を実施して来た。これらZ件数は現在まで4 7件を数え,結果は全て林業試験場試験成續書と 

して提出されている。またこれと同時に研究室独自の目標を設定し試験を計画して,滑車溝底 

径がワイヤローブの寿命に及ぼす影您,ブリテン•ン・ン効果,曲げ回数の増加にともなう強さ 

の低下,などを実験的に究明してい芬。

また,ワイヤローブの疲れ試験に関連して,事故を生じたワイヤロープの原因調査,使用さ 

れたワイヤローブの残留強さ試験,スブライスの効果,などの試験も機会を得ては実施してき 

た。

さらに,ワイヤローブに関連する機械器具の強さ試験•性能試験についても,必要に応じて 

あるいは林野庁,民間からの要求に応して,試験方法を検討しながら実施して来た。

以上,研究課題についてその経過の概要を述べたが,かなりの年数を経過してその対象範囲 

が広がり,その内容に若干の変化もあるが,先に研究の目的にあげたように,ワイヤロIブを 

中心とした架空線集材装置を構成する各々の機械器具について,試験・実験を通して具体的で 

役に立つ資料を得ることに主眼をおいて,この研究課題を継続している。
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IV試馭の成果

これまでに得られた成果は,次節Vに項目を一覧表として示すとおりである。これらの結果 

は全体を体系づけて巢約されていない。これまでに蓄えたデータは内容を分類整理して適当な 

方法でとりまとめることは,ぜひ必要なことであり今後の課題となっている。

したがってここでは,これまでに術られた成果の中からいくつかを選んで,•その概要を述べ 

る。

1.索線断線の発生傾向と残留強さ

疲れ試験機におけるワイヤローブの寿命試験の結果は,同一規格のワイヤロ・-ブであって 

も相当にバラっきがある。数多く くり返してみると寿命値の標準偏差は,寿命値の平均値の 

10-20 %となることは普通である。ここで寿命とはワイヤローブ1より長さの間に総素 

線数の1〇%の素線断線が生じる(1割断線とよぶ)までの,往復回数で表わしている。個 

々のワイヤローブについての寿命値を正確に推定することは容易ではない。しかし,ワイヤ 

ローブの構成(種類)ごとに見ると,その疲れの進行経過にはっきりした特徵を見い出すこ 

とができる。ここでは,素線断線の発生傾向と寿命に逹した時点における残留強さについて, 

その概要をみてみる。

(1)素線断線の発生傾向

疲れの進行にともない素線断線の数は増加し,ついには1割断線に至り寿命に達したと 

見なされる。この断線数の増加の程度がワイヤローブの種類によりはっきり異ることが明 

らかとなった。1つは比較的早い時期に最初の素線断線(初断線)が現われ,それ以後し 

だいに断線数が増す傾向にあるものであり,いま1つは相当の往復回数を経た後に初断線 

を生じ,それ以後は急、激に断線数が増加し寿命に至るものである。いま寿命をNL,初断 

線が発生した往復回数をNiとし,その比N] /N Lで初断線の発生時期を表わし,これ 

をワイヤロープの種類ごとに比較して示すと表1のようになる。

(表1)初断線の発生時期(Ni /NL )
ワイヤロ•ープ構成 分布の範囲 頻度の高い範囲 平均値

作業索

J I S 1号 6X19 0. 5 ～ 0. 8 〇• 5 5 〜0・ 7 5 0. 6 0
J I S 1 2 号 6xFi(25) 0. 6〜0・9 5 〇• 6 5 ～ 0. 8 5 0. 7 5
J I S 11号 6 XW •(1 9 ) 0. 6 〜1.0 0. 9 〇 0. 9 0
J I S ! 〇 号 6xS (19) 〇. 8 5 —1.0 0. 9 5 0. 9 5

主索

J I S 1号6 X 7 0. 6 〜〇・ 5 〇, 7 5 ～ 0. 9 5 0. 8 0
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寿命値についてみるとバラっき力;大きく一飮に表わせないカ:,その模陥を比較すると,

6 X Fi(25), 6 X W (19), 6 X S (19)の舟命は,6X19のそれのおよそ 

2倍である。

以上のことからつぎのことがいえよう。

① 6X19に比べ6 X F i (25), 6 X W (19 ), 6 X S (19)は寿命がおよそ 

2倍であり,初断線の発生時期はずっとおそい。しかし,

② 6 X F i (25), 6 X W (19), 6 X S (19)の場合,とく に 6 X W (1 9 ), 

6X8(19 )にあっては,初断線が発生すると急、激に断線敬が増加し,すぐに寿命に 

達する。

(2(寿命に達したロープの残留強さ

！割断線が生じたワイヤローブの残留強さと為命の関係の概略は表2のようにまとめら 

れる。残留強さは新品の強さに対する比で示している。ワイヤローブの構成による残留強 

さの差が著しいことがわかる。

(表2) 寿命に逹したローブの残留強さ

ワイヤローブ構成 分布の範囲 頻度の高い範囲

作業索

J I S 3 号 6X19 0. 3 8 〜0・ 9 1 〇. 7 0 ～ 0. 8 〇

JIS12 号 6xFi(25) 〇.1 9 〜0. 8 〇 0・ 3 〇〜0. 4 〇

JIS11号 6 XW (19 ) 0. 0 ～ 0. 3 8 0. 0 5

Jlsio 号 6 X S (19) 0. 0 ～ 0. 4 4 0. 0 5

主索

J I S 1号 6X7 0. 6 6 ～ 0. 9 5 〇. 8 〇 ～ 0. 9 〇

これからつぎのことが言える。

現行のワイヤロープ廃棄基準として示されている素線断線の項では,ロープの構成に関 

係なく1〇%の断線数とな‘っている。しかし,断線の発生は上述のようにローブの構成ご 

とに一様でない。したがってつぎのような考慮が必要・である。すなわち,廃棄基準に達し 

た時点で残留強さ7 〇〜8 0 %を保っている必要があるとすれば,6X19, 6 X 7につ 

いては10%の断線,6 X Fi (25)では5 %の断線,6 X WC19 ), 6 X S (19) 

では初断線が生じた時点を廃棄の目やすとするがよいと考えられる。実際の集運材架線装 
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置亿あっては,上にあげた数字が状況によって変りうるだろうが,少くともこのようなワ 

イヤローブの搆成ごとの特徴は十分に考慮し,保守点検の必要があろう。

2.上松運輸営林署における試験結果から上松運輸営林署におけるワイヤローブの疲れ試験を 

行った試料の数は,作業索として6 X19 ( J I S1号品)は11社283本,6 X Fi(25)

(J I S12号)は10社2 2 0本,主索として6 X 7 ( J I S1号)24〜26 Mは6社

!〇 2本,特殊構成ロープ24-26 Eは6社7 .種,31〇本の多くに達している。

作業索の疲れ試験は,試験条件として索張力3 5 〇屈,滑車径19 〇 m!のs曲げ2回の試 

験条件を設定し,全てこの条件下で行っている。試験項目としては,寿命試験,一定回数往

図1•疲れ試験

b, 作業索 12命

復後の残留強さ試険(6X19では4, 0 0 0回,5, 0 0 〇回,6 X Fi(25)では

6,。 〇 〇回,8, 0 0 0回),引張試験,製品検査,素線検査を実施している。これまでにと 

リまとめた中から概要を示すとつぎのようになる。

寿命試験による寿命値の確率密度関数の型は対数正規分布とするのが最もよく適合するこ 

とがわかった。ワイブル分布あるいは真数正規分布と見なしても大きな誤りはない。寿命と 

一定回数往復後の残留強さについて6X19と6XFi (25)を対比して示すと表3のと 

おり。

寿命試験および一定回数往復後の残留強さ試験の結果の全体を把握した上で,ワイヤロー 

ブメーカーの間の比較を,分散と平均値の差の検定により試みた。その結果はその性能が相 

対的に優れているもの,劣っているもののそれぞれに1〜2のメ ーカーが有意な差を持って

—4 3 5—



いることがわかった。ただしこの結果だけからメ ーカーの優劣を断定するには無理もあると

考えられる。

ワイヤロープの雨疲労性に影我を及ぼす要因を,製品検査,素線検査の側定項目の中から

探そうという試みは,これまでのところ明確な答を得られないでいる。

6

4

2

確 

率 

密 

度

1

〇

(表3) 寿命と残留強さ

ワイヤー ロープ構成 6X19 6XP i ( 2 5 )

舟’命 平均値 

標準偏差

6,11 7 回

1.0 5 0 回

9, 5 6 〇 回

•1.9 4 7 回

残留強さ 平均値 

標準偏差

4I 〇 0 〇回往復後
7. 5 4 X 1 0 3

0. 7 2 6 x ! 〇3 kg

8.0 〇 〇回往復後
5. 0 7 X 1 0 s k?

0. 2 1 8 X 1•〇3 炒

6X19の寿命値の分布図を図2に,主索の疲れ試験にXる寿命の分布図を図3に示す。
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3.スプライス加工したワイヤロープの強さ試験

ンロートスブライス,お上ぴ台付ローブのアイスブライス加工したワイヤローブの引張破 

断強さを知るために実験を行った。

ワイヤローブのスプライス加工は,现行集材機作業基準ではロングスプライスで行うこと 

を原則としているが,作業索についてはシS ートスブライスも可とされている。しかしシn 

ートスプライスでは,ドラムに巻込む埸合に乱巻きによる型崩れを起す左ど不都合なことも 

あり,改善策としてセミロンダスブライスと呼ばれる方法が使われている。一方台付ローブ 

に用いるアイスプライスも,6ストランドのローブを3ストランドに2分割して相互にあみ 

込む巻き差しも簡便な方法として使用されている。

これらの試験を6 x 2 4 %10 nn,12 «n,14 csのワイヤローブについて強さを求めた。 

その結果は,

①シ!! ートスプライスの場合

1〇 nn ローブでは 約5 t 〇 n

1 2 mn 〃 〃 7 ton

1 4 mm 〃 〃 9 ton

@アイスブライスの場合

10ゆローブでは 約5 ton

12颇 〃 〃 7 ton

14砌 〃 "9 ton

であった。 '

4.シキッ‘クルの強さに関する試験 -•-

霄森営林局の依頼により,特殊•ンヤックルの強さ試を行った結果の概要はつぎのとおり。

この特殊シャックルは,シャックルピンの脱着を片手で容易に操作できるように,シャザク

ルピンとピン穴に工夫がなされたものである。 • ：ーゝ

試験の方法は,シャックルにワイヤローブをかけ張力を増しながら,シャックル各部に変 

•形が生じる荷重を求めた。同時に普通型のストレートシャックルも試験し比較した。供試品の 

寸法およびピンの変形が認められるに至った荷重は,それぞれ表4, 5のとおりであった。
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(単位m )

(表4 ) 供試品の寸法

シャックル本体 

の径

•ンヤックルビン！ 

たはホ’ルトの径

シャックル本体 

の内径

特殊シャックル

大 型 2 5 2 5 5 〇

小 型 2 〇 2 4 3 1

普通型ストレート 

シャづクル

大 型 2 5 2 5 5 〇

小 型 2 〇 2 4 3 1

(表5 )

(単位ton)

ピン唾たはボルトが変形した荷重

特殊シャブクル

大型 5. 〇

〃(補強あり) 5. 〇

小型 8. 〇» 8. 〇

〃(袖強あり) 8. 5

普通型ストレート 

シャックル

大型 5. 5 , 6. 〇

小型 9. 5

弓I張荷重が増加すると,シャックルピンに変形が生じ,シャックル本体の内径がわずかに 

大きくなる。このために特殊シャックルでは安全ガードの開放が困難となり,ピンの着脱が 

困難となった。普通型のピンではボルトのネジが廻りにく くなった。いずれの場合にも,ピ 

ンまたはホ・ルトの変形が性ず生じており,ピン穴の変形は全くみられなかった。したがって, 

特殊シャックルのピン穴の周囲を補強したものも,•ンヤックルとしての號さは,ほヾ同じと 

見られた。

Vこれまでに公表した試験の結果

1•研究報告

(1)鋼索の疲労に関する試験報吿(1),上田実•富永貢 第7 4回日本林学会大会講演集,

1 9 6 3〇

(2!林業用鋼索の疲労に関する研究(第1報)作業索の繰返し引張り曲げ試験,上田実・ 

冨永貢,林業試験場研究報告第16 4号,1 9 6 4。

—4 3 8 —

⑶ 林業用細索の疲労に関する研究第2朝主笑に関する疲労武験,上田実•斉藤敏志•柴田 

傾ー,林業試験場研究報告213号,19 6 8〇

(4) ワイヤローブの伸び測定法,W永貢,第8 4回日本林学会大会綃演集,19 7 3〇

(5) 林業用鋼索の疲労に関する研究第3報作業索(6X19, J I S 3号)の疲れ寿命試験’ 

機械第1研究室,上松運輸営林署ローブ試験室,林業試験場研究報告(3 0 0)

2,林業試験場試験成績』 

韻索の奇命試験

(6) 6 X19〇4),1〇 !!«, 2種,大和工業製 3 8. 4.1 7

(7 ) 6 X19QX)潛通より(4 0 C )»大和工業製 3 8. 6.2 8

(8) 6 X19QX),1〇砒«, 2種,出原工業製 3 8. 7. 5

(9) 6 X19QA),!〇ゆ,暁製網製 3 9. 9.11

(10) 6 X1904),1〇 na,西田製綱製 3 9.1 0.1 6

(11) 6 X19〇/〇,1〇胴,鉛焼入れ,暁製網製 3 9.1 2.2 5

(12) 6X7 C/L,16丽,A種,イゲタ製綱製 4 0.1 0.1 5

(13) 6 X Fi (1 9+6 )Q/O,1 OM, A種,暁製綱製 4 0.1 0.1 5

(14) 6xFi(25)0/6,1〇ゆ,A種,Z撚り,日本鋼線鋼索製 4 0.1 2.1 5

(15) 6 X19 〇4).1OM, A種,Z撚り,日本綱線鋼索製 4 0.1 2.1 6

(16) 6 X19 04),12 〇,朝日製綱製 4 1. 9.1 2

(17) 6 x19QX),1 2mm,朝日製綱製 4 1. 9.1 2

(18) 6 X Fi(25)O/b ,12 〇»神鍋鋼線鋼索製 4 1. 9.1 2

(19) 6 x 7 C/L, A種, 川崎製鉄製 4 2. 1.i 〇

〃 ,19 0 kff/m 成, 〃

〃 ,215 冊/福, 〃

(20) 6X19,12砌,裸,普通撚,中心麻芯入,新大日製綱製
.■ • \ . 1 • * •

4 2. 2.1 4

(21) 6 X F i(25)〇/b,12 mm,イゲタ製綱製 4 2. 2.1 4

(22) 6x(14-9 + 14)G/O,12馴,東洋鋼線鋼索製 4 2. 4.11
(23) 6 X(1+9 + 14 ) 〇/©,12 711111t麻芯入り,東洋綱線鍋索製 4 2. 4.11

(24) 6 X F i ( 2 5 ),12砌,裸,普通撚り,中心麻芯入,日本鋼線索製 4 2. 4.1 3

(25) 6X7,16 mm, A種(スラフローブ),昭和製綱製 4 2. 5.1 6

(26) ロックドコイル,LCR, B型,メッキ,16倾,東京製綱製 4 2. 6.1 4
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銅索に関連する器具の性能,スプライスの効果など

(27) サンローブC/L,16 ZIB,帝国産莱製 4 2. 7.2 8

(28) S RAF 6 X S, 〇/幻,12血,麻芯入り,昭和製綱製 4 2.1 0.1 3

(29) S RAF 6 xS,O/t),l2丽,麻芯入り,昭和製綱製 4 2.1 0.1 3

(30) S RAF 6 xW, O/t),l 2na»麻芯入り,昭和製綱製 4 2.1 1.4

(31) S RAF 6 x FiO/t),l2 m,麻芯入り,昭和製綱製 4 2.1 2. 4

(32) 6 x Fi 〇/〇 ,12砌,麻芯入,昭和製綱製 4 2.1 2. 4

(33) サンロープC/L,16na, A種,帝国産業製 4 3. 4.1 2

(34) サン•ンール6 x S (19)0/t),1.2时,帝国産業製 4 3. 4.1 9

(35) 6x8 (19)〇/t),1 2 rm,帝国産業製 4 3. 4.1 9

(36) サンロープ6 XW (19 ),12砌,A程,帝国産業製 4 3. 7.1 〇

(37) 6 X W(19 ) Q/t),12ゆ,A炬,帝国産業製 4 3. 7.1 〇

(38) 6 X F i (19+6),麻芯,12脚,日本鋼線綱索製 4 3. 7.11

(39) ロックドコイル B型,メッキ,16砌1,東京製綱製 4 3.1 2. 3

(40) サン6 x Fi ( 25 ) 0/t),12m, A種,帝国産業製 4 4. 2.2 〇

(41) 6 x F i(25 ) 〇/0,12 0, A種,帝国産業製 4 4. 2.2 〇

(42) 6 x S ( 25 ) 〇/L ( A ),1 2m,朝日製綱製 4 4.1 1.1 3

(43) 6 x Fi (17)C/L(A),12伽,朝日製網製 4 5. 1.1 3

(44) 6 X 7 C/L(A),12〇,朝日製綱製 4 5. 3.3 1

(45) 6X19 0/0(A),12m,朝日製綱製 4 5. 4.1 7

(46) 6 X Fi(2 5)%(A),12〇,日本鋼線綱索製 4 5. 4.2 7

(47) 6X19 〇/〇(A),12砌,日本鋼線鋼索製 4 5. 4.2 7

(48) 6 XW (16)C/0,12m,朝日製綱製 4 5. 8.2 1

(49) 6 XW (16)C/L,12m,朝日製綱製 4 5. 9.1

(50) シングルローブ4 x F i ( 2 2 + 7 ) 〇/〇,12 m,帝国産業製 4 5.1 0.2 〇

(51) スラフローブ 6xFi(25) 〇/,〇,12mm,日鉄ローブ製 5 〇• 4.1 4

(52) 6X19,12砌,ダイヤ工業製 5 2. 3.2 5

鋼索の残留強さ

(53)
» ? • " ■ • * 1

ワイヤローブの残留強度試験(6X2 4, G/0,14M) 4 7. 9.2 9

(54) 三徳バイスS B 4号の保持カ

—4 4 〇 —

3 9. 9.2 6

(55) シメラー式ワイヤクリッブの把持力試琰ならぴに試験後使用ワイヤローブの

残団强度試験 4 〇•1.18

(56) 特殊クランブ(金谷鉄工所製K凝)の把持力比較試験 40.1 1.11

(57) ヒールクランプ(丸山鉄工所製)の把持力と試験ロープの我留強度試験 H.12.19

(58) ワイヤローブストッパー(結束器)1型,2型の酸力試験 4 2.1.2 0

(59) ワイヤローブ用巻付クリップ(宣真工業KK製WGD —1〇 )の把持カ試験

• • 4 2. 6.1 3

(60) 改良型ブロック(丸山鉄工所製ユニバースブロック,U M V - 5 6 L型)の強度試験

4 2.1 2.11

(61) 纳索の合金止めEye加工(ナックロック)とさつま継ぎ法の性能比較 42. 9. 8

(62) 油圧ブレス機(泉陽網具KK製LH-16型,LD-32型)によるロック加工の強

さ試験 4 4. 8.18

(63) アイアング・リップ(大幸産業KK製,B G-M-12, M- 2 〇 » M- 2 2 , 2 5 )

とJ I S型クリップの握索カ比較試験 45. 3.14

(64) ZBブロック(7〜12型)の破壊強度試験及び各荷重における変型度合51.6.3 0 

機械器具の性能

(65) シメラー式ワインダー 39. 2.12

(66) 合成樹脂製とぴの柄の強度試験 4 1.10.2 6

(67) ローブ張力安全器(丸山工業K K製)の変動荷重に対する油漏の有無と精匿試験

4 3.1.2 5

(68) ワイヤローブ用テンションメ •ーター(谷藤機械工業製)の変動荷重に対する油漏の

有無と梢度試験 4 3.1.2 5

(69) S Kガイライン張線器(宣真工業KK製)の引張強度並びに緊張能力 4 3.1.25

(70) RS張力計(KK測機舎製,容量5 ton )の精度 4 3.1 〇. 9

(71) RS -3 0張力計(KK測機舎製,容冕3 〇 ton)の精度 4 3.1 0.1 5

(72) 合成樹脂製とぴの柄(ツバメ化学工業KK製)の強匿試験 4 3.1 2. 2

(73) ローディンクウェイトスイベルの引張り强さ試験 4 3.1 2.1 4

(74) 簡易張力計(側機舎製T 2型)の張力計性能試験 4 5. 3.1 7

(75) ルーパー(象印チェンブロックKK製,1.5 ton )の耐力テストおよび定容量の

場合の手巻き力 k 4 6. 3. 3
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(76) ルーバー(象印チェンブロックKK製,1.5 ion , 0. 7 5 ton )の耐力試験お

—4 4 2 —

よぴ使用荷重と保持荷靠におけるロープのすべり 4 8.10.2 4

3.林野庁•営林局への報告谱

(77.)’作業索の疲労度と塗油効果の確對,6X19, 6 X Fi ( 25), 12 m,

旭川営林局へ回答 41.9.12

(78) ワイヤロープの破断原因調査結果,前橋営林局への回答 4 2. 8.2 1

(79) 集材機架線用アンカー(根株•立木・埋込み)の強度試験報告書,東京情林局作案課

4 3.1 2.

(80) ワイヤロープの適正な管理について,林野庁業務課へ提出 4 6.1.18

(81) 人工アンカーの強さについての検討,人工アンカー強さ試験強告書,東京営林局作業

課へ提出 4 8.1.

(82) 人工(組立て)アンカーの強さについて,実地試験報告再,東京営林局作業課へ提出

: 4 9.1 2.

;(83)シャックルの強さに関する試験報告書,青森営林局へ回答 5 2. 7.

(84)’ワイヤロープの切断試駿翩告書,東京営林局へ回答 .5 2.11.

以上
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